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 マタイによる福音書1 戻る

イエス・キリストの系図

1アブラハムの子ダビデの子、イエス・キリストの系図。
2  アブラハムはイサクをもうけ、イサクはヤコブを、ヤコブはユダとその兄弟たちを、3ユダはタマルによってペレツとゼ

 ラを、ペレツはヘツロンを、ヘツロンはアラムを、4アラムはアミナダブを、アミナダブはナフションを、ナフションはサル
 モンを、5  サルモンはラハブによってボアズを、ボアズはルツによってオベドを、オベドはエッサイを、6エッサイはダビ

デ王をもうけた。
 ダビデはウリヤの妻によってソロモンをもうけ、7  ソロモンはレハブアムを、レハブアムはアビヤを、アビヤはアサを、8

 アサはヨシャファトを、ヨシャファトはヨラムを、ヨラムはウジヤを、9ウジヤはヨタムを、ヨタムはアハズを、アハズはヒゼ
 キヤを、10  ヒゼキヤはマナセを、マナセはアモスを、アモスはヨシヤを、11ヨシヤは、バビロンへ移住させられたころ、

エコンヤとその兄弟たちをもうけた。
12  バビロンへ移住させられた後、エコンヤはシャルティエルをもうけ、シャルティエルはゼルバベルを、13ゼルバベ

 ルはアビウドを、アビウドはエリアキムを、エリアキムはアゾルを、14アゾルはサドクを、サドクはアキムを、アキムはエ
 リウドを、15  エリウドはエレアザルを、エレアザルはマタンを、マタンはヤコブを、16ヤコブはマリアの夫ヨセフをもう

けた。このマリアからメシアと呼ばれるイエスがお生まれになった。
17 こうして、全部合わせると、アブラハムからダビデまで十四代、ダビデからバビロンへの移住まで十四代、バビロ
ンへ移されてからキリストまでが十四代である。

イエス・キリストの誕生

18イエス・キリストの誕生の次第は次のようであった。母マリアはヨセフと婚約していたが、二人が一緒になる前
 に、聖霊によって身ごもっていることが明らかになった。19夫ヨセフは正しい人であったので、マリアのことを表ざた

 にするのを望まず、ひそかに縁を切ろうと決心した。20 このように考えていると、主の天使が夢に現れて言った。
 「ダビデの子ヨセフ、恐れず妻マリアを迎え入れなさい。マリアの胎の子は聖霊によって宿ったのである。21マリア

 は男の子を産む。その子をイエスと名付けなさい。この子は自分の民を罪から救うからである。」 22 このすべての
ことが起こったのは、主が預言者を通して言われていたことが実現するためであった。
23「見よ、おとめが身ごもって男の子を産む。
その名はインマヌエルと呼ばれる。」

 この名は、「神は我々 と共におられる」という意味である。

24  ヨセフは眠りから覚めると、主の天使が命じたとおり、妻を迎え入れ、25男の子が生まれるまでマリアと関
係することはなかった。そして、その子をイエスと名付けた。

戻る



 マタイによる福音書2 戻る

占星術の学者たちが訪れる

1イエスは、ヘロデ王の時代にユダヤのベツレヘムでお生まれになった。そのとき、占星術の学者たちが東の方から
 エルサレムに来て、2言った。「ユダヤ人の王としてお生まれになった方は、どこにおられますか。わたしたちは東方

 でその方の星を見たので、拝みに来たのです。」 3 これを聞いて、ヘロデ王は不安を抱いた。エルサレムの人々 も
 皆、同様であった。4王は民の祭司長たちや律法学者たちを皆集めて、メシアはどこに生まれることになっている
 のかと問いただした。5彼らは言った。「ユダヤのベツレヘムです。預言者がこう書いています。

6『ユダの地、ベツレヘムよ、
お前はユダの指導者たちの中で
決していちばん小さいものではない。
お前から指導者が現れ、
わたしの民イスラエルの牧者となるからである。』」

7  そこで、ヘロデは占星術の学者たちをひそかに呼び寄せ、星の現れた時期を確かめた。8そして、「行って、そ
 の子のことを詳しく調べ、見つかったら知らせてくれ。わたしも行って拝もう」と言ってベツレヘムへ送り出した。9彼
 らが王の言葉を聞いて出かけると、東方で見た星が先立って進み、ついに幼子のいる場所の上に止まった。10

 学者たちはその星を見て喜びにあふれた。11家に入ってみると、幼子は母マリアと共におられた。彼らはひれ伏
 して幼子を拝み、宝の箱を開けて、黄金、乳香、没薬を贈り物として献げた。12ところが、「ヘロデのところへ帰

るな」と夢でお告げがあったので、別の道を通って自分たちの国へ帰って行った。

エジプトに避難する

13占星術の学者たちが帰って行くと、主の天使が夢でヨセフに現れて言った。「起きて、子供とその母親を連れ
て、エジプトに逃げ、わたしが告げるまで、そこにとどまっていなさい。ヘロデが、この子を探し出して殺そうとしてい

 る。」 14  ヨセフは起きて、夜のうちに幼子とその母を連れてエジプトへ去り、15ヘロデが死ぬまでそこにいた。そ
れは、「わたしは、エジプトからわたしの子を呼び出した」と、主が預言者を通して言われていたことが実現するた
めであった。

ヘロデ、子供を皆殺しにする

16さて、ヘロデは占星術の学者たちにだまされたと知って、大いに怒った。そして、人を送り、学者たちに確かめて
 おいた時期に基づいて、ベツレヘムとその周辺一帯にいた二歳以下の男の子を、一人残らず殺させた。17 こう

して、預言者エレミヤを通して言われていたことが実現した。
18「ラマで声が聞こえた。
激しく嘆き悲しむ声だ。
ラケルは子供たちのことで泣き、
慰めてもらおうともしない、
子供たちがもういないから。」

エジプトから帰国する

19  ヘロデが死ぬと、主の天使がエジプトにいるヨセフに夢で現れて、20言った。「起きて、子供とその母親を連
 れ、イスラエルの地に行きなさい。この子の命をねらっていた者どもは、死んでしまった。」 21そこで、ヨセフは起き



 て、幼子とその母を連れて、イスラエルの地へ帰って来た。22しかし、アルケラオが父ヘロデの跡を継いでユダヤを
 支配していると聞き、そこに行くことを恐れた。ところが、夢でお告げがあったので、ガリラヤ地方に引きこもり、23

ナザレという町に行って住んだ。「彼はナザレの人と呼ばれる」と、預言者たちを通して言われていたことが実現す
るためであった。

戻る



 マタイによる福音書3 戻る

洗礼者ヨハネ、教えを宣べる

1  そのころ、洗礼者ヨハネが現れて、ユダヤの荒れ野で宣べ伝え、2「悔い改めよ。天の国は近づいた」と言った。
 3 これは預言者イザヤによってこう言われている人である。

「荒れ野で叫ぶ者の声がする。

『主の道を整え、
その道筋をまっすぐにせよ。』」

4  ヨハネは、らくだの毛衣を着、腰に革の帯を締め、いなごと野蜜を食べ物としていた。5そこで、エルサレムとユ
 ダヤ全土から、また、ヨルダン川沿いの地方一帯から、人々 がヨハネのもとに来て、6罪を告白し、ヨルダン川で

彼から洗礼を受けた。
7 ヨハネは、ファリサイ派やサドカイ派の人々 が大勢、洗礼を受けに来たのを見て、こう言った。「蝮の子らよ、差

 し迫った神の怒りを免れると、だれが教えたのか。8  悔い改めにふさわしい実を結べ。9『我々 の父はアブラハム
だ』などと思ってもみるな。言っておくが、神はこんな石からでも、アブラハムの子たちを造り出すことがおできになる。
 10  斧は既に木の根元に置かれている。良い実を結ばない木はみな、切り倒されて火に投げ込まれる。11わ
たしは、悔い改めに導くために、あなたたちに水で洗礼を授けているが、わたしの後から来る方は、わたしよりも優
れておられる。わたしは、その履物をお脱がせする値打ちもない。その方は、聖霊と火であなたたちに洗礼をお授

 けになる。12そして、手に箕を持って、脱穀場を隅々 まできれいにし、麦を集めて倉に入れ、殻を消えることの
ない火で焼き払われる。」

イエス、洗礼を受ける

13  そのとき、イエスが、ガリラヤからヨルダン川のヨハネのところへ来られた。彼から洗礼を受けるためである。14
ところが、ヨハネは、それを思いとどまらせようとして言った。「わたしこそ、あなたから洗礼を受けるべきなのに、あな

 たが、わたしのところへ来られたのですか。」 15しかし、イエスはお答えになった。「今は、止めないでほしい。正し
 いことをすべて行うのは、我々 にふさわしいことです。」そこで、ヨハネはイエスの言われるとおりにした。16イエスは

洗礼を受けると、すぐ水の中から上がられた。そのとき、天がイエスに向かって開いた。イエスは、神の霊が鳩のよ
 うに御自分の上に降って来るのを御覧になった。17そのとき、「これはわたしの愛する子、わたしの心に適う者」

と言う声が、天から聞こえた。

戻る



 マタイによる福音書4 戻る

誘惑を受ける

1 “ ”  さて、イエスは悪魔から誘惑を受けるため、 霊 に導かれて荒れ野に行かれた。2そして四十日間、昼も夜も
 断食した後、空腹を覚えられた。3すると、誘惑する者が来て、イエスに言った。「神の子なら、これらの石がパン

 になるように命じたらどうだ。」 4イエスはお答えになった。

「『人はパンだけで生きるものではない。
神の口から出る一つ一つの言葉で生きる』

 と書いてある。」 5  次に、悪魔はイエスを聖なる都に連れて行き、神殿の屋根の端に立たせて、6言った。「神の
子なら、飛び降りたらどうだ。

『神があなたのために天使たちに命じると、
あなたの足が石に打ち当たることのないように、
天使たちは手であなたを支える』

 と書いてある。」 7  イエスは、「『あなたの神である主を試してはならない』とも書いてある」と言われた。8更に、
 悪魔はイエスを非常に高い山に連れて行き、世のすべての国々 とその繁栄ぶりを見せて、9「もし、ひれ伏してわ

 たしを拝むなら、これをみんな与えよう」と言った。10すると、イエスは言われた。「退け、サタン。

『あなたの神である主を拝み、
ただ主に仕えよ』

 と書いてある。」
11そこで、悪魔は離れ去った。すると、天使たちが来てイエスに仕えた。
ガリラヤで伝道を始める
12  イエスは、ヨハネが捕らえられたと聞き、ガリラヤに退かれた。13そして、ナザレを離れ、ゼブルンとナフタリの

 地方にある湖畔の町カファルナウムに来て住まわれた。14それは、預言者イザヤを通して言われていたことが実
現するためであった。

15「ゼブルンの地とナフタリの地、
湖沿いの道、ヨルダン川のかなたの地、
異邦人のガリラヤ、
16暗闇に住む民は大きな光を見、
死の陰の地に住む者に光が射し込んだ。」

17そのときから、イエスは、「悔い改めよ。天の国は近づいた」と言って、宣べ伝え始められた。
四人の漁師を弟子にする
18イエスは、ガリラヤ湖のほとりを歩いておられたとき、二人の兄弟、ペトロと呼ばれるシモンとその兄弟アンデレ

 が、湖で網を打っているのを御覧になった。彼らは漁師だった。19イエスは、「わたしについて来なさい。人間をと
 る漁師にしよう」と言われた。20  二人はすぐに網を捨てて従った。21そこから進んで、別の二人の兄弟、ゼベ

ダイの子ヤコブとその兄弟ヨハネが、父親のゼベダイと一緒に、舟の中で網の手入れをしているのを御覧になると、
 彼らをお呼びになった。22 この二人もすぐに、舟と父親とを残してイエスに従った。

おびただしい病人をいやす



23イエスはガリラヤ中を回って、諸会堂で教え、御国の福音を宣べ伝え、また、民衆のありとあらゆる病気や患
 いをいやされた。24そこで、イエスの評判がシリア中に広まった。人々 がイエスのところへ、いろいろな病気や苦し

みに悩む者、悪霊に取りつかれた者、てんかんの者、中風の者など、あらゆる病人を連れて来たので、これらの
 人々 をいやされた。25 こうして、ガリラヤ、デカポリス、エルサレム、ユダヤ、ヨルダン川の向こう側から、大勢の群

衆が来てイエスに従った。

戻る



 マタイによる福音書5 戻る

山上の説教を始める

1  イエスはこの群衆を見て、山に登られた。腰を下ろされると、弟子たちが近くに寄って来た。2そこで、イエスは
口を開き、教えられた。

幸い

3「心の貧しい人々 は、幸いである、
天の国はその人たちのものである。
4悲しむ人々 は、幸いである、
その人たちは慰められる。
5柔和な人々 は、幸いである、
その人たちは地を受け継ぐ。
6義に飢え渇く人々 は、幸いである、
その人たちは満たされる。
7憐れみ深い人々 は、幸いである、
その人たちは憐れみを受ける。
8心の清い人々 は、幸いである、
その人たちは神を見る。
9平和を実現する人々 は、幸いである、
その人たちは神の子と呼ばれる。
10義のために迫害される人々 は、幸いである、
天の国はその人たちのものである。
11わたしのためにののしられ、迫害され、身に覚えのないことであらゆる悪口を浴びせられるとき、あなたがたは

 幸いである。12喜びなさい。大いに喜びなさい。天には大きな報いがある。あなたがたより前の預言者たちも、
同じように迫害されたのである。」

地の塩、世の光

13「あなたがたは地の塩である。だが、塩に塩気がなくなれば、その塩は何によって塩味が付けられよう。もはや、
 何の役にも立たず、外に投げ捨てられ、人々 に踏みつけられるだけである。14あなたがたは世の光である。山の

 上にある町は、隠れることができない。15また、ともし火をともして升の下に置く者はいない。燭台の上に置く。
 そうすれば、家の中のものすべてを照らすのである。16そのように、あなたがたの光を人々 の前に輝かしなさい。

人々 が、あなたがたの立派な行いを見て、あなたがたの天の父をあがめるようになるためである。」

律法について

17「わたしが来たのは律法や預言者を廃止するためだ、と思ってはならない。廃止するためではなく、完成するた
 めである。18はっきり言っておく。すべてのことが実現し、天地が消えうせるまで、律法の文字から一点一画も

 消え去ることはない。19だから、これらの最も小さな掟を一つでも破り、そうするようにと人に教える者は、天の
国で最も小さい者と呼ばれる。しかし、それを守り、そうするように教える者は、天の国で大いなる者と呼ばれる。
20言っておくが、あなたがたの義が律法学者やファリサイ派の人々 の義にまさっていなければ、あなたがたは決し
て天の国に入ることができない。」



腹を立ててはならない

21  「あなたがたも聞いているとおり、昔の人は『殺すな。人を殺した者は裁きを受ける』と命じられている。22し
かし、わたしは言っておく。兄弟に腹を立てる者はだれでも裁きを受ける。兄弟に『ばか』と言う者は、最高法院に

 引き渡され、『愚か者』と言う者は、火の地獄に投げ込まれる。23だから、あなたが祭壇に供え物を献げようと
 し、兄弟が自分に反感を持っているのをそこで思い出したなら、24その供え物を祭壇の前に置き、まず行って兄

 弟と仲直りをし、それから帰って来て、供え物を献げなさい。25あなたを訴える人と一緒に道を行く場合、途中
で早く和解しなさい。さもないと、その人はあなたを裁判官に引き渡し、裁判官は下役に引き渡し、あなたは牢

 に投げ込まれるにちがいない。26はっきり言っておく。最後の一クァドランスを返すまで、決してそこから出ることは
できない。」

姦淫してはならない

27  「あなたがたも聞いているとおり、『姦淫するな』と命じられている。28しかし、わたしは言っておく。みだらな思
 いで他人の妻を見る者はだれでも、既に心の中でその女を犯したのである。29もし、右の目があなたをつまずか

せるなら、えぐり出して捨ててしまいなさい。体の一部がなくなっても、全身が地獄に投げ込まれない方がましであ
 る。30もし、右の手があなたをつまずかせるなら、切り取って捨ててしまいなさい。体の一部がなくなっても、全身

が地獄に落ちない方がましである。」

離縁してはならない

31  「『妻を離縁する者は、離縁状を渡せ』と命じられている。32しかし、わたしは言っておく。不法な結婚でもな
いのに妻を離縁する者はだれでも、その女に姦通の罪を犯させることになる。離縁された女を妻にする者も、姦
通の罪を犯すことになる。」

誓ってはならない

33「また、あなたがたも聞いているとおり、昔の人は、『偽りの誓いを立てるな。主に対して誓ったことは、必ず果た
 せ』と命じられている。34しかし、わたしは言っておく。一切誓いを立ててはならない。天にかけて誓ってはならな

 い。そこは神の玉座である。35地にかけて誓ってはならない。そこは神の足台である。エルサレムにかけて誓って
 はならない。そこは大王の都である。36また、あなたの頭にかけて誓ってはならない。髪の毛一本すら、あなたは

 白くも黒くもできないからである。37あなたがたは、『然り、然り』『否、否』と言いなさい。それ以上のことは、悪
い者から出るのである。」

復讐してはならない

38  「あなたがたも聞いているとおり、『目には目を、歯には歯を』と命じられている。39しかし、わたしは言っておく。
 悪人に手向かってはならない。だれかがあなたの右の頬を打つなら、左の頬をも向けなさい。40あなたを訴えて

 下着を取ろうとする者には、上着をも取らせなさい。41だれかが、一ミリオン行くように強いるなら、一緒に二ミ
 リオン行きなさい。42求める者には与えなさい。あなたから借りようとする者に、背を向けてはならない。」

敵を愛しなさい

43  「あなたがたも聞いているとおり、『隣人を愛し、敵を憎め』と命じられている。44しかし、わたしは言っておく。
 敵を愛し、自分を迫害する者のために祈りなさい。45あなたがたの天の父の子となるためである。父は悪人に

 も善人にも太陽を昇らせ、正しい者にも正しくない者にも雨を降らせてくださるからである。46自分を愛してくれ
 る人を愛したところで、あなたがたにどんな報いがあろうか。徴税人でも、同じことをしているではないか。47自分

の兄弟にだけ挨拶したところで、どんな優れたことをしたことになろうか。異邦人でさえ、同じことをしているではな



 いか。48だから、あなたがたの天の父が完全であられるように、あなたがたも完全な者となりなさい。」

戻る



 マタイによる福音書6 戻る

施しをするときには

1「見てもらおうとして、人の前で善行をしないように注意しなさい。さもないと、あなたがたの天の父のもとで報い
をいただけないことになる。
2だから、あなたは施しをするときには、偽善者たちが人からほめられようと会堂や街角でするように、自分の前

 でラッパを吹き鳴らしてはならない。はっきりあなたがたに言っておく。彼らは既に報いを受けている。3施しをする
 ときは、右の手のすることを左の手に知らせてはならない。4あなたの施しを人目につかせないためである。そうす

れば、隠れたことを見ておられる父が、あなたに報いてくださる。」

祈るときには

5「祈るときにも、あなたがたは偽善者のようであってはならない。偽善者たちは、人に見てもらおうと、会堂や大
 通りの角に立って祈りたがる。はっきり言っておく。彼らは既に報いを受けている。6だから、あなたが祈るときは、

奥まった自分の部屋に入って戸を閉め、隠れたところにおられるあなたの父に祈りなさい。そうすれば、隠れたこと
 を見ておられるあなたの父が報いてくださる。7また、あなたがたが祈るときは、異邦人のようにくどくどと述べては

 ならない。異邦人は、言葉数が多ければ、聞き入れられると思い込んでいる。8彼らのまねをしてはならない。
 あなたがたの父は、願う前から、あなたがたに必要なものをご存じなのだ。9だから、こう祈りなさい。

『天におられるわたしたちの父よ、
御名が崇められますように。
10御国が来ますように。
御心が行われますように、
天におけるように地の上にも。
11わたしたちに必要な糧を今日与えてください。
12わたしたちの負い目を赦してください、
わたしたちも自分に負い目のある人を
赦しましたように。
13わたしたちを誘惑に遭わせず、
悪い者から救ってください。』
14  もし人の過ちを赦すなら、あなたがたの天の父もあなたがたの過ちをお赦しになる。15しかし、もし人を赦さ
ないなら、あなたがたの父もあなたがたの過ちをお赦しにならない。」

断食するときには

16「断食するときには、あなたがたは偽善者のように沈んだ顔つきをしてはならない。偽善者は、断食しているの
 を人に見てもらおうと、顔を見苦しくする。はっきり言っておく。彼らは既に報いを受けている。17あなたは、断食

 するとき、頭に油をつけ、顔を洗いなさい。18それは、あなたの断食が人に気づかれず、隠れたところにおられる
あなたの父に見ていただくためである。そうすれば、隠れたことを見ておられるあなたの父が報いてくださる。」

天に富を積みなさい

19「あなたがたは地上に富を積んではならない。そこでは、虫が食ったり、さび付いたりするし、また、盗人が忍び
 込んで盗み出したりする。20富は、天に積みなさい。そこでは、虫が食うことも、さび付くこともなく、また、盗人

 が忍び込むことも盗み出すこともない。21あなたの富のあるところに、あなたの心もあるのだ。」



体のともし火は目

22  「体のともし火は目である。目が澄んでいれば、あなたの全身が明るいが、23濁っていれば、全身が暗い。
だから、あなたの中にある光が消えれば、その暗さはどれほどであろう。」
神と富
24「だれも、二人の主人に仕えることはできない。一方を憎んで他方を愛するか、一方に親しんで他方を軽んじ
るか、どちらかである。あなたがたは、神と富とに仕えることはできない。」

思い悩むな

25「だから、言っておく。自分の命のことで何を食べようか何を飲もうかと、また自分の体のことで何を着ようかと
 思い悩むな。命は食べ物よりも大切であり、体は衣服よりも大切ではないか。26空の鳥をよく見なさい。種も

蒔かず、刈り入れもせず、倉に納めもしない。だが、あなたがたの天の父は鳥を養ってくださる。あなたがたは、鳥
 よりも価値あるものではないか。27あなたがたのうちだれが、思い悩んだからといって、寿命をわずかでも延ばす

 ことができようか。28なぜ、衣服のことで思い悩むのか。野の花がどのように育つのか、注意して見なさい。働き
 もせず、紡ぎもしない。29しかし、言っておく。栄華を極めたソロモンでさえ、この花の一つほどにも着飾ってはい

 なかった。30今日は生えていて、明日は炉に投げ込まれる野の草でさえ、神はこのように装ってくださる。まして、
 あなたがたにはなおさらのことではないか、信仰の薄い者たちよ。31だから、『何を食べようか』『何を飲もうか』

 『何を着ようか』と言って、思い悩むな。32それはみな、異邦人が切に求めているものだ。あなたがたの天の父は、
 これらのものがみなあなたがたに必要なことをご存じである。33何よりもまず、神の国と神の義を求めなさい。そ

 うすれば、これらのものはみな加えて与えられる。34だから、明日のことまで思い悩むな。明日のことは明日自ら
が思い悩む。その日の苦労は、その日だけで十分である。」

戻る



 マタイによる福音書7 戻る

人を裁くな

1  「人を裁くな。あなたがたも裁かれないようにするためである。2あなたがたは、自分の裁く裁きで裁かれ、自分
 の量る秤で量り与えられる。3あなたは、兄弟の目にあるおが屑は見えるのに、なぜ自分の目の中の丸太に気

 づかないのか。4兄弟に向かって、『あなたの目からおが屑を取らせてください』と、どうして言えようか。自分の目
 に丸太があるではないか。5偽善者よ、まず自分の目から丸太を取り除け。そうすれば、はっきり見えるようにな

 って、兄弟の目からおが屑を取り除くことができる。6神聖なものを犬に与えてはならず、また、真珠を豚に投げ
てはならない。それを足で踏みにじり、向き直ってあなたがたにかみついてくるだろう。」

求めなさい

7「求めなさい。そうすれば、与えられる。探しなさい。そうすれば、見つかる。門をたたきなさい。そうすれば、開か
 れる。8  だれでも、求める者は受け、探す者は見つけ、門をたたく者には開かれる。9あなたがたのだれが、パン

 を欲しがる自分の子供に、石を与えるだろうか。10  魚を欲しがるのに、蛇を与えるだろうか。11 このように、あ
なたがたは悪い者でありながらも、自分の子供には良い物を与えることを知っている。まして、あなたがたの天の

 父は、求める者に良い物をくださるにちがいない。12だから、人にしてもらいたいと思うことは何でも、あなたがた
も人にしなさい。これこそ律法と預言者である。」

狭い門

13  「狭い門から入りなさい。滅びに通じる門は広く、その道も広々 として、そこから入る者が多い。14しかし、命
に通じる門はなんと狭く、その道も細いことか。それを見いだす者は少ない。」

実によって木を知る

15「偽預言者を警戒しなさい。彼らは羊の皮を身にまとってあなたがたのところに来るが、その内側は貪欲な狼
 である。16  あなたがたは、その実で彼らを見分ける。茨からぶどうが、あざみからいちじくが採れるだろうか。17

 すべて良い木は良い実を結び、悪い木は悪い実を結ぶ。18良い木が悪い実を結ぶことはなく、また、悪い木が
 良い実を結ぶこともできない。19  良い実を結ばない木はみな、切り倒されて火に投げ込まれる。20 このように、

あなたがたはその実で彼らを見分ける。」

あなたたちのことは知らない

21「わたしに向かって、『主よ、主よ』と言う者が皆、天の国に入るわけではない。わたしの天の父の御心を行う
 者だけが入るのである。22かの日には、大勢の者がわたしに、『主よ、主よ、わたしたちは御名によって預言し、

 御名によって悪霊を追い出し、御名によって奇跡をいろいろ行ったではありませんか』と言うであろう。23そのとき、
わたしはきっぱりとこう言おう。『あなたたちのことは全然知らない。不法を働く者ども、わたしから離れ去れ。』」

家と土台

24  「そこで、わたしのこれらの言葉を聞いて行う者は皆、岩の上に自分の家を建てた賢い人に似ている。25雨
 が降り、川があふれ、風が吹いてその家を襲っても、倒れなかった。岩を土台としていたからである。26わたしの

 これらの言葉を聞くだけで行わない者は皆、砂の上に家を建てた愚かな人に似ている。27雨が降り、川があふ
 れ、風が吹いてその家に襲いかかると、倒れて、その倒れ方がひどかった。」 28イエスがこれらの言葉を語り終え



 られると、群衆はその教えに非常に驚いた。29彼らの律法学者のようにではなく、権威ある者としてお教えにな
ったからである。

戻る



 マタイによる福音書8 戻る

重い皮膚病を患っている人をいやす

1  イエスが山を下りられると、大勢の群衆が従った。2すると、一人の重い皮膚病を患っている人がイエスに近
 寄り、ひれ伏して、「主よ、御心ならば、わたしを清くすることがおできになります」と言った。3イエスが手を差し伸

 べてその人に触れ、「よろしい。清くなれ」と言われると、たちまち、重い皮膚病は清くなった。4イエスはその人に
言われた。「だれにも話さないように気をつけなさい。ただ、行って祭司に体を見せ、モーセが定めた供え物を献げ
て、人々 に証明しなさい。」

百人隊長の僕をいやす

5  さて、イエスがカファルナウムに入られると、一人の百人隊長が近づいて来て懇願し、6「主よ、わたしの僕が中
 風で家に寝込んで、ひどく苦しんでいます」と言った。7そこでイエスは、「わたしが行って、いやしてあげよう」と言

 われた。8すると、百人隊長は答えた。「主よ、わたしはあなたを自分の屋根の下にお迎えできるような者ではあ
 りません。ただ、ひと言おっしゃってください。そうすれば、わたしの僕はいやされます。9わたしも権威の下にある者

ですが、わたしの下には兵隊がおり、一人に『行け』と言えば行きますし、他の一人に『来い』と言えば来ます。ま
 た、部下に『これをしろ』と言えば、そのとおりにします。」 10イエスはこれを聞いて感心し、従っていた人々 に言わ

 れた。「はっきり言っておく。イスラエルの中でさえ、わたしはこれほどの信仰を見たことがない。11言っておくが、い
 つか、東や西から大勢の人が来て、天の国でアブラハム、イサク、ヤコブと共に宴会の席に着く。12だが、御国

 の子らは、外の暗闇に追い出される。そこで泣きわめいて歯ぎしりするだろう。」 13そして、百人隊長に言われた。
「帰りなさい。あなたが信じたとおりになるように。」ちょうどそのとき、僕の病気はいやされた。

多くの病人をいやす

14  イエスはペトロの家に行き、そのしゅうとめが熱を出して寝込んでいるのを御覧になった。15イエスがその手に
 触れられると、熱は去り、しゅうとめは起き上がってイエスをもてなした。16夕方になると、人々 は悪霊に取りつ

 かれた者を大勢連れて来た。イエスは言葉で悪霊を追い出し、病人を皆いやされた。17それは、預言者イザヤ
を通して言われていたことが実現するためであった。

「彼はわたしたちの患いを負い、
わたしたちの病を担った。」

弟子の覚悟

18  イエスは、自分を取り囲んでいる群衆を見て、弟子たちに向こう岸に行くように命じられた。19そのとき、あ
 る律法学者が近づいて、「先生、あなたがおいでになる所なら、どこへでも従って参ります」と言った。20イエスは

 言われた。「狐には穴があり、空の鳥には巣がある。だが、人の子には枕する所もない。」 21ほかに、弟子の一
 人がイエスに、「主よ、まず、父を葬りに行かせてください」と言った。22イエスは言われた。「わたしに従いなさい。

死んでいる者たちに、自分たちの死者を葬らせなさい。」

嵐を静める

23  イエスが舟に乗り込まれると、弟子たちも従った。24そのとき、湖に激しい嵐が起こり、舟は波にのまれそう
 になった。イエスは眠っておられた。25弟子たちは近寄って起こし、「主よ、助けてください。おぼれそうです」と言

 った。26イエスは言われた。「なぜ怖がるのか。信仰の薄い者たちよ。」そして、起き上がって風と湖とをお叱りに



 なると、すっかり凪になった。27 人々 は驚いて、「いったい、この方はどういう方なのだろう。風や湖さえも従うでは
ないか」と言った。

悪霊に取りつかれたガダラの人をいやす

28イエスが向こう岸のガダラ人の地方に着かれると、悪霊に取りつかれた者が二人、墓場から出てイエスのとこ
 ろにやって来た。二人は非常に狂暴で、だれもその辺りの道を通れないほどであった。29突然、彼らは叫んだ。

 「神の子、かまわないでくれ。まだ、その時ではないのにここに来て、我々 を苦しめるのか。」 30はるかかなたで多
 くの豚の群れがえさをあさっていた。31そこで、悪霊どもはイエスに、「我々 を追い出すのなら、あの豚の中にやっ

 てくれ」と願った。32イエスが、「行け」と言われると、悪霊どもは二人から出て、豚の中に入った。すると、豚の
 群れはみな崖を下って湖になだれ込み、水の中で死んだ。33豚飼いたちは逃げ出し、町に行って、悪霊に取り

 つかれた者のことなど一切を知らせた。34すると、町中の者がイエスに会おうとしてやって来た。そして、イエスを
見ると、その地方から出て行ってもらいたいと言った。

戻る



 マタイによる福音書9 戻る

中風の人をいやす

1  イエスは舟に乗って湖を渡り、自分の町に帰って来られた。2すると、人々 が中風の人を床に寝かせたまま、イ
エスのところへ連れて来た。イエスはその人たちの信仰を見て、中風の人に、「子よ、元気を出しなさい。あなたの

 罪は赦される」と言われた。3  ところが、律法学者の中に、「この男は神を冒瀆している」と思う者がいた。4イエ
 スは、彼らの考えを見抜いて言われた。「なぜ、心の中で悪いことを考えているのか。5『あなたの罪は赦される』

 と言うのと、『起きて歩け』と言うのと、どちらが易しいか。6人の子が地上で罪を赦す権威を持っていることを知
 らせよう。」そして、中風の人に、「起き上がって床を担ぎ、家に帰りなさい」と言われた。7その人は起き上がり、

 家に帰って行った。8群衆はこれを見て恐ろしくなり、人間にこれほどの権威をゆだねられた神を賛美した。

マタイを弟子にする

9イエスはそこをたち、通りがかりに、マタイという人が収税所に座っているのを見かけて、「わたしに従いなさい」と
 言われた。彼は立ち上がってイエスに従った。10イエスがその家で食事をしておられたときのことである。徴税人

 や罪人も大勢やって来て、イエスや弟子たちと同席していた。11ファリサイ派の人々 はこれを見て、弟子たちに、
 「なぜ、あなたたちの先生は徴税人や罪人と一緒に食事をするのか」と言った。12イエスはこれを聞いて言われ

 た。「医者を必要とするのは、丈夫な人ではなく病人である。13『わたしが求めるのは憐れみであって、いけにえ
ではない』とはどういう意味か、行って学びなさい。わたしが来たのは、正しい人を招くためではなく、罪人を招くた
めである。」

断食についての問答

14そのころ、ヨハネの弟子たちがイエスのところに来て、「わたしたちとファリサイ派の人々 はよく断食しているのに、
 なぜ、あなたの弟子たちは断食しないのですか」と言った。15イエスは言われた。「花婿が一緒にいる間、婚礼

の客は悲しむことができるだろうか。しかし、花婿が奪い取られる時が来る。そのとき、彼らは断食することになる。
16だれも、織りたての布から布切れを取って、古い服に継ぎを当てたりはしない。新しい布切れが服を引き裂き、

 破れはいっそうひどくなるからだ。17新しいぶどう酒を古い革袋に入れる者はいない。そんなことをすれば、革袋
は破れ、ぶどう酒は流れ出て、革袋もだめになる。新しいぶどう酒は、新しい革袋に入れるものだ。そうすれば、
両方とも長もちする。」

指導者の娘とイエスの服に触れる女

18イエスがこのようなことを話しておられると、ある指導者がそばに来て、ひれ伏して言った。「わたしの娘がたった
 いま死にました。でも、おいでになって手を置いてやってください。そうすれば、生き返るでしょう。」 19そこで、イエス

 は立ち上がり、彼について行かれた。弟子たちも一緒だった。20すると、そこへ十二年間も患って出血が続いて
 いる女が近寄って来て、後ろからイエスの服の房に触れた。21「この方の服に触れさえすれば治してもらえる」と

 思ったからである。22イエスは振り向いて、彼女を見ながら言われた。「娘よ、元気になりなさい。あなたの信仰
 があなたを救った。」そのとき、彼女は治った。23イエスは指導者の家に行き、笛を吹く者たちや騒いでいる群

 衆を御覧になって、24言われた。「あちらへ行きなさい。少女は死んだのではない。眠っているのだ。」人々 はイ
 エスをあざ笑った。25群衆を外に出すと、イエスは家の中に入り、少女の手をお取りになった。すると、少女は

 起き上がった。26 このうわさはその地方一帯に広まった。

二人の盲人をいやす



27イエスがそこからお出かけになると、二人の盲人が叫んで、「ダビデの子よ、わたしたちを憐れんでください」と言
 いながらついて来た。28イエスが家に入ると、盲人たちがそばに寄って来たので、「わたしにできると信じるのか」

 と言われた。二人は、「はい、主よ」と言った。29そこで、イエスが二人の目に触り、「あなたがたの信じているとお
 りになるように」と言われると、30二人は目が見えるようになった。イエスは、「このことは、だれにも知らせてはい

 けない」と彼らに厳しくお命じになった。31しかし、二人は外へ出ると、その地方一帯にイエスのことを言い広め
た。

口の利けない人をいやす

32  二人が出て行くと、悪霊に取りつかれて口の利けない人が、イエスのところに連れられて来た。33悪霊が追
い出されると、口の利けない人がものを言い始めたので、群衆は驚嘆し、「こんなことは、今までイスラエルで起こ

 ったためしがない」と言った。34しかし、ファリサイ派の人々 は、「あの男は悪霊の頭の力で悪霊を追い出してい
る」と言った。

群衆に同情する

35イエスは町や村を残らず回って、会堂で教え、御国の福音を宣べ伝え、ありとあらゆる病気や患いをいやされ
 た。36  また、群衆が飼い主のいない羊のように弱り果て、打ちひしがれているのを見て、深く憐れまれた。37そ

 こで、弟子たちに言われた。「収穫は多いが、働き手が少ない。38だから、収穫のために働き手を送ってくださる
ように、収穫の主に願いなさい。」

戻る
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十二人を選ぶ

1イエスは十二人の弟子を呼び寄せ、汚れた霊に対する権能をお授けになった。汚れた霊を追い出し、あらゆる
 病気や患いをいやすためであった。2十二使徒の名は次のとおりである。まずペトロと呼ばれるシモンとその兄弟

 アンデレ、ゼベダイの子ヤコブとその兄弟ヨハネ、3フィリポとバルトロマイ、トマスと徴税人のマタイ、アルファイの
 子ヤコブとタダイ、4熱心党のシモン、それにイエスを裏切ったイスカリオテのユダである。

十二人を派遣する

5イエスはこの十二人を派遣するにあたり、次のように命じられた。「異邦人の道に行ってはならない。また、サマ
 リア人の町に入ってはならない。6  むしろ、イスラエルの家の失われた羊のところへ行きなさい。7行って、『天の

 国は近づいた』と宣べ伝えなさい。8病人をいやし、死者を生き返らせ、重い皮膚病を患っている人を清くし、
 悪霊を追い払いなさい。ただで受けたのだから、ただで与えなさい。9帯の中に金貨も銀貨も銅貨も入れて行っ

 てはならない。10旅には袋も二枚の下着も、履物も杖も持って行ってはならない。働く者が食べ物を受けるの
 は当然である。11町や村に入ったら、そこで、ふさわしい人はだれかをよく調べ、旅立つときまで、その人のもとに
 とどまりなさい。12  その家に入ったら、『平和があるように』と挨拶しなさい。13家の人々 がそれを受けるにふさ

わしければ、あなたがたの願う平和は彼らに与えられる。もし、ふさわしくなければ、その平和はあなたがたに返っ
 てくる。14あなたがたを迎え入れもせず、あなたがたの言葉に耳を傾けようともしない者がいたら、その家や町を

 出て行くとき、足の埃を払い落としなさい。15はっきり言っておく。裁きの日には、この町よりもソドムやゴモラの
地の方が軽い罰で済む。」

迫害を予告する

16「わたしはあなたがたを遣わす。それは、狼の群れに羊を送り込むようなものだ。だから、蛇のように賢く、鳩の
 ように素直になりなさい。17 人々 を警戒しなさい。あなたがたは地方法院に引き渡され、会堂で鞭打たれるか

 らである。18  また、わたしのために総督や王の前に引き出されて、彼らや異邦人に証しをすることになる。19
 引き渡されたときは、何をどう言おうかと心配してはならない。そのときには、言うべきことは教えられる。20実は、

 話すのはあなたがたではなく、あなたがたの中で語ってくださる、父の霊である。21兄弟は兄弟を、父は子を死
 に追いやり、子は親に反抗して殺すだろう。22また、わたしの名のために、あなたがたはすべての人に憎まれる。

 しかし、最後まで耐え忍ぶ者は救われる。23一つの町で迫害されたときは、他の町へ逃げて行きなさい。はっき
り言っておく。あなたがたがイスラエルの町を回り終わらないうちに、人の子は来る。
24  弟子は師にまさるものではなく、僕は主人にまさるものではない。25弟子は師のように、僕は主人のように
なれば、それで十分である。家の主人がベルゼブルと言われるのなら、その家族の者はもっとひどく言われることだ
ろう。」

恐るべき者

26「人々 を恐れてはならない。覆われているもので現されないものはなく、隠されているもので知られずに済むも
 のはないからである。27わたしが暗闇であなたがたに言うことを、明るみで言いなさい。耳打ちされたことを、屋

 根の上で言い広めなさい。28体は殺しても、魂を殺すことのできない者どもを恐れるな。むしろ、魂も体も地獄
 で滅ぼすことのできる方を恐れなさい。29二羽の雀が一アサリオンで売られているではないか。だが、その一羽さ

 え、あなたがたの父のお許しがなければ、地に落ちることはない。30あなたがたの髪の毛までも一本残らず数え
 られている。31だから、恐れるな。あなたがたは、たくさんの雀よりもはるかにまさっている。」



イエスの仲間であると言い表す

32「だから、だれでも人々 の前で自分をわたしの仲間であると言い表す者は、わたしも天の父の前で、その人を
 わたしの仲間であると言い表す。33しかし、人々 の前でわたしを知らないと言う者は、わたしも天の父の前で、

その人を知らないと言う。」

平和ではなく剣を

34「わたしが来たのは地上に平和をもたらすためだ、と思ってはならない。平和ではなく、剣をもたらすために来た
 のだ。35わたしは敵対させるために来たからである。

人をその父に、
娘を母に、
嫁をしゅうとめに。

36 こうして、自分の家族の者が敵となる。
37わたしよりも父や母を愛する者は、わたしにふさわしくない。わたしよりも息子や娘を愛する者も、わたしにふさ

 わしくない。38  また、自分の十字架を担ってわたしに従わない者は、わたしにふさわしくない。39自分の命を
得ようとする者は、それを失い、わたしのために命を失う者は、かえってそれを得るのである。」

受け入れる人の報い

40「あなたがたを受け入れる人は、わたしを受け入れ、わたしを受け入れる人は、わたしを遣わされた方を受け入
 れるのである。41預言者を預言者として受け入れる人は、預言者と同じ報いを受け、正しい者を正しい者とし

 て受け入れる人は、正しい者と同じ報いを受ける。42はっきり言っておく。わたしの弟子だという理由で、この小
さな者の一人に、冷たい水一杯でも飲ませてくれる人は、必ずその報いを受ける。」

戻る



 マタイによる福音書11 戻る

1イエスは十二人の弟子に指図を与え終わると、そこを去り、方々 の町で教え、宣教された。

洗礼者ヨハネとイエス

2  ヨハネは牢の中で、キリストのなさったことを聞いた。そこで、自分の弟子たちを送って、3尋ねさせた。「来るべ
 き方は、あなたでしょうか。それとも、ほかの方を待たなければなりませんか。」 4イエスはお答えになった。「行って、

 見聞きしていることをヨハネに伝えなさい。5目の見えない人は見え、足の不自由な人は歩き、重い皮膚病を
患っている人は清くなり、耳の聞こえない人は聞こえ、死者は生き返り、貧しい人は福音を告げ知らされている。
6  わたしにつまずかない人は幸いである。」 7ヨハネの弟子たちが帰ると、イエスは群衆にヨハネについて話し始め

 られた。「あなたがたは、何を見に荒れ野へ行ったのか。風にそよぐ葦か。8では、何を見に行ったのか。しなやか
 な服を着た人か。しなやかな服を着た人なら王宮にいる。9では、何を見に行ったのか。預言者か。そうだ。言っ

ておく。預言者以上の者である。

10『見よ、わたしはあなたより先に使者を遣わし、
あなたの前に道を準備させよう』

 と書いてあるのは、この人のことだ。11はっきり言っておく。およそ女から生まれた者のうち、洗礼者ヨハネより偉
 大な者は現れなかった。しかし、天の国で最も小さな者でも、彼よりは偉大である。12彼が活動し始めたときか

 ら今に至るまで、天の国は力ずくで襲われており、激しく襲う者がそれを奪い取ろうとしている。13すべての預言
 者と律法が預言したのは、ヨハネの時までである。14あなたがたが認めようとすれば分かることだが、実は、彼は

 現れるはずのエリヤである。15耳のある者は聞きなさい。
16今の時代を何にたとえたらよいか。広場に座って、ほかの者にこう呼びかけている子供たちに似ている。

17『笛を吹いたのに、
踊ってくれなかった。
葬式の歌をうたったのに、
悲しんでくれなかった。』

18  ヨハネが来て、食べも飲みもしないでいると、『あれは悪霊に取りつかれている』と言い、19人の子が来て、
飲み食いすると、『見ろ、大食漢で大酒飲みだ。徴税人や罪人の仲間だ』と言う。しかし、知恵の正しさは、その
働きによって証明される。」

悔い改めない町を叱る

20  それからイエスは、数多くの奇跡の行われた町々 が悔い改めなかったので、叱り始められた。21「コラジン、
お前は不幸だ。ベトサイダ、お前は不幸だ。お前たちのところで行われた奇跡が、ティルスやシドンで行われていれ

 ば、これらの町はとうの昔に粗布をまとい、灰をかぶって悔い改めたにちがいない。22しかし、言っておく。裁きの
 日にはティルスやシドンの方が、お前たちよりまだ軽い罰で済む。23また、カファルナウム、お前は、

天にまで上げられるとでも思っているのか。
陰府にまで落とされるのだ。

 お前のところでなされた奇跡が、ソドムで行われていれば、あの町は今日まで無事だったにちがいない。24しかし、
言っておく。裁きの日にはソドムの地の方が、お前よりまだ軽い罰で済むのである。」



わたしのもとに来なさい

25そのとき、イエスはこう言われた。「天地の主である父よ、あなたをほめたたえます。これらのことを知恵ある者
 や賢い者には隠して、幼子のような者にお示しになりました。26  そうです、父よ、これは御心に適うことでした。

27すべてのことは、父からわたしに任せられています。父のほかに子を知る者はなく、子と、子が示そうと思う者
 のほかには、父を知る者はいません。28疲れた者、重荷を負う者は、だれでもわたしのもとに来なさい。休ませ

 てあげよう。29わたしは柔和で謙遜な者だから、わたしの軛を負い、わたしに学びなさい。そうすれば、あなたが
 たは安らぎを得られる。30わたしの軛は負いやすく、わたしの荷は軽いからである。」

戻る
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安息日に麦の穂を摘む

1そのころ、ある安息日にイエスは麦畑を通られた。弟子たちは空腹になったので、麦の穂を摘んで食べ始めた。
2ファリサイ派の人々 がこれを見て、イエスに、「御覧なさい。あなたの弟子たちは、安息日にしてはならないことを

 している」と言った。3そこで、イエスは言われた。「ダビデが自分も供の者たちも空腹だったときに何をしたか、読
 んだことがないのか。4神の家に入り、ただ祭司のほかには、自分も供の者たちも食べてはならない供えのパンを

 食べたではないか。5安息日に神殿にいる祭司は、安息日の掟を破っても罪にならない、と律法にあるのを読
 んだことがないのか。6  言っておくが、神殿よりも偉大なものがここにある。7もし、『わたしが求めるのは憐れみで

あって、いけにえではない』という言葉の意味を知っていれば、あなたたちは罪もない人たちをとがめなかったであろ
 う。8人の子は安息日の主なのである。」

手の萎えた人をいやす

9  イエスはそこを去って、会堂にお入りになった。10すると、片手の萎えた人がいた。人々 はイエスを訴えようと
 思って、「安息日に病気を治すのは、律法で許されていますか」と尋ねた。11そこで、イエスは言われた。「あなた

たちのうち、だれか羊を一匹持っていて、それが安息日に穴に落ちた場合、手で引き上げてやらない者がいるだろ
 うか。12  人間は羊よりもはるかに大切なものだ。だから、安息日に善いことをするのは許されている。」 13そし

 てその人に、「手を伸ばしなさい」と言われた。伸ばすと、もう一方の手のように元どおり良くなった。14ファリサイ
派の人々 は出て行き、どのようにしてイエスを殺そうかと相談した。

神が選んだ僕

15  イエスはそれを知って、そこを立ち去られた。大勢の群衆が従った。イエスは皆の病気をいやして、16御自分
 のことを言いふらさないようにと戒められた。17それは、預言者イザヤを通して言われていたことが実現するため

であった。
18「見よ、わたしの選んだ僕。
わたしの心に適った愛する者。
この僕にわたしの霊を授ける。
彼は異邦人に正義を知らせる。
19彼は争わず、叫ばず、
その声を聞く者は大通りにはいない。
20正義を勝利に導くまで、
彼は傷ついた葦を折らず、
くすぶる灯心を消さない。
21異邦人は彼の名に望みをかける。」

ベルゼブル論争

22そのとき、悪霊に取りつかれて目が見えず口の利けない人が、イエスのところに連れられて来て、イエスがいや
 されると、ものが言え、目が見えるようになった。23群衆は皆驚いて、「この人はダビデの子ではないだろうか」と

 言った。24しかし、ファリサイ派の人々 はこれを聞き、「悪霊の頭ベルゼブルの力によらなければ、この者は悪霊
 を追い出せはしない」と言った。25イエスは、彼らの考えを見抜いて言われた。「どんな国でも内輪で争えば、荒

 れ果ててしまい、どんな町でも家でも、内輪で争えば成り立って行かない。26サタンがサタンを追い出せば、そ



 れは内輪もめだ。そんなふうでは、どうしてその国が成り立って行くだろうか。27わたしがベルゼブルの力で悪霊を
 追い出すのなら、あなたたちの仲間は何の力で追い出すのか。だから、彼ら自身があなたたちを裁く者となる。

28  しかし、わたしが神の霊で悪霊を追い出しているのであれば、神の国はあなたたちのところに来ているのだ。
29また、まず強い人を縛り上げなければ、どうしてその家に押し入って、家財道具を奪い取ることができるだろう

 か。まず縛ってから、その家を略奪するものだ。30わたしに味方しない者はわたしに敵対し、わたしと一緒に集め
 ない者は散らしている。31 “ ”だから、言っておく。人が犯す罪や冒瀆は、どんなものでも赦されるが、 霊 に対する

 冒瀆は赦されない。32人の子に言い逆らう者は赦される。しかし、聖霊に言い逆らう者は、この世でも後の世
でも赦されることがない。」

木とその実

33「木が良ければその実も良いとし、木が悪ければその実も悪いとしなさい。木の良し悪しは、その結ぶ実で分
 かる。34蝮の子らよ、あなたたちは悪い人間であるのに、どうして良いことが言えようか。人の口からは、心にあ

 ふれていることが出て来るのである。35善い人は、良いものを入れた倉から良いものを取り出し、悪い人は、悪
 いものを入れた倉から悪いものを取り出してくる。36言っておくが、人は自分の話したつまらない言葉についても

 すべて、裁きの日には責任を問われる。37あなたは、自分の言葉によって義とされ、また、自分の言葉によって
罪ある者とされる。」

人々 はしるしを欲しがる

38  すると、何人かの律法学者とファリサイ派の人々 がイエスに、「先生、しるしを見せてください」と言った。39イ
エスはお答えになった。「よこしまで神に背いた時代の者たちはしるしを欲しがるが、預言者ヨナのしるしのほかには、

 しるしは与えられない。40つまり、ヨナが三日三晩、大魚の腹の中にいたように、人の子も三日三晩、大地の
 中にいることになる。41ニネベの人たちは裁きの時、今の時代の者たちと一緒に立ち上がり、彼らを罪に定める

 であろう。ニネベの人々 は、ヨナの説教を聞いて悔い改めたからである。ここに、ヨナにまさるものがある。42また、
南の国の女王は裁きの時、今の時代の者たちと一緒に立ち上がり、彼らを罪に定めるであろう。この女王はソロ
モンの知恵を聞くために、地の果てから来たからである。ここに、ソロモンにまさるものがある。」

汚れた霊が戻って来る

43  「汚れた霊は、人から出て行くと、砂漠をうろつき、休む場所を探すが、見つからない。44それで、『出て来
 たわが家に戻ろう』と言う。戻ってみると、空き家になっており、掃除をして、整えられていた。45そこで、出かけて

行き、自分よりも悪いほかの七つの霊を一緒に連れて来て、中に入り込んで、住み着く。そうなると、その人の後
の状態は前よりも悪くなる。この悪い時代の者たちもそのようになろう。」

イエスの母、兄弟

46  イエスがなお群衆に話しておられるとき、その母と兄弟たちが、話したいことがあって外に立っていた。47そこ
 で、ある人がイエスに、「御覧なさい。母上と御兄弟たちが、お話ししたいと外に立っておられます」と言った。48

 しかし、イエスはその人にお答えになった。「わたしの母とはだれか。わたしの兄弟とはだれか。」 49そして、弟子た
 ちの方を指して言われた。「見なさい。ここにわたしの母、わたしの兄弟がいる。50だれでも、わたしの天の父の

御心を行う人が、わたしの兄弟、姉妹、また母である。」

戻る
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「種を蒔く人」のたとえ

1  その日、イエスは家を出て、湖のほとりに座っておられた。2すると、大勢の群衆がそばに集まって来たので、イ
 エスは舟に乗って腰を下ろされた。群衆は皆岸辺に立っていた。3イエスはたとえを用いて彼らに多くのことを語ら

 れた。「種を蒔く人が種蒔きに出て行った。4  蒔いている間に、ある種は道端に落ち、鳥が来て食べてしまった。
5  ほかの種は、石だらけで土の少ない所に落ち、そこは土が浅いのですぐ芽を出した。6しかし、日が昇ると焼け

 て、根がないために枯れてしまった。7  ほかの種は茨の間に落ち、茨が伸びてそれをふさいでしまった。8ところが、
ほかの種は、良い土地に落ち、実を結んで、あるものは百倍、あるものは六十倍、あるものは三十倍にもなった。
9耳のある者は聞きなさい。」

たとえを用いて話す理由

10  弟子たちはイエスに近寄って、「なぜ、あの人たちにはたとえを用いてお話しになるのですか」と言った。11イエ
スはお答えになった。「あなたがたには天の国の秘密を悟ることが許されているが、あの人たちには許されていない

 からである。12持っている人は更に与えられて豊かになるが、持っていない人は持っているものまでも取り上げら
 れる。13  だから、彼らにはたとえを用いて話すのだ。見ても見ず、聞いても聞かず、理解できないからである。

14イザヤの預言は、彼らによって実現した。

『あなたたちは聞くには聞くが、決して理解せず、
見るには見るが、決して認めない。
15 この民の心は鈍り、
耳は遠くなり、
目は閉じてしまった。
こうして、彼らは目で見ることなく、
耳で聞くことなく、
心で理解せず、悔い改めない。
わたしは彼らをいやさない。』

16  しかし、あなたがたの目は見ているから幸いだ。あなたがたの耳は聞いているから幸いだ。17はっきり言ってお
く。多くの預言者や正しい人たちは、あなたがたが見ているものを見たかったが、見ることができず、あなたがたが
聞いているものを聞きたかったが、聞けなかったのである。」

「種を蒔く人」のたとえの説明

18  「だから、種を蒔く人のたとえを聞きなさい。19だれでも御国の言葉を聞いて悟らなければ、悪い者が来て、
 心の中に蒔かれたものを奪い取る。道端に蒔かれたものとは、こういう人である。20石だらけの所に蒔かれたも

 のとは、御言葉を聞いて、すぐ喜んで受け入れるが、21自分には根がないので、しばらくは続いても、御言葉の
 ために艱難や迫害が起こると、すぐにつまずいてしまう人である。22茨の中に蒔かれたものとは、御言葉を聞く

 が、世の思い煩いや富の誘惑が御言葉を覆いふさいで、実らない人である。23良い土地に蒔かれたものとは、
御言葉を聞いて悟る人であり、あるものは百倍、あるものは六十倍、あるものは三十倍の実を結ぶのである。」

「毒麦」のたとえ

24イエスは、別のたとえを持ち出して言われた。「天の国は次のようにたとえられる。ある人が良い種を畑に蒔い



 た。25  人々 が眠っている間に、敵が来て、麦の中に毒麦を蒔いて行った。26芽が出て、実ってみると、毒麦も
 現れた。27僕たちが主人のところに来て言った。『だんなさま、畑には良い種をお蒔きになったではありませんか。

 どこから毒麦が入ったのでしょう。』 28主人は、『敵の仕業だ』と言った。そこで、僕たちが、『では、行って抜き集
 めておきましょうか』と言うと、29  主人は言った。『いや、毒麦を集めるとき、麦まで一緒に抜くかもしれない。30

刈り入れまで、両方とも育つままにしておきなさい。刈り入れの時、「まず毒麦を集め、焼くために束にし、麦の方
は集めて倉に入れなさい」と、刈り取る者に言いつけよう。』」

「からし種」と「パン種」のたとえ

31イエスは、別のたとえを持ち出して、彼らに言われた。「天の国はからし種に似ている。人がこれを取って畑に
 蒔けば、32どんな種よりも小さいのに、成長するとどの野菜よりも大きくなり、空の鳥が来て枝に巣を作るほど

の木になる。」
33また、別のたとえをお話しになった。「天の国はパン種に似ている。女がこれを取って三サトンの粉に混ぜると、
やがて全体が膨れる。」

たとえを用いて語る

34  イエスはこれらのことをみな、たとえを用いて群衆に語られ、たとえを用いないでは何も語られなかった。35そ
れは、預言者を通して言われていたことが実現するためであった。
「わたしは口を開いてたとえを用い、
天地創造の時から隠されていたことを告げる。」

「毒麦」のたとえの説明

36それから、イエスは群衆を後に残して家にお入りになった。すると、弟子たちがそばに寄って来て、「畑の毒麦
 のたとえを説明してください」と言った。37  イエスはお答えになった。「良い種を蒔く者は人の子、38畑は世界、

 良い種は御国の子ら、毒麦は悪い者の子らである。39毒麦を蒔いた敵は悪魔、刈り入れは世の終わりのこと
 で、刈り入れる者は天使たちである。40だから、毒麦が集められて火で焼かれるように、世の終わりにもそうな

 るのだ。41人の子は天使たちを遣わし、つまずきとなるものすべてと不法を行う者どもを自分の国から集めさせ、
 42  燃え盛る炉の中に投げ込ませるのである。彼らは、そこで泣きわめいて歯ぎしりするだろう。43そのとき、正
しい人々 はその父の国で太陽のように輝く。耳のある者は聞きなさい。」

「天の国」のたとえ

44「天の国は次のようにたとえられる。畑に宝が隠されている。見つけた人は、そのまま隠しておき、喜びながら帰
り、持ち物をすっかり売り払って、その畑を買う。
45  また、天の国は次のようにたとえられる。商人が良い真珠を探している。46高価な真珠を一つ見つけると、
出かけて行って持ち物をすっかり売り払い、それを買う。
47  また、天の国は次のようにたとえられる。網が湖に投げ降ろされ、いろいろな魚を集める。48網がいっぱいに

 なると、人々 は岸に引き上げ、座って、良いものは器に入れ、悪いものは投げ捨てる。49世の終わりにもそうな
 る。天使たちが来て、正しい人々 の中にいる悪い者どもをより分け、50燃え盛る炉の中に投げ込むのである。

悪い者どもは、そこで泣きわめいて歯ぎしりするだろう。」

天の国のことを学んだ学者

51  「あなたがたは、これらのことがみな分かったか。」弟子たちは、「分かりました」と言った。52そこで、イエスは言
われた。「だから、天の国のことを学んだ学者は皆、自分の倉から新しいものと古いものを取り出す一家の主人



に似ている。」

ナザレで受け入れられない

53  イエスはこれらのたとえを語り終えると、そこを去り、54故郷にお帰りになった。会堂で教えておられると、
 人々 は驚いて言った。「この人は、このような知恵と奇跡を行う力をどこから得たのだろう。55 この人は大工の息

 子ではないか。母親はマリアといい、兄弟はヤコブ、ヨセフ、シモン、ユダではないか。56姉妹たちは皆、我々 と
 一緒に住んでいるではないか。この人はこんなことをすべて、いったいどこから得たのだろう。」 57 このように、人々

 はイエスにつまずいた。イエスは、「預言者が敬われないのは、その故郷、家族の間だけである」と言い、58 人々
が不信仰だったので、そこではあまり奇跡をなさらなかった。

戻る



 マタイによる福音書14 戻る

洗礼者ヨハネ、殺される

1  そのころ、領主ヘロデはイエスの評判を聞き、2家来たちにこう言った。「あれは洗礼者ヨハネだ。死者の中から
 生き返ったのだ。だから、奇跡を行う力が彼に働いている。」 3実はヘロデは、自分の兄弟フィリポの妻ヘロディア

 のことでヨハネを捕らえて縛り、牢に入れていた。4ヨハネが、「あの女と結婚することは律法で許されていない」と
 ヘロデに言ったからである。5ヘロデはヨハネを殺そうと思っていたが、民衆を恐れた。人々 がヨハネを預言者と思

 っていたからである。6  ところが、ヘロデの誕生日にヘロディアの娘が、皆の前で踊りをおどり、ヘロデを喜ばせた。
7  それで彼は娘に、「願うものは何でもやろう」と誓って約束した。8すると、娘は母親に唆されて、「洗礼者ヨハ

 ネの首を盆に載せて、この場でください」と言った。9王は心を痛めたが、誓ったことではあるし、また客の手前、そ
 れを与えるように命じ、10  人を遣わして、牢の中でヨハネの首をはねさせた。11その首は盆に載せて運ばれ、

 少女に渡り、少女はそれを母親に持って行った。12それから、ヨハネの弟子たちが来て、遺体を引き取って葬り、
イエスのところに行って報告した。

五千人に食べ物を与える

13イエスはこれを聞くと、舟に乗ってそこを去り、ひとり人里離れた所に退かれた。しかし、群衆はそのことを聞き、
 方々 の町から歩いて後を追った。14イエスは舟から上がり、大勢の群衆を見て深く憐れみ、その中の病人をい

 やされた。15夕暮れになったので、弟子たちがイエスのそばに来て言った。「ここは人里離れた所で、もう時間も
 たちました。群衆を解散させてください。そうすれば、自分で村へ食べ物を買いに行くでしょう。」 16イエスは言わ

 れた。「行かせることはない。あなたがたが彼らに食べる物を与えなさい。」 17弟子たちは言った。「ここにはパン
 五つと魚二匹しかありません。」 18  イエスは、「それをここに持って来なさい」と言い、19群衆には草の上に座る

ようにお命じになった。そして、五つのパンと二匹の魚を取り、天を仰いで賛美の祈りを唱え、パンを裂いて弟子た
 ちにお渡しになった。弟子たちはそのパンを群衆に与えた。20すべての人が食べて満腹した。そして、残ったパン

 の屑を集めると、十二の籠いっぱいになった。21食べた人は、女と子供を別にして、男が五千人ほどであった。

湖の上を歩く

22それからすぐ、イエスは弟子たちを強いて舟に乗せ、向こう岸へ先に行かせ、その間に群衆を解散させられた。
23  群衆を解散させてから、祈るためにひとり山にお登りになった。夕方になっても、ただひとりそこにおられた。24

 ところが、舟は既に陸から何スタディオンか離れており、逆風のために波に悩まされていた。25夜が明けるころ、
 イエスは湖の上を歩いて弟子たちのところに行かれた。26弟子たちは、イエスが湖上を歩いておられるのを見て、

 「幽霊だ」と言っておびえ、恐怖のあまり叫び声をあげた。27イエスはすぐ彼らに話しかけられた。「安心しなさい。
 わたしだ。恐れることはない。」 28すると、ペトロが答えた。「主よ、あなたでしたら、わたしに命令して、水の上を

 歩いてそちらに行かせてください。」 29イエスが「来なさい」と言われたので、ペトロは舟から降りて水の上を歩き、
 イエスの方へ進んだ。30しかし、強い風に気がついて怖くなり、沈みかけたので、「主よ、助けてください」と叫ん

 だ。31  イエスはすぐに手を伸ばして捕まえ、「信仰の薄い者よ、なぜ疑ったのか」と言われた。32そして、二人
 が舟に乗り込むと、風は静まった。33舟の中にいた人たちは、「本当に、あなたは神の子です」と言ってイエスを

拝んだ。

ゲネサレトで病人をいやす

34  こうして、一行は湖を渡り、ゲネサレトという土地に着いた。35土地の人々 は、イエスだと知って、付近にくま
 なく触れ回った。それで、人々 は病人を皆イエスのところに連れて来て、36その服のすそにでも触れさせてほしい



と願った。触れた者は皆いやされた。

戻る



 マタイによる福音書15 戻る

昔の人の言い伝え

1  そのころ、ファリサイ派の人々 と律法学者たちが、エルサレムからイエスのもとへ来て言った。2「なぜ、あなたの
 弟子たちは、昔の人の言い伝えを破るのですか。彼らは食事の前に手を洗いません。」 3そこで、イエスはお答え

 になった。「なぜ、あなたたちも自分の言い伝えのために、神の掟を破っているのか。4神は、『父と母を敬え』と
 言い、『父または母をののしる者は死刑に処せられるべきである』とも言っておられる。5それなのに、あなたたち

 は言っている。『父または母に向かって、「あなたに差し上げるべきものは、神への供え物にする」と言う者は、6
 父を敬わなくてもよい』と。こうして、あなたたちは、自分の言い伝えのために神の言葉を無にしている。7偽善者

たちよ、イザヤは、あなたたちのことを見事に預言したものだ。
8『この民は口先ではわたしを敬うが、
その心はわたしから遠く離れている。
9人間の戒めを教えとして教え、
むなしくわたしをあがめている。』」
10  それから、イエスは群衆を呼び寄せて言われた。「聞いて悟りなさい。11口に入るものは人を汚さず、口から

 出て来るものが人を汚すのである。」 12そのとき、弟子たちが近寄って来て、「ファリサイ派の人々 がお言葉を聞
 いて、つまずいたのをご存じですか」と言った。13イエスはお答えになった。「わたしの天の父がお植えにならなかっ

 た木は、すべて抜き取られてしまう。14そのままにしておきなさい。彼らは盲人の道案内をする盲人だ。盲人が
 盲人の道案内をすれば、二人とも穴に落ちてしまう。」 15するとペトロが、「そのたとえを説明してください」と言っ

 た。16  イエスは言われた。「あなたがたも、まだ悟らないのか。17すべて口に入るものは、腹を通って外に出さ
 れることが分からないのか。18  しかし、口から出て来るものは、心から出て来るので、これこそ人を汚す。19悪

 意、殺意、姦淫、みだらな行い、盗み、偽証、悪口などは、心から出て来るからである。20 これが人を汚す。し
かし、手を洗わずに食事をしても、そのことは人を汚すものではない。」

カナンの女の信仰

21  イエスはそこをたち、ティルスとシドンの地方に行かれた。22すると、この地に生まれたカナンの女が出て来て、
 「主よ、ダビデの子よ、わたしを憐れんでください。娘が悪霊にひどく苦しめられています」と叫んだ。23しかし、イ

エスは何もお答えにならなかった。そこで、弟子たちが近寄って来て願った。「この女を追い払ってください。叫びな
 がらついて来ますので。」 24イエスは、「わたしは、イスラエルの家の失われた羊のところにしか遣わされていない」

 とお答えになった。25  しかし、女は来て、イエスの前にひれ伏し、「主よ、どうかお助けください」と言った。26イエ
 スが、「子供たちのパンを取って小犬にやってはいけない」とお答えになると、27女は言った。「主よ、ごもっともで

 す。しかし、小犬も主人の食卓から落ちるパン屑はいただくのです。」 28そこで、イエスはお答えになった。「婦人
よ、あなたの信仰は立派だ。あなたの願いどおりになるように。」そのとき、娘の病気はいやされた。
大勢の病人をいやす
29  イエスはそこを去って、ガリラヤ湖のほとりに行かれた。そして、山に登って座っておられた。30大勢の群衆が、
足の不自由な人、目の見えない人、体の不自由な人、口の利けない人、その他多くの病人を連れて来て、イエ

 スの足もとに横たえたので、イエスはこれらの人々 をいやされた。31群衆は、口の利けない人が話すようになり、
体の不自由な人が治り、足の不自由な人が歩き、目の見えない人が見えるようになったのを見て驚き、イスラエ
ルの神を賛美した。

四千人に食べ物を与える

32イエスは弟子たちを呼び寄せて言われた。「群衆がかわいそうだ。もう三日もわたしと一緒にいるのに、食べ物



 がない。空腹のままで解散させたくはない。途中で疲れきってしまうかもしれない。」 33弟子たちは言った。「この
 人里離れた所で、これほど大勢の人に十分食べさせるほどのパンが、どこから手に入るでしょうか。」 34イエスが

 「パンは幾つあるか」と言われると、弟子たちは、「七つあります。それに、小さい魚が少しばかり」と答えた。35そ
 こで、イエスは地面に座るように群衆に命じ、36七つのパンと魚を取り、感謝の祈りを唱えてこれを裂き、弟子

 たちにお渡しになった。弟子たちは群衆に配った。37 人々 は皆、食べて満腹した。残ったパンの屑を集めると、
 七つの籠いっぱいになった。38  食べた人は、女と子供を別にして、男が四千人であった。39イエスは群衆を解

散させ、舟に乗ってマガダン地方に行かれた。

戻る
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人々 はしるしを欲しがる

1  ファリサイ派とサドカイ派の人々 が来て、イエスを試そうとして、天からのしるしを見せてほしいと願った。2イエス
 はお答えになった。「あなたたちは、夕方には『夕焼けだから、晴れだ』と言い、3朝には『朝焼けで雲が低いから、

今日は嵐だ』と言う。このように空模様を見分けることは知っているのに、時代のしるしは見ることができないのか。
4よこしまで神に背いた時代の者たちはしるしを欲しがるが、ヨナのしるしのほかには、しるしは与えられない。」そし
て、イエスは彼らを後に残して立ち去られた。

ファリサイ派とサドカイ派の人々 のパン種

5  弟子たちは向こう岸に行ったが、パンを持って来るのを忘れていた。6イエスは彼らに、「ファリサイ派とサドカイ
 派の人々 のパン種によく注意しなさい」と言われた。7弟子たちは、「これは、パンを持って来なかったからだ」と論

 じ合っていた。8イエスはそれに気づいて言われた。「信仰の薄い者たちよ、なぜ、パンを持っていないことで論じ
 合っているのか。9まだ、分からないのか。覚えていないのか。パン五つを五千人に分けたとき、残りを幾籠に集

 めたか。10  また、パン七つを四千人に分けたときは、残りを幾籠に集めたか。11パンについて言ったのではない
 ことが、どうして分からないのか。ファリサイ派とサドカイ派の人々 のパン種に注意しなさい。」 12そのときようやく、

弟子たちは、イエスが注意を促されたのは、パン種のことではなく、ファリサイ派とサドカイ派の人々 の教えのことだ
と悟った。

ペトロ、信仰を言い表す

13イエスは、フィリポ・カイサリア地方に行ったとき、弟子たちに、「人々 は、人の子のことを何者だと言っている
 か」とお尋ねになった。14弟子たちは言った。「『洗礼者ヨハネだ』と言う人も、『エリヤだ』と言う人もいます。ほ

 かに、『エレミヤだ』とか、『預言者の一人だ』と言う人もいます。」 15イエスが言われた。「それでは、あなたがたは
 わたしを何者だと言うのか。」 16  シモン・ペトロが、「あなたはメシア、生ける神の子です」と答えた。17すると、

イエスはお答えになった。「シモン・バルヨナ、あなたは幸いだ。あなたにこのことを現したのは、人間ではなく、わたし
 の天の父なのだ。18わたしも言っておく。あなたはペトロ。わたしはこの岩の上にわたしの教会を建てる。陰府の

 力もこれに対抗できない。19わたしはあなたに天の国の鍵を授ける。あなたが地上でつなぐことは、天上でもつ
 ながれる。あなたが地上で解くことは、天上でも解かれる。」 20それから、イエスは、御自分がメシアであることを

だれにも話さないように、と弟子たちに命じられた。

イエス、死と復活を予告する

21 このときから、イエスは、御自分が必ずエルサレムに行って、長老、祭司長、律法学者たちから多くの苦しみを
 受けて殺され、三日目に復活することになっている、と弟子たちに打ち明け始められた。22すると、ペトロはイエ

 スをわきへお連れして、いさめ始めた。「主よ、とんでもないことです。そんなことがあってはなりません。」 23イエス
は振り向いてペトロに言われた。「サタン、引き下がれ。あなたはわたしの邪魔をする者。神のことを思わず、人間

 のことを思っている。」 24それから、弟子たちに言われた。「わたしについて来たい者は、自分を捨て、自分の十
 字架を背負って、わたしに従いなさい。25自分の命を救いたいと思う者は、それを失うが、わたしのために命を

 失う者は、それを得る。26人は、たとえ全世界を手に入れても、自分の命を失ったら、何の得があろうか。自分
 の命を買い戻すのに、どんな代価を支払えようか。27人の子は、父の栄光に輝いて天使たちと共に来るが、そ

 のとき、それぞれの行いに応じて報いるのである。28はっきり言っておく。ここに一緒にいる人々 の中には、人の
子がその国と共に来るのを見るまでは、決して死なない者がいる。」 戻る



 マタイによる福音書17 戻る

イエスの姿が変わる

1  六日の後、イエスは、ペトロ、それにヤコブとその兄弟ヨハネだけを連れて、高い山に登られた。2イエスの姿が
 彼らの目の前で変わり、顔は太陽のように輝き、服は光のように白くなった。3見ると、モーセとエリヤが現れ、イ

 エスと語り合っていた。4ペトロが口をはさんでイエスに言った。「主よ、わたしたちがここにいるのは、すばらしいこと
です。お望みでしたら、わたしがここに仮小屋を三つ建てましょう。一つはあなたのため、一つはモーセのため、もう

 一つはエリヤのためです。」 5ペトロがこう話しているうちに、光り輝く雲が彼らを覆った。すると、「これはわたしの
 愛する子、わたしの心に適う者。これに聞け」という声が雲の中から聞こえた。6弟子たちはこれを聞いてひれ伏

 し、非常に恐れた。7  イエスは近づき、彼らに手を触れて言われた。「起きなさい。恐れることはない。」 8彼らが
顔を上げて見ると、イエスのほかにはだれもいなかった。
9一同が山を下りるとき、イエスは、「人の子が死者の中から復活するまで、今見たことをだれにも話してはならな

 い」と弟子たちに命じられた。10彼らはイエスに、「なぜ、律法学者は、まずエリヤが来るはずだと言っているので
 しょうか」と尋ねた。11  イエスはお答えになった。「確かにエリヤが来て、すべてを元どおりにする。12言っておくが、

エリヤは既に来たのだ。人々 は彼を認めず、好きなようにあしらったのである。人の子も、そのように人々 から苦し
 められることになる。」 13そのとき、弟子たちは、イエスが洗礼者ヨハネのことを言われたのだと悟った。

悪霊に取りつかれた子をいやす
14  一同が群衆のところへ行くと、ある人がイエスに近寄り、ひざまずいて、15言った。「主よ、息子を憐れんでく

 ださい。てんかんでひどく苦しんでいます。度々 火の中や水の中に倒れるのです。16お弟子たちのところに連れて
 来ましたが、治すことができませんでした。」 17イエスはお答えになった。「なんと信仰のない、よこしまな時代なの

か。いつまでわたしはあなたがたと共にいられようか。いつまで、あなたがたに我慢しなければならないのか。その子
 をここに、わたしのところに連れて来なさい。」 18そして、イエスがお叱りになると、悪霊は出て行き、そのとき子供

 はいやされた。19弟子たちはひそかにイエスのところに来て、「なぜ、わたしたちは悪霊を追い出せなかったのでし
 ょうか」と言った。20イエスは言われた。「信仰が薄いからだ。はっきり言っておく。もし、からし種一粒ほどの信仰

があれば、この山に向かって、『ここから、あそこに移れ』と命じても、そのとおりになる。あなたがたにできないことは
 何もない。」 21†17.21† しかし、この種のものは、祈りと断食によらなければ出て行かない。

再び自分の死と復活を予告する
22  一行がガリラヤに集まったとき、イエスは言われた。「人の子は人々 の手に引き渡されようとしている。23そし
て殺されるが、三日目に復活する。」弟子たちは非常に悲しんだ。

神殿税を納める

24一行がカファルナウムに来たとき、神殿税を集める者たちがペトロのところに来て、「あなたたちの先生は神殿
 税を納めないのか」と言った。25ペトロは、「納めます」と言った。そして家に入ると、イエスの方から言いだされた。

「シモン、あなたはどう思うか。地上の王は、税や貢ぎ物をだれから取り立てるのか。自分の子供たちからか、それ
 ともほかの人々 からか。」 26ペトロが「ほかの人々 からです」と答えると、イエスは言われた。「では、子供たちは

 納めなくてよいわけだ。27しかし、彼らをつまずかせないようにしよう。湖に行って釣りをしなさい。最初に釣れた
魚を取って口を開けると、銀貨が一枚見つかるはずだ。それを取って、わたしとあなたの分として納めなさい。」

戻る
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天の国でいちばん偉い者

1  そのとき、弟子たちがイエスのところに来て、「いったいだれが、天の国でいちばん偉いのでしょうか」と言った。2
 そこで、イエスは一人の子供を呼び寄せ、彼らの中に立たせて、3言われた。「はっきり言っておく。心を入れ替え

 て子供のようにならなければ、決して天の国に入ることはできない。4自分を低くして、この子供のようになる人が、
 天の国でいちばん偉いのだ。5わたしの名のためにこのような一人の子供を受け入れる者は、わたしを受け入れ

るのである。」

罪への誘惑

6「しかし、わたしを信じるこれらの小さな者の一人をつまずかせる者は、大きな石臼を首に懸けられて、深い海に
 沈められる方がましである。7世は人をつまずかせるから不幸だ。つまずきは避けられない。だが、つまずきをもた

 らす者は不幸である。8もし片方の手か足があなたをつまずかせるなら、それを切って捨ててしまいなさい。両手
 両足がそろったまま永遠の火に投げ込まれるよりは、片手片足になっても命にあずかる方がよい。9もし片方の

目があなたをつまずかせるなら、えぐり出して捨ててしまいなさい。両方の目がそろったまま火の地獄に投げ込まれ
るよりは、一つの目になっても命にあずかる方がよい。」
「迷い出た羊」のたとえ
10「これらの小さな者を一人でも軽んじないように気をつけなさい。言っておくが、彼らの天使たちは天でいつもわ

 たしの天の父の御顔を仰いでいるのである。11†18.11  人の子は、失われたものを救うために来た。12あなた
がたはどう思うか。ある人が羊を百匹持っていて、その一匹が迷い出たとすれば、九十九匹を山に残しておいて、

 迷い出た一匹を捜しに行かないだろうか。13はっきり言っておくが、もし、それを見つけたら、迷わずにいた九十
 九匹より、その一匹のことを喜ぶだろう。14そのように、これらの小さな者が一人でも滅びることは、あなたがたの

天の父の御心ではない。」

兄弟の忠告

15「兄弟があなたに対して罪を犯したなら、行って二人だけのところで忠告しなさい。言うことを聞き入れたら、兄
 弟を得たことになる。16聞き入れなければ、ほかに一人か二人、一緒に連れて行きなさい。すべてのことが、二

 人または三人の証人の口によって確定されるようになるためである。17それでも聞き入れなければ、教会に申し
出なさい。教会の言うことも聞き入れないなら、その人を異邦人か徴税人と同様に見なしなさい。
18はっきり言っておく。あなたがたが地上でつなぐことは、天上でもつながれ、あなたがたが地上で解くことは、天

 上でも解かれる。19また、はっきり言っておくが、どんな願い事であれ、あなたがたのうち二人が地上で心を一つ
 にして求めるなら、わたしの天の父はそれをかなえてくださる。20二人または三人がわたしの名によって集まるとこ

ろには、わたしもその中にいるのである。」

「仲間を赦さない家来」のたとえ

21そのとき、ペトロがイエスのところに来て言った。「主よ、兄弟がわたしに対して罪を犯したなら、何回赦すべき
 でしょうか。七回までですか。」 22イエスは言われた。「あなたに言っておく。七回どころか七の七十倍までも赦し

 なさい。23  そこで、天の国は次のようにたとえられる。ある王が、家来たちに貸した金の決済をしようとした。24
 決済し始めたところ、一万タラントン借金している家来が、王の前に連れて来られた。25しかし、返済できなか

 ったので、主君はこの家来に、自分も妻も子も、また持ち物も全部売って返済するように命じた。26家来はひ
 れ伏し、『どうか待ってください。きっと全部お返しします』としきりに願った。27その家来の主君は憐れに思って、



 彼を赦し、その借金を帳消しにしてやった。28ところが、この家来は外に出て、自分に百デナリオンの借金をして
 いる仲間に出会うと、捕まえて首を絞め、『借金を返せ』と言った。29仲間はひれ伏して、『どうか待ってくれ。

 返すから』としきりに頼んだ。30  しかし、承知せず、その仲間を引っぱって行き、借金を返すまでと牢に入れた。
31  仲間たちは、事の次第を見て非常に心を痛め、主君の前に出て事件を残らず告げた。32そこで、主君は

 その家来を呼びつけて言った。『不届きな家来だ。お前が頼んだから、借金を全部帳消しにしてやったのだ。33
 わたしがお前を憐れんでやったように、お前も自分の仲間を憐れんでやるべきではなかったか。』 34そして、主君

 は怒って、借金をすっかり返済するまでと、家来を牢役人に引き渡した。35あなたがたの一人一人が、心から
兄弟を赦さないなら、わたしの天の父もあなたがたに同じようになさるであろう。」

戻る
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離縁について教える

1  イエスはこれらの言葉を語り終えると、ガリラヤを去り、ヨルダン川の向こう側のユダヤ地方に行かれた。2大
勢の群衆が従った。イエスはそこで人々 の病気をいやされた。
3ファリサイ派の人々 が近寄り、イエスを試そうとして、「何か理由があれば、夫が妻を離縁することは、律法に適

 っているでしょうか」と言った。4イエスはお答えになった。「あなたたちは読んだことがないのか。創造主は初めから
 人を男と女とにお造りになった。」 5そして、こうも言われた。「それゆえ、人は父母を離れてその妻と結ばれ、二

 人は一体となる。6だから、二人はもはや別々 ではなく、一体である。従って、神が結び合わせてくださったもの
 を、人は離してはならない。」 7すると、彼らはイエスに言った。「では、なぜモーセは、離縁状を渡して離縁するよ

 うに命じたのですか。」 8イエスは言われた。「あなたたちの心が頑固なので、モーセは妻を離縁することを許したの
 であって、初めからそうだったわけではない。9言っておくが、不法な結婚でもないのに妻を離縁して、他の女を妻
 にする者は、姦通の罪を犯すことになる。」 10弟子たちは、「夫婦の間柄がそんなものなら、妻を迎えない方が

 ましです」と言った。11  イエスは言われた。「だれもがこの言葉を受け入れるのではなく、恵まれた者だけである。
12結婚できないように生まれついた者、人から結婚できないようにされた者もいるが、天の国のために結婚しな
い者もいる。これを受け入れることのできる人は受け入れなさい。」

子供を祝福する

13そのとき、イエスに手を置いて祈っていただくために、人々 が子供たちを連れて来た。弟子たちはこの人々 を叱
 った。14しかし、イエスは言われた。「子供たちを来させなさい。わたしのところに来るのを妨げてはならない。天の

 国はこのような者たちのものである。」 15そして、子供たちに手を置いてから、そこを立ち去られた。

金持ちの青年

16さて、一人の男がイエスに近寄って来て言った。「先生、永遠の命を得るには、どんな善いことをすればよいの
 でしょうか。」 17イエスは言われた。「なぜ、善いことについて、わたしに尋ねるのか。善い方はおひとりである。もし

 命を得たいのなら、掟を守りなさい。」 18男が「どの掟ですか」と尋ねると、イエスは言われた。「『殺すな、姦淫
 するな、盗むな、偽証するな、19  父母を敬え、また、隣人を自分のように愛しなさい。』」 20そこで、この青年

 は言った。「そういうことはみな守ってきました。まだ何か欠けているでしょうか。」 21イエスは言われた。「もし完全
になりたいのなら、行って持ち物を売り払い、貧しい人々 に施しなさい。そうすれば、天に富を積むことになる。そ

 れから、わたしに従いなさい。」 22青年はこの言葉を聞き、悲しみながら立ち去った。たくさんの財産を持ってい
たからである。
23  イエスは弟子たちに言われた。「はっきり言っておく。金持ちが天の国に入るのは難しい。24重ねて言うが、

 金持ちが神の国に入るよりも、らくだが針の穴を通る方がまだ易しい。」 25弟子たちはこれを聞いて非常に驚き、
 「それでは、だれが救われるのだろうか」と言った。26イエスは彼らを見つめて、「それは人間にできることではない

 が、神は何でもできる」と言われた。27すると、ペトロがイエスに言った。「このとおり、わたしたちは何もかも捨て
 てあなたに従って参りました。では、わたしたちは何をいただけるのでしょうか。」 28イエスは一同に言われた。「は

っきり言っておく。新しい世界になり、人の子が栄光の座に座るとき、あなたがたも、わたしに従って来たのだから、
 十二の座に座ってイスラエルの十二部族を治めることになる。29わたしの名のために、家、兄弟、姉妹、父、母、

 子供、畑を捨てた者は皆、その百倍もの報いを受け、永遠の命を受け継ぐ。30しかし、先にいる多くの者が後
になり、後にいる多くの者が先になる。」

戻る
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「ぶどう園の労働者」のたとえ

1「天の国は次のようにたとえられる。ある家の主人が、ぶどう園で働く労働者を雇うために、夜明けに出かけて
 行った。2  主人は、一日につき一デナリオンの約束で、労働者をぶどう園に送った。3また、九時ごろ行ってみる

 と、何もしないで広場に立っている人々 がいたので、4『あなたたちもぶどう園に行きなさい。ふさわしい賃金を払
 ってやろう』と言った。5それで、その人たちは出かけて行った。主人は、十二時ごろと三時ごろにまた出て行き、

 同じようにした。6五時ごろにも行ってみると、ほかの人々 が立っていたので、『なぜ、何もしないで一日中ここに
 立っているのか』と尋ねると、7彼らは、『だれも雇ってくれないのです』と言った。主人は彼らに、『あなたたちもぶ

 どう園に行きなさい』と言った。8夕方になって、ぶどう園の主人は監督に、『労働者たちを呼んで、最後に来た
 者から始めて、最初に来た者まで順に賃金を払ってやりなさい』と言った。9そこで、五時ごろに雇われた人たち

 が来て、一デナリオンずつ受け取った。10最初に雇われた人たちが来て、もっと多くもらえるだろうと思っていた。
 しかし、彼らも一デナリオンずつであった。11  それで、受け取ると、主人に不平を言った。12『最後に来たこの連

中は、一時間しか働きませんでした。まる一日、暑い中を辛抱して働いたわたしたちと、この連中とを同じ扱いに
 するとは。』 13主人はその一人に答えた。『友よ、あなたに不当なことはしていない。あなたはわたしと一デナリオ

 ンの約束をしたではないか。14自分の分を受け取って帰りなさい。わたしはこの最後の者にも、あなたと同じよう
 に支払ってやりたいのだ。15自分のものを自分のしたいようにしては、いけないか。それとも、わたしの気前のよさ

 をねたむのか。』 16 このように、後にいる者が先になり、先にいる者が後になる。」

イエス、三度死と復活を予告する

17  イエスはエルサレムへ上って行く途中、十二人の弟子だけを呼び寄せて言われた。18「今、わたしたちはエル
 サレムへ上って行く。人の子は、祭司長たちや律法学者たちに引き渡される。彼らは死刑を宣告して、19異邦

人に引き渡す。人の子を侮辱し、鞭打ち、十字架につけるためである。そして、人の子は三日目に復活する。」

ヤコブとヨハネの母の願い

20そのとき、ゼベダイの息子たちの母が、その二人の息子と一緒にイエスのところに来て、ひれ伏し、何かを願お
 うとした。21イエスが、「何が望みか」と言われると、彼女は言った。「王座にお着きになるとき、この二人の息子

 が、一人はあなたの右に、もう一人は左に座れるとおっしゃってください。」 22イエスはお答えになった。「あなたが
たは、自分が何を願っているか、分かっていない。このわたしが飲もうとしている杯を飲むことができるか。」二人が、

 「できます」と言うと、23イエスは言われた。「確かに、あなたがたはわたしの杯を飲むことになる。しかし、わたしの
右と左にだれが座るかは、わたしの決めることではない。それは、わたしの父によって定められた人々 に許されるの

 だ。」 24  ほかの十人の者はこれを聞いて、この二人の兄弟のことで腹を立てた。25そこで、イエスは一同を呼び
寄せて言われた。「あなたがたも知っているように、異邦人の間では支配者たちが民を支配し、偉い人たちが権

 力を振るっている。26しかし、あなたがたの間では、そうであってはならない。あなたがたの中で偉くなりたい者は、
 皆に仕える者になり、27  いちばん上になりたい者は、皆の僕になりなさい。28人の子が、仕えられるためでは

なく仕えるために、また、多くの人の身代金として自分の命を献げるために来たのと同じように。」

二人の盲人をいやす

29  一行がエリコの町を出ると、大勢の群衆がイエスに従った。30そのとき、二人の盲人が道端に座っていたが、
 イエスがお通りと聞いて、「主よ、ダビデの子よ、わたしたちを憐れんでください」と叫んだ。31群衆は叱りつけて

 黙らせようとしたが、二人はますます、「主よ、ダビデの子よ、わたしたちを憐れんでください」と叫んだ。32イエス
 は立ち止まり、二人を呼んで、「何をしてほしいのか」と言われた。33二人は、「主よ、目を開けていただきたいの

 です」と言った。34イエスが深く憐れんで、その目に触れられると、盲人たちはすぐ見えるようになり、イエスに従っ



た。

戻る
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エルサレムに迎えられる

1一行がエルサレムに近づいて、オリーブ山沿いのベトファゲに来たとき、イエスは二人の弟子を使いに出そうとし
 て、2言われた。「向こうの村へ行きなさい。するとすぐ、ろばがつないであり、一緒に子ろばのいるのが見つかる。

 それをほどいて、わたしのところに引いて来なさい。3もし、だれかが何か言ったら、『主がお入り用なのです』と言
 いなさい。すぐ渡してくれる。」 4それは、預言者を通して言われていたことが実現するためであった。

5「シオンの娘に告げよ。

『見よ、お前の王がお前のところにおいでになる、
柔和な方で、ろばに乗り、
荷を負うろばの子、子ろばに乗って。』」

6  弟子たちは行って、イエスが命じられたとおりにし、7ろばと子ろばを引いて来て、その上に服をかけると、イエス
 はそれにお乗りになった。8大勢の群衆が自分の服を道に敷き、また、ほかの人々 は木の枝を切って道に敷い

 た。9そして群衆は、イエスの前を行く者も後に従う者も叫んだ。
「ダビデの子にホサナ。
主の名によって来られる方に、祝福があるように。
いと高きところにホサナ。」
10  イエスがエルサレムに入られると、都中の者が、「いったい、これはどういう人だ」と言って騒いだ。11そこで群
衆は、「この方は、ガリラヤのナザレから出た預言者イエスだ」と言った。

神殿から商人を追い出す

12それから、イエスは神殿の境内に入り、そこで売り買いをしていた人々 を皆追い出し、両替人の台や鳩を売る
 者の腰掛けを倒された。13そして言われた。「こう書いてある。

『わたしの家は、祈りの家と呼ばれるべきである。』

ところが、あなたたちは

それを強盗の巣にしている。」
14境内では目の見えない人や足の不自由な人たちがそばに寄って来たので、イエスはこれらの人々 をいやされ

 た。15他方、祭司長たちや、律法学者たちは、イエスがなさった不思議な業を見、境内で子供たちまで叫んで、
 「ダビデの子にホサナ」と言うのを聞いて腹を立て、16イエスに言った。「子供たちが何と言っているか、聞こえる

か。」イエスは言われた。「聞こえる。あなたたちこそ、『幼子や乳飲み子の口に、あなたは賛美を歌わせた』という
 言葉をまだ読んだことがないのか。」 17それから、イエスは彼らと別れ、都を出てベタニアに行き、そこにお泊まり

になった。

いちじくの木を呪う

18  朝早く、都に帰る途中、イエスは空腹を覚えられた。19道端にいちじくの木があるのを見て、近寄られたが、
葉のほかは何もなかった。そこで、「今から後いつまでも、お前には実がならないように」と言われると、いちじくの木

 はたちまち枯れてしまった。20  弟子たちはこれを見て驚き、「なぜ、たちまち枯れてしまったのですか」と言った。
21イエスはお答えになった。「はっきり言っておく。あなたがたも信仰を持ち、疑わないならば、いちじくの木に起こ
ったようなことができるばかりでなく、この山に向かい、『立ち上がって、海に飛び込め』と言っても、そのとおりになる。
 22信じて祈るならば、求めるものは何でも得られる。」



権威についての問答

23イエスが神殿の境内に入って教えておられると、祭司長や民の長老たちが近寄って来て言った。「何の権威
 でこのようなことをしているのか。だれがその権威を与えたのか。」 24イエスはお答えになった。「では、わたしも一

 つ尋ねる。それに答えるなら、わたしも、何の権威でこのようなことをするのか、あなたたちに言おう。25ヨハネの
洗礼はどこからのものだったか。天からのものか、それとも、人からのものか。」彼らは論じ合った。「『天からのもの

 だ』と言えば、『では、なぜヨハネを信じなかったのか』と我々 に言うだろう。26『人からのものだ』と言えば、群衆
 が怖い。皆がヨハネを預言者と思っているから。」 27そこで、彼らはイエスに、「分からない」と答えた。すると、イ

エスも言われた。「それなら、何の権威でこのようなことをするのか、わたしも言うまい。」

「二人の息子」のたとえ

28「ところで、あなたたちはどう思うか。ある人に息子が二人いたが、彼は兄のところへ行き、『子よ、今日、ぶどう
 園へ行って働きなさい』と言った。29  兄は『いやです』と答えたが、後で考え直して出かけた。30弟のところへも

 行って、同じことを言うと、弟は『お父さん、承知しました』と答えたが、出かけなかった。31 この二人のうち、どち
らが父親の望みどおりにしたか。」彼らが「兄の方です」と言うと、イエスは言われた。「はっきり言っておく。徴税人

 や娼婦たちの方が、あなたたちより先に神の国に入るだろう。32なぜなら、ヨハネが来て義の道を示したのに、あ
なたたちは彼を信ぜず、徴税人や娼婦たちは信じたからだ。あなたたちはそれを見ても、後で考え直して彼を信じ
ようとしなかった。」

「ぶどう園と農夫」のたとえ

33「もう一つのたとえを聞きなさい。ある家の主人がぶどう園を作り、垣を巡らし、その中に搾り場を掘り、見張り
 のやぐらを立て、これを農夫たちに貸して旅に出た。34 さて、収穫の時が近づいたとき、収穫を受け取るために、

 僕たちを農夫たちのところへ送った。35だが、農夫たちはこの僕たちを捕まえ、一人を袋だたきにし、一人を殺し、
 一人を石で打ち殺した。36  また、他の僕たちを前よりも多く送ったが、農夫たちは同じ目に遭わせた。37そこ

 で最後に、『わたしの息子なら敬ってくれるだろう』と言って、主人は自分の息子を送った。38農夫たちは、その
 息子を見て話し合った。『これは跡取りだ。さあ、殺して、彼の相続財産を我々 のものにしよう。』 39そして、息

 子を捕まえ、ぶどう園の外にほうり出して殺してしまった。40 さて、ぶどう園の主人が帰って来たら、この農夫たち
 をどうするだろうか。」 41彼らは言った。「その悪人どもをひどい目に遭わせて殺し、ぶどう園は、季節ごとに収穫

 を納めるほかの農夫たちに貸すにちがいない。」 42イエスは言われた。「聖書にこう書いてあるのを、まだ読んだこ
とがないのか。
『家を建てる者の捨てた石、
これが隅の親石となった。
これは、主がなさったことで、
わたしたちの目には不思議に見える。』

43  だから、言っておくが、神の国はあなたたちから取り上げられ、それにふさわしい実を結ぶ民族に与えられる。
44 この石の上に落ちる者は打ち砕かれ、この石がだれかの上に落ちれば、その人は押しつぶされてしまう。」
45  祭司長たちやファリサイ派の人々 はこのたとえを聞いて、イエスが自分たちのことを言っておられると気づき、
46イエスを捕らえようとしたが、群衆を恐れた。群衆はイエスを預言者だと思っていたからである。

戻る



 マタイによる福音書22 戻る

「婚宴」のたとえ

1  イエスは、また、たとえを用いて語られた。2  「天の国は、ある王が王子のために婚宴を催したのに似ている。3
 王は家来たちを送り、婚宴に招いておいた人々 を呼ばせたが、来ようとしなかった。4そこでまた、次のように言っ

て、別の家来たちを使いに出した。『招いておいた人々 にこう言いなさい。「食事の用意が整いました。牛や肥え
 た家畜を屠って、すっかり用意ができています。さあ、婚宴においでください。」』 5しかし、人々 はそれを無視し、

 一人は畑に、一人は商売に出かけ、6  また、他の人々 は王の家来たちを捕まえて乱暴し、殺してしまった。7そ
 こで、王は怒り、軍隊を送って、この人殺しどもを滅ぼし、その町を焼き払った。8そして、家来たちに言った。『婚

 宴の用意はできているが、招いておいた人々 は、ふさわしくなかった。9だから、町の大通りに出て、見かけた者
 はだれでも婚宴に連れて来なさい。』 10そこで、家来たちは通りに出て行き、見かけた人は善人も悪人も皆集

 めて来たので、婚宴は客でいっぱいになった。11王が客を見ようと入って来ると、婚礼の礼服を着ていない者が
 一人いた。12  王は、『友よ、どうして礼服を着ないでここに入って来たのか』と言った。この者が黙っていると、13

王は側近の者たちに言った。『この男の手足を縛って、外の暗闇にほうり出せ。そこで泣きわめいて歯ぎしりするだ
 ろう。』 14招かれる人は多いが、選ばれる人は少ない。」

皇帝への税金

15それから、ファリサイ派の人々 は出て行って、どのようにしてイエスの言葉じりをとらえて、罠にかけようかと相談
 した。16そして、その弟子たちをヘロデ派の人々 と一緒にイエスのところに遣わして尋ねさせた。「先生、わたした

ちは、あなたが真実な方で、真理に基づいて神の道を教え、だれをもはばからない方であることを知っています。
 人々 を分け隔てなさらないからです。17ところで、どうお思いでしょうか、お教えください。皇帝に税金を納めるの

 は、律法に適っているでしょうか、適っていないでしょうか。」 18イエスは彼らの悪意に気づいて言われた。「偽善
 者たち、なぜ、わたしを試そうとするのか。19税金に納めるお金を見せなさい。」彼らがデナリオン銀貨を持って

 来ると、20  イエスは、「これは、だれの肖像と銘か」と言われた。21彼らは、「皇帝のものです」と言った。すると、
 イエスは言われた。「では、皇帝のものは皇帝に、神のものは神に返しなさい。」 22彼らはこれを聞いて驚き、イ

エスをその場に残して立ち去った。

復活についての問答

23  その同じ日、復活はないと言っているサドカイ派の人々 が、イエスに近寄って来て尋ねた。24「先生、モーセ
は言っています。『ある人が子がなくて死んだ場合、その弟は兄嫁と結婚して、兄の跡継ぎをもうけねばならない』

 と。25 さて、わたしたちのところに、七人の兄弟がいました。長男は妻を迎えましたが死に、跡継ぎがなかったの
 で、その妻を弟に残しました。26  次男も三男も、ついに七人とも同じようになりました。27最後にその女も死

 にました。28すると復活の時、その女は七人のうちのだれの妻になるのでしょうか。皆その女を妻にしたのです。」
29  イエスはお答えになった。「あなたたちは聖書も神の力も知らないから、思い違いをしている。30復活の時に

 は、めとることも嫁ぐこともなく、天使のようになるのだ。31死者の復活については、神があなたたちに言われた
 言葉を読んだことがないのか。32『わたしはアブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神である』とあるではないか。神

 は死んだ者の神ではなく、生きている者の神なのだ。」 33群衆はこれを聞いて、イエスの教えに驚いた。

最も重要な掟

34  ファリサイ派の人々 は、イエスがサドカイ派の人々 を言い込められたと聞いて、一緒に集まった。35そのうち
 の一人、律法の専門家が、イエスを試そうとして尋ねた。36「先生、律法の中で、どの掟が最も重要でしょう



 か。」 37  イエスは言われた。「『心を尽くし、精神を尽くし、思いを尽くして、あなたの神である主を愛しなさい。』
38  これが最も重要な第一の掟である。39第二も、これと同じように重要である。『隣人を自分のように愛しな

 さい。』 40律法全体と預言者は、この二つの掟に基づいている。」

ダビデの子についての問答

41  ファリサイ派の人々 が集まっていたとき、イエスはお尋ねになった。42「あなたたちはメシアのことをどう思うか。
 だれの子だろうか。」彼らが、「ダビデの子です」と言うと、43イエスは言われた。「では、どうしてダビデは、霊を受

けて、メシアを主と呼んでいるのだろうか。

44『主は、わたしの主にお告げになった。
「わたしの右の座に着きなさい、
わたしがあなたの敵を
あなたの足もとに屈服させるときまで」と。』

45  このようにダビデがメシアを主と呼んでいるのであれば、どうしてメシアがダビデの子なのか。」 46 これにはだれ
一人、ひと言も言い返すことができず、その日からは、もはやあえて質問する者はなかった。

戻る



 マタイによる福音書23 戻る

律法学者とファリサイ派の人々 を非難する

1  それから、イエスは群衆と弟子たちにお話しになった。2「律法学者たちやファリサイ派の人々 は、モーセの座に
 着いている。3だから、彼らが言うことは、すべて行い、また守りなさい。しかし、彼らの行いは、見倣ってはならな

 い。言うだけで、実行しないからである。4彼らは背負いきれない重荷をまとめ、人の肩に載せるが、自分ではそ
 れを動かすために、指一本貸そうともしない。5そのすることは、すべて人に見せるためである。聖句の入った小
 箱を大きくしたり、衣服の房を長くしたりする。6  宴会では上座、会堂では上席に座ることを好み、7また、広

 場で挨拶されたり、『先生』と呼ばれたりすることを好む。8だが、あなたがたは『先生』と呼ばれてはならない。あ
 なたがたの師は一人だけで、あとは皆兄弟なのだ。9また、地上の者を『父』と呼んではならない。あなたがたの

 父は天の父おひとりだけだ。10  『教師』と呼ばれてもいけない。あなたがたの教師はキリスト一人だけである。11
 あなたがたのうちでいちばん偉い人は、仕える者になりなさい。12だれでも高ぶる者は低くされ、へりくだる者は

高められる。
13律法学者たちとファリサイ派の人々 、あなたたち偽善者は不幸だ。人々 の前で天の国を閉ざすからだ。自分

 が入らないばかりか、入ろうとする人をも入らせない。14†23.14 律法学者とファリサイ派の人々 、あなたたち
偽善者は不幸だ。やもめの家を食い物にし、見せかけの長い祈りをする。だからあなたたちは、人一倍厳しい裁
きを受けることになる。
15律法学者たちとファリサイ派の人々 、あなたたち偽善者は不幸だ。改宗者を一人つくろうとして、海と陸を巡
り歩くが、改宗者ができると、自分より倍も悪い地獄の子にしてしまうからだ。
16ものの見えない案内人、あなたたちは不幸だ。あなたたちは、『神殿にかけて誓えば、その誓いは無効である。

 だが、神殿の黄金にかけて誓えば、それは果たさねばならない』と言う。17愚かで、ものの見えない者たち、黄
 金と、黄金を清める神殿と、どちらが尊いか。18また、『祭壇にかけて誓えば、その誓いは無効である。その上

 の供え物にかけて誓えば、それは果たさねばならない』と言う。19ものの見えない者たち、供え物と、供え物を
 清くする祭壇と、どちらが尊いか。20  祭壇にかけて誓う者は、祭壇とその上のすべてのものにかけて誓うのだ。

21  神殿にかけて誓う者は、神殿とその中に住んでおられる方にかけて誓うのだ。22天にかけて誓う者は、神の
玉座とそれに座っておられる方にかけて誓うのだ。
23律法学者たちとファリサイ派の人々 、あなたたち偽善者は不幸だ。薄荷、いのんど、茴香の十分の一は献げ
るが、律法の中で最も重要な正義、慈悲、誠実はないがしろにしているからだ。これこそ行うべきことである。もと

 より、十分の一の献げ物もないがしろにしてはならないが。24ものの見えない案内人、あなたたちはぶよ一匹さ
えも漉して除くが、らくだは飲み込んでいる。
25律法学者たちとファリサイ派の人々 、あなたたち偽善者は不幸だ。杯や皿の外側はきれいにするが、内側は

 強欲と放縦で満ちているからだ。26ものの見えないファリサイ派の人々 、まず、杯の内側をきれいにせよ。そうす
れば、外側もきれいになる。
27律法学者たちとファリサイ派の人々 、あなたたち偽善者は不幸だ。白く塗った墓に似ているからだ。外側は

 美しく見えるが、内側は死者の骨やあらゆる汚れで満ちている。28 このようにあなたたちも、外側は人に正しい
ように見えながら、内側は偽善と不法で満ちている。
29律法学者たちとファリサイ派の人々 、あなたたち偽善者は不幸だ。預言者の墓を建てたり、正しい人の記念

 碑を飾ったりしているからだ。30そして、『もし先祖の時代に生きていても、預言者の血を流す側にはつかなかっ
 たであろう』などと言う。31  こうして、自分が預言者を殺した者たちの子孫であることを、自ら証明している。32

 先祖が始めた悪事の仕上げをしたらどうだ。33蛇よ、蝮の子らよ、どうしてあなたたちは地獄の罰を免れること
 ができようか。34だから、わたしは預言者、知者、学者をあなたたちに遣わすが、あなたたちはその中のある者を

 殺し、十字架につけ、ある者を会堂で鞭打ち、町から町へと追い回して迫害する。35 こうして、正しい人アベル
の血から、あなたたちが聖所と祭壇の間で殺したバラキアの子ゼカルヤの血に至るまで、地上に流された正しい

 人の血はすべて、あなたたちにふりかかってくる。36はっきり言っておく。これらのことの結果はすべて、今の時代



の者たちにふりかかってくる。」

エルサレムのために嘆く

37「エルサレム、エルサレム、預言者たちを殺し、自分に遣わされた人々 を石で打ち殺す者よ、めん鳥が雛を羽
 の下に集めるように、わたしはお前の子らを何度集めようとしたことか。だが、お前たちは応じようとしなかった。38

 見よ、お前たちの家は見捨てられて荒れ果てる。39言っておくが、お前たちは、『主の名によって来られる方に、
祝福があるように』と言うときまで、今から後、決してわたしを見ることがない。」

戻る



 マタイによる福音書24 戻る

神殿の崩壊を予告する

1  イエスが神殿の境内を出て行かれると、弟子たちが近寄って来て、イエスに神殿の建物を指さした。2そこで、
イエスは言われた。「これらすべての物を見ないのか。はっきり言っておく。一つの石もここで崩されずに他の石の上
に残ることはない。」

終末の徴

3イエスがオリーブ山で座っておられると、弟子たちがやって来て、ひそかに言った。「おっしゃってください。そのことは
 いつ起こるのですか。また、あなたが来られて世の終わるときには、どんな徴があるのですか。」 4イエスはお答えに

 なった。「人に惑わされないように気をつけなさい。5わたしの名を名乗る者が大勢現れ、『わたしがメシアだ』と
 言って、多くの人を惑わすだろう。6戦争の騒ぎや戦争のうわさを聞くだろうが、慌てないように気をつけなさい。

 そういうことは起こるに決まっているが、まだ世の終わりではない。7民は民に、国は国に敵対して立ち上がり、
 方々 に飢饉や地震が起こる。8  しかし、これらはすべて産みの苦しみの始まりである。9そのとき、あなたがたは

 苦しみを受け、殺される。また、わたしの名のために、あなたがたはあらゆる民に憎まれる。10そのとき、多くの人
 がつまずき、互いに裏切り、憎み合うようになる。11  偽預言者も大勢現れ、多くの人を惑わす。12不法がは

 びこるので、多くの人の愛が冷える。13  しかし、最後まで耐え忍ぶ者は救われる。14そして、御国のこの福音
はあらゆる民への証しとして、全世界に宣べ伝えられる。それから、終わりが来る。」

大きな苦難を予告する

15 ―― ――  「預言者ダニエルの言った憎むべき破壊者が、聖なる場所に立つのを見たら 読者は悟れ 、 16そ
 のとき、ユダヤにいる人々 は山に逃げなさい。17屋上にいる者は、家にある物を取り出そうとして下に降りては

 ならない。18  畑にいる者は、上着を取りに帰ってはならない。19それらの日には、身重の女と乳飲み子を持
 つ女は不幸だ。20  逃げるのが冬や安息日にならないように、祈りなさい。21そのときには、世界の初めから今

 までなく、今後も決してないほどの大きな苦難が来るからである。22神がその期間を縮めてくださらなければ、だ
 れ一人救われない。しかし、神は選ばれた人たちのために、その期間を縮めてくださるであろう。23そのとき、

 『見よ、ここにメシアがいる』『いや、ここだ』と言う者がいても、信じてはならない。24偽メシアや偽預言者が現れ
 て、大きなしるしや不思議な業を行い、できれば、選ばれた人たちをも惑わそうとするからである。25あなたがた

 には前もって言っておく。26だから、人が『見よ、メシアは荒れ野にいる』と言っても、行ってはならない。また、
 『見よ、奥の部屋にいる』と言っても、信じてはならない。27稲妻が東から西へひらめき渡るように、人の子も来

 るからである。28死体のある所には、はげ鷹が集まるものだ。」

人の子が来る

29「その苦難の日々 の後、たちまち
太陽は暗くなり、
月は光を放たず、
星は空から落ち、
天体は揺り動かされる。
30そのとき、人の子の徴が天に現れる。そして、そのとき、地上のすべての民族は悲しみ、人の子が大いなる力

 と栄光を帯びて天の雲に乗って来るのを見る。31人の子は、大きなラッパの音を合図にその天使たちを遣わす。
天使たちは、天の果てから果てまで、彼によって選ばれた人たちを四方から呼び集める。」



いちじくの木の教え

32  「いちじくの木から教えを学びなさい。枝が柔らかくなり、葉が伸びると、夏の近づいたことが分かる。33それ
 と同じように、あなたがたは、これらすべてのことを見たなら、人の子が戸口に近づいていると悟りなさい。34はっ

 きり言っておく。これらのことがみな起こるまでは、この時代は決して滅びない。35天地は滅びるが、わたしの言
葉は決して滅びない。」

目を覚ましていなさい

36  「その日、その時は、だれも知らない。天使たちも子も知らない。ただ、父だけがご存じである。37人の子が
 来るのは、ノアの時と同じだからである。38洪水になる前は、ノアが箱舟に入るその日まで、人々 は食べたり飲

 んだり、めとったり嫁いだりしていた。39そして、洪水が襲って来て一人残らずさらうまで、何も気がつかなかった。
 人の子が来る場合も、このようである。40そのとき、畑に二人の男がいれば、一人は連れて行かれ、もう一人

 は残される。41  二人の女が臼をひいていれば、一人は連れて行かれ、もう一人は残される。42だから、目を
 覚ましていなさい。いつの日、自分の主が帰って来られるのか、あなたがたには分からないからである。43 このこと

をわきまえていなさい。家の主人は、泥棒が夜のいつごろやって来るかを知っていたら、目を覚ましていて、みすみ
 す自分の家に押し入らせはしないだろう。44だから、あなたがたも用意していなさい。人の子は思いがけない時

に来るからである。」

忠実な僕と悪い僕

45「主人がその家の使用人たちの上に立てて、時間どおり彼らに食事を与えさせることにした忠実で賢い僕は、
 いったいだれであろうか。46  主人が帰って来たとき、言われたとおりにしているのを見られる僕は幸いである。47

 はっきり言っておくが、主人は彼に全財産を管理させるにちがいない。48しかし、それが悪い僕で、主人は遅い
 と思い、49  仲間を殴り始め、酒飲みどもと一緒に食べたり飲んだりしているとする。50もしそうなら、その僕の

 主人は予想しない日、思いがけない時に帰って来て、51彼を厳しく罰し、偽善者たちと同じ目に遭わせる。そ
こで泣きわめいて歯ぎしりするだろう。」

戻る



 マタイによる福音書25 戻る

「十人のおとめ」のたとえ

1  「そこで、天の国は次のようにたとえられる。十人のおとめがそれぞれともし火を持って、花婿を迎えに出て行く。
2  そのうちの五人は愚かで、五人は賢かった。3愚かなおとめたちは、ともし火は持っていたが、油の用意をして

 いなかった。4  賢いおとめたちは、それぞれのともし火と一緒に、壺に油を入れて持っていた。5ところが、花婿の
 来るのが遅れたので、皆眠気がさして眠り込んでしまった。6真夜中に『花婿だ。迎えに出なさい』と叫ぶ声がし

 た。7  そこで、おとめたちは皆起きて、それぞれのともし火を整えた。8愚かなおとめたちは、賢いおとめたちに言
 った。『油を分けてください。わたしたちのともし火は消えそうです。』 9賢いおとめたちは答えた。『分けてあげるほ

 どはありません。それより、店に行って、自分の分を買って来なさい。』 10愚かなおとめたちが買いに行っている間
 に、花婿が到着して、用意のできている五人は、花婿と一緒に婚宴の席に入り、戸が閉められた。11その後で、

 ほかのおとめたちも来て、『御主人様、御主人様、開けてください』と言った。12しかし主人は、『はっきり言って
 おく。わたしはお前たちを知らない』と答えた。13だから、目を覚ましていなさい。あなたがたは、その日、その時を

知らないのだから。」

「タラントン」のたとえ

14「天の国はまた次のようにたとえられる。ある人が旅行に出かけるとき、僕たちを呼んで、自分の財産を預けた。
 15それぞれの力に応じて、一人には五タラントン、一人には二タラントン、もう一人には一タラントンを預けて旅

 に出かけた。早速、16  五タラントン預かった者は出て行き、それで商売をして、ほかに五タラントンをもうけた。
17  同じように、二タラントン預かった者も、ほかに二タラントンをもうけた。18しかし、一タラントン預かった者は、

 出て行って穴を掘り、主人の金を隠しておいた。19さて、かなり日がたってから、僕たちの主人が帰って来て、彼
 らと清算を始めた。20まず、五タラントン預かった者が進み出て、ほかの五タラントンを差し出して言った。『御

 主人様、五タラントンお預けになりましたが、御覧ください。ほかに五タラントンもうけました。』 21主人は言った。
『忠実な良い僕だ。よくやった。お前は少しのものに忠実であったから、多くのものを管理させよう。主人と一緒に

 喜んでくれ。』 22次に、二タラントン預かった者も進み出て言った。『御主人様、二タラントンお預けになりました
 が、御覧ください。ほかに二タラントンもうけました。』 23主人は言った。『忠実な良い僕だ。よくやった。お前は

 少しのものに忠実であったから、多くのものを管理させよう。主人と一緒に喜んでくれ。』 24ところで、一タラント
ン預かった者も進み出て言った。『御主人様、あなたは蒔かない所から刈り取り、散らさない所からかき集められ

 る厳しい方だと知っていましたので、25恐ろしくなり、出かけて行って、あなたのタラントンを地の中に隠しておきま
 した。御覧ください。これがあなたのお金です。』 26主人は答えた。『怠け者の悪い僕だ。わたしが蒔かない所か

 ら刈り取り、散らさない所からかき集めることを知っていたのか。27それなら、わたしの金を銀行に入れておくべき
 であった。そうしておけば、帰って来たとき、利息付きで返してもらえたのに。28 さあ、そのタラントンをこの男から

 取り上げて、十タラントン持っている者に与えよ。29だれでも持っている人は更に与えられて豊かになるが、持っ
 ていない人は持っているものまでも取り上げられる。30 この役に立たない僕を外の暗闇に追い出せ。そこで泣き

わめいて歯ぎしりするだろう。』」

すべての民族を裁く

31  「人の子は、栄光に輝いて天使たちを皆従えて来るとき、その栄光の座に着く。32そして、すべての国の民
 がその前に集められると、羊飼いが羊と山羊を分けるように、彼らをより分け、33  羊を右に、山羊を左に置く。

34そこで、王は右側にいる人たちに言う。『さあ、わたしの父に祝福された人たち、天地創造の時からお前たちの
 ために用意されている国を受け継ぎなさい。35お前たちは、わたしが飢えていたときに食べさせ、のどが渇いてい

 たときに飲ませ、旅をしていたときに宿を貸し、36裸のときに着せ、病気のときに見舞い、牢にいたときに訪ねて



 くれたからだ。』 37すると、正しい人たちが王に答える。『主よ、いつわたしたちは、飢えておられるのを見て食べ
 物を差し上げ、のどが渇いておられるのを見て飲み物を差し上げたでしょうか。38いつ、旅をしておられるのを見

 てお宿を貸し、裸でおられるのを見てお着せしたでしょうか。39いつ、病気をなさったり、牢におられたりするのを
 見て、お訪ねしたでしょうか。』 40そこで、王は答える。『はっきり言っておく。わたしの兄弟であるこの最も小さい

者の一人にしたのは、わたしにしてくれたことなのである。』
41それから、王は左側にいる人たちにも言う。『呪われた者ども、わたしから離れ去り、悪魔とその手下のために

 用意してある永遠の火に入れ。42お前たちは、わたしが飢えていたときに食べさせず、のどが渇いたときに飲ま
 せず、43旅をしていたときに宿を貸さず、裸のときに着せず、病気のとき、牢にいたときに、訪ねてくれなかったか
 らだ。』 44すると、彼らも答える。『主よ、いつわたしたちは、あなたが飢えたり、渇いたり、旅をしたり、裸であった

 り、病気であったり、牢におられたりするのを見て、お世話をしなかったでしょうか。』 45そこで、王は答える。『はっ
 きり言っておく。この最も小さい者の一人にしなかったのは、わたしにしてくれなかったことなのである。』 46 こうして、

この者どもは永遠の罰を受け、正しい人たちは永遠の命にあずかるのである。」

戻る



 マタイによる福音書26 戻る

イエスを殺す計略

1  イエスはこれらの言葉をすべて語り終えると、弟子たちに言われた。2「あなたがたも知っているとおり、二日後
 は過越祭である。人の子は、十字架につけられるために引き渡される。」 3そのころ、祭司長たちや民の長老た

 ちは、カイアファという大祭司の屋敷に集まり、4  計略を用いてイエスを捕らえ、殺そうと相談した。5しかし彼ら
は、「民衆の中に騒ぎが起こるといけないから、祭りの間はやめておこう」と言っていた。

ベタニアで香油を注がれる

6  さて、イエスがベタニアで重い皮膚病の人シモンの家におられたとき、7一人の女が、極めて高価な香油の入
 った石膏の壺を持って近寄り、食事の席に着いておられるイエスの頭に香油を注ぎかけた。8弟子たちはこれを

 見て、憤慨して言った。「なぜ、こんな無駄遣いをするのか。9高く売って、貧しい人々 に施すことができたのに。」
10  イエスはこれを知って言われた。「なぜ、この人を困らせるのか。わたしに良いことをしてくれたのだ。11貧しい

 人々 はいつもあなたがたと一緒にいるが、わたしはいつも一緒にいるわけではない。12 この人はわたしの体に香
 油を注いで、わたしを葬る準備をしてくれた。13はっきり言っておく。世界中どこでも、この福音が宣べ伝えられ

る所では、この人のしたことも記念として語り伝えられるだろう。」

ユダ、裏切りを企てる

14  そのとき、十二人の一人で、イスカリオテのユダという者が、祭司長たちのところへ行き、15「あの男をあなた
 たちに引き渡せば、幾らくれますか」と言った。そこで、彼らは銀貨三十枚を支払うことにした。16そのときから、

ユダはイエスを引き渡そうと、良い機会をねらっていた。

過越の食事をする

17除酵祭の第一日に、弟子たちがイエスのところに来て、「どこに、過越の食事をなさる用意をいたしましょうか」
 と言った。18イエスは言われた。「都のあの人のところに行ってこう言いなさい。『先生が、「わたしの時が近づい

 た。お宅で弟子たちと一緒に過越の食事をする」と言っています。』」 19弟子たちは、イエスに命じられたとおりに
 して、過越の食事を準備した。20  夕方になると、イエスは十二人と一緒に食事の席に着かれた。21一同が

食事をしているとき、イエスは言われた。「はっきり言っておくが、あなたがたのうちの一人がわたしを裏切ろうとして
 いる。」 22  弟子たちは非常に心を痛めて、「主よ、まさかわたしのことでは」と代わる代わる言い始めた。23イエ

 スはお答えになった。「わたしと一緒に手で鉢に食べ物を浸した者が、わたしを裏切る。24人の子は、聖書に書
いてあるとおりに、去って行く。だが、人の子を裏切るその者は不幸だ。生まれなかった方が、その者のためによか

 った。」 25イエスを裏切ろうとしていたユダが口をはさんで、「先生、まさかわたしのことでは」と言うと、イエスは言
われた。「それはあなたの言ったことだ。」

主の晩餐

26一同が食事をしているとき、イエスはパンを取り、賛美の祈りを唱えて、それを裂き、弟子たちに与えながら言
 われた。「取って食べなさい。これはわたしの体である。」 27また、杯を取り、感謝の祈りを唱え、彼らに渡して言

 われた。「皆、この杯から飲みなさい。28 これは、罪が赦されるように、多くの人のために流されるわたしの血、契
 約の血である。29言っておくが、わたしの父の国であなたがたと共に新たに飲むその日まで、今後ぶどうの実か

 ら作ったものを飲むことは決してあるまい。」 30一同は賛美の歌をうたってから、オリーブ山へ出かけた。



ペトロの離反を予告する

31そのとき、イエスは弟子たちに言われた。「今夜、あなたがたは皆わたしにつまずく。
『わたしは羊飼いを打つ。
すると、羊の群れは散ってしまう』

 と書いてあるからだ。32  しかし、わたしは復活した後、あなたがたより先にガリラヤへ行く。」 33するとペトロが、
 「たとえ、みんながあなたにつまずいても、わたしは決してつまずきません」と言った。34イエスは言われた。「はっき

 り言っておく。あなたは今夜、鶏が鳴く前に、三度わたしのことを知らないと言うだろう。」 35ペトロは、「たとえ、
御一緒に死なねばならなくなっても、あなたのことを知らないなどとは決して申しません」と言った。弟子たちも皆、
同じように言った。

ゲツセマネで祈る

36それから、イエスは弟子たちと一緒にゲツセマネという所に来て、「わたしが向こうへ行って祈っている間、ここに
 座っていなさい」と言われた。37ペトロおよびゼベダイの子二人を伴われたが、そのとき、悲しみもだえ始められた。

 38そして、彼らに言われた。「わたしは死ぬばかりに悲しい。ここを離れず、わたしと共に目を覚ましていなさい。」
39少し進んで行って、うつ伏せになり、祈って言われた。「父よ、できることなら、この杯をわたしから過ぎ去らせて

 ください。しかし、わたしの願いどおりではなく、御心のままに。」 40それから、弟子たちのところへ戻って御覧にな
ると、彼らは眠っていたので、ペトロに言われた。「あなたがたはこのように、わずか一時もわたしと共に目を覚まし

 ていられなかったのか。41  誘惑に陥らぬよう、目を覚まして祈っていなさい。心は燃えても、肉体は弱い。」 42
更に、二度目に向こうへ行って祈られた。「父よ、わたしが飲まないかぎりこの杯が過ぎ去らないのでしたら、あな

 たの御心が行われますように。」 43  再び戻って御覧になると、弟子たちは眠っていた。ひどく眠かったのである。
44  そこで、彼らを離れ、また向こうへ行って、三度目も同じ言葉で祈られた。45それから、弟子たちのところに
戻って来て言われた。「あなたがたはまだ眠っている。休んでいる。時が近づいた。人の子は罪人たちの手に引き

 渡される。46立て、行こう。見よ、わたしを裏切る者が来た。」

裏切られ、逮捕される

47イエスがまだ話しておられると、十二人の一人であるユダがやって来た。祭司長たちや民の長老たちの遣わし
 た大勢の群衆も、剣や棒を持って一緒に来た。48イエスを裏切ろうとしていたユダは、「わたしが接吻するのが、

 その人だ。それを捕まえろ」と、前もって合図を決めていた。49ユダはすぐイエスに近寄り、「先生、こんばんは」と
 言って接吻した。50イエスは、「友よ、しようとしていることをするがよい」と言われた。すると人々 は進み寄り、イ

 エスに手をかけて捕らえた。51そのとき、イエスと一緒にいた者の一人が、手を伸ばして剣を抜き、大祭司の手
 下に打ちかかって、片方の耳を切り落とした。52そこで、イエスは言われた。「剣をさやに納めなさい。剣を取る

 者は皆、剣で滅びる。53わたしが父にお願いできないとでも思うのか。お願いすれば、父は十二軍団以上の天
 使を今すぐ送ってくださるであろう。54しかしそれでは、必ずこうなると書かれている聖書の言葉がどうして実現さ

 れよう。」 55またそのとき、群衆に言われた。「まるで強盗にでも向かうように、剣や棒を持って捕らえに来たのか。
 わたしは毎日、神殿の境内に座って教えていたのに、あなたたちはわたしを捕らえなかった。56 このすべてのこと

が起こったのは、預言者たちの書いたことが実現するためである。」このとき、弟子たちは皆、イエスを見捨てて逃
げてしまった。

最高法院で裁判を受ける

57 人々 はイエスを捕らえると、大祭司カイアファのところへ連れて行った。そこには、律法学者たちや長老たちが
 集まっていた。58ペトロは遠く離れてイエスに従い、大祭司の屋敷の中庭まで行き、事の成り行きを見ようと、

 中に入って、下役たちと一緒に座っていた。59さて、祭司長たちと最高法院の全員は、死刑にしようとしてイエ
 スにとって不利な偽証を求めた。60偽証人は何人も現れたが、証拠は得られなかった。最後に二人の者が来



 て、61  「この男は、『神の神殿を打ち倒し、三日あれば建てることができる』と言いました」と告げた。62そこで、
大祭司は立ち上がり、イエスに言った。「何も答えないのか、この者たちがお前に不利な証言をしているが、どうな

 のか。」 63イエスは黙り続けておられた。大祭司は言った。「生ける神に誓って我々 に答えよ。お前は神の子、メ
 シアなのか。」 64イエスは言われた。「それは、あなたが言ったことです。しかし、わたしは言っておく。

あなたたちはやがて、
人の子が全能の神の右に座り、
天の雲に乗って来るのを見る。」
65そこで、大祭司は服を引き裂きながら言った。「神を冒瀆した。これでもまだ証人が必要だろうか。諸君は今、

 冒瀆の言葉を聞いた。66  どう思うか。」人々 は、「死刑にすべきだ」と答えた。67そして、イエスの顔に唾を吐
 きかけ、こぶしで殴り、ある者は平手で打ちながら、68「メシア、お前を殴ったのはだれか。言い当ててみろ」と言

った。

ペトロ、イエスを知らないと言う

69ペトロは外にいて中庭に座っていた。そこへ一人の女中が近寄って来て、「あなたもガリラヤのイエスと一緒に
 いた」と言った。70ペトロは皆の前でそれを打ち消して、「何のことを言っているのか、わたしには分からない」と言

 った。71ペトロが門の方に行くと、ほかの女中が彼に目を留め、居合わせた人々 に、「この人はナザレのイエスと
 一緒にいました」と言った。72  そこで、ペトロは再び、「そんな人は知らない」と誓って打ち消した。73しばらくし

て、そこにいた人々 が近寄って来てペトロに言った。「確かに、お前もあの連中の仲間だ。言葉遣いでそれが分か
 る。」 74そのとき、ペトロは呪いの言葉さえ口にしながら、「そんな人は知らない」と誓い始めた。するとすぐ、鶏が

 鳴いた。75ペトロは、「鶏が鳴く前に、あなたは三度わたしを知らないと言うだろう」と言われたイエスの言葉を
思い出した。そして外に出て、激しく泣いた。

戻る
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ピラトに引き渡される

1  夜が明けると、祭司長たちと民の長老たち一同は、イエスを殺そうと相談した。2そして、イエスを縛って引いて
行き、総督ピラトに渡した。

ユダ、自殺する

3そのころ、イエスを裏切ったユダは、イエスに有罪の判決が下ったのを知って後悔し、銀貨三十枚を祭司長たち
 や長老たちに返そうとして、4「わたしは罪のない人の血を売り渡し、罪を犯しました」と言った。しかし彼らは、

 「我々 の知ったことではない。お前の問題だ」と言った。5そこで、ユダは銀貨を神殿に投げ込んで立ち去り、首
 をつって死んだ。6祭司長たちは銀貨を拾い上げて、「これは血の代金だから、神殿の収入にするわけにはいか

 ない」と言い、7  相談のうえ、その金で「陶器職人の畑」を買い、外国人の墓地にすることにした。8 このため、こ
 の畑は今日まで「血の畑」と言われている。9 こうして、預言者エレミヤを通して言われていたことが実現した。

「彼らは銀貨三十枚を取った。それは、値踏みされた者、すなわち、イスラエルの子らが値踏みした者の価である。
 10主がわたしにお命じになったように、彼らはこの金で陶器職人の畑を買い取った。」

ピラトから尋問される

11さて、イエスは総督の前に立たれた。総督がイエスに、「お前がユダヤ人の王なのか」と尋問すると、イエスは、
 「それは、あなたが言っていることです」と言われた。12祭司長たちや長老たちから訴えられている間、これには

 何もお答えにならなかった。13するとピラトは、「あのようにお前に不利な証言をしているのに、聞こえないのか」と
 言った。14それでも、どんな訴えにもお答えにならなかったので、総督は非常に不思議に思った。

死刑の判決を受ける

15  ところで、祭りの度ごとに、総督は民衆の希望する囚人を一人釈放することにしていた。16そのころ、バラバ
 ・イエスという評判の囚人がいた。17ピラトは、人々 が集まって来たときに言った。「どちらを釈放してほしいのか。

 バラバ・イエスか。それともメシアといわれるイエスか。」 18 人々 がイエスを引き渡したのは、ねたみのためだと分か
 っていたからである。19一方、ピラトが裁判の席に着いているときに、妻から伝言があった。「あの正しい人に関

 係しないでください。その人のことで、わたしは昨夜、夢で随分苦しめられました。」 20しかし、祭司長たちや長
 老たちは、バラバを釈放して、イエスを死刑に処してもらうようにと群衆を説得した。21そこで、総督が、「二人の

 うち、どちらを釈放してほしいのか」と言うと、人々 は、「バラバを」と言った。22ピラトが、「では、メシアといわれて
 いるイエスの方は、どうしたらよいか」と言うと、皆は、「十字架につけろ」と言った。23ピラトは、「いったいどんな

 悪事を働いたというのか」と言ったが、群衆はますます激しく、「十字架につけろ」と叫び続けた。24ピラトは、そ
れ以上言っても無駄なばかりか、かえって騒動が起こりそうなのを見て、水を持って来させ、群衆の前で手を洗っ

 て言った。「この人の血について、わたしには責任がない。お前たちの問題だ。」 25民はこぞって答えた。「その血
 の責任は、我々 と子孫にある。」 26そこで、ピラトはバラバを釈放し、イエスを鞭打ってから、十字架につけるため

に引き渡した。

兵士から侮辱される

27  それから、総督の兵士たちは、イエスを総督官邸に連れて行き、部隊の全員をイエスの周りに集めた。28そ
 して、イエスの着ている物をはぎ取り、赤い外套を着せ、29茨で冠を編んで頭に載せ、また、右手に葦の棒を

 持たせて、その前にひざまずき、「ユダヤ人の王、万歳」と言って、侮辱した。30また、唾を吐きかけ、葦の棒を



 取り上げて頭をたたき続けた。31 このようにイエスを侮辱したあげく、外套を脱がせて元の服を着せ、十字架に
つけるために引いて行った。

十字架につけられる

32  兵士たちは出て行くと、シモンという名前のキレネ人に出会ったので、イエスの十字架を無理に担がせた。33
 そして、ゴルゴタという所、すなわち「されこうべの場所」に着くと、34苦いものを混ぜたぶどう酒を飲ませようとし

 たが、イエスはなめただけで、飲もうとされなかった。35彼らはイエスを十字架につけると、くじを引いてその服を
 分け合い、36  そこに座って見張りをしていた。37イエスの頭の上には、「これはユダヤ人の王イエスである」と書

 いた罪状書きを掲げた。38折から、イエスと一緒に二人の強盗が、一人は右にもう一人は左に、十字架につ
 けられていた。39  そこを通りかかった人々 は、頭を振りながらイエスをののしって、40言った。「神殿を打ち倒し、

 三日で建てる者、神の子なら、自分を救ってみろ。そして十字架から降りて来い。」 41同じように、祭司長たち
 も律法学者たちや長老たちと一緒に、イエスを侮辱して言った。42「他人は救ったのに、自分は救えない。イス

 ラエルの王だ。今すぐ十字架から降りるがいい。そうすれば、信じてやろう。43神に頼っているが、神の御心なら
 ば、今すぐ救ってもらえ。『わたしは神の子だ』と言っていたのだから。」 44一緒に十字架につけられた強盗たちも、

同じようにイエスをののしった。

イエスの死

45  さて、昼の十二時に、全地は暗くなり、それが三時まで続いた。46三時ごろ、イエスは大声で叫ばれた。
「エリ、エリ、レマ、サバクタニ。」これは、「わが神、わが神、なぜわたしをお見捨てになったのですか」という意味で

 ある。47  そこに居合わせた人々 のうちには、これを聞いて、「この人はエリヤを呼んでいる」と言う者もいた。48
そのうちの一人が、すぐに走り寄り、海綿を取って酸いぶどう酒を含ませ、葦の棒に付けて、イエスに飲ませようと

 した。49  ほかの人々 は、「待て、エリヤが彼を救いに来るかどうか、見ていよう」と言った。50しかし、イエスは再
 び大声で叫び、息を引き取られた。51そのとき、神殿の垂れ幕が上から下まで真っ二つに裂け、地震が起こり、

 岩が裂け、52  墓が開いて、眠りについていた多くの聖なる者たちの体が生き返った。53そして、イエスの復活
 の後、墓から出て来て、聖なる都に入り、多くの人々 に現れた。54百人隊長や一緒にイエスの見張りをしてい

 た人たちは、地震やいろいろの出来事を見て、非常に恐れ、「本当に、この人は神の子だった」と言った。55ま
たそこでは、大勢の婦人たちが遠くから見守っていた。この婦人たちは、ガリラヤからイエスに従って来て世話をして

 いた人々 である。56その中には、マグダラのマリア、ヤコブとヨセフの母マリア、ゼベダイの子らの母がいた。

墓に葬られる

57  夕方になると、アリマタヤ出身の金持ちでヨセフという人が来た。この人もイエスの弟子であった。58 この人
 がピラトのところに行って、イエスの遺体を渡してくれるようにと願い出た。そこでピラトは、渡すようにと命じた。59

 ヨセフはイエスの遺体を受け取ると、きれいな亜麻布に包み、60岩に掘った自分の新しい墓の中に納め、墓の
 入り口には大きな石を転がしておいて立ち去った。61マグダラのマリアともう一人のマリアとはそこに残り、墓の

方を向いて座っていた。

番兵、墓を見張る

62  明くる日、すなわち、準備の日の翌日、祭司長たちとファリサイ派の人々 は、ピラトのところに集まって、63 こ
う言った。「閣下、人を惑わすあの者がまだ生きていたとき、『自分は三日後に復活する』と言っていたのを、わた

 したちは思い出しました。64ですから、三日目まで墓を見張るように命令してください。そうでないと、弟子たち
が来て死体を盗み出し、『イエスは死者の中から復活した』などと民衆に言いふらすかもしれません。そうなると、

 人々 は前よりもひどく惑わされることになります。」 65ピラトは言った。「あなたたちには、番兵がいるはずだ。行っ
 て、しっかりと見張らせるがよい。」 66そこで、彼らは行って墓の石に封印をし、番兵をおいた。 戻る
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復活する

1  さて、安息日が終わって、週の初めの日の明け方に、マグダラのマリアともう一人のマリアが、墓を見に行った。
2すると、大きな地震が起こった。主の天使が天から降って近寄り、石をわきへ転がし、その上に座ったのである。
3  その姿は稲妻のように輝き、衣は雪のように白かった。4番兵たちは、恐ろしさのあまり震え上がり、死人のよ

 うになった。5天使は婦人たちに言った。「恐れることはない。十字架につけられたイエスを捜しているのだろうが、
6あの方は、ここにはおられない。かねて言われていたとおり、復活なさったのだ。さあ、遺体の置いてあった場所を

 見なさい。7それから、急いで行って弟子たちにこう告げなさい。『あの方は死者の中から復活された。そして、あ
 なたがたより先にガリラヤに行かれる。そこでお目にかかれる。』確かに、あなたがたに伝えました。」 8婦人たちは、

 恐れながらも大いに喜び、急いで墓を立ち去り、弟子たちに知らせるために走って行った。9すると、イエスが行く
 手に立っていて、「おはよう」と言われたので、婦人たちは近寄り、イエスの足を抱き、その前にひれ伏した。10イ

エスは言われた。「恐れることはない。行って、わたしの兄弟たちにガリラヤへ行くように言いなさい。そこでわたしに
会うことになる。」

番兵、報告する

11  婦人たちが行き着かないうちに、数人の番兵は都に帰り、この出来事をすべて祭司長たちに報告した。12
 そこで、祭司長たちは長老たちと集まって相談し、兵士たちに多額の金を与えて、13言った。「『弟子たちが夜

 中にやって来て、我々 の寝ている間に死体を盗んで行った』と言いなさい。14もしこのことが総督の耳に入っても、
 うまく総督を説得して、あなたがたには心配をかけないようにしよう。」 15兵士たちは金を受け取って、教えられ

たとおりにした。この話は、今日に至るまでユダヤ人の間に広まっている。

弟子たちを派遣する

16  さて、十一人の弟子たちはガリラヤに行き、イエスが指示しておかれた山に登った。17そして、イエスに会い、
 ひれ伏した。しかし、疑う者もいた。18イエスは、近寄って来て言われた。「わたしは天と地の一切の権能を授か

 っている。19だから、あなたがたは行って、すべての民をわたしの弟子にしなさい。彼らに父と子と聖霊の名によっ
 て洗礼を授け、20あなたがたに命じておいたことをすべて守るように教えなさい。わたしは世の終わりまで、いつも

あなたがたと共にいる。」

戻る
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洗礼者ヨハネ、教えを宣べる

1神の子イエス・キリストの福音の初め。
2預言者イザヤの書にこう書いてある。
「見よ、わたしはあなたより先に使者を遣わし、
あなたの道を準備させよう。
3荒れ野で叫ぶ者の声がする。

『主の道を整え、
その道筋をまっすぐにせよ。』」

 そのとおり、4  洗礼者ヨハネが荒れ野に現れて、罪の赦しを得させるために悔い改めの洗礼を宣べ伝えた。5ユ
 ダヤの全地方とエルサレムの住民は皆、ヨハネのもとに来て、罪を告白し、ヨルダン川で彼から洗礼を受けた。6

 ヨハネはらくだの毛衣を着、腰に革の帯を締め、いなごと野蜜を食べていた。7彼はこう宣べ伝えた。「わたしより
 も優れた方が、後から来られる。わたしは、かがんでその方の履物のひもを解く値打ちもない。8わたしは水であ

なたたちに洗礼を授けたが、その方は聖霊で洗礼をお授けになる。」

イエス、洗礼を受ける

9  そのころ、イエスはガリラヤのナザレから来て、ヨルダン川でヨハネから洗礼を受けられた。10水の中から上がる
“ ”  とすぐ、天が裂けて 霊 が鳩のように御自分に降って来るのを、御覧になった。11すると、「あなたはわたしの愛

する子、わたしの心に適う者」という声が、天から聞こえた。

誘惑を受ける

12 “ ”  それから、 霊 はイエスを荒れ野に送り出した。13イエスは四十日間そこにとどまり、サタンから誘惑を受け
られた。その間、野獣と一緒におられたが、天使たちが仕えていた。

ガリラヤで伝道を始める

14  ヨハネが捕らえられた後、イエスはガリラヤへ行き、神の福音を宣べ伝えて、15「時は満ち、神の国は近づい
た。悔い改めて福音を信じなさい」と言われた。

四人の漁師を弟子にする

16イエスは、ガリラヤ湖のほとりを歩いておられたとき、シモンとシモンの兄弟アンデレが湖で網を打っているのを
 御覧になった。彼らは漁師だった。17イエスは、「わたしについて来なさい。人間をとる漁師にしよう」と言われた。

 18  二人はすぐに網を捨てて従った。19また、少し進んで、ゼベダイの子ヤコブとその兄弟ヨハネが、舟の中で
 網の手入れをしているのを御覧になると、20すぐに彼らをお呼びになった。この二人も父ゼベダイを雇い人たちと

一緒に舟に残して、イエスの後について行った。



汚れた霊に取りつかれた男をいやす

21  一行はカファルナウムに着いた。イエスは、安息日に会堂に入って教え始められた。22 人々 はその教えに非
 常に驚いた。律法学者のようにではなく、権威ある者としてお教えになったからである。23そのとき、この会堂に

 汚れた霊に取りつかれた男がいて叫んだ。24「ナザレのイエス、かまわないでくれ。我々 を滅ぼしに来たのか。正
 体は分かっている。神の聖者だ。」 25  イエスが、「黙れ。この人から出て行け」とお叱りになると、26汚れた霊は

 その人にけいれんを起こさせ、大声をあげて出て行った。27 人々 は皆驚いて、論じ合った。「これはいったいどう
 いうことなのだ。権威ある新しい教えだ。この人が汚れた霊に命じると、その言うことを聴く。」 28イエスの評判は、

たちまちガリラヤ地方の隅々 にまで広まった。
多くの病人をいやす
29  すぐに、一行は会堂を出て、シモンとアンデレの家に行った。ヤコブとヨハネも一緒であった。30シモンのしゅう

 とめが熱を出して寝ていたので、人々 は早速、彼女のことをイエスに話した。31イエスがそばに行き、手を取って
 起こされると、熱は去り、彼女は一同をもてなした。32夕方になって日が沈むと、人々 は、病人や悪霊に取り

 つかれた者を皆、イエスのもとに連れて来た。33  町中の人が、戸口に集まった。34イエスは、いろいろな病気
にかかっている大勢の人たちをいやし、また、多くの悪霊を追い出して、悪霊にものを言うことをお許しにならなかっ
た。悪霊はイエスを知っていたからである。

巡回して宣教する

35  朝早くまだ暗いうちに、イエスは起きて、人里離れた所へ出て行き、そこで祈っておられた。36シモンとその仲
 間はイエスの後を追い、37  見つけると、「みんなが捜しています」と言った。38イエスは言われた。「近くのほか

 の町や村へ行こう。そこでも、わたしは宣教する。そのためにわたしは出て来たのである。」 39そして、ガリラヤ中
の会堂に行き、宣教し、悪霊を追い出された。

重い皮膚病を患っている人をいやす

40さて、重い皮膚病を患っている人が、イエスのところに来てひざまずいて願い、「御心ならば、わたしを清くする
 ことがおできになります」と言った。41イエスが深く憐れんで、手を差し伸べてその人に触れ、「よろしい。清くな

 れ」と言われると、42  たちまち重い皮膚病は去り、その人は清くなった。43イエスはすぐにその人を立ち去らせ
 ようとし、厳しく注意して、44言われた。「だれにも、何も話さないように気をつけなさい。ただ、行って祭司に体

 を見せ、モーセが定めたものを清めのために献げて、人々 に証明しなさい。」 45しかし、彼はそこを立ち去ると、
大いにこの出来事を人々 に告げ、言い広め始めた。それで、イエスはもはや公然と町に入ることができず、町の
外の人のいない所におられた。それでも、人々 は四方からイエスのところに集まって来た。

戻る
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中風の人をいやす

1  数日後、イエスが再びカファルナウムに来られると、家におられることが知れ渡り、2大勢の人が集まったので、
 戸口の辺りまですきまもないほどになった。イエスが御言葉を語っておられると、3四人の男が中風の人を運んで

 来た。4しかし、群衆に阻まれて、イエスのもとに連れて行くことができなかったので、イエスがおられる辺りの屋根
 をはがして穴をあけ、病人の寝ている床をつり降ろした。5イエスはその人たちの信仰を見て、中風の人に、「子

 よ、あなたの罪は赦される」と言われた。6ところが、そこに律法学者が数人座っていて、心の中であれこれと考
 えた。7「この人は、なぜこういうことを口にするのか。神を冒瀆している。神おひとりのほかに、いったいだれが、罪

 を赦すことができるだろうか。」 8イエスは、彼らが心の中で考えていることを、御自分の霊の力ですぐに知って言
 われた。「なぜ、そんな考えを心に抱くのか。9中風の人に『あなたの罪は赦される』と言うのと、『起きて、床を担

 いで歩け』と言うのと、どちらが易しいか。10人の子が地上で罪を赦す権威を持っていることを知らせよう。」そし
 て、中風の人に言われた。11  「わたしはあなたに言う。起き上がり、床を担いで家に帰りなさい。」 12その人は

起き上がり、すぐに床を担いで、皆の見ている前を出て行った。人々 は皆驚き、「このようなことは、今まで見たこ
とがない」と言って、神を賛美した。

レビを弟子にする

13  イエスは、再び湖のほとりに出て行かれた。群衆が皆そばに集まって来たので、イエスは教えられた。14そし
て通りがかりに、アルファイの子レビが収税所に座っているのを見かけて、「わたしに従いなさい」と言われた。彼は

 立ち上がってイエスに従った。15イエスがレビの家で食事の席に着いておられたときのことである。多くの徴税人
 や罪人もイエスや弟子たちと同席していた。実に大勢の人がいて、イエスに従っていたのである。16ファリサイ派

の律法学者は、イエスが罪人や徴税人と一緒に食事をされるのを見て、弟子たちに、「どうして彼は徴税人や罪
 人と一緒に食事をするのか」と言った。17イエスはこれを聞いて言われた。「医者を必要とするのは、丈夫な人

ではなく病人である。わたしが来たのは、正しい人を招くためではなく、罪人を招くためである。」

断食についての問答

18ヨハネの弟子たちとファリサイ派の人々 は、断食していた。そこで、人々 はイエスのところに来て言った。「ヨハネ
 の弟子たちとファリサイ派の弟子たちは断食しているのに、なぜ、あなたの弟子たちは断食しないのですか。」 19

イエスは言われた。「花婿が一緒にいるのに、婚礼の客は断食できるだろうか。花婿が一緒にいるかぎり、断食
 はできない。20しかし、花婿が奪い取られる時が来る。その日には、彼らは断食することになる。

21だれも、織りたての布から布切れを取って、古い服に継ぎを当てたりはしない。そんなことをすれば、新しい布
 切れが古い服を引き裂き、破れはいっそうひどくなる。22また、だれも、新しいぶどう酒を古い革袋に入れたりは

しない。そんなことをすれば、ぶどう酒は革袋を破り、ぶどう酒も革袋もだめになる。新しいぶどう酒は、新しい革
袋に入れるものだ。」

安息日に麦の穂を摘む

23  ある安息日に、イエスが麦畑を通って行かれると、弟子たちは歩きながら麦の穂を摘み始めた。24ファリサ
 イ派の人々 がイエスに、「御覧なさい。なぜ、彼らは安息日にしてはならないことをするのか」と言った。25イエス

は言われた。「ダビデが、自分も供の者たちも、食べ物がなくて空腹だったときに何をしたか、一度も読んだことが
 ないのか。26アビアタルが大祭司であったとき、ダビデは神の家に入り、祭司のほかにはだれも食べてはならない

 供えのパンを食べ、一緒にいた者たちにも与えたではないか。」 27そして更に言われた。「安息日は、人のために
 定められた。人が安息日のためにあるのではない。28だから、人の子は安息日の主でもある。」



 マルコによる福音書3 戻る

手の萎えた人をいやす

1  イエスはまた会堂にお入りになった。そこに片手の萎えた人がいた。2 人々 はイエスを訴えようと思って、安息
 日にこの人の病気をいやされるかどうか、注目していた。3イエスは手の萎えた人に、「真ん中に立ちなさい」と言

 われた。4そして人々 にこう言われた。「安息日に律法で許されているのは、善を行うことか、悪を行うことか。命
 を救うことか、殺すことか。」彼らは黙っていた。5そこで、イエスは怒って人々 を見回し、彼らのかたくなな心を悲

 しみながら、その人に、「手を伸ばしなさい」と言われた。伸ばすと、手は元どおりになった。6ファリサイ派の人々
は出て行き、早速、ヘロデ派の人々 と一緒に、どのようにしてイエスを殺そうかと相談し始めた。

湖の岸辺の群衆

7  イエスは弟子たちと共に湖の方へ立ち去られた。ガリラヤから来たおびただしい群衆が従った。また、ユダヤ、8
エルサレム、イドマヤ、ヨルダン川の向こう側、ティルスやシドンの辺りからもおびただしい群衆が、イエスのしておら

 れることを残らず聞いて、そばに集まって来た。9そこで、イエスは弟子たちに小舟を用意してほしいと言われた。
 群衆に押しつぶされないためである。10イエスが多くの病人をいやされたので、病気に悩む人たちが皆、イエスに

 触れようとして、そばに押し寄せたからであった。11汚れた霊どもは、イエスを見るとひれ伏して、「あなたは神の
 子だ」と叫んだ。12イエスは、自分のことを言いふらさないようにと霊どもを厳しく戒められた。

十二人を選ぶ

13  イエスが山に登って、これと思う人々 を呼び寄せられると、彼らはそばに集まって来た。14そこで、十二人を
 任命し、使徒と名付けられた。彼らを自分のそばに置くため、また、派遣して宣教させ、15悪霊を追い出す権

 能を持たせるためであった。16  こうして十二人を任命された。シモンにはペトロという名を付けられた。17ゼベダ
 イの子ヤコブとヤコブの兄弟ヨハネ、この二人にはボアネルゲス、すなわち、「雷の子ら」という名を付けられた。18

 アンデレ、フィリポ、バルトロマイ、マタイ、トマス、アルファイの子ヤコブ、タダイ、熱心党のシモン、19それに、イス
カリオテのユダ。このユダがイエスを裏切ったのである。

ベルゼブル論争

20  イエスが家に帰られると、群衆がまた集まって来て、一同は食事をする暇もないほどであった。21身内の人
 たちはイエスのことを聞いて取り押さえに来た。「あの男は気が変になっている」と言われていたからである。22エ

ルサレムから下って来た律法学者たちも、「あの男はベルゼブルに取りつかれている」と言い、また、「悪霊の頭の
 力で悪霊を追い出している」と言っていた。23そこで、イエスは彼らを呼び寄せて、たとえを用いて語られた。「ど

 うして、サタンがサタンを追い出せよう。24  国が内輪で争えば、その国は成り立たない。25家が内輪で争えば、
 その家は成り立たない。26  同じように、サタンが内輪もめして争えば、立ち行かず、滅びてしまう。27また、ま

ず強い人を縛り上げなければ、だれも、その人の家に押し入って、家財道具を奪い取ることはできない。まず縛っ
 てから、その家を略奪するものだ。28はっきり言っておく。人の子らが犯す罪やどんな冒瀆の言葉も、すべて赦さ

 れる。29  しかし、聖霊を冒瀆する者は永遠に赦されず、永遠に罪の責めを負う。」 30イエスがこう言われたの
は、「彼は汚れた霊に取りつかれている」と人々 が言っていたからである。

イエスの母、兄弟

31  イエスの母と兄弟たちが来て外に立ち、人をやってイエスを呼ばせた。32大勢の人が、イエスの周りに座って
 いた。「御覧なさい。母上と兄弟姉妹がたが外であなたを捜しておられます」と知らされると、33イエスは、「わた



 しの母、わたしの兄弟とはだれか」と答え、34周りに座っている人々 を見回して言われた。「見なさい。ここにわた
 しの母、わたしの兄弟がいる。35神の御心を行う人こそ、わたしの兄弟、姉妹、また母なのだ。」

戻る



 マルコによる福音書4 戻る

「種を蒔く人」のたとえ

1イエスは、再び湖のほとりで教え始められた。おびただしい群衆が、そばに集まって来た。そこで、イエスは舟に乗
 って腰を下ろし、湖の上におられたが、群衆は皆、湖畔にいた。2イエスはたとえでいろいろと教えられ、その中で

 次のように言われた。3  「よく聞きなさい。種を蒔く人が種蒔きに出て行った。4蒔いている間に、ある種は道端
 に落ち、鳥が来て食べてしまった。5ほかの種は、石だらけで土の少ない所に落ち、そこは土が浅いのですぐ芽を

 出した。6  しかし、日が昇ると焼けて、根がないために枯れてしまった。7ほかの種は茨の中に落ちた。すると茨
 が伸びて覆いふさいだので、実を結ばなかった。8また、ほかの種は良い土地に落ち、芽生え、育って実を結び、

 あるものは三十倍、あるものは六十倍、あるものは百倍にもなった。」 9そして、「聞く耳のある者は聞きなさい」
と言われた。

たとえを用いて話す理由

10  イエスがひとりになられたとき、十二人と、イエスの周りにいた人たちとがたとえについて尋ねた。11そこで、イ
エスは言われた。「あなたがたには神の国の秘密が打ち明けられているが、外の人々 には、すべてがたとえで示さ

 れる。12それは、

『彼らが見るには見るが、認めず、
聞くには聞くが、理解できず、
こうして、立ち帰って赦されることがない』
ようになるためである。」

「種を蒔く人」のたとえの説明

13  また、イエスは言われた。「このたとえが分からないのか。では、どうしてほかのたとえが理解できるだろうか。14
 種を蒔く人は、神の言葉を蒔くのである。15道端のものとは、こういう人たちである。そこに御言葉が蒔かれ、そ

 れを聞いても、すぐにサタンが来て、彼らに蒔かれた御言葉を奪い去る。16石だらけの所に蒔かれるものとは、
 こういう人たちである。御言葉を聞くとすぐ喜んで受け入れるが、17自分には根がないので、しばらくは続いても、

 後で御言葉のために艱難や迫害が起こると、すぐにつまずいてしまう。18また、ほかの人たちは茨の中に蒔かれ
 るものである。この人たちは御言葉を聞くが、19 この世の思い煩いや富の誘惑、その他いろいろな欲望が心に
 入り込み、御言葉を覆いふさいで実らない。20良い土地に蒔かれたものとは、御言葉を聞いて受け入れる人

たちであり、ある者は三十倍、ある者は六十倍、ある者は百倍の実を結ぶのである。」

「ともし火」と「秤」のたとえ

21また、イエスは言われた。「ともし火を持って来るのは、升の下や寝台の下に置くためだろうか。燭台の上に置
 くためではないか。22隠れているもので、あらわにならないものはなく、秘められたもので、公にならないものはな

 い。23聞く耳のある者は聞きなさい。」
24また、彼らに言われた。「何を聞いているかに注意しなさい。あなたがたは自分の量る秤で量り与えられ、更に

 たくさん与えられる。25持っている人は更に与えられ、持っていない人は持っているものまでも取り上げられる。」

「成長する種」のたとえ

26  また、イエスは言われた。「神の国は次のようなものである。人が土に種を蒔いて、27夜昼、寝起きしている



 うちに、種は芽を出して成長するが、どうしてそうなるのか、その人は知らない。28土はひとりでに実を結ばせる
 のであり、まず茎、次に穂、そしてその穂には豊かな実ができる。29実が熟すと、早速、鎌を入れる。収穫の時

が来たからである。」

「からし種」のたとえ

30  更に、イエスは言われた。「神の国を何にたとえようか。どのようなたとえで示そうか。31それは、からし種のよ
 うなものである。土に蒔くときには、地上のどんな種よりも小さいが、32蒔くと、成長してどんな野菜よりも大きく

なり、葉の陰に空の鳥が巣を作れるほど大きな枝を張る。」

たとえを用いて語る

33  イエスは、人々 の聞く力に応じて、このように多くのたとえで御言葉を語られた。34たとえを用いずに語ること
はなかったが、御自分の弟子たちにはひそかにすべてを説明された。

突風を静める

35  その日の夕方になって、イエスは、「向こう岸に渡ろう」と弟子たちに言われた。36そこで、弟子たちは群衆を
 後に残し、イエスを舟に乗せたまま漕ぎ出した。ほかの舟も一緒であった。37激しい突風が起こり、舟は波をか

 ぶって、水浸しになるほどであった。38しかし、イエスは艫の方で枕をして眠っておられた。弟子たちはイエスを起
 こして、「先生、わたしたちがおぼれてもかまわないのですか」と言った。39イエスは起き上がって、風を叱り、湖に、

 「黙れ。静まれ」と言われた。すると、風はやみ、すっかり凪になった。40イエスは言われた。「なぜ怖がるのか。ま
 だ信じないのか。」 41弟子たちは非常に恐れて、「いったい、この方はどなたなのだろう。風や湖さえも従うではな

いか」と互いに言った。

戻る



 マルコによる福音書5 戻る

悪霊に取りつかれたゲラサの人をいやす

1  一行は、湖の向こう岸にあるゲラサ人の地方に着いた。2イエスが舟から上がられるとすぐに、汚れた霊に取り
 つかれた人が墓場からやって来た。3 この人は墓場を住まいとしており、もはやだれも、鎖を用いてさえつなぎとめ

 ておくことはできなかった。4 これまでにも度々 足枷や鎖で縛られたが、鎖は引きちぎり足枷は砕いてしまい、だれ
 も彼を縛っておくことはできなかったのである。5彼は昼も夜も墓場や山で叫んだり、石で自分を打ちたたいたり

 していた。6  イエスを遠くから見ると、走り寄ってひれ伏し、7大声で叫んだ。「いと高き神の子イエス、かまわな
 いでくれ。後生だから、苦しめないでほしい。」 8イエスが、「汚れた霊、この人から出て行け」と言われたからであ

 る。9  そこで、イエスが、「名は何というのか」とお尋ねになると、「名はレギオン。大勢だから」と言った。10そして、
 自分たちをこの地方から追い出さないようにと、イエスにしきりに願った。11ところで、その辺りの山で豚の大群が

 えさをあさっていた。12  汚れた霊どもはイエスに、「豚の中に送り込み、乗り移らせてくれ」と願った。13イエスが
お許しになったので、汚れた霊どもは出て、豚の中に入った。すると、二千匹ほどの豚の群れが崖を下って湖にな

 だれ込み、湖の中で次々 とおぼれ死んだ。14豚飼いたちは逃げ出し、町や村にこのことを知らせた。人々 は何
 が起こったのかと見に来た。15彼らはイエスのところに来ると、レギオンに取りつかれていた人が服を着、正気に

 なって座っているのを見て、恐ろしくなった。16成り行きを見ていた人たちは、悪霊に取りつかれた人の身に起こ
 ったことと豚のことを人々 に語った。17  そこで、人々 はイエスにその地方から出て行ってもらいたいと言いだした。

18  イエスが舟に乗られると、悪霊に取りつかれていた人が、一緒に行きたいと願った。19イエスはそれを許さな
いで、こう言われた。「自分の家に帰りなさい。そして身内の人に、主があなたを憐れみ、あなたにしてくださったこ

 とをことごとく知らせなさい。」 20その人は立ち去り、イエスが自分にしてくださったことをことごとくデカポリス地方
に言い広め始めた。人々 は皆驚いた。

ヤイロの娘とイエスの服に触れる女

21イエスが舟に乗って再び向こう岸に渡られると、大勢の群衆がそばに集まって来た。イエスは湖のほとりにおら
 れた。22  会堂長の一人でヤイロという名の人が来て、イエスを見ると足もとにひれ伏して、23しきりに願った。

「わたしの幼い娘が死にそうです。どうか、おいでになって手を置いてやってください。そうすれば、娘は助かり、生き
 るでしょう。」 24そこで、イエスはヤイロと一緒に出かけて行かれた。

 大勢の群衆も、イエスに従い、押し迫って来た。25  さて、ここに十二年間も出血の止まらない女がいた。26多
くの医者にかかって、ひどく苦しめられ、全財産を使い果たしても何の役にも立たず、ますます悪くなるだけであっ

 た。27  イエスのことを聞いて、群衆の中に紛れ込み、後ろからイエスの服に触れた。28「この方の服にでも触れ
 ればいやしていただける」と思ったからである。29すると、すぐ出血が全く止まって病気がいやされたことを体に感

 じた。30イエスは、自分の内から力が出て行ったことに気づいて、群衆の中で振り返り、「わたしの服に触れたの
 はだれか」と言われた。31そこで、弟子たちは言った。「群衆があなたに押し迫っているのがお分かりでしょう。そ

 れなのに、『だれがわたしに触れたのか』とおっしゃるのですか。」 32しかし、イエスは、触れた者を見つけようと、辺
 りを見回しておられた。33女は自分の身に起こったことを知って恐ろしくなり、震えながら進み出てひれ伏し、す
 べてをありのまま話した。34イエスは言われた。「娘よ、あなたの信仰があなたを救った。安心して行きなさい。も

うその病気にかからず、元気に暮らしなさい。」
35イエスがまだ話しておられるときに、会堂長の家から人々 が来て言った。「お嬢さんは亡くなりました。もう、先

 生を煩わすには及ばないでしょう。」 36イエスはその話をそばで聞いて、「恐れることはない。ただ信じなさい」と会
 堂長に言われた。37そして、ペトロ、ヤコブ、またヤコブの兄弟ヨハネのほかは、だれもついて来ることをお許しに

 ならなかった。38  一行は会堂長の家に着いた。イエスは人々 が大声で泣きわめいて騒いでいるのを見て、39
 家の中に入り、人々 に言われた。「なぜ、泣き騒ぐのか。子供は死んだのではない。眠っているのだ。」 40 人々

はイエスをあざ笑った。しかし、イエスは皆を外に出し、子供の両親と三人の弟子だけを連れて、子供のいる所へ



 入って行かれた。41そして、子供の手を取って、「タリタ、クム」と言われた。これは、「少女よ、わたしはあなたに
 言う。起きなさい」という意味である。42少女はすぐに起き上がって、歩きだした。もう十二歳になっていたからで

 ある。それを見るや、人々 は驚きのあまり我を忘れた。43イエスはこのことをだれにも知らせないようにと厳しく命
じ、また、食べ物を少女に与えるようにと言われた。

戻る



 マルコによる福音書6 戻る

ナザレで受け入れられない

1  イエスはそこを去って故郷にお帰りになったが、弟子たちも従った。2安息日になったので、イエスは会堂で教え
始められた。多くの人々 はそれを聞いて、驚いて言った。「この人は、このようなことをどこから得たのだろう。この人

 が授かった知恵と、その手で行われるこのような奇跡はいったい何か。3 この人は、大工ではないか。マリアの息
子で、ヤコブ、ヨセ、ユダ、シモンの兄弟ではないか。姉妹たちは、ここで我々 と一緒に住んでいるではないか。」こ

 のように、人々 はイエスにつまずいた。4イエスは、「預言者が敬われないのは、自分の故郷、親戚や家族の間
 だけである」と言われた。5そこでは、ごくわずかの病人に手を置いていやされただけで、そのほかは何も奇跡を行

 うことがおできにならなかった。6そして、人々 の不信仰に驚かれた。

十二人を派遣する

 それから、イエスは付近の村を巡り歩いてお教えになった。7そして、十二人を呼び寄せ、二人ずつ組にして遣わ
 すことにされた。その際、汚れた霊に対する権能を授け、8旅には杖一本のほか何も持たず、パンも、袋も、また

 帯の中に金も持たず、9  ただ履物は履くように、そして「下着は二枚着てはならない」と命じられた。10また、こ
 うも言われた。「どこでも、ある家に入ったら、その土地から旅立つときまで、その家にとどまりなさい。11しかし、

あなたがたを迎え入れず、あなたがたに耳を傾けようともしない所があったら、そこを出ていくとき、彼らへの証しと
 して足の裏の埃を払い落としなさい。」 12  十二人は出かけて行って、悔い改めさせるために宣教した。13そし

て、多くの悪霊を追い出し、油を塗って多くの病人をいやした。

洗礼者ヨハネ、殺される

14イエスの名が知れ渡ったので、ヘロデ王の耳にも入った。人々 は言っていた。「洗礼者ヨハネが死者の中から
 生き返ったのだ。だから、奇跡を行う力が彼に働いている。」 15そのほかにも、「彼はエリヤだ」と言う人もいれば、

 「昔の預言者のような預言者だ」と言う人もいた。16ところが、ヘロデはこれを聞いて、「わたしが首をはねたあの
 ヨハネが、生き返ったのだ」と言った。17実は、ヘロデは、自分の兄弟フィリポの妻ヘロディアと結婚しており、そ

 のことで人をやってヨハネを捕らえさせ、牢につないでいた。18ヨハネが、「自分の兄弟の妻と結婚することは、律
 法で許されていない」とヘロデに言ったからである。19そこで、ヘロディアはヨハネを恨み、彼を殺そうと思っていた

 が、できないでいた。20なぜなら、ヘロデが、ヨハネは正しい聖なる人であることを知って、彼を恐れ、保護し、ま
 た、その教えを聞いて非常に当惑しながらも、なお喜んで耳を傾けていたからである。21ところが、良い機会が

 訪れた。ヘロデが、自分の誕生日の祝いに高官や将校、ガリラヤの有力者などを招いて宴会を催すと、22ヘロ
ディアの娘が入って来て踊りをおどり、ヘロデとその客を喜ばせた。そこで、王は少女に、「欲しいものがあれば何で

 も言いなさい。お前にやろう」と言い、23更に、「お前が願うなら、この国の半分でもやろう」と固く誓ったのであ
 る。24  少女が座を外して、母親に、「何を願いましょうか」と言うと、母親は、「洗礼者ヨハネの首を」と言った。

25早速、少女は大急ぎで王のところに行き、「今すぐに洗礼者ヨハネの首を盆に載せて、いただきとうございま
 す」と願った。26王は非常に心を痛めたが、誓ったことではあるし、また客の手前、少女の願いを退けたくなかっ

 た。27そこで、王は衛兵を遣わし、ヨハネの首を持って来るようにと命じた。衛兵は出て行き、牢の中でヨハネの
 首をはね、28  盆に載せて持って来て少女に渡し、少女はそれを母親に渡した。29ヨハネの弟子たちはこのこと

を聞き、やって来て、遺体を引き取り、墓に納めた。

五千人に食べ物を与える

30  さて、使徒たちはイエスのところに集まって来て、自分たちが行ったことや教えたことを残らず報告した。31イ



エスは、「さあ、あなたがただけで人里離れた所へ行って、しばらく休むがよい」と言われた。出入りする人が多くて、
 食事をする暇もなかったからである。32  そこで、一同は舟に乗って、自分たちだけで人里離れた所へ行った。

33ところが、多くの人々 は彼らが出かけて行くのを見て、それと気づき、すべての町からそこへ一斉に駆けつけ、
 彼らより先に着いた。34イエスは舟から上がり、大勢の群衆を見て、飼い主のいない羊のような有様を深く憐

 れみ、いろいろと教え始められた。35そのうち、時もだいぶたったので、弟子たちがイエスのそばに来て言った。「こ
 こは人里離れた所で、時間もだいぶたちました。36 人々 を解散させてください。そうすれば、自分で周りの里や

 村へ、何か食べる物を買いに行くでしょう。」 37 これに対してイエスは、「あなたがたが彼らに食べ物を与えなさ
い」とお答えになった。弟子たちは、「わたしたちが二百デナリオンものパンを買って来て、みんなに食べさせるのです

 か」と言った。38イエスは言われた。「パンは幾つあるのか。見て来なさい。」弟子たちは確かめて来て、言った。
 「五つあります。それに魚が二匹です。」 39そこで、イエスは弟子たちに、皆を組に分けて、青草の上に座らせる

 ようにお命じになった。40  人々 は、百人、五十人ずつまとまって腰を下ろした。41イエスは五つのパンと二匹の
魚を取り、天を仰いで賛美の祈りを唱え、パンを裂いて、弟子たちに渡しては配らせ、二匹の魚も皆に分配され

 た。42  すべての人が食べて満腹した。43そして、パンの屑と魚の残りを集めると、十二の籠にいっぱいになった。
 44パンを食べた人は男が五千人であった。

湖の上を歩く

45それからすぐ、イエスは弟子たちを強いて舟に乗せ、向こう岸のベトサイダへ先に行かせ、その間に御自分は
 群衆を解散させられた。46  群衆と別れてから、祈るために山へ行かれた。47夕方になると、舟は湖の真ん中

 に出ていたが、イエスだけは陸地におられた。48ところが、逆風のために弟子たちが漕ぎ悩んでいるのを見て、夜
 が明けるころ、湖の上を歩いて弟子たちのところに行き、そばを通り過ぎようとされた。49弟子たちは、イエスが

 湖上を歩いておられるのを見て、幽霊だと思い、大声で叫んだ。50皆はイエスを見ておびえたのである。しかし、
 イエスはすぐ彼らと話し始めて、「安心しなさい。わたしだ。恐れることはない」と言われた。51イエスが舟に乗り

 込まれると、風は静まり、弟子たちは心の中で非常に驚いた。52パンの出来事を理解せず、心が鈍くなってい
たからである。

ゲネサレトで病人をいやす

53  こうして、一行は湖を渡り、ゲネサレトという土地に着いて舟をつないだ。54一行が舟から上がると、すぐに
 人々 はイエスと知って、55その地方をくまなく走り回り、どこでもイエスがおられると聞けば、そこへ病人を床に乗

 せて運び始めた。56村でも町でも里でも、イエスが入って行かれると、病人を広場に置き、せめてその服のすそ
にでも触れさせてほしいと願った。触れた者は皆いやされた。

戻る



 マルコによる福音書7 戻る

昔の人の言い伝え

1  ファリサイ派の人々 と数人の律法学者たちが、エルサレムから来て、イエスのもとに集まった。2そして、イエスの
 弟子たちの中に汚れた手、つまり洗わない手で食事をする者がいるのを見た。3――ファリサイ派の人々 をはじ

 めユダヤ人は皆、昔の人の言い伝えを固く守って、念入りに手を洗ってからでないと食事をせず、4また、市場
から帰ったときには、身を清めてからでないと食事をしない。そのほか、杯、鉢、銅の器や寝台を洗うことなど、昔

―― から受け継いで固く守っていることがたくさんある。 5そこで、ファリサイ派の人々 と律法学者たちが尋ねた。
 「なぜ、あなたの弟子たちは昔の人の言い伝えに従って歩まず、汚れた手で食事をするのですか。」 6イエスは言

われた。「イザヤは、あなたたちのような偽善者のことを見事に預言したものだ。彼はこう書いている。

『この民は口先ではわたしを敬うが、
その心はわたしから遠く離れている。
7人間の戒めを教えとしておしえ、
むなしくわたしをあがめている。』

8  あなたたちは神の掟を捨てて、人間の言い伝えを固く守っている。」 9更に、イエスは言われた。「あなたたちは
 自分の言い伝えを大事にして、よくも神の掟をないがしろにしたものである。10モーセは、『父と母を敬え』と言い、

 『父または母をののしる者は死刑に処せられるべきである』とも言っている。11それなのに、あなたたちは言ってい
る。『もし、だれかが父または母に対して、「あなたに差し上げるべきものは、何でもコルバン、つまり神への供え物

 です」と言えば、12  その人はもはや父または母に対して何もしないで済むのだ』と。13 こうして、あなたたちは、
受け継いだ言い伝えで神の言葉を無にしている。また、これと同じようなことをたくさん行っている。」
14  それから、イエスは再び群衆を呼び寄せて言われた。「皆、わたしの言うことを聞いて悟りなさい。15外から

 人の体に入るもので人を汚すことができるものは何もなく、人の中から出て来るものが、人を汚すのである。」
16†7.16  聞く耳のある者は聞きなさい。17イエスが群衆と別れて家に入られると、弟子たちはこのたとえにつ

 いて尋ねた。18イエスは言われた。「あなたがたも、そんなに物分かりが悪いのか。すべて外から人の体に入るも
 のは、人を汚すことができないことが分からないのか。19それは人の心の中に入るのではなく、腹の中に入り、そ

 して外に出される。こうして、すべての食べ物は清められる。」 20更に、次のように言われた。「人から出て来るも
 のこそ、人を汚す。21中から、つまり人間の心から、悪い思いが出て来るからである。みだらな行い、盗み、殺

 意、22  姦淫、貪欲、悪意、詐欺、好色、ねたみ、悪口、傲慢、無分別など、23 これらの悪はみな中から出
て来て、人を汚すのである。」

シリア・フェニキアの女の信仰

24イエスはそこを立ち去って、ティルスの地方に行かれた。ある家に入り、だれにも知られたくないと思っておられ
 たが、人々 に気づかれてしまった。25汚れた霊に取りつかれた幼い娘を持つ女が、すぐにイエスのことを聞きつけ、

 来てその足もとにひれ伏した。26女はギリシア人でシリア・フェニキアの生まれであったが、娘から悪霊を追い出
 してくださいと頼んだ。27イエスは言われた。「まず、子供たちに十分食べさせなければならない。子供たちのパン

 を取って、小犬にやってはいけない。」 28ところが、女は答えて言った。「主よ、しかし、食卓の下の小犬も、子供
 のパン屑はいただきます。」 29そこで、イエスは言われた。「それほど言うなら、よろしい。家に帰りなさい。悪霊は

 あなたの娘からもう出てしまった。」 30女が家に帰ってみると、その子は床の上に寝ており、悪霊は出てしまって
いた。
耳が聞こえず舌の回らない人をいやす
31それからまた、イエスはティルスの地方を去り、シドンを経てデカポリス地方を通り抜け、ガリラヤ湖へやって来



 られた。32  人々 は耳が聞こえず舌の回らない人を連れて来て、その上に手を置いてくださるようにと願った。33
そこで、イエスはこの人だけを群衆の中から連れ出し、指をその両耳に差し入れ、それから唾をつけてその舌に触

 れられた。34そして、天を仰いで深く息をつき、その人に向かって、「エッファタ」と言われた。これは、「開け」とい
 う意味である。35  すると、たちまち耳が開き、舌のもつれが解け、はっきり話すことができるようになった。36イエ

スは人々 に、だれにもこのことを話してはいけない、と口止めをされた。しかし、イエスが口止めをされればされるほ
 ど、人々 はかえってますます言い広めた。37そして、すっかり驚いて言った。「この方のなさったことはすべて、すば

らしい。耳の聞こえない人を聞こえるようにし、口の利けない人を話せるようにしてくださる。」

戻る



 マルコによる福音書8 戻る

四千人に食べ物を与える

1  そのころ、また群衆が大勢いて、何も食べる物がなかったので、イエスは弟子たちを呼び寄せて言われた。2
 「群衆がかわいそうだ。もう三日もわたしと一緒にいるのに、食べ物がない。3空腹のまま家に帰らせると、途中

 で疲れきってしまうだろう。中には遠くから来ている者もいる。」 4弟子たちは答えた。「こんな人里離れた所で、
 いったいどこからパンを手に入れて、これだけの人に十分食べさせることができるでしょうか。」 5イエスが「パンは幾

 つあるか」とお尋ねになると、弟子たちは、「七つあります」と言った。6そこで、イエスは地面に座るように群衆に
命じ、七つのパンを取り、感謝の祈りを唱えてこれを裂き、人々 に配るようにと弟子たちにお渡しになった。弟子た

 ちは群衆に配った。7  また、小さい魚が少しあったので、賛美の祈りを唱えて、それも配るようにと言われた。8
 人々 は食べて満腹したが、残ったパンの屑を集めると、七籠になった。9およそ四千人の人がいた。イエスは彼ら

 を解散させられた。10それからすぐに、弟子たちと共に舟に乗って、ダルマヌタの地方に行かれた。

人々 はしるしを欲しがる

11  ファリサイ派の人々 が来て、イエスを試そうとして、天からのしるしを求め、議論をしかけた。12イエスは、心の
中で深く嘆いて言われた。「どうして、今の時代の者たちはしるしを欲しがるのだろう。はっきり言っておく。今の時

 代の者たちには、決してしるしは与えられない。」 13そして、彼らをそのままにして、また舟に乗って向こう岸へ行
かれた。

ファリサイ派の人々 とヘロデのパン種

14  弟子たちはパンを持って来るのを忘れ、舟の中には一つのパンしか持ち合わせていなかった。15そのとき、イ
 エスは、「ファリサイ派の人々 のパン種とヘロデのパン種によく気をつけなさい」と戒められた。16弟子たちは、これ

 は自分たちがパンを持っていないからなのだ、と論じ合っていた。17イエスはそれに気づいて言われた。「なぜ、パ
 ンを持っていないことで議論するのか。まだ、分からないのか。悟らないのか。心がかたくなになっているのか。18

 目があっても見えないのか。耳があっても聞こえないのか。覚えていないのか。19わたしが五千人に五つのパンを
 裂いたとき、集めたパンの屑でいっぱいになった籠は、幾つあったか。」弟子たちは、「十二です」と言った。20「七

つのパンを四千人に裂いたときには、集めたパンの屑でいっぱいになった籠は、幾つあったか。」「七つです」と言う
 と、21イエスは、「まだ悟らないのか」と言われた。

ベトサイダで盲人をいやす

22一行はベトサイダに着いた。人々 が一人の盲人をイエスのところに連れて来て、触れていただきたいと願った。
23イエスは盲人の手を取って、村の外に連れ出し、その目に唾をつけ、両手をその人の上に置いて、「何か見え

 るか」とお尋ねになった。24すると、盲人は見えるようになって、言った。「人が見えます。木のようですが、歩いて
 いるのが分かります。」 25そこで、イエスがもう一度両手をその目に当てられると、よく見えてきていやされ、何で

 もはっきり見えるようになった。26イエスは、「この村に入ってはいけない」と言って、その人を家に帰された。

ペトロ、信仰を言い表す

27イエスは、弟子たちとフィリポ・カイサリア地方の方々 の村にお出かけになった。その途中、弟子たちに、「人々
 は、わたしのことを何者だと言っているか」と言われた。28弟子たちは言った。「『洗礼者ヨハネだ』と言っています。

 ほかに、『エリヤだ』と言う人も、『預言者の一人だ』と言う人もいます。」 29そこでイエスがお尋ねになった。「それ
 では、あなたがたはわたしを何者だと言うのか。」ペトロが答えた。「あなたは、メシアです。」 30するとイエスは、



御自分のことをだれにも話さないようにと弟子たちを戒められた。

イエス、死と復活を予告する

31それからイエスは、人の子は必ず多くの苦しみを受け、長老、祭司長、律法学者たちから排斥されて殺され、
 三日の後に復活することになっている、と弟子たちに教え始められた。32しかも、そのことをはっきりとお話しにな

 った。すると、ペトロはイエスをわきへお連れして、いさめ始めた。33イエスは振り返って、弟子たちを見ながら、ペ
 トロを叱って言われた。「サタン、引き下がれ。あなたは神のことを思わず、人間のことを思っている。」 34それか

ら、群衆を弟子たちと共に呼び寄せて言われた。「わたしの後に従いたい者は、自分を捨て、自分の十字架を背
 負って、わたしに従いなさい。35自分の命を救いたいと思う者は、それを失うが、わたしのため、また福音のため

 に命を失う者は、それを救うのである。36人は、たとえ全世界を手に入れても、自分の命を失ったら、何の得が
 あろうか。37  自分の命を買い戻すのに、どんな代価を支払えようか。38神に背いたこの罪深い時代に、わた

しとわたしの言葉を恥じる者は、人の子もまた、父の栄光に輝いて聖なる天使たちと共に来るときに、その者を恥
じる。」

戻る



 マルコによる福音書9 戻る

1また、イエスは言われた。「はっきり言っておく。ここに一緒にいる人々 の中には、神の国が力にあふれて現れる
のを見るまでは、決して死なない者がいる。」

イエスの姿が変わる

2六日の後、イエスは、ただペトロ、ヤコブ、ヨハネだけを連れて、高い山に登られた。イエスの姿が彼らの目の前
 で変わり、3  服は真っ白に輝き、この世のどんなさらし職人の腕も及ばぬほど白くなった。4エリヤがモーセと共

 に現れて、イエスと語り合っていた。5ペトロが口をはさんでイエスに言った。「先生、わたしたちがここにいるのは、
すばらしいことです。仮小屋を三つ建てましょう。一つはあなたのため、一つはモーセのため、もう一つはエリヤのた

 めです。」 6  ペトロは、どう言えばよいのか、分からなかった。弟子たちは非常に恐れていたのである。7すると、
 雲が現れて彼らを覆い、雲の中から声がした。「これはわたしの愛する子。これに聞け。」 8弟子たちは急いで辺

りを見回したが、もはやだれも見えず、ただイエスだけが彼らと一緒におられた。
9一同が山を下りるとき、イエスは、「人の子が死者の中から復活するまでは、今見たことをだれにも話してはい

 けない」と弟子たちに命じられた。10彼らはこの言葉を心に留めて、死者の中から復活するとはどういうことかと
 論じ合った。11そして、イエスに、「なぜ、律法学者は、まずエリヤが来るはずだと言っているのでしょうか」と尋ね

 た。12イエスは言われた。「確かに、まずエリヤが来て、すべてを元どおりにする。それなら、人の子は苦しみを重
 ね、辱めを受けると聖書に書いてあるのはなぜか。13しかし、言っておく。エリヤは来たが、彼について聖書に書

いてあるように、人々 は好きなようにあしらったのである。」

汚れた霊に取りつかれた子をいやす

14一同がほかの弟子たちのところに来てみると、彼らは大勢の群衆に取り囲まれて、律法学者たちと議論して
 いた。15  群衆は皆、イエスを見つけて非常に驚き、駆け寄って来て挨拶した。16イエスが、「何を議論している

 のか」とお尋ねになると、17群衆の中のある者が答えた。「先生、息子をおそばに連れて参りました。この子は
 霊に取りつかれて、ものが言えません。18霊がこの子に取りつくと、所かまわず地面に引き倒すのです。すると、

この子は口から泡を出し、歯ぎしりして体をこわばらせてしまいます。この霊を追い出してくださるようにお弟子たち
 に申しましたが、できませんでした。」 19イエスはお答えになった。「なんと信仰のない時代なのか。いつまでわたし

はあなたがたと共にいられようか。いつまで、あなたがたに我慢しなければならないのか。その子をわたしのところに
 連れて来なさい。」 20 人々 は息子をイエスのところに連れて来た。霊は、イエスを見ると、すぐにその子を引きつ

 けさせた。その子は地面に倒れ、転び回って泡を吹いた。21イエスは父親に、「このようになったのは、いつごろか
 らか」とお尋ねになった。父親は言った。「幼い時からです。22霊は息子を殺そうとして、もう何度も火の中や水

 の中に投げ込みました。おできになるなら、わたしどもを憐れんでお助けください。」 23イエスは言われた。「『でき
 れば』と言うか。信じる者には何でもできる。」 24その子の父親はすぐに叫んだ。「信じます。信仰のないわたしを

 お助けください。」 25イエスは、群衆が走り寄って来るのを見ると、汚れた霊をお叱りになった。「ものも言わせず、
 耳も聞こえさせない霊、わたしの命令だ。この子から出て行け。二度とこの子の中に入るな。」 26すると、霊は

叫び声をあげ、ひどく引きつけさせて出て行った。その子は死んだようになったので、多くの者が、「死んでしまった」
 と言った。27  しかし、イエスが手を取って起こされると、立ち上がった。28イエスが家の中に入られると、弟子た

 ちはひそかに、「なぜ、わたしたちはあの霊を追い出せなかったのでしょうか」と尋ねた。29イエスは、「この種のも
のは、祈りによらなければ決して追い出すことはできないのだ」と言われた。

再び自分の死と復活を予告する

30  一行はそこを去って、ガリラヤを通って行った。しかし、イエスは人に気づかれるのを好まれなかった。31それ



は弟子たちに、「人の子は、人々 の手に引き渡され、殺される。殺されて三日の後に復活する」と言っておられた
 からである。32弟子たちはこの言葉が分からなかったが、怖くて尋ねられなかった。

いちばん偉い者

33一行はカファルナウムに来た。家に着いてから、イエスは弟子たちに、「途中で何を議論していたのか」とお尋ね
 になった。34  彼らは黙っていた。途中でだれがいちばん偉いかと議論し合っていたからである。35イエスが座り、

十二人を呼び寄せて言われた。「いちばん先になりたい者は、すべての人の後になり、すべての人に仕える者にな
 りなさい。」 36  そして、一人の子供の手を取って彼らの真ん中に立たせ、抱き上げて言われた。37「わたしの名

のためにこのような子供の一人を受け入れる者は、わたしを受け入れるのである。わたしを受け入れる者は、わた
しではなくて、わたしをお遣わしになった方を受け入れるのである。」

逆らわない者は味方

38ヨハネがイエスに言った。「先生、お名前を使って悪霊を追い出している者を見ましたが、わたしたちに従わな
 いので、やめさせようとしました。」 39イエスは言われた。「やめさせてはならない。わたしの名を使って奇跡を行い、

 そのすぐ後で、わたしの悪口は言えまい。40  わたしたちに逆らわない者は、わたしたちの味方なのである。41は
っきり言っておく。キリストの弟子だという理由で、あなたがたに一杯の水を飲ませてくれる者は、必ずその報いを
受ける。」

罪への誘惑

42「わたしを信じるこれらの小さな者の一人をつまずかせる者は、大きな石臼を首に懸けられて、海に投げ込ま
 れてしまう方がはるかによい。43もし片方の手があなたをつまずかせるなら、切り捨ててしまいなさい。両手がそ

 ろったまま地獄の消えない火の中に落ちるよりは、片手になっても命にあずかる方がよい。44†9.44 地獄では
 蛆が尽きることも、火が消えることもない。45もし片方の足があなたをつまずかせるなら、切り捨ててしまいなさい。

 両足がそろったままで地獄に投げ込まれるよりは、片足になっても命にあずかる方がよい。46†9.46 地獄では
 蛆が尽きることも、火が消えることもない。47もし片方の目があなたをつまずかせるなら、えぐり出しなさい。両

 方の目がそろったまま地獄に投げ込まれるよりは、一つの目になっても神の国に入る方がよい。48地獄では蛆
 が尽きることも、火が消えることもない。49  人は皆、火で塩味を付けられる。50塩は良いものである。だが、

塩に塩気がなくなれば、あなたがたは何によって塩に味を付けるのか。自分自身の内に塩を持ちなさい。そして、
互いに平和に過ごしなさい。」

戻る



 マルコによる福音書10 戻る

離縁について教える

1イエスはそこを立ち去って、ユダヤ地方とヨルダン川の向こう側に行かれた。群衆がまた集まって来たので、イエス
 は再びいつものように教えておられた。2ファリサイ派の人々 が近寄って、「夫が妻を離縁することは、律法に適っ

 ているでしょうか」と尋ねた。イエスを試そうとしたのである。3イエスは、「モーセはあなたたちに何と命じたか」と問
 い返された。4  彼らは、「モーセは、離縁状を書いて離縁することを許しました」と言った。5イエスは言われた。

 「あなたたちの心が頑固なので、このような掟をモーセは書いたのだ。6しかし、天地創造の初めから、神は人を
 男と女とにお造りになった。7  それゆえ、人は父母を離れてその妻と結ばれ、8二人は一体となる。だから二人

 はもはや別々 ではなく、一体である。9  従って、神が結び合わせてくださったものを、人は離してはならない。」
10  家に戻ってから、弟子たちがまたこのことについて尋ねた。11イエスは言われた。「妻を離縁して他の女を妻

 にする者は、妻に対して姦通の罪を犯すことになる。12夫を離縁して他の男を夫にする者も、姦通の罪を犯す
ことになる。」

子供を祝福する

13  イエスに触れていただくために、人々 が子供たちを連れて来た。弟子たちはこの人々 を叱った。14しかし、イ
エスはこれを見て憤り、弟子たちに言われた。「子供たちをわたしのところに来させなさい。妨げてはならない。神の

 国はこのような者たちのものである。15はっきり言っておく。子供のように神の国を受け入れる人でなければ、決
 してそこに入ることはできない。」 16そして、子供たちを抱き上げ、手を置いて祝福された。

金持ちの男

17イエスが旅に出ようとされると、ある人が走り寄って、ひざまずいて尋ねた。「善い先生、永遠の命を受け継ぐ
 には、何をすればよいでしょうか。」 18イエスは言われた。「なぜ、わたしを『善い』と言うのか。神おひとりのほかに、

 善い者はだれもいない。19『殺すな、姦淫するな、盗むな、偽証するな、奪い取るな、父母を敬え』という掟を
 あなたは知っているはずだ。」 20すると彼は、「先生、そういうことはみな、子供の時から守ってきました」と言った。

 21イエスは彼を見つめ、慈しんで言われた。「あなたに欠けているものが一つある。行って持っている物を売り払
 い、貧しい人々 に施しなさい。そうすれば、天に富を積むことになる。それから、わたしに従いなさい。」 22その人

はこの言葉に気を落とし、悲しみながら立ち去った。たくさんの財産を持っていたからである。
23  イエスは弟子たちを見回して言われた。「財産のある者が神の国に入るのは、なんと難しいことか。」 24弟子
たちはこの言葉を聞いて驚いた。イエスは更に言葉を続けられた。「子たちよ、神の国に入るのは、なんと難しいこ

 とか。25  金持ちが神の国に入るよりも、らくだが針の穴を通る方がまだ易しい。」 26弟子たちはますます驚いて、
 「それでは、だれが救われるのだろうか」と互いに言った。27イエスは彼らを見つめて言われた。「人間にできるこ
 とではないが、神にはできる。神は何でもできるからだ。」 28ペトロがイエスに、「このとおり、わたしたちは何もかも

 捨ててあなたに従って参りました」と言いだした。29イエスは言われた。「はっきり言っておく。わたしのためまた福
 音のために、家、兄弟、姉妹、母、父、子供、畑を捨てた者はだれでも、30今この世で、迫害も受けるが、家、
 兄弟、姉妹、母、子供、畑も百倍受け、後の世では永遠の命を受ける。31しかし、先にいる多くの者が後に

なり、後にいる多くの者が先になる。」

イエス、三度自分の死と復活を予告する

32一行がエルサレムへ上って行く途中、イエスは先頭に立って進んで行かれた。それを見て、弟子たちは驚き、
 従う者たちは恐れた。イエスは再び十二人を呼び寄せて、自分の身に起ころうとしていることを話し始められた。



33「今、わたしたちはエルサレムへ上って行く。人の子は祭司長たちや律法学者たちに引き渡される。彼らは死
 刑を宣告して異邦人に引き渡す。34異邦人は人の子を侮辱し、唾をかけ、鞭打ったうえで殺す。そして、人の

子は三日の後に復活する。」

ヤコブとヨハネの願い

35ゼベダイの子ヤコブとヨハネが進み出て、イエスに言った。「先生、お願いすることをかなえていただきたいのです
 が。」 36  イエスが、「何をしてほしいのか」と言われると、37二人は言った。「栄光をお受けになるとき、わたしど

 もの一人をあなたの右に、もう一人を左に座らせてください。」 38イエスは言われた。「あなたがたは、自分が何
 を願っているか、分かっていない。このわたしが飲む杯を飲み、このわたしが受ける洗礼を受けることができるか。」

39彼らが、「できます」と言うと、イエスは言われた。「確かに、あなたがたはわたしが飲む杯を飲み、わたしが受け
 る洗礼を受けることになる。40しかし、わたしの右や左にだれが座るかは、わたしの決めることではない。それは、

 定められた人々 に許されるのだ。」 41  ほかの十人の者はこれを聞いて、ヤコブとヨハネのことで腹を立て始めた。
42そこで、イエスは一同を呼び寄せて言われた。「あなたがたも知っているように、異邦人の間では、支配者と見

 なされている人々 が民を支配し、偉い人たちが権力を振るっている。43しかし、あなたがたの間では、そうではな
 い。あなたがたの中で偉くなりたい者は、皆に仕える者になり、44いちばん上になりたい者は、すべての人の僕

 になりなさい。45人の子は仕えられるためではなく仕えるために、また、多くの人の身代金として自分の命を献
げるために来たのである。」

盲人バルティマイをいやす

46一行はエリコの町に着いた。イエスが弟子たちや大勢の群衆と一緒に、エリコを出て行こうとされたとき、ティ
 マイの子で、バルティマイという盲人が道端に座って物乞いをしていた。47ナザレのイエスだと聞くと、叫んで、「ダ

 ビデの子イエスよ、わたしを憐れんでください」と言い始めた。48多くの人々 が叱りつけて黙らせようとしたが、彼
 はますます、「ダビデの子よ、わたしを憐れんでください」と叫び続けた。49イエスは立ち止まって、「あの男を呼ん

 で来なさい」と言われた。人々 は盲人を呼んで言った。「安心しなさい。立ちなさい。お呼びだ。」 50盲人は上
 着を脱ぎ捨て、躍り上がってイエスのところに来た。51イエスは、「何をしてほしいのか」と言われた。盲人は、「先

 生、目が見えるようになりたいのです」と言った。52そこで、イエスは言われた。「行きなさい。あなたの信仰があ
なたを救った。」盲人は、すぐ見えるようになり、なお道を進まれるイエスに従った。

戻る



 マルコによる福音書11 戻る

エルサレムに迎えられる

1一行がエルサレムに近づいて、オリーブ山のふもとにあるベトファゲとベタニアにさしかかったとき、イエスは二人の
 弟子を使いに出そうとして、2言われた。「向こうの村へ行きなさい。村に入るとすぐ、まだだれも乗ったことのない

 子ろばのつないであるのが見つかる。それをほどいて、連れて来なさい。3もし、だれかが、『なぜ、そんなことをす
 るのか』と言ったら、『主がお入り用なのです。すぐここにお返しになります』と言いなさい。」 4二人は、出かけて行

 くと、表通りの戸口に子ろばのつないであるのを見つけたので、それをほどいた。5すると、そこに居合わせたある
 人々 が、「その子ろばをほどいてどうするのか」と言った。6二人が、イエスの言われたとおり話すと、許してくれた。

 7二人が子ろばを連れてイエスのところに戻って来て、その上に自分の服をかけると、イエスはそれにお乗りになっ
 た。8  多くの人が自分の服を道に敷き、また、ほかの人々 は野原から葉の付いた枝を切って来て道に敷いた。

9そして、前を行く者も後に従う者も叫んだ。

「ホサナ。
主の名によって来られる方に、
祝福があるように。
10我らの父ダビデの来るべき国に、
祝福があるように。
いと高きところにホサナ。」

11 こうして、イエスはエルサレムに着いて、神殿の境内に入り、辺りの様子を見て回った後、もはや夕方になった
ので、十二人を連れてベタニアへ出て行かれた。

いちじくの木を呪う

12  翌日、一行がベタニアを出るとき、イエスは空腹を覚えられた。13そこで、葉の茂ったいちじくの木を遠くから
 見て、実がなってはいないかと近寄られたが、葉のほかは何もなかった。いちじくの季節ではなかったからである。

14イエスはその木に向かって、「今から後いつまでも、お前から実を食べる者がないように」と言われた。弟子たち
はこれを聞いていた。

神殿から商人を追い出す

15それから、一行はエルサレムに来た。イエスは神殿の境内に入り、そこで売り買いしていた人々 を追い出し始
 め、両替人の台や鳩を売る者の腰掛けをひっくり返された。16また、境内を通って物を運ぶこともお許しになら

 なかった。17そして、人々 に教えて言われた。「こう書いてあるではないか。

『わたしの家は、すべての国の人の
祈りの家と呼ばれるべきである。』

ところが、あなたたちは
それを強盗の巣にしてしまった。」
18祭司長たちや律法学者たちはこれを聞いて、イエスをどのようにして殺そうかと謀った。群衆が皆その教えに打

 たれていたので、彼らはイエスを恐れたからである。19夕方になると、イエスは弟子たちと都の外に出て行かれた。

枯れたいちじくの木の教訓



20  翌朝早く、一行は通りがかりに、あのいちじくの木が根元から枯れているのを見た。21そこで、ペトロは思い
 出してイエスに言った。「先生、御覧ください。あなたが呪われたいちじくの木が、枯れています。」 22そこで、イエ

 スは言われた。「神を信じなさい。23はっきり言っておく。だれでもこの山に向かい、『立ち上がって、海に飛び込
 め』と言い、少しも疑わず、自分の言うとおりになると信じるならば、そのとおりになる。24だから、言っておく。祈

 り求めるものはすべて既に得られたと信じなさい。そうすれば、そのとおりになる。25また、立って祈るとき、だれか
に対して何か恨みに思うことがあれば、赦してあげなさい。そうすれば、あなたがたの天の父も、あなたがたの過ち

 を赦してくださる。」 26†11.26 もし赦さないなら、あなたがたの天の父も、あなたがたの過ちをお赦しにならない。

権威についての問答

27一行はまたエルサレムに来た。イエスが神殿の境内を歩いておられると、祭司長、律法学者、長老たちがやっ
 て来て、28  言った。「何の権威で、このようなことをしているのか。だれが、そうする権威を与えたのか。」 29イエ

スは言われた。「では、一つ尋ねるから、それに答えなさい。そうしたら、何の権威でこのようなことをするのか、あな
 たたちに言おう。30  ヨハネの洗礼は天からのものだったか、それとも、人からのものだったか。答えなさい。」 31

 彼らは論じ合った。「『天からのものだ』と言えば、『では、なぜヨハネを信じなかったのか』と言うだろう。32しかし、
……『人からのものだ』と言えば 。」彼らは群衆が怖かった。皆が、ヨハネは本当に預言者だと思っていたからで

 ある。33そこで、彼らはイエスに、「分からない」と答えた。すると、イエスは言われた。「それなら、何の権威でこの
ようなことをするのか、わたしも言うまい。」

戻る
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「ぶどう園と農夫」のたとえ

1イエスは、たとえで彼らに話し始められた。「ある人がぶどう園を作り、垣を巡らし、搾り場を掘り、見張りのやぐ
 らを立て、これを農夫たちに貸して旅に出た。2収穫の時になったので、ぶどう園の収穫を受け取るために、僕を

 農夫たちのところへ送った。3  だが、農夫たちは、この僕を捕まえて袋だたきにし、何も持たせないで帰した。4そ
 こでまた、他の僕を送ったが、農夫たちはその頭を殴り、侮辱した。5更に、もう一人を送ったが、今度は殺した。

 そのほかに多くの僕を送ったが、ある者は殴られ、ある者は殺された。6まだ一人、愛する息子がいた。『わたし
 の息子なら敬ってくれるだろう』と言って、最後に息子を送った。7農夫たちは話し合った。『これは跡取りだ。さ

 あ、殺してしまおう。そうすれば、相続財産は我々 のものになる。』 8そして、息子を捕まえて殺し、ぶどう園の外
 にほうり出してしまった。9 さて、このぶどう園の主人は、どうするだろうか。戻って来て農夫たちを殺し、ぶどう園を

 ほかの人たちに与えるにちがいない。10聖書にこう書いてあるのを読んだことがないのか。

『家を建てる者の捨てた石、
これが隅の親石となった。
11 これは、主がなさったことで、
わたしたちの目には不思議に見える。』」

12彼らは、イエスが自分たちに当てつけてこのたとえを話されたと気づいたので、イエスを捕らえようとしたが、群
衆を恐れた。それで、イエスをその場に残して立ち去った。

皇帝への税金

13さて、人々 は、イエスの言葉じりをとらえて陥れようとして、ファリサイ派やヘロデ派の人を数人イエスのところに
 遣わした。14彼らは来て、イエスに言った。「先生、わたしたちは、あなたが真実な方で、だれをもはばからない

方であることを知っています。人々 を分け隔てせず、真理に基づいて神の道を教えておられるからです。ところで、
皇帝に税金を納めるのは、律法に適っているでしょうか、適っていないでしょうか。納めるべきでしょうか、納めては

 ならないのでしょうか。」 15イエスは、彼らの下心を見抜いて言われた。「なぜ、わたしを試そうとするのか。デナリ
 オン銀貨を持って来て見せなさい。」 16彼らがそれを持って来ると、イエスは、「これは、だれの肖像と銘か」と言

 われた。彼らが、「皇帝のものです」と言うと、17イエスは言われた。「皇帝のものは皇帝に、神のものは神に返
しなさい。」彼らは、イエスの答えに驚き入った。

復活についての問答

18  復活はないと言っているサドカイ派の人々 が、イエスのところへ来て尋ねた。19「先生、モーセはわたしたちの
ために書いています。『ある人の兄が死に、妻を後に残して子がない場合、その弟は兄嫁と結婚して、兄の跡継

 ぎをもうけねばならない』と。20ところで、七人の兄弟がいました。長男が妻を迎えましたが、跡継ぎを残さない
 で死にました。21  次男がその女を妻にしましたが、跡継ぎを残さないで死に、三男も同様でした。22 こうして、

 七人とも跡継ぎを残しませんでした。最後にその女も死にました。23復活の時、彼らが復活すると、その女はだ
 れの妻になるのでしょうか。七人ともその女を妻にしたのです。」 24イエスは言われた。「あなたたちは聖書も神の

 力も知らないから、そんな思い違いをしているのではないか。25死者の中から復活するときには、めとることも嫁
 ぐこともなく、天使のようになるのだ。26死者が復活することについては、モーセの書の『柴』の個所で、神がモー

セにどう言われたか、読んだことがないのか。『わたしはアブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神である』とあるでは
 ないか。27神は死んだ者の神ではなく、生きている者の神なのだ。あなたたちは大変な思い違いをしている。」



最も重要な掟

28彼らの議論を聞いていた一人の律法学者が進み出、イエスが立派にお答えになったのを見て、尋ねた。「あ
 らゆる掟のうちで、どれが第一でしょうか。」 29イエスはお答えになった。「第一の掟は、これである。『イスラエルよ、

 聞け、わたしたちの神である主は、唯一の主である。30心を尽くし、精神を尽くし、思いを尽くし、力を尽くして、
 あなたの神である主を愛しなさい。』 31第二の掟は、これである。『隣人を自分のように愛しなさい。』この二つに

 まさる掟はほかにない。」 32律法学者はイエスに言った。「先生、おっしゃるとおりです。『神は唯一である。ほか
 に神はない』とおっしゃったのは、本当です。33そして、『心を尽くし、知恵を尽くし、力を尽くして神を愛し、また

 隣人を自分のように愛する』ということは、どんな焼き尽くす献げ物やいけにえよりも優れています。」 34イエスは
律法学者が適切な答えをしたのを見て、「あなたは、神の国から遠くない」と言われた。もはや、あえて質問する
者はなかった。

ダビデの子についての問答

35イエスは神殿の境内で教えていたとき、こう言われた。「どうして律法学者たちは、『メシアはダビデの子だ』と
 言うのか。36ダビデ自身が聖霊を受けて言っている。

『主は、わたしの主にお告げになった。
「わたしの右の座に着きなさい。わたしがあなたの敵を
あなたの足もとに屈服させるときまで」と。』
37 このようにダビデ自身がメシアを主と呼んでいるのに、どうしてメシアがダビデの子なのか。」大勢の群衆は、イ
エスの教えに喜んで耳を傾けた。

律法学者を非難する

38イエスは教えの中でこう言われた。「律法学者に気をつけなさい。彼らは、長い衣をまとって歩き回ることや、
 広場で挨拶されること、39  会堂では上席、宴会では上座に座ることを望み、40また、やもめの家を食い物に

し、見せかけの長い祈りをする。このような者たちは、人一倍厳しい裁きを受けることになる。」

やもめの献金

41イエスは賽銭箱の向かいに座って、群衆がそれに金を入れる様子を見ておられた。大勢の金持ちがたくさん
 入れていた。42  ところが、一人の貧しいやもめが来て、レプトン銅貨二枚、すなわち一クァドランスを入れた。

43イエスは、弟子たちを呼び寄せて言われた。「はっきり言っておく。この貧しいやもめは、賽銭箱に入れている人
 の中で、だれよりもたくさん入れた。44皆は有り余る中から入れたが、この人は、乏しい中から自分の持ってい

る物をすべて、生活費を全部入れたからである。」

戻る



 マルコによる福音書13 戻る

神殿の崩壊を予告する

1イエスが神殿の境内を出て行かれるとき、弟子の一人が言った。「先生、御覧ください。なんとすばらしい石、
 なんとすばらしい建物でしょう。」 2イエスは言われた。「これらの大きな建物を見ているのか。一つの石もここで崩

されずに他の石の上に残ることはない。」

終末の徴

3  イエスがオリーブ山で神殿の方を向いて座っておられると、ペトロ、ヤコブ、ヨハネ、アンデレが、ひそかに尋ねた。
4「おっしゃってください。そのことはいつ起こるのですか。また、そのことがすべて実現するときには、どんな徴があるの

 ですか。」 5  イエスは話し始められた。「人に惑わされないように気をつけなさい。6わたしの名を名乗る者が大
 勢現れ、『わたしがそれだ』と言って、多くの人を惑わすだろう。7戦争の騒ぎや戦争のうわさを聞いても、慌てて

 はいけない。そういうことは起こるに決まっているが、まだ世の終わりではない。8民は民に、国は国に敵対して立
 ち上がり、方々 に地震があり、飢饉が起こる。これらは産みの苦しみの始まりである。9あなたがたは自分のこと

に気をつけていなさい。あなたがたは地方法院に引き渡され、会堂で打ちたたかれる。また、わたしのために総督
 や王の前に立たされて、証しをすることになる。10しかし、まず、福音があらゆる民に宣べ伝えられねばならない。

 11引き渡され、連れて行かれるとき、何を言おうかと取り越し苦労をしてはならない。そのときには、教えられる
 ことを話せばよい。実は、話すのはあなたがたではなく、聖霊なのだ。12兄弟は兄弟を、父は子を死に追いやり、

 子は親に反抗して殺すだろう。13また、わたしの名のために、あなたがたはすべての人に憎まれる。しかし、最後
まで耐え忍ぶ者は救われる。」

大きな苦難を予告する

14 ―― ――「憎むべき破壊者が立ってはならない所に立つのを見たら 読者は悟れ 、そのとき、ユダヤにいる
 人々 は山に逃げなさい。15屋上にいる者は下に降りてはならない。家にある物を何か取り出そうとして中に入

 ってはならない。16  畑にいる者は、上着を取りに帰ってはならない。17それらの日には、身重の女と乳飲み子
 を持つ女は不幸だ。18  このことが冬に起こらないように、祈りなさい。19それらの日には、神が天地を造られた

 創造の初めから今までなく、今後も決してないほどの苦難が来るからである。20主がその期間を縮めてくださら
なければ、だれ一人救われない。しかし、主は御自分のものとして選んだ人たちのために、その期間を縮めてくだ

 さったのである。21  そのとき、『見よ、ここにメシアがいる』『見よ、あそこだ』と言う者がいても、信じてはならない。
22偽メシアや偽預言者が現れて、しるしや不思議な業を行い、できれば、選ばれた人たちを惑わそうとするから

 である。23だから、あなたがたは気をつけていなさい。一切の事を前もって言っておく。」

人の子が来る

24「それらの日には、このような苦難の後、
太陽は暗くなり、
月は光を放たず、
25星は空から落ち、
天体は揺り動かされる。
26  そのとき、人の子が大いなる力と栄光を帯びて雲に乗って来るのを、人々 は見る。27そのとき、人の子は天
使たちを遣わし、地の果てから天の果てまで、彼によって選ばれた人たちを四方から呼び集める。」
いちじくの木の教え



28  「いちじくの木から教えを学びなさい。枝が柔らかくなり、葉が伸びると、夏の近づいたことが分かる。29それ
 と同じように、あなたがたは、これらのことが起こるのを見たら、人の子が戸口に近づいていると悟りなさい。30は

 っきり言っておく。これらのことがみな起こるまでは、この時代は決して滅びない。31天地は滅びるが、わたしの言
葉は決して滅びない。」

目を覚ましていなさい

32  「その日、その時は、だれも知らない。天使たちも子も知らない。父だけがご存じである。33気をつけて、目を
 覚ましていなさい。その時がいつなのか、あなたがたには分からないからである。34それは、ちょうど、家を後に旅

に出る人が、僕たちに仕事を割り当てて責任を持たせ、門番には目を覚ましているようにと、言いつけておくような
 ものだ。35だから、目を覚ましていなさい。いつ家の主人が帰って来るのか、夕方か、夜中か、鶏の鳴くころか、

 明け方か、あなたがたには分からないからである。36主人が突然帰って来て、あなたがたが眠っているのを見つ
 けるかもしれない。37あなたがたに言うことは、すべての人に言うのだ。目を覚ましていなさい。」

戻る



 マルコによる福音書14 戻る

イエスを殺す計略

1 さて、過越祭と除酵祭の二日前になった。祭司長たちや律法学者たちは、なんとか計略を用いてイエスを捕ら
 えて殺そうと考えていた。2彼らは、「民衆が騒ぎだすといけないから、祭りの間はやめておこう」と言っていた。

ベタニアで香油を注がれる

3イエスがベタニアで重い皮膚病の人シモンの家にいて、食事の席に着いておられたとき、一人の女が、純粋で
 非常に高価なナルドの香油の入った石膏の壺を持って来て、それを壊し、香油をイエスの頭に注ぎかけた。4そ

 こにいた人の何人かが、憤慨して互いに言った。「なぜ、こんなに香油を無駄遣いしたのか。5 この香油は三百デ
 ナリオン以上に売って、貧しい人々 に施すことができたのに。」そして、彼女を厳しくとがめた。6イエスは言われた。
 「するままにさせておきなさい。なぜ、この人を困らせるのか。わたしに良いことをしてくれたのだ。7貧しい人々 はい

つもあなたがたと一緒にいるから、したいときに良いことをしてやれる。しかし、わたしはいつも一緒にいるわけでは
 ない。8 この人はできるかぎりのことをした。つまり、前もってわたしの体に香油を注ぎ、埋葬の準備をしてくれた。

9はっきり言っておく。世界中どこでも、福音が宣べ伝えられる所では、この人のしたことも記念として語り伝えら
れるだろう。」

ユダ、裏切りを企てる

10  十二人の一人イスカリオテのユダは、イエスを引き渡そうとして、祭司長たちのところへ出かけて行った。11
彼らはそれを聞いて喜び、金を与える約束をした。そこでユダは、どうすれば折よくイエスを引き渡せるかとねらって
いた。

過越の食事をする

12除酵祭の第一日、すなわち過越の小羊を屠る日、弟子たちがイエスに、「過越の食事をなさるのに、どこへ
 行って用意いたしましょうか」と言った。13そこで、イエスは次のように言って、二人の弟子を使いに出された。

 「都へ行きなさい。すると、水がめを運んでいる男に出会う。その人について行きなさい。14その人が入って行く
家の主人にはこう言いなさい。『先生が、「弟子たちと一緒に過越の食事をするわたしの部屋はどこか」と言ってい

 ます。』 15すると、席が整って用意のできた二階の広間を見せてくれるから、そこにわたしたちのために準備をして
 おきなさい。」 16弟子たちは出かけて都に行ってみると、イエスが言われたとおりだったので、過越の食事を準備

 した。17  夕方になると、イエスは十二人と一緒にそこへ行かれた。18一同が席に着いて食事をしているとき、
イエスは言われた。「はっきり言っておくが、あなたがたのうちの一人で、わたしと一緒に食事をしている者が、わた

 しを裏切ろうとしている。」 19  弟子たちは心を痛めて、「まさかわたしのことでは」と代わる代わる言い始めた。20
 イエスは言われた。「十二人のうちの一人で、わたしと一緒に鉢に食べ物を浸している者がそれだ。21人の子は、

聖書に書いてあるとおりに、去って行く。だが、人の子を裏切るその者は不幸だ。生まれなかった方が、その者の
ためによかった。」

主の晩餐

22一同が食事をしているとき、イエスはパンを取り、賛美の祈りを唱えて、それを裂き、弟子たちに与えて言われ
 た。「取りなさい。これはわたしの体である。」 23また、杯を取り、感謝の祈りを唱えて、彼らにお渡しになった。

 彼らは皆その杯から飲んだ。24そして、イエスは言われた。「これは、多くの人のために流されるわたしの血、契
 約の血である。25はっきり言っておく。神の国で新たに飲むその日まで、ぶどうの実から作ったものを飲むことはも



 う決してあるまい。」 26一同は賛美の歌をうたってから、オリーブ山へ出かけた。

ペトロの離反を予告する

27イエスは弟子たちに言われた。「あなたがたは皆わたしにつまずく。

『わたしは羊飼いを打つ。
すると、羊は散ってしまう』

 と書いてあるからだ。28  しかし、わたしは復活した後、あなたがたより先にガリラヤへ行く。」 29するとペトロが、
 「たとえ、みんながつまずいても、わたしはつまずきません」と言った。30イエスは言われた。「はっきり言っておくが、

 あなたは、今日、今夜、鶏が二度鳴く前に、三度わたしのことを知らないと言うだろう。」 31ペトロは力を込めて
言い張った。「たとえ、御一緒に死なねばならなくなっても、あなたのことを知らないなどとは決して申しません。」
皆の者も同じように言った。

ゲツセマネで祈る

32一同がゲツセマネという所に来ると、イエスは弟子たちに、「わたしが祈っている間、ここに座っていなさい」と言
 われた。33  そして、ペトロ、ヤコブ、ヨハネを伴われたが、イエスはひどく恐れてもだえ始め、34彼らに言われた。

 「わたしは死ぬばかりに悲しい。ここを離れず、目を覚ましていなさい。」 35少し進んで行って地面にひれ伏し、で
 きることなら、この苦しみの時が自分から過ぎ去るようにと祈り、36 こう言われた。「アッバ、父よ、あなたは何で

もおできになります。この杯をわたしから取りのけてください。しかし、わたしが願うことではなく、御心に適うことが行
 われますように。」 37それから、戻って御覧になると、弟子たちは眠っていたので、ペトロに言われた。「シモン、眠

 っているのか。わずか一時も目を覚ましていられなかったのか。38誘惑に陥らぬよう、目を覚まして祈っていなさ
 い。心は燃えても、肉体は弱い。」 39  更に、向こうへ行って、同じ言葉で祈られた。40再び戻って御覧になる

 と、弟子たちは眠っていた。ひどく眠かったのである。彼らは、イエスにどう言えばよいのか、分からなかった。41イ
エスは三度目に戻って来て言われた。「あなたがたはまだ眠っている。休んでいる。もうこれでいい。時が来た。人

 の子は罪人たちの手に引き渡される。42立て、行こう。見よ、わたしを裏切る者が来た。」

裏切られ、逮捕される

43さて、イエスがまだ話しておられると、十二人の一人であるユダが進み寄って来た。祭司長、律法学者、長老
 たちの遣わした群衆も、剣や棒を持って一緒に来た。44イエスを裏切ろうとしていたユダは、「わたしが接吻する

 のが、その人だ。捕まえて、逃がさないように連れて行け」と、前もって合図を決めていた。45ユダはやって来ると
 すぐに、イエスに近寄り、「先生」と言って接吻した。46  人々 は、イエスに手をかけて捕らえた。47居合わせた

 人々 のうちのある者が、剣を抜いて大祭司の手下に打ってかかり、片方の耳を切り落とした。48そこで、イエス
 は彼らに言われた。「まるで強盗にでも向かうように、剣や棒を持って捕らえに来たのか。49わたしは毎日、神

殿の境内で一緒にいて教えていたのに、あなたたちはわたしを捕らえなかった。しかし、これは聖書の言葉が実現
 するためである。」 50弟子たちは皆、イエスを見捨てて逃げてしまった。

一人の若者、逃げる

51  一人の若者が、素肌に亜麻布をまとってイエスについて来ていた。人々 が捕らえようとすると、52亜麻布を
捨てて裸で逃げてしまった。

最高法院で裁判を受ける

53  人々 は、イエスを大祭司のところへ連れて行った。祭司長、長老、律法学者たちが皆、集まって来た。54



ペトロは遠く離れてイエスに従い、大祭司の屋敷の中庭まで入って、下役たちと一緒に座って、火にあたっていた。
 55  祭司長たちと最高法院の全員は、死刑にするためイエスにとって不利な証言を求めたが、得られなかった。
56  多くの者がイエスに不利な偽証をしたが、その証言は食い違っていたからである。57すると、数人の者が立

 ち上がって、イエスに不利な偽証をした。58「この男が、『わたしは人間の手で造ったこの神殿を打ち倒し、三日
 あれば、手で造らない別の神殿を建ててみせる』と言うのを、わたしたちは聞きました。」 59しかし、この場合も、

 彼らの証言は食い違った。60そこで、大祭司は立ち上がり、真ん中に進み出て、イエスに尋ねた。「何も答えな
 いのか、この者たちがお前に不利な証言をしているが、どうなのか。」 61しかし、イエスは黙り続け何もお答えにな

 らなかった。そこで、重ねて大祭司は尋ね、「お前はほむべき方の子、メシアなのか」と言った。62イエスは言われ
た。
「そうです。
あなたたちは、人の子が全能の神の右に座り、
天の雲に囲まれて来るのを見る。」

63  大祭司は、衣を引き裂きながら言った。「これでもまだ証人が必要だろうか。64諸君は冒瀆の言葉を聞い
 た。どう考えるか。」一同は、死刑にすべきだと決議した。65それから、ある者はイエスに唾を吐きかけ、目隠し

をしてこぶしで殴りつけ、「言い当ててみろ」と言い始めた。また、下役たちは、イエスを平手で打った。

ペトロ、イエスを知らないと言う

66  ペトロが下の中庭にいたとき、大祭司に仕える女中の一人が来て、67ペトロが火にあたっているのを目にす
 ると、じっと見つめて言った。「あなたも、あのナザレのイエスと一緒にいた。」 68しかし、ペトロは打ち消して、「あ

なたが何のことを言っているのか、わたしには分からないし、見当もつかない」と言った。そして、出口の方へ出て行
 くと、鶏が鳴いた。69女中はペトロを見て、周りの人々 に、「この人は、あの人たちの仲間です」とまた言いだし

 た。70ペトロは、再び打ち消した。しばらくして、今度は、居合わせた人々 がペトロに言った。「確かに、お前はあ
 の連中の仲間だ。ガリラヤの者だから。」 71すると、ペトロは呪いの言葉さえ口にしながら、「あなたがたの言って
 いるそんな人は知らない」と誓い始めた。72するとすぐ、鶏が再び鳴いた。ペトロは、「鶏が二度鳴く前に、あな

たは三度わたしを知らないと言うだろう」とイエスが言われた言葉を思い出して、いきなり泣きだした。

戻る



 マルコによる福音書15 戻る

ピラトから尋問される

1夜が明けるとすぐ、祭司長たちは、長老や律法学者たちと共に、つまり最高法院全体で相談した後、イエスを
 縛って引いて行き、ピラトに渡した。2ピラトがイエスに、「お前がユダヤ人の王なのか」と尋問すると、イエスは、

 「それは、あなたが言っていることです」と答えられた。3  そこで祭司長たちが、いろいろとイエスを訴えた。4ピラト
 が再び尋問した。「何も答えないのか。彼らがあのようにお前を訴えているのに。」 5しかし、イエスがもはや何もお

答えにならなかったので、ピラトは不思議に思った。

死刑の判決を受ける

6  ところで、祭りの度ごとに、ピラトは人々 が願い出る囚人を一人釈放していた。7さて、暴動のとき人殺しをし
 て投獄されていた暴徒たちの中に、バラバという男がいた。8群衆が押しかけて来て、いつものようにしてほしいと

 要求し始めた。9  そこで、ピラトは、「あのユダヤ人の王を釈放してほしいのか」と言った。10祭司長たちがイエス
 を引き渡したのは、ねたみのためだと分かっていたからである。11祭司長たちは、バラバの方を釈放してもらうよう

 に群衆を扇動した。12そこで、ピラトは改めて、「それでは、ユダヤ人の王とお前たちが言っているあの者は、どう
 してほしいのか」と言った。13  群衆はまた叫んだ。「十字架につけろ。」 14ピラトは言った。「いったいどんな悪事

 を働いたというのか。」群衆はますます激しく、「十字架につけろ」と叫び立てた。15ピラトは群衆を満足させよう
と思って、バラバを釈放した。そして、イエスを鞭打ってから、十字架につけるために引き渡した。

兵士から侮辱される

16  兵士たちは、官邸、すなわち総督官邸の中に、イエスを引いて行き、部隊の全員を呼び集めた。17そして、
 イエスに紫の服を着せ、茨の冠を編んでかぶらせ、18  「ユダヤ人の王、万歳」と言って敬礼し始めた。19また何

 度も、葦の棒で頭をたたき、唾を吐きかけ、ひざまずいて拝んだりした。20 このようにイエスを侮辱したあげく、紫
の服を脱がせて元の服を着せた。そして、十字架につけるために外へ引き出した。

十字架につけられる

21そこへ、アレクサンドロとルフォスとの父でシモンというキレネ人が、田舎から出て来て通りかかったので、兵士た
 ちはイエスの十字架を無理に担がせた。22 ――そして、イエスをゴルゴタという所 その意味は「されこうべの場

――  所」 に連れて行った。23  没薬を混ぜたぶどう酒を飲ませようとしたが、イエスはお受けにならなかった。24
それから、兵士たちはイエスを十字架につけて、
その服を分け合った、
だれが何を取るかをくじ引きで決めてから。
25  イエスを十字架につけたのは、午前九時であった。26  罪状書きには、「ユダヤ人の王」と書いてあった。27

 また、イエスと一緒に二人の強盗を、一人は右にもう一人は左に、十字架につけた。28†15.28 こうして、「その
 人は犯罪人の一人に数えられた」という聖書の言葉が実現した。29そこを通りかかった人々 は、頭を振りなが

 らイエスをののしって言った。「おやおや、神殿を打ち倒し、三日で建てる者、30十字架から降りて自分を救って
 みろ。」 31同じように、祭司長たちも律法学者たちと一緒になって、代わる代わるイエスを侮辱して言った。「他

 人は救ったのに、自分は救えない。32メシア、イスラエルの王、今すぐ十字架から降りるがいい。それを見たら、
信じてやろう。」一緒に十字架につけられた者たちも、イエスをののしった。



イエスの死

33  昼の十二時になると、全地は暗くなり、それが三時まで続いた。34三時にイエスは大声で叫ばれた。「エロ
イ、エロイ、レマ、サバクタニ。」これは、「わが神、わが神、なぜわたしをお見捨てになったのですか」という意味であ

 る。35  そばに居合わせた人々 のうちには、これを聞いて、「そら、エリヤを呼んでいる」と言う者がいた。36ある
者が走り寄り、海綿に酸いぶどう酒を含ませて葦の棒に付け、「待て、エリヤが彼を降ろしに来るかどうか、見てい

 よう」と言いながら、イエスに飲ませようとした。37  しかし、イエスは大声を出して息を引き取られた。38すると、
 神殿の垂れ幕が上から下まで真っ二つに裂けた。39百人隊長がイエスの方を向いて、そばに立っていた。そして、

 イエスがこのように息を引き取られたのを見て、「本当に、この人は神の子だった」と言った。40また、婦人たちも
 遠くから見守っていた。その中には、マグダラのマリア、小ヤコブとヨセの母マリア、そしてサロメがいた。41 この婦

人たちは、イエスがガリラヤにおられたとき、イエスに従って来て世話をしていた人々 である。なおそのほかにも、イエ
スと共にエルサレムへ上って来た婦人たちが大勢いた。

墓に葬られる

42  既に夕方になった。その日は準備の日、すなわち安息日の前日であったので、43アリマタヤ出身で身分の
高い議員ヨセフが来て、勇気を出してピラトのところへ行き、イエスの遺体を渡してくれるようにと願い出た。この人

 も神の国を待ち望んでいたのである。44ピラトは、イエスがもう死んでしまったのかと不思議に思い、百人隊長を
 呼び寄せて、既に死んだかどうかを尋ねた。45  そして、百人隊長に確かめたうえ、遺体をヨセフに下げ渡した。

46ヨセフは亜麻布を買い、イエスを十字架から降ろしてその布で巻き、岩を掘って作った墓の中に納め、墓の入
 り口には石を転がしておいた。47マグダラのマリアとヨセの母マリアとは、イエスの遺体を納めた場所を見つめて

いた。

戻る



 マルコによる福音書16 戻る

復活する

1安息日が終わると、マグダラのマリア、ヤコブの母マリア、サロメは、イエスに油を塗りに行くために香料を買った。
 2  そして、週の初めの日の朝ごく早く、日が出るとすぐ墓に行った。3彼女たちは、「だれが墓の入り口からあの

 石を転がしてくれるでしょうか」と話し合っていた。4ところが、目を上げて見ると、石は既にわきへ転がしてあった。
 石は非常に大きかったのである。5墓の中に入ると、白い長い衣を着た若者が右手に座っているのが見えたの

 で、婦人たちはひどく驚いた。6若者は言った。「驚くことはない。あなたがたは十字架につけられたナザレのイエ
 スを捜しているが、あの方は復活なさって、ここにはおられない。御覧なさい。お納めした場所である。7さあ、行っ

て、弟子たちとペトロに告げなさい。『あの方は、あなたがたより先にガリラヤへ行かれる。かねて言われたとおり、
 そこでお目にかかれる』と。」 8婦人たちは墓を出て逃げ去った。震え上がり、正気を失っていた。そして、だれにも

何も言わなかった。恐ろしかったからである。

 結び一
マグダラのマリアに現れる

9〔イエスは週の初めの日の朝早く、復活して、まずマグダラのマリアに御自身を現された。このマリアは、以前イエ
 スに七つの悪霊を追い出していただいた婦人である。10マリアは、イエスと一緒にいた人々 が泣き悲しんでいる

 ところへ行って、このことを知らせた。11しかし彼らは、イエスが生きておられること、そしてマリアがそのイエスを見
たことを聞いても、信じなかった。

二人の弟子に現れる

12  その後、彼らのうちの二人が田舎の方へ歩いて行く途中、イエスが別の姿で御自身を現された。13 この二
人も行って残りの人たちに知らせたが、彼らは二人の言うことも信じなかった。

弟子たちを派遣する

14その後、十一人が食事をしているとき、イエスが現れ、その不信仰とかたくなな心をおとがめになった。復活さ
 れたイエスを見た人々 の言うことを、信じなかったからである。15それから、イエスは言われた。「全世界に行って、

 すべての造られたものに福音を宣べ伝えなさい。16信じて洗礼を受ける者は救われるが、信じない者は滅びの
 宣告を受ける。17信じる者には次のようなしるしが伴う。彼らはわたしの名によって悪霊を追い出し、新しい言

 葉を語る。18手で蛇をつかみ、また、毒を飲んでも決して害を受けず、病人に手を置けば治る。」

天に上げられる

19  主イエスは、弟子たちに話した後、天に上げられ、神の右の座に着かれた。20一方、弟子たちは出かけて
行って、至るところで宣教した。主は彼らと共に働き、彼らの語る言葉が真実であることを、それに伴うしるしによ
ってはっきりとお示しになった。〕

 結び二

〔婦人たちは、命じられたことをすべてペトロとその仲間たちに手短に伝えた。その後、イエス御自身も、東から西
まで、彼らを通して、永遠の救いに関する聖なる朽ちることのない福音を広められた。アーメン。〕

戻る
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 ルカによる福音書1 戻る
献呈の言葉
1-2わたしたちの間で実現した事柄について、最初から目撃して御言葉のために働いた人々 がわたしたちに伝え

 たとおりに、物語を書き連ねようと、多くの人々 が既に手を着けています。3そこで、敬愛するテオフィロさま、わた
 しもすべての事を初めから詳しく調べていますので、順序正しく書いてあなたに献呈するのがよいと思いました。4

お受けになった教えが確実なものであることを、よく分かっていただきたいのであります。

洗礼者ヨハネの誕生、予告される

5ユダヤの王ヘロデの時代、アビヤ組の祭司にザカリアという人がいた。その妻はアロン家の娘の一人で、名をエ
 リサベトといった。6  二人とも神の前に正しい人で、主の掟と定めをすべて守り、非のうちどころがなかった。7し

 かし、エリサベトは不妊の女だったので、彼らには、子供がなく、二人とも既に年をとっていた。8さて、ザカリアは
 自分の組が当番で、神の御前で祭司の務めをしていたとき、9祭司職のしきたりによってくじを引いたところ、主

 の聖所に入って香をたくことになった。10  香をたいている間、大勢の民衆が皆外で祈っていた。11すると、主の
 天使が現れ、香壇の右に立った。12  ザカリアはそれを見て不安になり、恐怖の念に襲われた。13天使は言っ

た。「恐れることはない。ザカリア、あなたの願いは聞き入れられた。あなたの妻エリサベトは男の子を産む。その
 子をヨハネと名付けなさい。14  その子はあなたにとって喜びとなり、楽しみとなる。多くの人もその誕生を喜ぶ。

15彼は主の御前に偉大な人になり、ぶどう酒や強い酒を飲まず、既に母の胎にいるときから聖霊に満たされて
 いて、16  イスラエルの多くの子らをその神である主のもとに立ち帰らせる。17彼はエリヤの霊と力で主に先立っ

て行き、父の心を子に向けさせ、逆らう者に正しい人の分別を持たせて、準備のできた民を主のために用意す
 る。」 18そこで、ザカリアは天使に言った。「何によって、わたしはそれを知ることができるのでしょうか。わたしは老

 人ですし、妻も年をとっています。」 19天使は答えた。「わたしはガブリエル、神の前に立つ者。あなたに話しかけ
 て、この喜ばしい知らせを伝えるために遣わされたのである。20あなたは口が利けなくなり、この事の起こる日ま

で話すことができなくなる。時が来れば実現するわたしの言葉を信じなかったからである。」
21  民衆はザカリアを待っていた。そして、彼が聖所で手間取るのを、不思議に思っていた。22ザカリアはやっと
出て来たけれども、話すことができなかった。そこで、人々 は彼が聖所で幻を見たのだと悟った。ザカリアは身振り

 で示すだけで、口が利けないままだった。23  やがて、務めの期間が終わって自分の家に帰った。24その後、妻
 エリサベトは身ごもって、五か月の間身を隠していた。そして、こう言った。25「主は今こそ、こうして、わたしに目を

留め、人々 の間からわたしの恥を取り去ってくださいました。」

イエスの誕生が予告される

26  六か月目に、天使ガブリエルは、ナザレというガリラヤの町に神から遣わされた。27ダビデ家のヨセフという人
 のいいなずけであるおとめのところに遣わされたのである。そのおとめの名はマリアといった。28天使は、彼女のと

 ころに来て言った。「おめでとう、恵まれた方。主があなたと共におられる。」 29マリアはこの言葉に戸惑い、いっ
 たいこの挨拶は何のことかと考え込んだ。30すると、天使は言った。「マリア、恐れることはない。あなたは神から

 恵みをいただいた。31  あなたは身ごもって男の子を産むが、その子をイエスと名付けなさい。32その子は偉大
 な人になり、いと高き方の子と言われる。神である主は、彼に父ダビデの王座をくださる。33彼は永遠にヤコブ

 の家を治め、その支配は終わることがない。」 34マリアは天使に言った。「どうして、そのようなことがありえましょう
 か。わたしは男の人を知りませんのに。」 35天使は答えた。「聖霊があなたに降り、いと高き方の力があなたを

 包む。だから、生まれる子は聖なる者、神の子と呼ばれる。36あなたの親類のエリサベトも、年をとっているが、
 男の子を身ごもっている。不妊の女と言われていたのに、もう六か月になっている。37神にできないことは何一つ

 ない。」 38マリアは言った。「わたしは主のはしためです。お言葉どおり、この身に成りますように。」そこで、天使
は去って行った。

マリア、エリサベトを訪ねる



39  そのころ、マリアは出かけて、急いで山里に向かい、ユダの町に行った。40そして、ザカリアの家に入ってエリ
 サベトに挨拶した。41マリアの挨拶をエリサベトが聞いたとき、その胎内の子がおどった。エリサベトは聖霊に満

 たされて、42  声高らかに言った。「あなたは女の中で祝福された方です。胎内のお子さまも祝福されています。
43  わたしの主のお母さまがわたしのところに来てくださるとは、どういうわけでしょう。44あなたの挨拶のお声をわ

 たしが耳にしたとき、胎内の子は喜んでおどりました。45主がおっしゃったことは必ず実現すると信じた方は、な
んと幸いでしょう。」

マリアの賛歌

46そこで、マリアは言った。
「わたしの魂は主をあがめ、
47わたしの霊は救い主である神を喜びたたえます。
48身分の低い、この主のはしためにも
目を留めてくださったからです。
今から後、いつの世の人も
わたしを幸いな者と言うでしょう、
49力ある方が、
わたしに偉大なことをなさいましたから。
その御名は尊く、
50その憐れみは代々 に限りなく、
主を畏れる者に及びます。
51主はその腕で力を振るい、
思い上がる者を打ち散らし、
52権力ある者をその座から引き降ろし、
身分の低い者を高く上げ、
53飢えた人を良い物で満たし、
富める者を空腹のまま追い返されます。
54その僕イスラエルを受け入れて、
憐れみをお忘れになりません、
55わたしたちの先祖におっしゃったとおり、
アブラハムとその子孫に対してとこしえに。」
56マリアは、三か月ほどエリサベトのところに滞在してから、自分の家に帰った。

洗礼者ヨハネの誕生

57  さて、月が満ちて、エリサベトは男の子を産んだ。58近所の人々 や親類は、主がエリサベトを大いに慈しま
 れたと聞いて喜び合った。59八日目に、その子に割礼を施すために来た人々 は、父の名を取ってザカリアと名

 付けようとした。60  ところが、母は、「いいえ、名はヨハネとしなければなりません」と言った。61しかし人々 は、
 「あなたの親類には、そういう名の付いた人はだれもいない」と言い、62父親に、「この子に何と名を付けたい

 か」と手振りで尋ねた。63父親は字を書く板を出させて、「この子の名はヨハネ」と書いたので、人々 は皆驚い
 た。64  すると、たちまちザカリアは口が開き、舌がほどけ、神を賛美し始めた。65近所の人々 は皆恐れを感じ

 た。そして、このことすべてが、ユダヤの山里中で話題になった。66聞いた人々 は皆これを心に留め、「いったい、
この子はどんな人になるのだろうか」と言った。この子には主の力が及んでいたのである。



ザカリアの預言

67父ザカリアは聖霊に満たされ、こう預言した。
68「ほめたたえよ、イスラエルの神である主を。
主はその民を訪れて解放し、
69我らのために救いの角を、
僕ダビデの家から起こされた。
70昔から聖なる預言者たちの口を通して
語られたとおりに。
71それは、我らの敵、
すべて我らを憎む者の手からの救い。
72主は我らの先祖を憐れみ、
その聖なる契約を覚えていてくださる。
73 これは我らの父アブラハムに立てられた誓い。
こうして我らは、
74敵の手から救われ、
恐れなく主に仕える、
75生涯、主の御前に清く正しく。
76幼子よ、お前はいと高き方の預言者と呼ばれる。
主に先立って行き、その道を整え、
77主の民に罪の赦しによる救いを
知らせるからである。
78 これは我らの神の憐れみの心による。
この憐れみによって、
高い所からあけぼのの光が我らを訪れ、
79暗闇と死の陰に座している者たちを照らし、
我らの歩みを平和の道に導く。」
80幼子は身も心も健やかに育ち、イスラエルの人々 の前に現れるまで荒れ野にいた。

戻る



 ルカによる福音書2 戻る

イエスの誕生

1  そのころ、皇帝アウグストゥスから全領土の住民に、登録をせよとの勅令が出た。2 これは、キリニウスがシリア
 州の総督であったときに行われた最初の住民登録である。3 人々 は皆、登録するためにおのおの自分の町へ

 旅立った。4 ヨセフもダビデの家に属し、その血筋であったので、ガリラヤの町ナザレから、ユダヤのベツレヘムとい
 うダビデの町へ上って行った。5  身ごもっていた、いいなずけのマリアと一緒に登録するためである。6ところが、

 彼らがベツレヘムにいるうちに、マリアは月が満ちて、7初めての子を産み、布にくるんで飼い葉桶に寝かせた。
宿屋には彼らの泊まる場所がなかったからである。
羊飼いと天使
8  その地方で羊飼いたちが野宿をしながら、夜通し羊の群れの番をしていた。9すると、主の天使が近づき、主

 の栄光が周りを照らしたので、彼らは非常に恐れた。10天使は言った。「恐れるな。わたしは、民全体に与えら
 れる大きな喜びを告げる。11今日ダビデの町で、あなたがたのために救い主がお生まれになった。この方こそ主

 メシアである。12あなたがたは、布にくるまって飼い葉桶の中に寝ている乳飲み子を見つけるであろう。これがあ
 なたがたへのしるしである。」 13すると、突然、この天使に天の大軍が加わり、神を賛美して言った。

14「いと高きところには栄光、神にあれ、
地には平和、御心に適う人にあれ。」
15天使たちが離れて天に去ったとき、羊飼いたちは、「さあ、ベツレヘムへ行こう。主が知らせてくださったその出

 来事を見ようではないか」と話し合った。16そして急いで行って、マリアとヨセフ、また飼い葉桶に寝かせてある乳
 飲み子を探し当てた。17その光景を見て、羊飼いたちは、この幼子について天使が話してくれたことを人々 に

 知らせた。18  聞いた者は皆、羊飼いたちの話を不思議に思った。19しかし、マリアはこれらの出来事をすべて
 心に納めて、思い巡らしていた。20羊飼いたちは、見聞きしたことがすべて天使の話したとおりだったので、神を

あがめ、賛美しながら帰って行った。
21八日たって割礼の日を迎えたとき、幼子はイエスと名付けられた。これは、胎内に宿る前に天使から示された
名である。

神殿で献げられる

22さて、モーセの律法に定められた彼らの清めの期間が過ぎたとき、両親はその子を主に献げるため、エルサレ
 ムに連れて行った。23それは主の律法に、「初めて生まれる男子は皆、主のために聖別される」と書いてあるか

 らである。24また、主の律法に言われているとおりに、山鳩一つがいか、家鳩の雛二羽をいけにえとして献げる
ためであった。
25そのとき、エルサレムにシメオンという人がいた。この人は正しい人で信仰があつく、イスラエルの慰められるのを

 待ち望み、聖霊が彼にとどまっていた。26そして、主が遣わすメシアに会うまでは決して死なない、とのお告げを
 聖霊から受けていた。27 “ ”シメオンが 霊 に導かれて神殿の境内に入って来たとき、両親は、幼子のために律法

 の規定どおりにいけにえを献げようとして、イエスを連れて来た。28シメオンは幼子を腕に抱き、神をたたえて言っ
た。
29「主よ、今こそあなたは、お言葉どおり
この僕を安らかに去らせてくださいます。
30わたしはこの目であなたの救いを見たからです。
31 これは万民のために整えてくださった救いで、
32異邦人を照らす啓示の光、
あなたの民イスラエルの誉れです。」
33  父と母は、幼子についてこのように言われたことに驚いていた。34シメオンは彼らを祝福し、母親のマリアに



言った。「御覧なさい。この子は、イスラエルの多くの人を倒したり立ち上がらせたりするためにと定められ、また、
 反対を受けるしるしとして定められています。35―― ――あなた自身も剣で心を刺し貫かれます 多くの人の

心にある思いがあらわにされるためです。」
36また、アシェル族のファヌエルの娘で、アンナという女預言者がいた。非常に年をとっていて、若いとき嫁いでか

 ら七年間夫と共に暮らしたが、37夫に死に別れ、八十四歳になっていた。彼女は神殿を離れず、断食したり
 祈ったりして、夜も昼も神に仕えていたが、38そのとき、近づいて来て神を賛美し、エルサレムの救いを待ち望ん

でいる人々 皆に幼子のことを話した。

ナザレに帰る

39  親子は主の律法で定められたことをみな終えたので、自分たちの町であるガリラヤのナザレに帰った。40幼
子はたくましく育ち、知恵に満ち、神の恵みに包まれていた。

神殿での少年イエス

41  さて、両親は過越祭には毎年エルサレムへ旅をした。42イエスが十二歳になったときも、両親は祭りの慣習
 に従って都に上った。43祭りの期間が終わって帰路についたとき、少年イエスはエルサレムに残っておられたが、

 両親はそれに気づかなかった。44イエスが道連れの中にいるものと思い、一日分の道のりを行ってしまい、それ
 から、親類や知人の間を捜し回ったが、45  見つからなかったので、捜しながらエルサレムに引き返した。46三

 日の後、イエスが神殿の境内で学者たちの真ん中に座り、話を聞いたり質問したりしておられるのを見つけた。
47  聞いている人は皆、イエスの賢い受け答えに驚いていた。48両親はイエスを見て驚き、母が言った。「なぜこ

 んなことをしてくれたのです。御覧なさい。お父さんもわたしも心配して捜していたのです。」 49すると、イエスは言
われた。「どうしてわたしを捜したのですか。わたしが自分の父の家にいるのは当たり前だということを、知らなかった

 のですか。」 50  しかし、両親にはイエスの言葉の意味が分からなかった。51それから、イエスは一緒に下って行
 き、ナザレに帰り、両親に仕えてお暮らしになった。母はこれらのことをすべて心に納めていた。52イエスは知恵が

増し、背丈も伸び、神と人とに愛された。

戻る



 ルカによる福音書3 戻る

洗礼者ヨハネ、教えを宣べる

1皇帝ティベリウスの治世の第十五年、ポンティオ・ピラトがユダヤの総督、ヘロデがガリラヤの領主、その兄弟フ
 ィリポがイトラヤとトラコン地方の領主、リサニアがアビレネの領主、2アンナスとカイアファとが大祭司であったとき、

 神の言葉が荒れ野でザカリアの子ヨハネに降った。3そこで、ヨハネはヨルダン川沿いの地方一帯に行って、罪の
 赦しを得させるために悔い改めの洗礼を宣べ伝えた。4 これは、預言者イザヤの書に書いてあるとおりである。

「荒れ野で叫ぶ者の声がする。

『主の道を整え、
その道筋をまっすぐにせよ。
5谷はすべて埋められ、
山と丘はみな低くされる。
曲がった道はまっすぐに、
でこぼこの道は平らになり、
6人は皆、神の救いを仰ぎ見る。』」

7そこでヨハネは、洗礼を授けてもらおうとして出て来た群衆に言った。「蝮の子らよ、差し迫った神の怒りを免れ
 ると、だれが教えたのか。8悔い改めにふさわしい実を結べ。『我々 の父はアブラハムだ』などという考えを起こす

 な。言っておくが、神はこんな石ころからでも、アブラハムの子たちを造り出すことがおできになる。9斧は既に木の
 根元に置かれている。良い実を結ばない木はみな、切り倒されて火に投げ込まれる。」 10そこで群衆は、「では、

 わたしたちはどうすればよいのですか」と尋ねた。11 ヨハネは、「下着を二枚持っている者は、一枚も持たない者
 に分けてやれ。食べ物を持っている者も同じようにせよ」と答えた。12徴税人も洗礼を受けるために来て、「先

 生、わたしたちはどうすればよいのですか」と言った。13  ヨハネは、「規定以上のものは取り立てるな」と言った。
14兵士も、「このわたしたちはどうすればよいのですか」と尋ねた。ヨハネは、「だれからも金をゆすり取ったり、だま
し取ったりするな。自分の給料で満足せよ」と言った。
15民衆はメシアを待ち望んでいて、ヨハネについて、もしかしたら彼がメシアではないかと、皆心の中で考えていた。
 16そこで、ヨハネは皆に向かって言った。「わたしはあなたたちに水で洗礼を授けるが、わたしよりも優れた方が
来られる。わたしは、その方の履物のひもを解く値打ちもない。その方は、聖霊と火であなたたちに洗礼をお授け

 になる。17そして、手に箕を持って、脱穀場を隅々 まできれいにし、麦を集めて倉に入れ、殻を消えることのな
 い火で焼き払われる。」 18  ヨハネは、ほかにもさまざまな勧めをして、民衆に福音を告げ知らせた。19ところで、

領主ヘロデは、自分の兄弟の妻ヘロディアとのことについて、また、自分の行ったあらゆる悪事について、ヨハネに
 責められたので、20ヨハネを牢に閉じ込めた。こうしてヘロデは、それまでの悪事にもう一つの悪事を加えた。

イエス、洗礼を受ける

21  民衆が皆洗礼を受け、イエスも洗礼を受けて祈っておられると、天が開け、22聖霊が鳩のように目に見える
姿でイエスの上に降って来た。すると、「あなたはわたしの愛する子、わたしの心に適う者」という声が、天から聞こ
えた。

イエスの系図

23イエスが宣教を始められたときはおよそ三十歳であった。イエスはヨセフの子と思われていた。ヨセフはエリの子、
 それからさかのぼると、24  マタト、レビ、メルキ、ヤナイ、ヨセフ、25  マタティア、アモス、ナウム、エスリ、ナガイ、



26  マハト、マタティア、セメイン、ヨセク、ヨダ、27  ヨハナン、レサ、ゼルバベル、シャルティエル、ネリ、28メルキ、
 アディ、コサム、エルマダム、エル、29  ヨシュア、エリエゼル、ヨリム、マタト、レビ、30シメオン、ユダ、ヨセフ、ヨナム、

 エリアキム、31  メレア、メンナ、マタタ、ナタン、ダビデ、32  エッサイ、オベド、ボアズ、サラ、ナフション、33アミナ
 ダブ、アドミン、アルニ、ヘツロン、ペレツ、ユダ、34  ヤコブ、イサク、アブラハム、テラ、ナホル、35セルグ、レウ、ペ

 レグ、エベル、シェラ、36  カイナム、アルパクシャド、セム、ノア、レメク、37メトシェラ、エノク、イエレド、マハラルエ
 ル、ケナン、38エノシュ、セト、アダム。そして神に至る。

戻る



 ルカによる福音書4 戻る

誘惑を受ける

1 “ ”  さて、イエスは聖霊に満ちて、ヨルダン川からお帰りになった。そして、荒れ野の中を 霊 によって引き回され、2
 四十日間、悪魔から誘惑を受けられた。その間、何も食べず、その期間が終わると空腹を覚えられた。3そこで、

 悪魔はイエスに言った。「神の子なら、この石にパンになるように命じたらどうだ。」 4イエスは、「『人はパンだけで
 生きるものではない』と書いてある」とお答えになった。5更に、悪魔はイエスを高く引き上げ、一瞬のうちに世界

 のすべての国々 を見せた。6そして悪魔は言った。「この国々 の一切の権力と繁栄とを与えよう。それはわたしに
 任されていて、これと思う人に与えることができるからだ。7だから、もしわたしを拝むなら、みんなあなたのものに

 なる。」 8イエスはお答えになった。

「『あなたの神である主を拝み、
ただ主に仕えよ』

 と書いてある。」 9そこで、悪魔はイエスをエルサレムに連れて行き、神殿の屋根の端に立たせて言った。「神の子
 なら、ここから飛び降りたらどうだ。10というのは、こう書いてあるからだ。

『神はあなたのために天使たちに命じて、
あなたをしっかり守らせる。』
11また、
『あなたの足が石に打ち当たることのないように、
天使たちは手であなたを支える。』」
12  イエスは、「『あなたの神である主を試してはならない』と言われている」とお答えになった。13悪魔はあらゆる
誘惑を終えて、時が来るまでイエスを離れた。

ガリラヤで伝道を始める

14 “ ”  イエスは 霊 の力に満ちてガリラヤに帰られた。その評判が周りの地方一帯に広まった。15イエスは諸会堂
で教え、皆から尊敬を受けられた。

ナザレで受け入れられない

16イエスはお育ちになったナザレに来て、いつものとおり安息日に会堂に入り、聖書を朗読しようとしてお立ちに
 なった。17預言者イザヤの巻物が渡され、お開きになると、次のように書いてある個所が目に留まった。

18「主の霊がわたしの上におられる。
貧しい人に福音を告げ知らせるために、
主がわたしに油を注がれたからである。
主がわたしを遣わされたのは、
捕らわれている人に解放を、
目の見えない人に視力の回復を告げ、
圧迫されている人を自由にし、
19主の恵みの年を告げるためである。」
20  イエスは巻物を巻き、係の者に返して席に座られた。会堂にいるすべての人の目がイエスに注がれていた。
21  そこでイエスは、「この聖書の言葉は、今日、あなたがたが耳にしたとき、実現した」と話し始められた。22皆

 はイエスをほめ、その口から出る恵み深い言葉に驚いて言った。「この人はヨセフの子ではないか。」 23イエスは
言われた。「きっと、あなたがたは、『医者よ、自分自身を治せ』ということわざを引いて、『カファルナウムでいろいろ

 なことをしたと聞いたが、郷里のここでもしてくれ』と言うにちがいない。」 24そして、言われた。「はっきり言っておく。



 預言者は、自分の故郷では歓迎されないものだ。25確かに言っておく。エリヤの時代に三年六か月の間、雨
 が降らず、その地方一帯に大飢饉が起こったとき、イスラエルには多くのやもめがいたが、26エリヤはその中のだ

 れのもとにも遣わされないで、シドン地方のサレプタのやもめのもとにだけ遣わされた。27また、預言者エリシャの
時代に、イスラエルには重い皮膚病を患っている人が多くいたが、シリア人ナアマンのほかはだれも清くされなかっ

 た。」 28  これを聞いた会堂内の人々 は皆憤慨し、29総立ちになって、イエスを町の外へ追い出し、町が建って
 いる山の崖まで連れて行き、突き落とそうとした。30しかし、イエスは人々 の間を通り抜けて立ち去られた。

汚れた霊に取りつかれた男をいやす

31  イエスはガリラヤの町カファルナウムに下って、安息日には人々 を教えておられた。32 人々 はその教えに非常
 に驚いた。その言葉には権威があったからである。33ところが会堂に、汚れた悪霊に取りつかれた男がいて、大

 声で叫んだ。34「ああ、ナザレのイエス、かまわないでくれ。我々 を滅ぼしに来たのか。正体は分かっている。神の
 聖者だ。」 35イエスが、「黙れ。この人から出て行け」とお叱りになると、悪霊はその男を人々 の中に投げ倒し、

 何の傷も負わせずに出て行った。36 人々 は皆驚いて、互いに言った。「この言葉はいったい何だろう。権威と力
 とをもって汚れた霊に命じると、出て行くとは。」 37 こうして、イエスのうわさは、辺り一帯に広まった。

多くの病人をいやす

38イエスは会堂を立ち去り、シモンの家にお入りになった。シモンのしゅうとめが高い熱に苦しんでいたので、人々
 は彼女のことをイエスに頼んだ。39イエスが枕もとに立って熱を叱りつけられると、熱は去り、彼女はすぐに起き

 上がって一同をもてなした。40日が暮れると、いろいろな病気で苦しむ者を抱えている人が皆、病人たちをイエ
 スのもとに連れて来た。イエスはその一人一人に手を置いていやされた。41悪霊もわめき立て、「お前は神の子

だ」と言いながら、多くの人々 から出て行った。イエスは悪霊を戒めて、ものを言うことをお許しにならなかった。悪
霊は、イエスをメシアだと知っていたからである。

巡回して宣教する

42朝になると、イエスは人里離れた所へ出て行かれた。群衆はイエスを捜し回ってそのそばまで来ると、自分た
 ちから離れて行かないようにと、しきりに引き止めた。43しかし、イエスは言われた。「ほかの町にも神の国の福

 音を告げ知らせなければならない。わたしはそのために遣わされたのだ。」 44そして、ユダヤの諸会堂に行って宣
教された。

戻る



 ルカによる福音書5 戻る

漁師を弟子にする

1  イエスがゲネサレト湖畔に立っておられると、神の言葉を聞こうとして、群衆がその周りに押し寄せて来た。2イ
 エスは、二そうの舟が岸にあるのを御覧になった。漁師たちは、舟から上がって網を洗っていた。3そこでイエスは、

そのうちの一そうであるシモンの持ち舟に乗り、岸から少し漕ぎ出すようにお頼みになった。そして、腰を下ろして舟
 から群衆に教え始められた。4話し終わったとき、シモンに、「沖に漕ぎ出して網を降ろし、漁をしなさい」と言わ

 れた。5シモンは、「先生、わたしたちは、夜通し苦労しましたが、何もとれませんでした。しかし、お言葉ですから、
 網を降ろしてみましょう」と答えた。6そして、漁師たちがそのとおりにすると、おびただしい魚がかかり、網が破れそ

 うになった。7そこで、もう一そうの舟にいる仲間に合図して、来て手を貸してくれるように頼んだ。彼らは来て、
 二そうの舟を魚でいっぱいにしたので、舟は沈みそうになった。8 これを見たシモン・ペトロは、イエスの足もとにひ

 れ伏して、「主よ、わたしから離れてください。わたしは罪深い者なのです」と言った。9とれた魚にシモンも一緒に
 いた者も皆驚いたからである。10シモンの仲間、ゼベダイの子のヤコブもヨハネも同様だった。すると、イエスはシ

 モンに言われた。「恐れることはない。今から後、あなたは人間をとる漁師になる。」 11そこで、彼らは舟を陸に
引き上げ、すべてを捨ててイエスに従った。

重い皮膚病を患っている人をいやす

12イエスがある町におられたとき、そこに、全身重い皮膚病にかかった人がいた。この人はイエスを見てひれ伏し、
 「主よ、御心ならば、わたしを清くすることがおできになります」と願った。13イエスが手を差し伸べてその人に触
 れ、「よろしい。清くなれ」と言われると、たちまち重い皮膚病は去った。14イエスは厳しくお命じになった。「だれ

にも話してはいけない。ただ、行って祭司に体を見せ、モーセが定めたとおりに清めの献げ物をし、人々 に証明し
 なさい。」 15しかし、イエスのうわさはますます広まったので、大勢の群衆が、教えを聞いたり病気をいやしていた

 だいたりするために、集まって来た。16だが、イエスは人里離れた所に退いて祈っておられた。

中風の人をいやす

17ある日のこと、イエスが教えておられると、ファリサイ派の人々 と律法の教師たちがそこに座っていた。この人々
は、ガリラヤとユダヤのすべての村、そしてエルサレムから来たのである。主の力が働いて、イエスは病気をいやして

 おられた。18すると、男たちが中風を患っている人を床に乗せて運んで来て、家の中に入れてイエスの前に置こ
 うとした。19しかし、群衆に阻まれて、運び込む方法が見つからなかったので、屋根に上って瓦をはがし、人々

 の真ん中のイエスの前に、病人を床ごとつり降ろした。20イエスはその人たちの信仰を見て、「人よ、あなたの罪
 は赦された」と言われた。21ところが、律法学者たちやファリサイ派の人々 はあれこれと考え始めた。「神を冒瀆

 するこの男は何者だ。ただ神のほかに、いったいだれが、罪を赦すことができるだろうか。」 22イエスは、彼らの考
 えを知って、お答えになった。「何を心の中で考えているのか。23『あなたの罪は赦された』と言うのと、『起きて歩

 け』と言うのと、どちらが易しいか。24人の子が地上で罪を赦す権威を持っていることを知らせよう。」そして、中
 風の人に、「わたしはあなたに言う。起き上がり、床を担いで家に帰りなさい」と言われた。25その人はすぐさま

 皆の前で立ち上がり、寝ていた台を取り上げ、神を賛美しながら家に帰って行った。26 人々 は皆大変驚き、
神を賛美し始めた。そして、恐れに打たれて、「今日、驚くべきことを見た」と言った。

レビを弟子にする

27その後、イエスは出て行って、レビという徴税人が収税所に座っているのを見て、「わたしに従いなさい」と言わ
 れた。28  彼は何もかも捨てて立ち上がり、イエスに従った。29そして、自分の家でイエスのために盛大な宴会

 を催した。そこには徴税人やほかの人々 が大勢いて、一緒に席に着いていた。30ファリサイ派の人々 やその派
の律法学者たちはつぶやいて、イエスの弟子たちに言った。「なぜ、あなたたちは、徴税人や罪人などと一緒に飲



 んだり食べたりするのか。」 31イエスはお答えになった。「医者を必要とするのは、健康な人ではなく病人である。
 32わたしが来たのは、正しい人を招くためではなく、罪人を招いて悔い改めさせるためである。」

断食についての問答

33 人々 はイエスに言った。「ヨハネの弟子たちは度々 断食し、祈りをし、ファリサイ派の弟子たちも同じようにして
 います。しかし、あなたの弟子たちは飲んだり食べたりしています。」 34そこで、イエスは言われた。「花婿が一緒
 にいるのに、婚礼の客に断食させることがあなたがたにできようか。35しかし、花婿が奪い取られる時が来る。そ

 の時には、彼らは断食することになる。」 36そして、イエスはたとえを話された。「だれも、新しい服から布切れを
破り取って、古い服に継ぎを当てたりはしない。そんなことをすれば、新しい服も破れるし、新しい服から取った継

 ぎ切れも古いものには合わないだろう。37また、だれも、新しいぶどう酒を古い革袋に入れたりはしない。そんな
 ことをすれば、新しいぶどう酒は革袋を破って流れ出し、革袋もだめになる。38新しいぶどう酒は、新しい革袋

 に入れねばならない。39また、古いぶどう酒を飲めば、だれも新しいものを欲しがらない。『古いものの方がよい』
と言うのである。」

戻る



 ルカによる福音書6 戻る

安息日に麦の穂を摘む

1  ある安息日に、イエスが麦畑を通って行かれると、弟子たちは麦の穂を摘み、手でもんで食べた。2ファリサイ
 派のある人々 が、「なぜ、安息日にしてはならないことを、あなたたちはするのか」と言った。3イエスはお答えにな

 った。「ダビデが自分も供の者たちも空腹だったときに何をしたか、読んだことがないのか。4神の家に入り、ただ
 祭司のほかにはだれも食べてはならない供えのパンを取って食べ、供の者たちにも与えたではないか。」 5そして、

彼らに言われた。「人の子は安息日の主である。」

手の萎えた人をいやす

6また、ほかの安息日に、イエスは会堂に入って教えておられた。そこに一人の人がいて、その右手が萎えていた。
7律法学者たちやファリサイ派の人々 は、訴える口実を見つけようとして、イエスが安息日に病気をいやされるか

 どうか、注目していた。8イエスは彼らの考えを見抜いて、手の萎えた人に、「立って、真ん中に出なさい」と言わ
 れた。その人は身を起こして立った。9そこで、イエスは言われた。「あなたたちに尋ねたい。安息日に律法で許さ

 れているのは、善を行うことか、悪を行うことか。命を救うことか、滅ぼすことか。」 10そして、彼ら一同を見回して、
 その人に、「手を伸ばしなさい」と言われた。言われたようにすると、手は元どおりになった。11ところが、彼らは

怒り狂って、イエスを何とかしようと話し合った。

十二人を選ぶ

12  そのころ、イエスは祈るために山に行き、神に祈って夜を明かされた。13朝になると弟子たちを呼び集め、そ
 の中から十二人を選んで使徒と名付けられた。14それは、イエスがペトロと名付けられたシモン、その兄弟アン

 デレ、そして、ヤコブ、ヨハネ、フィリポ、バルトロマイ、15マタイ、トマス、アルファイの子ヤコブ、熱心党と呼ばれた
 シモン、16ヤコブの子ユダ、それに後に裏切り者となったイスカリオテのユダである。

おびただしい病人をいやす

17イエスは彼らと一緒に山から下りて、平らな所にお立ちになった。大勢の弟子とおびただしい民衆が、ユダヤ
 全土とエルサレムから、また、ティルスやシドンの海岸地方から、18イエスの教えを聞くため、また病気をいやして

 いただくために来ていた。汚れた霊に悩まされていた人々 もいやしていただいた。19群衆は皆、何とかしてイエス
に触れようとした。イエスから力が出て、すべての人の病気をいやしていたからである。

幸いと不幸

20さて、イエスは目を上げ弟子たちを見て言われた。
「貧しい人々 は、幸いである、
神の国はあなたがたのものである。
21今飢えている人々 は、幸いである、
あなたがたは満たされる。
今泣いている人々 は、幸いである、
あなたがたは笑うようになる。
22 人々 に憎まれるとき、また、人の子のために追い出され、ののしられ、汚名を着せられるとき、あなたがたは幸

 いである。23その日には、喜び踊りなさい。天には大きな報いがある。この人々 の先祖も、預言者たちに同じこ
とをしたのである。
24しかし、富んでいるあなたがたは、不幸である、



あなたがたはもう慰めを受けている。
25今満腹している人々 、あなたがたは、不幸である、
あなたがたは飢えるようになる。
今笑っている人々 は、不幸である、
あなたがたは悲しみ泣くようになる。
26すべての人にほめられるとき、あなたがたは不幸である。この人々 の先祖も、偽預言者たちに同じことをしたの
である。」

敵を愛しなさい

27「しかし、わたしの言葉を聞いているあなたがたに言っておく。敵を愛し、あなたがたを憎む者に親切にしなさい。
 28  悪口を言う者に祝福を祈り、あなたがたを侮辱する者のために祈りなさい。29あなたの頬を打つ者には、

 もう一方の頬をも向けなさい。上着を奪い取る者には、下着をも拒んではならない。30求める者には、だれに
 でも与えなさい。あなたの持ち物を奪う者から取り返そうとしてはならない。31人にしてもらいたいと思うことを、

 人にもしなさい。32自分を愛してくれる人を愛したところで、あなたがたにどんな恵みがあろうか。罪人でも、愛し
 てくれる人を愛している。33また、自分によくしてくれる人に善いことをしたところで、どんな恵みがあろうか。罪人

 でも同じことをしている。34返してもらうことを当てにして貸したところで、どんな恵みがあろうか。罪人さえ、同じ
 ものを返してもらおうとして、罪人に貸すのである。35しかし、あなたがたは敵を愛しなさい。人に善いことをし、

何も当てにしないで貸しなさい。そうすれば、たくさんの報いがあり、いと高き方の子となる。いと高き方は、恩を
 知らない者にも悪人にも、情け深いからである。36あなたがたの父が憐れみ深いように、あなたがたも憐れみ深

い者となりなさい。」

人を裁くな

37「人を裁くな。そうすれば、あなたがたも裁かれることがない。人を罪人だと決めるな。そうすれば、あなたがたも
 罪人だと決められることがない。赦しなさい。そうすれば、あなたがたも赦される。38与えなさい。そうすれば、あ

なたがたにも与えられる。押し入れ、揺すり入れ、あふれるほどに量りをよくして、ふところに入れてもらえる。あな
 たがたは自分の量る秤で量り返されるからである。」 39イエスはまた、たとえを話された。「盲人が盲人の道案

 内をすることができようか。二人とも穴に落ち込みはしないか。40弟子は師にまさるものではない。しかし、だれ
 でも、十分に修行を積めば、その師のようになれる。41あなたは、兄弟の目にあるおが屑は見えるのに、なぜ自

 分の目の中の丸太に気づかないのか。42自分の目にある丸太を見ないで、兄弟に向かって、『さあ、あなたの
目にあるおが屑を取らせてください』と、どうして言えるだろうか。偽善者よ、まず自分の目から丸太を取り除け。そ
うすれば、はっきり見えるようになって、兄弟の目にあるおが屑を取り除くことができる。」

実によって木を知る

43  「悪い実を結ぶ良い木はなく、また、良い実を結ぶ悪い木はない。44木は、それぞれ、その結ぶ実によって
 分かる。茨からいちじくは採れないし、野ばらからぶどうは集められない。45善い人は良いものを入れた心の倉

から良いものを出し、悪い人は悪いものを入れた倉から悪いものを出す。人の口は、心からあふれ出ることを語る
のである。」

家と土台

46  「わたしを『主よ、主よ』と呼びながら、なぜわたしの言うことを行わないのか。47わたしのもとに来て、わたしの
 言葉を聞き、それを行う人が皆、どんな人に似ているかを示そう。48それは、地面を深く掘り下げ、岩の上に土

台を置いて家を建てた人に似ている。洪水になって川の水がその家に押し寄せたが、しっかり建ててあったので、
 揺り動かすことができなかった。49しかし、聞いても行わない者は、土台なしで地面に家を建てた人に似ている。



川の水が押し寄せると、家はたちまち倒れ、その壊れ方がひどかった。」

戻る



 ルカによる福音書7 戻る

百人隊長の僕をいやす

1  イエスは、民衆にこれらの言葉をすべて話し終えてから、カファルナウムに入られた。2ところで、ある百人隊長
 に重んじられている部下が、病気で死にかかっていた。3イエスのことを聞いた百人隊長は、ユダヤ人の長老たち

 を使いにやって、部下を助けに来てくださるように頼んだ。4長老たちはイエスのもとに来て、熱心に願った。「あの
 方は、そうしていただくのにふさわしい人です。5  わたしたちユダヤ人を愛して、自ら会堂を建ててくれたのです。」

6そこで、イエスは一緒に出かけられた。ところが、その家からほど遠からぬ所まで来たとき、百人隊長は友達を
使いにやって言わせた。「主よ、御足労には及びません。わたしはあなたを自分の屋根の下にお迎えできるような

 者ではありません。7ですから、わたしの方からお伺いするのさえふさわしくないと思いました。ひと言おっしゃってく
 ださい。そして、わたしの僕をいやしてください。8わたしも権威の下に置かれている者ですが、わたしの下には兵

隊がおり、一人に『行け』と言えば行きますし、他の一人に『来い』と言えば来ます。また部下に『これをしろ』と言
 えば、そのとおりにします。」 9イエスはこれを聞いて感心し、従っていた群衆の方を振り向いて言われた。「言って

 おくが、イスラエルの中でさえ、わたしはこれほどの信仰を見たことがない。」 10使いに行った人たちが家に帰って
みると、その部下は元気になっていた。

やもめの息子を生き返らせる

11  それから間もなく、イエスはナインという町に行かれた。弟子たちや大勢の群衆も一緒であった。12イエスが
町の門に近づかれると、ちょうど、ある母親の一人息子が死んで、棺が担ぎ出されるところだった。その母親はや

 もめであって、町の人が大勢そばに付き添っていた。13主はこの母親を見て、憐れに思い、「もう泣かなくともよ
 い」と言われた。14そして、近づいて棺に手を触れられると、担いでいる人たちは立ち止まった。イエスは、「若者

 よ、あなたに言う。起きなさい」と言われた。15すると、死人は起き上がってものを言い始めた。イエスは息子を
 その母親にお返しになった。16 人々 は皆恐れを抱き、神を賛美して、「大預言者が我々 の間に現れた」と言い、

 また、「神はその民を心にかけてくださった」と言った。17イエスについてのこの話は、ユダヤの全土と周りの地方
一帯に広まった。

洗礼者ヨハネとイエス

18ヨハネの弟子たちが、これらすべてのことについてヨハネに知らせた。そこで、ヨハネは弟子の中から二人を呼ん
 で、19主のもとに送り、こう言わせた。「来るべき方は、あなたでしょうか。それとも、ほかの方を待たなければなり

 ませんか。」 20二人はイエスのもとに来て言った。「わたしたちは洗礼者ヨハネからの使いの者ですが、『来るべき
 方は、あなたでしょうか。それとも、ほかの方を待たなければなりませんか』とお尋ねするようにとのことです。」 21

そのとき、イエスは病気や苦しみや悪霊に悩んでいる多くの人々 をいやし、大勢の盲人を見えるようにしておられ
 た。22それで、二人にこうお答えになった。「行って、見聞きしたことをヨハネに伝えなさい。目の見えない人は見

え、足の不自由な人は歩き、重い皮膚病を患っている人は清くなり、耳の聞こえない人は聞こえ、死者は生き
 返り、貧しい人は福音を告げ知らされている。23  わたしにつまずかない人は幸いである。」 24ヨハネの使いが

去ってから、イエスは群衆に向かってヨハネについて話し始められた。「あなたがたは何を見に荒れ野へ行ったのか。
 風にそよぐ葦か。25では、何を見に行ったのか。しなやかな服を着た人か。華やかな衣を着て、ぜいたくに暮らす

 人なら宮殿にいる。26では、何を見に行ったのか。預言者か。そうだ、言っておく。預言者以上の者である。
27『見よ、わたしはあなたより先に使者を遣わし、
あなたの前に道を準備させよう』

 と書いてあるのは、この人のことだ。28言っておくが、およそ女から生まれた者のうち、ヨハネより偉大な者はいな



 い。しかし、神の国で最も小さな者でも、彼よりは偉大である。」 29民衆は皆ヨハネの教えを聞き、徴税人さえ
 もその洗礼を受け、神の正しさを認めた。30しかし、ファリサイ派の人々 や律法の専門家たちは、彼から洗礼を

受けないで、自分に対する神の御心を拒んだ。
31  「では、今の時代の人たちは何にたとえたらよいか。彼らは何に似ているか。32広場に座って、互いに呼びか
け、こう言っている子供たちに似ている。

『笛を吹いたのに、
踊ってくれなかった。
葬式の歌をうたったのに、
泣いてくれなかった。』

33洗礼者ヨハネが来て、パンも食べずぶどう酒も飲まずにいると、あなたがたは、『あれは悪霊に取りつかれてい
 る』と言い、34人の子が来て、飲み食いすると、『見ろ、大食漢で大酒飲みだ。徴税人や罪人の仲間だ』と言

 う。35しかし、知恵の正しさは、それに従うすべての人によって証明される。」

罪深い女を赦す

36さて、あるファリサイ派の人が、一緒に食事をしてほしいと願ったので、イエスはその家に入って食事の席に着
 かれた。37 この町に一人の罪深い女がいた。イエスがファリサイ派の人の家に入って食事の席に着いておられる

 のを知り、香油の入った石膏の壺を持って来て、38後ろからイエスの足もとに近寄り、泣きながらその足を涙で
 ぬらし始め、自分の髪の毛でぬぐい、イエスの足に接吻して香油を塗った。39イエスを招待したファリサイ派の人

はこれを見て、「この人がもし預言者なら、自分に触れている女がだれで、どんな人か分かるはずだ。罪深い女な
 のに」と思った。40そこで、イエスがその人に向かって、「シモン、あなたに言いたいことがある」と言われると、シモ

 ンは、「先生、おっしゃってください」と言った。41イエスはお話しになった。「ある金貸しから、二人の人が金を借り
 ていた。一人は五百デナリオン、もう一人は五十デナリオンである。42二人には返す金がなかったので、金貸し

 は両方の借金を帳消しにしてやった。二人のうち、どちらが多くその金貸しを愛するだろうか。」 43シモンは、「帳
 消しにしてもらった額の多い方だと思います」と答えた。イエスは、「そのとおりだ」と言われた。44そして、女の方

を振り向いて、シモンに言われた。「この人を見ないか。わたしがあなたの家に入ったとき、あなたは足を洗う水もく
 れなかったが、この人は涙でわたしの足をぬらし、髪の毛でぬぐってくれた。45あなたはわたしに接吻の挨拶もし

 なかったが、この人はわたしが入って来てから、わたしの足に接吻してやまなかった。46あなたは頭にオリーブ油を
 塗ってくれなかったが、この人は足に香油を塗ってくれた。47だから、言っておく。この人が多くの罪を赦されたこ

 とは、わたしに示した愛の大きさで分かる。赦されることの少ない者は、愛することも少ない。」 48そして、イエス
 は女に、「あなたの罪は赦された」と言われた。49同席の人たちは、「罪まで赦すこの人は、いったい何者だろ

 う」と考え始めた。50イエスは女に、「あなたの信仰があなたを救った。安心して行きなさい」と言われた。

戻る



 ルカによる福音書8 戻る

婦人たち、奉仕する

1すぐその後、イエスは神の国を宣べ伝え、その福音を告げ知らせながら、町や村を巡って旅を続けられた。十二
 人も一緒だった。2悪霊を追い出して病気をいやしていただいた何人かの婦人たち、すなわち、七つの悪霊を追

 い出していただいたマグダラの女と呼ばれるマリア、3ヘロデの家令クザの妻ヨハナ、それにスサンナ、そのほか多く
の婦人たちも一緒であった。彼女たちは、自分の持ち物を出し合って、一行に奉仕していた。
「種を蒔く人」のたとえ
4  大勢の群衆が集まり、方々 の町から人々 がそばに来たので、イエスはたとえを用いてお話しになった。5「種を
蒔く人が種蒔きに出て行った。蒔いている間に、ある種は道端に落ち、人に踏みつけられ、空の鳥が食べてしまっ

 た。6  ほかの種は石地に落ち、芽は出たが、水気がないので枯れてしまった。7ほかの種は茨の中に落ち、茨も
 一緒に伸びて、押しかぶさってしまった。8また、ほかの種は良い土地に落ち、生え出て、百倍の実を結んだ。」イ

エスはこのように話して、「聞く耳のある者は聞きなさい」と大声で言われた。

たとえを用いて話す理由

9  弟子たちは、このたとえはどんな意味かと尋ねた。10イエスは言われた。「あなたがたには神の国の秘密を悟
ることが許されているが、他の人々 にはたとえを用いて話すのだ。それは、
『彼らが見ても見えず、
聞いても理解できない』
ようになるためである。」

「種を蒔く人」のたとえの説明

11  「このたとえの意味はこうである。種は神の言葉である。12道端のものとは、御言葉を聞くが、信じて救われ
 ることのないように、後から悪魔が来て、その心から御言葉を奪い去る人たちである。13石地のものとは、御言

葉を聞くと喜んで受け入れるが、根がないので、しばらくは信じても、試練に遭うと身を引いてしまう人たちのこと
 である。14そして、茨の中に落ちたのは、御言葉を聞くが、途中で人生の思い煩いや富や快楽に覆いふさがれ

 て、実が熟するまでに至らない人たちである。15良い土地に落ちたのは、立派な善い心で御言葉を聞き、よく
守り、忍耐して実を結ぶ人たちである。」

「ともし火」のたとえ

16「ともし火をともして、それを器で覆い隠したり、寝台の下に置いたりする人はいない。入って来る人に光が見
 えるように、燭台の上に置く。17隠れているもので、あらわにならないものはなく、秘められたもので、人に知られ
 ず、公にならないものはない。18だから、どう聞くべきかに注意しなさい。持っている人は更に与えられ、持ってい

ない人は持っていると思うものまでも取り上げられる。」
イエスの母、兄弟
19  さて、イエスのところに母と兄弟たちが来たが、群衆のために近づくことができなかった。20そこでイエスに、

 「母上と御兄弟たちが、お会いしたいと外に立っておられます」との知らせがあった。21するとイエスは、「わたしの
母、わたしの兄弟とは、神の言葉を聞いて行う人たちのことである」とお答えになった。

突風を静める

22  ある日のこと、イエスが弟子たちと一緒に舟に乗り、「湖の向こう岸に渡ろう」と言われたので、船出した。23



 渡って行くうちに、イエスは眠ってしまわれた。突風が湖に吹き降ろして来て、彼らは水をかぶり、危なくなった。
24弟子たちは近寄ってイエスを起こし、「先生、先生、おぼれそうです」と言った。イエスが起き上がって、風と荒

 波とをお叱りになると、静まって凪になった。25イエスは、「あなたがたの信仰はどこにあるのか」と言われた。弟
子たちは恐れ驚いて、「いったい、この方はどなたなのだろう。命じれば風も波も従うではないか」と互いに言った。

悪霊に取りつかれたゲラサの人をいやす

26  一行は、ガリラヤの向こう岸にあるゲラサ人の地方に着いた。27イエスが陸に上がられると、この町の者で、
悪霊に取りつかれている男がやって来た。この男は長い間、衣服を身に着けず、家に住まないで墓場を住まいと

 していた。28イエスを見ると、わめきながらひれ伏し、大声で言った。「いと高き神の子イエス、かまわないでくれ。
 頼むから苦しめないでほしい。」 29イエスが、汚れた霊に男から出るように命じられたからである。この人は何回

も汚れた霊に取りつかれたので、鎖でつながれ、足枷をはめられて監視されていたが、それを引きちぎっては、悪
 霊によって荒れ野へと駆り立てられていた。30イエスが、「名は何というか」とお尋ねになると、「レギオン」と言っ

 た。たくさんの悪霊がこの男に入っていたからである。31そして悪霊どもは、底なしの淵へ行けという命令を自分
たちに出さないようにと、イエスに願った。
32ところで、その辺りの山で、たくさんの豚の群れがえさをあさっていた。悪霊どもが豚の中に入る許しを願うと、

 イエスはお許しになった。33悪霊どもはその人から出て、豚の中に入った。すると、豚の群れは崖を下って湖にな
 だれ込み、おぼれ死んだ。34  この出来事を見た豚飼いたちは逃げ出し、町や村にこのことを知らせた。35そこ

で、人々 はその出来事を見ようとしてやって来た。彼らはイエスのところに来ると、悪霊どもを追い出してもらった
 人が、服を着、正気になってイエスの足もとに座っているのを見て、恐ろしくなった。36成り行きを見ていた人た

 ちは、悪霊に取りつかれていた人の救われた次第を人々 に知らせた。37そこで、ゲラサ地方の人々 は皆、自分
たちのところから出て行ってもらいたいと、イエスに願った。彼らはすっかり恐れに取りつかれていたのである。そこで、

 イエスは舟に乗って帰ろうとされた。38悪霊どもを追い出してもらった人が、お供したいとしきりに願ったが、イエス
 はこう言ってお帰しになった。39「自分の家に帰りなさい。そして、神があなたになさったことをことごとく話して聞か

せなさい。」その人は立ち去り、イエスが自分にしてくださったことをことごとく町中に言い広めた。

ヤイロの娘とイエスの服に触れる女

40  イエスが帰って来られると、群衆は喜んで迎えた。人々 は皆、イエスを待っていたからである。41そこへ、ヤイ
ロという人が来た。この人は会堂長であった。彼はイエスの足もとにひれ伏して、自分の家に来てくださるようにと

 願った。42十二歳ぐらいの一人娘がいたが、死にかけていたのである。
 イエスがそこに行かれる途中、群衆が周りに押し寄せて来た。43ときに、十二年このかた出血が止まらず、医

 者に全財産を使い果たしたが、だれからも治してもらえない女がいた。44 この女が近寄って来て、後ろからイエス
 の服の房に触れると、直ちに出血が止まった。45イエスは、「わたしに触れたのはだれか」と言われた。人々 は皆、

 自分ではないと答えたので、ペトロが、「先生、群衆があなたを取り巻いて、押し合っているのです」と言った。46
 しかし、イエスは、「だれかがわたしに触れた。わたしから力が出て行ったのを感じたのだ」と言われた。47女は隠

 しきれないと知って、震えながら進み出てひれ伏し、触れた理由とたちまちいやされた次第とを皆の前で話した。
48イエスは言われた。「娘よ、あなたの信仰があなたを救った。安心して行きなさい。」
49イエスがまだ話しておられるときに、会堂長の家から人が来て言った。「お嬢さんは亡くなりました。この上、先

 生を煩わすことはありません。」 50イエスは、これを聞いて会堂長に言われた。「恐れることはない。ただ信じなさ
 い。そうすれば、娘は救われる。」 51イエスはその家に着くと、ペトロ、ヨハネ、ヤコブ、それに娘の父母のほかに

 は、だれも一緒に入ることをお許しにならなかった。52 人々 は皆、娘のために泣き悲しんでいた。そこで、イエス
 は言われた。「泣くな。死んだのではない。眠っているのだ。」 53 人々 は、娘が死んだことを知っていたので、イエ

 スをあざ笑った。54  イエスは娘の手を取り、「娘よ、起きなさい」と呼びかけられた。55すると娘は、その霊が戻
 って、すぐに起き上がった。イエスは、娘に食べ物を与えるように指図をされた。56娘の両親は非常に驚いた。イ

エスは、この出来事をだれにも話さないようにとお命じになった。
戻る



 ルカによる福音書9 戻る

十二人を派遣する

1  イエスは十二人を呼び集め、あらゆる悪霊に打ち勝ち、病気をいやす力と権能をお授けになった。2そして、
 神の国を宣べ伝え、病人をいやすために遣わすにあたり、3次のように言われた。「旅には何も持って行ってはな

 らない。杖も袋もパンも金も持ってはならない。下着も二枚は持ってはならない。4どこかの家に入ったら、そこに
 とどまって、その家から旅立ちなさい。5だれもあなたがたを迎え入れないなら、その町を出ていくとき、彼らへの

 証しとして足についた埃を払い落としなさい。」 6十二人は出かけて行き、村から村へと巡り歩きながら、至ると
ころで福音を告げ知らせ、病気をいやした。

ヘロデ、戸惑う

7ところで、領主ヘロデは、これらの出来事をすべて聞いて戸惑った。というのは、イエスについて、「ヨハネが死者
 の中から生き返ったのだ」と言う人もいれば、8「エリヤが現れたのだ」と言う人もいて、更に、「だれか昔の預言者
 が生き返ったのだ」と言う人もいたからである。9しかし、ヘロデは言った。「ヨハネなら、わたしが首をはねた。いっ

たい、何者だろう。耳に入ってくるこんなうわさの主は。」そして、イエスに会ってみたいと思った。

五千人に食べ物を与える

10使徒たちは帰って来て、自分たちの行ったことをみなイエスに告げた。イエスは彼らを連れ、自分たちだけでベ
 トサイダという町に退かれた。11群衆はそのことを知ってイエスの後を追った。イエスはこの人々 を迎え、神の国

 について語り、治療の必要な人々 をいやしておられた。12日が傾きかけたので、十二人はそばに来てイエスに言
った。「群衆を解散させてください。そうすれば、周りの村や里へ行って宿をとり、食べ物を見つけるでしょう。わたし

 たちはこんな人里離れた所にいるのです。」 13しかし、イエスは言われた。「あなたがたが彼らに食べ物を与えな
さい。」彼らは言った。「わたしたちにはパン五つと魚二匹しかありません、このすべての人々 のために、わたしたちが

 食べ物を買いに行かないかぎり。」 14というのは、男が五千人ほどいたからである。イエスは弟子たちに、「人々
 を五十人ぐらいずつ組にして座らせなさい」と言われた。15  弟子たちは、そのようにして皆を座らせた。16すると、

イエスは五つのパンと二匹の魚を取り、天を仰いで、それらのために賛美の祈りを唱え、裂いて弟子たちに渡して
 は群衆に配らせた。17すべての人が食べて満腹した。そして、残ったパンの屑を集めると、十二籠もあった。

ペトロ、信仰を言い表す

18イエスがひとりで祈っておられたとき、弟子たちは共にいた。そこでイエスは、「群衆は、わたしのことを何者だと
 言っているか」とお尋ねになった。19弟子たちは答えた。「『洗礼者ヨハネだ』と言っています。ほかに、『エリヤだ』

 と言う人も、『だれか昔の預言者が生き返ったのだ』と言う人もいます。」 20イエスが言われた。「それでは、あな
たがたはわたしを何者だと言うのか。」ペトロが答えた。「神からのメシアです。」

イエス、死と復活を予告する

21  イエスは弟子たちを戒め、このことをだれにも話さないように命じて、22次のように言われた。「人の子は必ず
多くの苦しみを受け、長老、祭司長、律法学者たちから排斥されて殺され、三日目に復活することになってい

 る。」 23それから、イエスは皆に言われた。「わたしについて来たい者は、自分を捨て、日々 、自分の十字架を
 背負って、わたしに従いなさい。24自分の命を救いたいと思う者は、それを失うが、わたしのために命を失う者

 は、それを救うのである。25人は、たとえ全世界を手に入れても、自分の身を滅ぼしたり、失ったりしては、何の
 得があろうか。26わたしとわたしの言葉を恥じる者は、人の子も、自分と父と聖なる天使たちとの栄光に輝い



 て来るときに、その者を恥じる。27確かに言っておく。ここに一緒にいる人々 の中には、神の国を見るまでは決し
て死なない者がいる。」

イエスの姿が変わる

28 この話をしてから八日ほどたったとき、イエスは、ペトロ、ヨハネ、およびヤコブを連れて、祈るために山に登られ
 た。29  祈っておられるうちに、イエスの顔の様子が変わり、服は真っ白に輝いた。30見ると、二人の人がイエス

 と語り合っていた。モーセとエリヤである。31二人は栄光に包まれて現れ、イエスがエルサレムで遂げようとしてお
 られる最期について話していた。32ペトロと仲間は、ひどく眠かったが、じっとこらえていると、栄光に輝くイエスと、

 そばに立っている二人の人が見えた。33その二人がイエスから離れようとしたとき、ペトロがイエスに言った。「先
生、わたしたちがここにいるのは、すばらしいことです。仮小屋を三つ建てましょう。一つはあなたのため、一つはモー

 セのため、もう一つはエリヤのためです。」ペトロは、自分でも何を言っているのか、分からなかったのである。34ペ
 トロがこう言っていると、雲が現れて彼らを覆った。彼らが雲の中に包まれていくので、弟子たちは恐れた。35す

 ると、「これはわたしの子、選ばれた者。これに聞け」と言う声が雲の中から聞こえた。36その声がしたとき、そこ
にはイエスだけがおられた。弟子たちは沈黙を守り、見たことを当時だれにも話さなかった。

悪霊に取りつかれた子をいやす

37  翌日、一同が山を下りると、大勢の群衆がイエスを出迎えた。38そのとき、一人の男が群衆の中から大声
 で言った。「先生、どうかわたしの子を見てやってください。一人息子です。39悪霊が取りつくと、この子は突然

 叫びだします。悪霊はこの子にけいれんを起こさせて泡を吹かせ、さんざん苦しめて、なかなか離れません。40 こ
 の霊を追い出してくださるようにお弟子たちに頼みましたが、できませんでした。」 41イエスはお答えになった。「な

んと信仰のない、よこしまな時代なのか。いつまでわたしは、あなたがたと共にいて、あなたがたに我慢しなければ
 ならないのか。あなたの子供をここに連れて来なさい。」 42その子が来る途中でも、悪霊は投げ倒し、引きつけ

 させた。イエスは汚れた霊を叱り、子供をいやして父親にお返しになった。43 人々 は皆、神の偉大さに心を打た
れた。

再び自分の死を予告する

 イエスがなさったすべてのことに、皆が驚いていると、イエスは弟子たちに言われた。44「この言葉をよく耳に入れ
 ておきなさい。人の子は人々 の手に引き渡されようとしている。」 45弟子たちはその言葉が分からなかった。彼ら

には理解できないように隠されていたのである。彼らは、怖くてその言葉について尋ねられなかった。

いちばん偉い者

46  弟子たちの間で、自分たちのうちだれがいちばん偉いかという議論が起きた。47イエスは彼らの心の内を見
 抜き、一人の子供の手を取り、御自分のそばに立たせて、48言われた。「わたしの名のためにこの子供を受け

入れる者は、わたしを受け入れるのである。わたしを受け入れる者は、わたしをお遣わしになった方を受け入れる
のである。あなたがた皆の中で最も小さい者こそ、最も偉い者である。」

逆らわない者は味方

49そこで、ヨハネが言った。「先生、お名前を使って悪霊を追い出している者を見ましたが、わたしたちと一緒にあ
 なたに従わないので、やめさせようとしました。」 50イエスは言われた。「やめさせてはならない。あなたがたに逆ら

わない者は、あなたがたの味方なのである。」

サマリア人から歓迎されない



51  イエスは、天に上げられる時期が近づくと、エルサレムに向かう決意を固められた。52そして、先に使いの者
 を出された。彼らは行って、イエスのために準備しようと、サマリア人の村に入った。53しかし、村人はイエスを歓

 迎しなかった。イエスがエルサレムを目指して進んでおられたからである。54弟子のヤコブとヨハネはそれを見て、
 「主よ、お望みなら、天から火を降らせて、彼らを焼き滅ぼしましょうか」と言った。55イエスは振り向いて二人を

 戒められた。56そして、一行は別の村に行った。

弟子の覚悟

57一行が道を進んで行くと、イエスに対して、「あなたがおいでになる所なら、どこへでも従って参ります」と言う人
 がいた。58  イエスは言われた。「狐には穴があり、空の鳥には巣がある。だが、人の子には枕する所もない。」

59そして別の人に、「わたしに従いなさい」と言われたが、その人は、「主よ、まず、父を葬りに行かせてください」と
 言った。60イエスは言われた。「死んでいる者たちに、自分たちの死者を葬らせなさい。あなたは行って、神の国

 を言い広めなさい。」 61また、別の人も言った。「主よ、あなたに従います。しかし、まず家族にいとまごいに行か
 せてください。」 62イエスはその人に、「鋤に手をかけてから後ろを顧みる者は、神の国にふさわしくない」と言わ

れた。

戻る
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七十二人を派遣する

1  その後、主はほかに七十二人を任命し、御自分が行くつもりのすべての町や村に二人ずつ先に遣わされた。
2そして、彼らに言われた。「収穫は多いが、働き手が少ない。だから、収穫のために働き手を送ってくださるよう

 に、収穫の主に願いなさい。3行きなさい。わたしはあなたがたを遣わす。それは、狼の群れに小羊を送り込むよ
 うなものだ。4  財布も袋も履物も持って行くな。途中でだれにも挨拶をするな。5どこかの家に入ったら、まず、

 『この家に平和があるように』と言いなさい。6平和の子がそこにいるなら、あなたがたの願う平和はその人にとど
 まる。もし、いなければ、その平和はあなたがたに戻ってくる。7その家に泊まって、そこで出される物を食べ、また

 飲みなさい。働く者が報酬を受けるのは当然だからである。家から家へと渡り歩くな。8どこかの町に入り、迎え
 入れられたら、出される物を食べ、9その町の病人をいやし、また、『神の国はあなたがたに近づいた』と言いなさ

 い。10  しかし、町に入っても、迎え入れられなければ、広場に出てこう言いなさい。11『足についたこの町の埃さ
 えも払い落として、あなたがたに返す。しかし、神の国が近づいたことを知れ』と。12言っておくが、かの日には、

その町よりまだソドムの方が軽い罰で済む。」

悔い改めない町を叱る

13「コラジン、お前は不幸だ。ベトサイダ、お前は不幸だ。お前たちのところでなされた奇跡がティルスやシドンで
 行われていれば、これらの町はとうの昔に粗布をまとい、灰の中に座って悔い改めたにちがいない。14しかし、裁

 きの時には、お前たちよりまだティルスやシドンの方が軽い罰で済む。15また、カファルナウム、お前は、
天にまで上げられるとでも思っているのか。
陰府にまで落とされるのだ。
16あなたがたに耳を傾ける者は、わたしに耳を傾け、あなたがたを拒む者は、わたしを拒むのである。わたしを拒
む者は、わたしを遣わされた方を拒むのである。」

七十二人、帰って来る

17  七十二人は喜んで帰って来て、こう言った。「主よ、お名前を使うと、悪霊さえもわたしたちに屈服します。」
18  イエスは言われた。「わたしは、サタンが稲妻のように天から落ちるのを見ていた。19蛇やさそりを踏みつけ、
敵のあらゆる力に打ち勝つ権威を、わたしはあなたがたに授けた。だから、あなたがたに害を加えるものは何一つ

 ない。20しかし、悪霊があなたがたに服従するからといって、喜んではならない。むしろ、あなたがたの名が天に
書き記されていることを喜びなさい。」

喜びにあふれる

21そのとき、イエスは聖霊によって喜びにあふれて言われた。「天地の主である父よ、あなたをほめたたえます。こ
れらのことを知恵ある者や賢い者には隠して、幼子のような者にお示しになりました。そうです、父よ、これは御心

 に適うことでした。22すべてのことは、父からわたしに任せられています。父のほかに、子がどういう者であるかを
 知る者はなく、父がどういう方であるかを知る者は、子と、子が示そうと思う者のほかには、だれもいません。」 23

それから、イエスは弟子たちの方を振り向いて、彼らだけに言われた。「あなたがたの見ているものを見る目は幸い
 だ。24言っておくが、多くの預言者や王たちは、あなたがたが見ているものを見たかったが、見ることができず、あ

なたがたが聞いているものを聞きたかったが、聞けなかったのである。」

善いサマリア人



25すると、ある律法の専門家が立ち上がり、イエスを試そうとして言った。「先生、何をしたら、永遠の命を受け
 継ぐことができるでしょうか。」 26イエスが、「律法には何と書いてあるか。あなたはそれをどう読んでいるか」と言

 われると、27彼は答えた。「『心を尽くし、精神を尽くし、力を尽くし、思いを尽くして、あなたの神である主を愛
 しなさい、また、隣人を自分のように愛しなさい』とあります。」 28イエスは言われた。「正しい答えだ。それを実行

 しなさい。そうすれば命が得られる。」 29しかし、彼は自分を正当化しようとして、「では、わたしの隣人とはだれ
 ですか」と言った。30イエスはお答えになった。「ある人がエルサレムからエリコへ下って行く途中、追いはぎに襲わ

 れた。追いはぎはその人の服をはぎ取り、殴りつけ、半殺しにしたまま立ち去った。31ある祭司がたまたまその道
 を下って来たが、その人を見ると、道の向こう側を通って行った。32同じように、レビ人もその場所にやって来たが、

 その人を見ると、道の向こう側を通って行った。33ところが、旅をしていたあるサマリア人は、そばに来ると、その
 人を見て憐れに思い、34近寄って傷に油とぶどう酒を注ぎ、包帯をして、自分のろばに乗せ、宿屋に連れて行

 って介抱した。35そして、翌日になると、デナリオン銀貨二枚を取り出し、宿屋の主人に渡して言った。『この人
 を介抱してください。費用がもっとかかったら、帰りがけに払います。』 36 さて、あなたはこの三人の中で、だれが

 追いはぎに襲われた人の隣人になったと思うか。」 37律法の専門家は言った。「その人を助けた人です。」そこで、
イエスは言われた。「行って、あなたも同じようにしなさい。」

マルタとマリア

38一行が歩いて行くうち、イエスはある村にお入りになった。すると、マルタという女が、イエスを家に迎え入れた。
 39  彼女にはマリアという姉妹がいた。マリアは主の足もとに座って、その話に聞き入っていた。40マルタは、い
ろいろのもてなしのためせわしく立ち働いていたが、そばに近寄って言った。「主よ、わたしの姉妹はわたしだけにも

 てなしをさせていますが、何ともお思いになりませんか。手伝ってくれるようにおっしゃってください。」 41主はお答え
 になった。「マルタ、マルタ、あなたは多くのことに思い悩み、心を乱している。42しかし、必要なことはただ一つだ

けである。マリアは良い方を選んだ。それを取り上げてはならない。」

戻る
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祈るときには

1イエスはある所で祈っておられた。祈りが終わると、弟子の一人がイエスに、「主よ、ヨハネが弟子たちに教えた
 ように、わたしたちにも祈りを教えてください」と言った。2そこで、イエスは言われた。「祈るときには、こう言いなさ

い。
『父よ、
御名が崇められますように。
御国が来ますように。
3わたしたちに必要な糧を毎日与えてください。
4わたしたちの罪を赦してください、
わたしたちも自分に負い目のある人を
皆赦しますから。
わたしたちを誘惑に遭わせないでください。』」
5また、弟子たちに言われた。「あなたがたのうちのだれかに友達がいて、真夜中にその人のところに行き、次のよ

 うに言ったとしよう。『友よ、パンを三つ貸してください。6旅行中の友達がわたしのところに立ち寄ったが、何も出
 すものがないのです。』 7すると、その人は家の中から答えるにちがいない。『面倒をかけないでください。もう戸は

 閉めたし、子供たちはわたしのそばで寝ています。起きてあなたに何かをあげるわけにはいきません。』 8しかし、言
っておく。その人は、友達だからということでは起きて何か与えるようなことはなくても、しつように頼めば、起きて来

 て必要なものは何でも与えるであろう。9そこで、わたしは言っておく。求めなさい。そうすれば、与えられる。探し
 なさい。そうすれば、見つかる。門をたたきなさい。そうすれば、開かれる。10だれでも、求める者は受け、探す者

 は見つけ、門をたたく者には開かれる。11あなたがたの中に、魚を欲しがる子供に、魚の代わりに蛇を与える父
 親がいるだろうか。12  また、卵を欲しがるのに、さそりを与える父親がいるだろうか。13 このように、あなたがたは

悪い者でありながらも、自分の子供には良い物を与えることを知っている。まして天の父は求める者に聖霊を与
えてくださる。」

ベルゼブル論争

14イエスは悪霊を追い出しておられたが、それは口を利けなくする悪霊であった。悪霊が出て行くと、口の利け
 ない人がものを言い始めたので、群衆は驚嘆した。15しかし、中には、「あの男は悪霊の頭ベルゼブルの力で

 悪霊を追い出している」と言う者や、16  イエスを試そうとして、天からのしるしを求める者がいた。17しかし、イ
 エスは彼らの心を見抜いて言われた。「内輪で争えば、どんな国でも荒れ果て、家は重なり合って倒れてしまう。

18あなたたちは、わたしがベルゼブルの力で悪霊を追い出していると言うけれども、サタンが内輪もめすれば、ど
 うしてその国は成り立って行くだろうか。19わたしがベルゼブルの力で悪霊を追い出すのなら、あなたたちの仲間

 は何の力で追い出すのか。だから、彼ら自身があなたたちを裁く者となる。20しかし、わたしが神の指で悪霊を
 追い出しているのであれば、神の国はあなたたちのところに来ているのだ。21強い人が武装して自分の屋敷を

 守っているときには、その持ち物は安全である。22しかし、もっと強い者が襲って来てこの人に勝つと、頼みの武
 具をすべて奪い取り、分捕り品を分配する。23わたしに味方しない者はわたしに敵対し、わたしと一緒に集め

ない者は散らしている。」

汚れた霊が戻って来る

24「汚れた霊は、人から出て行くと、砂漠をうろつき、休む場所を探すが、見つからない。それで、『出て来たわが
 家に戻ろう』と言う。25  そして、戻ってみると、家は掃除をして、整えられていた。26そこで、出かけて行き、自



分よりも悪いほかの七つの霊を連れて来て、中に入り込んで、住み着く。そうなると、その人の後の状態は前より
も悪くなる。」

真の幸い

27イエスがこれらのことを話しておられると、ある女が群衆の中から声高らかに言った。「なんと幸いなことでしょう、
 あなたを宿した胎、あなたが吸った乳房は。」 28しかし、イエスは言われた。「むしろ、幸いなのは神の言葉を聞

き、それを守る人である。」

人々 はしるしを欲しがる

29群衆の数がますます増えてきたので、イエスは話し始められた。「今の時代の者たちはよこしまだ。しるしを欲し
 がるが、ヨナのしるしのほかには、しるしは与えられない。30つまり、ヨナがニネベの人々 に対してしるしとなったよ
 うに、人の子も今の時代の者たちに対してしるしとなる。31南の国の女王は、裁きの時、今の時代の者たちと

一緒に立ち上がり、彼らを罪に定めるであろう。この女王はソロモンの知恵を聞くために、地の果てから来たから
 である。ここに、ソロモンにまさるものがある。32また、ニネベの人々 は裁きの時、今の時代の者たちと一緒に立

ち上がり、彼らを罪に定めるであろう。ニネベの人々 は、ヨナの説教を聞いて悔い改めたからである。ここに、ヨナに
まさるものがある。」

体のともし火は目

33「ともし火をともして、それを穴蔵の中や、升の下に置く者はいない。入って来る人に光が見えるように、燭台
 の上に置く。34あなたの体のともし火は目である。目が澄んでいれば、あなたの全身が明るいが、濁っていれば、

 体も暗い。35  だから、あなたの中にある光が消えていないか調べなさい。36あなたの全身が明るく、少しも暗
いところがなければ、ちょうど、ともし火がその輝きであなたを照らすときのように、全身は輝いている。」

ファリサイ派の人々 と律法の専門家とを非難する

37イエスはこのように話しておられたとき、ファリサイ派の人から食事の招待を受けたので、その家に入って食事の
 席に着かれた。38  ところがその人は、イエスが食事の前にまず身を清められなかったのを見て、不審に思った。

39主は言われた。「実に、あなたたちファリサイ派の人々 は、杯や皿の外側はきれいにするが、自分の内側は強
 欲と悪意に満ちている。40  愚かな者たち、外側を造られた神は、内側もお造りになったではないか。41ただ、

 器の中にある物を人に施せ。そうすれば、あなたたちにはすべてのものが清くなる。42それにしても、あなたたちフ
ァリサイ派の人々 は不幸だ。薄荷や芸香やあらゆる野菜の十分の一は献げるが、正義の実行と神への愛はお

 ろそかにしているからだ。これこそ行うべきことである。もとより、十分の一の献げ物もおろそかにしてはならないが。
43  あなたたちファリサイ派の人々 は不幸だ。会堂では上席に着くこと、広場では挨拶されることを好むからだ。
44あなたたちは不幸だ。人目につかない墓のようなものである。その上を歩く人は気づかない。」
45そこで、律法の専門家の一人が、「先生、そんなことをおっしゃれば、わたしたちをも侮辱することになります」と

 言った。46イエスは言われた。「あなたたち律法の専門家も不幸だ。人には背負いきれない重荷を負わせなが
 ら、自分では指一本もその重荷に触れようとしないからだ。47あなたたちは不幸だ。自分の先祖が殺した預言

 者たちの墓を建てているからだ。48 こうして、あなたたちは先祖の仕業の証人となり、それに賛成している。先祖
 は殺し、あなたたちは墓を建てているからである。49だから、神の知恵もこう言っている。『わたしは預言者や使

 徒たちを遣わすが、人々 はその中のある者を殺し、ある者を迫害する。』 50 こうして、天地創造の時から流され
 たすべての預言者の血について、今の時代の者たちが責任を問われることになる。51それは、アベルの血から、

祭壇と聖所の間で殺されたゼカルヤの血にまで及ぶ。そうだ。言っておくが、今の時代の者たちはその責任を問わ
 れる。52あなたたち律法の専門家は不幸だ。知識の鍵を取り上げ、自分が入らないばかりか、入ろうとする

 人々 をも妨げてきたからだ。」 53イエスがそこを出て行かれると、律法学者やファリサイ派の人々 は激しい敵意



 を抱き、いろいろの問題でイエスに質問を浴びせ始め、54何か言葉じりをとらえようとねらっていた。

戻る
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偽善に気をつけさせる

1とかくするうちに、数えきれないほどの群衆が集まって来て、足を踏み合うほどになった。イエスは、まず弟子たち
 に話し始められた。「ファリサイ派の人々 のパン種に注意しなさい。それは偽善である。2覆われているもので現さ

 れないものはなく、隠されているもので知られずに済むものはない。3だから、あなたがたが暗闇で言ったことはみ
な、明るみで聞かれ、奥の間で耳にささやいたことは、屋根の上で言い広められる。」

恐るべき者

4「友人であるあなたがたに言っておく。体を殺しても、その後、それ以上何もできない者どもを恐れてはならない。
5だれを恐れるべきか、教えよう。それは、殺した後で、地獄に投げ込む権威を持っている方だ。そうだ。言ってお

 くが、この方を恐れなさい。6五羽の雀が二アサリオンで売られているではないか。だが、その一羽さえ、神がお
 忘れになるようなことはない。7それどころか、あなたがたの髪の毛までも一本残らず数えられている。恐れるな。

あなたがたは、たくさんの雀よりもはるかにまさっている。」

イエスの仲間であると言い表す

8「言っておくが、だれでも人々 の前で自分をわたしの仲間であると言い表す者は、人の子も神の天使たちの前
 で、その人を自分の仲間であると言い表す。9しかし、人々 の前でわたしを知らないと言う者は、神の天使たち

 の前で知らないと言われる。10人の子の悪口を言う者は皆赦される。しかし、聖霊を冒瀆する者は赦されない。
 11会堂や役人、権力者のところに連れて行かれたときは、何をどう言い訳しようか、何を言おうかなどと心配し

 てはならない。12言うべきことは、聖霊がそのときに教えてくださる。」

「愚かな金持ち」のたとえ

13  群衆の一人が言った。「先生、わたしにも遺産を分けてくれるように兄弟に言ってください。」 14イエスはその
 人に言われた。「だれがわたしを、あなたがたの裁判官や調停人に任命したのか。」 15そして、一同に言われた。

「どんな貪欲にも注意を払い、用心しなさい。有り余るほど物を持っていても、人の命は財産によってどうすること
 もできないからである。」 16  それから、イエスはたとえを話された。「ある金持ちの畑が豊作だった。17金持ちは、

 『どうしよう。作物をしまっておく場所がない』と思い巡らしたが、18やがて言った。『こうしよう。倉を壊して、もっと
 大きいのを建て、そこに穀物や財産をみなしまい、19 こう自分に言ってやるのだ。「さあ、これから先何年も生き

 て行くだけの蓄えができたぞ。ひと休みして、食べたり飲んだりして楽しめ」と。』 20しかし神は、『愚かな者よ、今
 夜、お前の命は取り上げられる。お前が用意した物は、いったいだれのものになるのか』と言われた。21自分の

ために富を積んでも、神の前に豊かにならない者はこのとおりだ。」

思い悩むな

22それから、イエスは弟子たちに言われた。「だから、言っておく。命のことで何を食べようか、体のことで何を着よ
 うかと思い悩むな。23  命は食べ物よりも大切であり、体は衣服よりも大切だ。24烏のことを考えてみなさい。

種も蒔かず、刈り入れもせず、納屋も倉も持たない。だが、神は烏を養ってくださる。あなたがたは、鳥よりもどれ
 ほど価値があることか。25あなたがたのうちのだれが、思い悩んだからといって、寿命をわずかでも延ばすことがで

 きようか。26  こんなごく小さな事さえできないのに、なぜ、ほかの事まで思い悩むのか。27野原の花がどのよう
に育つかを考えてみなさい。働きもせず紡ぎもしない。しかし、言っておく。栄華を極めたソロモンでさえ、この花の

 一つほどにも着飾ってはいなかった。28今日は野にあって、明日は炉に投げ込まれる草でさえ、神はこのように



 装ってくださる。まして、あなたがたにはなおさらのことである。信仰の薄い者たちよ。29あなたがたも、何を食べよ
 うか、何を飲もうかと考えてはならない。また、思い悩むな。30それはみな、世の異邦人が切に求めているもの

 だ。あなたがたの父は、これらのものがあなたがたに必要なことをご存じである。31ただ、神の国を求めなさい。そ
 うすれば、これらのものは加えて与えられる。32小さな群れよ、恐れるな。あなたがたの父は喜んで神の国をくだ

 さる。33自分の持ち物を売り払って施しなさい。擦り切れることのない財布を作り、尽きることのない富を天に
 積みなさい。そこは、盗人も近寄らず、虫も食い荒らさない。34あなたがたの富のあるところに、あなたがたの心

もあるのだ。」

目を覚ましている僕

35  「腰に帯を締め、ともし火をともしていなさい。36主人が婚宴から帰って来て戸をたたくとき、すぐに開けようと
 待っている人のようにしていなさい。37主人が帰って来たとき、目を覚ましているのを見られる僕たちは幸いだ。

 はっきり言っておくが、主人は帯を締めて、この僕たちを食事の席に着かせ、そばに来て給仕してくれる。38主
 人が真夜中に帰っても、夜明けに帰っても、目を覚ましているのを見られる僕たちは幸いだ。39 このことをわきま

 えていなさい。家の主人は、泥棒がいつやって来るかを知っていたら、自分の家に押し入らせはしないだろう。40
あなたがたも用意していなさい。人の子は思いがけない時に来るからである。」
41そこでペトロが、「主よ、このたとえはわたしたちのために話しておられるのですか。それとも、みんなのためです

 か」と言うと、42主は言われた。「主人が召し使いたちの上に立てて、時間どおりに食べ物を分配させることにし
 た忠実で賢い管理人は、いったいだれであろうか。43主人が帰って来たとき、言われたとおりにしているのを見ら

 れる僕は幸いである。44  確かに言っておくが、主人は彼に全財産を管理させるにちがいない。45しかし、もし
その僕が、主人の帰りは遅れると思い、下男や女中を殴ったり、食べたり飲んだり、酔うようなことになるならば、
46その僕の主人は予想しない日、思いがけない時に帰って来て、彼を厳しく罰し、不忠実な者たちと同じ目に

 遭わせる。47主人の思いを知りながら何も準備せず、あるいは主人の思いどおりにしなかった僕は、ひどく鞭打
 たれる。48しかし、知らずにいて鞭打たれるようなことをした者は、打たれても少しで済む。すべて多く与えられた

者は、多く求められ、多く任された者は、更に多く要求される。」

分裂をもたらす

49  「わたしが来たのは、地上に火を投ずるためである。その火が既に燃えていたらと、どんなに願っていることか。
50  しかし、わたしには受けねばならない洗礼がある。それが終わるまで、わたしはどんなに苦しむことだろう。51
あなたがたは、わたしが地上に平和をもたらすために来たと思うのか。そうではない。言っておくが、むしろ分裂だ。
52今から後、一つの家に五人いるならば、三人は二人と、二人は三人と対立して分かれるからである。
53父は子と、子は父と、
母は娘と、娘は母と、
しゅうとめは嫁と、嫁はしゅうとめと、
対立して分かれる。」

時を見分ける

54イエスはまた群衆にも言われた。「あなたがたは、雲が西に出るのを見るとすぐに、『にわか雨になる』と言う。
 実際そのとおりになる。55  また、南風が吹いているのを見ると、『暑くなる』と言う。事実そうなる。56偽善者

よ、このように空や地の模様を見分けることは知っているのに、どうして今の時を見分けることを知らないのか。」

訴える人と仲直りする

57  「あなたがたは、何が正しいかを、どうして自分で判断しないのか。58あなたを訴える人と一緒に役人のとこ
ろに行くときには、途中でその人と仲直りするように努めなさい。さもないと、その人はあなたを裁判官のもとに連



 れて行き、裁判官は看守に引き渡し、看守は牢に投げ込む。59言っておくが、最後の一レプトンを返すまで、
決してそこから出ることはできない。」

戻る



 ルカによる福音書13 戻る

悔い改めなければ滅びる

1  ちょうどそのとき、何人かの人が来て、ピラトがガリラヤ人の血を彼らのいけにえに混ぜたことをイエスに告げた。
2イエスはお答えになった。「そのガリラヤ人たちがそのような災難に遭ったのは、ほかのどのガリラヤ人よりも罪深

 い者だったからだと思うのか。3決してそうではない。言っておくが、あなたがたも悔い改めなければ、皆同じように
 滅びる。4また、シロアムの塔が倒れて死んだあの十八人は、エルサレムに住んでいたほかのどの人々 よりも、罪

 深い者だったと思うのか。5決してそうではない。言っておくが、あなたがたも悔い改めなければ、皆同じように滅
びる。」

「実のならないいちじくの木」のたとえ
6そして、イエスは次のたとえを話された。「ある人がぶどう園にいちじくの木を植えておき、実を探しに来たが見つ

 からなかった。7そこで、園丁に言った。『もう三年もの間、このいちじくの木に実を探しに来ているのに、見つけた
 ためしがない。だから切り倒せ。なぜ、土地をふさがせておくのか。』 8園丁は答えた。『御主人様、今年もこのま

 まにしておいてください。木の周りを掘って、肥やしをやってみます。9そうすれば、来年は実がなるかもしれません。
もしそれでもだめなら、切り倒してください。』」

安息日に、腰の曲がった婦人をいやす

10  安息日に、イエスはある会堂で教えておられた。11そこに、十八年間も病の霊に取りつかれている女がいた。
 腰が曲がったまま、どうしても伸ばすことができなかった。12イエスはその女を見て呼び寄せ、「婦人よ、病気は

 治った」と言って、13  その上に手を置かれた。女は、たちどころに腰がまっすぐになり、神を賛美した。14ところ
が会堂長は、イエスが安息日に病人をいやされたことに腹を立て、群衆に言った。「働くべき日は六日ある。その

 間に来て治してもらうがよい。安息日はいけない。」 15しかし、主は彼に答えて言われた。「偽善者たちよ、あな
 たたちはだれでも、安息日にも牛やろばを飼い葉桶から解いて、水を飲ませに引いて行くではないか。16 この女

はアブラハムの娘なのに、十八年もの間サタンに縛られていたのだ。安息日であっても、その束縛から解いてやる
 べきではなかったのか。」 17 こう言われると、反対者は皆恥じ入ったが、群衆はこぞって、イエスがなさった数々 の

すばらしい行いを見て喜んだ。

「からし種」と「パン種」のたとえ

18  そこで、イエスは言われた。「神の国は何に似ているか。何にたとえようか。19それは、からし種に似ている。
人がこれを取って庭に蒔くと、成長して木になり、その枝には空の鳥が巣を作る。」
20  また言われた。「神の国を何にたとえようか。21パン種に似ている。女がこれを取って三サトンの粉に混ぜる
と、やがて全体が膨れる。」

狭い戸口

22  イエスは町や村を巡って教えながら、エルサレムへ向かって進んでおられた。23すると、「主よ、救われる者は
 少ないのでしょうか」と言う人がいた。イエスは一同に言われた。24「狭い戸口から入るように努めなさい。言って

 おくが、入ろうとしても入れない人が多いのだ。25家の主人が立ち上がって、戸を閉めてしまってからでは、あな
たがたが外に立って戸をたたき、『御主人様、開けてください』と言っても、『お前たちがどこの者か知らない』という

 答えが返ってくるだけである。26そのとき、あなたがたは、『御一緒に食べたり飲んだりしましたし、また、わたした
 ちの広場でお教えを受けたのです』と言いだすだろう。27しかし主人は、『お前たちがどこの者か知らない。不義

 を行う者ども、皆わたしから立ち去れ』と言うだろう。28あなたがたは、アブラハム、イサク、ヤコブやすべての預言



 者たちが神の国に入っているのに、自分は外に投げ出されることになり、そこで泣きわめいて歯ぎしりする。29そ
 して人々 は、東から西から、また南から北から来て、神の国で宴会の席に着く。30そこでは、後の人で先になる

者があり、先の人で後になる者もある。」

エルサレムのために嘆く

31ちょうどそのとき、ファリサイ派の人々 が何人か近寄って来て、イエスに言った。「ここを立ち去ってください。ヘロ
 デがあなたを殺そうとしています。」 32イエスは言われた。「行って、あの狐に、『今日も明日も、悪霊を追い出し、

 病気をいやし、三日目にすべてを終える』とわたしが言ったと伝えなさい。33だが、わたしは今日も明日も、その
 次の日も自分の道を進まねばならない。預言者がエルサレム以外の所で死ぬことは、ありえないからだ。34エル

サレム、エルサレム、預言者たちを殺し、自分に遣わされた人々 を石で打ち殺す者よ、めん鳥が雛を羽の下に集
 めるように、わたしはお前の子らを何度集めようとしたことか。だが、お前たちは応じようとしなかった。35見よ、お

前たちの家は見捨てられる。言っておくが、お前たちは、『主の名によって来られる方に、祝福があるように』と言う
時が来るまで、決してわたしを見ることがない。」

戻る



 ルカによる福音書14 戻る

安息日に水腫の人をいやす

1安息日のことだった。イエスは食事のためにファリサイ派のある議員の家にお入りになったが、人々 はイエスの様
 子をうかがっていた。2  そのとき、イエスの前に水腫を患っている人がいた。3そこで、イエスは律法の専門家たち

 やファリサイ派の人々 に言われた。「安息日に病気を治すことは律法で許されているか、いないか。」 4彼らは黙
 っていた。すると、イエスは病人の手を取り、病気をいやしてお帰しになった。5そして、言われた。「あなたたちの

中に、自分の息子か牛が井戸に落ちたら、安息日だからといって、すぐに引き上げてやらない者がいるだろうか。」
6彼らは、これに対して答えることができなかった。

客と招待する者への教訓

7  イエスは、招待を受けた客が上席を選ぶ様子に気づいて、彼らにたとえを話された。8「婚宴に招待されたら、
 上席に着いてはならない。あなたよりも身分の高い人が招かれており、9あなたやその人を招いた人が来て、『こ

 の方に席を譲ってください』と言うかもしれない。そのとき、あなたは恥をかいて末席に着くことになる。10招待を
受けたら、むしろ末席に行って座りなさい。そうすると、あなたを招いた人が来て、『さあ、もっと上席に進んでくださ

 い』と言うだろう。そのときは、同席の人みんなの前で面目を施すことになる。11だれでも高ぶる者は低くされ、
 へりくだる者は高められる。」 12また、イエスは招いてくれた人にも言われた。「昼食や夕食の会を催すときには、

友人も、兄弟も、親類も、近所の金持ちも呼んではならない。その人たちも、あなたを招いてお返しをするかも知
 れないからである。13宴会を催すときには、むしろ、貧しい人、体の不自由な人、足の不自由な人、目の見え

 ない人を招きなさい。14そうすれば、その人たちはお返しができないから、あなたは幸いだ。正しい者たちが復活
するとき、あなたは報われる。」

「大宴会」のたとえ

15食事を共にしていた客の一人は、これを聞いてイエスに、「神の国で食事をする人は、なんと幸いなことでしょ
 う」と言った。16  そこで、イエスは言われた。「ある人が盛大な宴会を催そうとして、大勢の人を招き、17宴会

 の時刻になったので、僕を送り、招いておいた人々 に、『もう用意ができましたから、おいでください』と言わせた。
18すると皆、次々 に断った。最初の人は、『畑を買ったので、見に行かねばなりません。どうか、失礼させてくださ

 い』と言った。19ほかの人は、『牛を二頭ずつ五組買ったので、それを調べに行くところです。どうか、失礼させて
 ください』と言った。20  また別の人は、『妻を迎えたばかりなので、行くことができません』と言った。21僕は帰っ

て、このことを主人に報告した。すると、家の主人は怒って、僕に言った。『急いで町の広場や路地へ出て行き、
 貧しい人、体の不自由な人、目の見えない人、足の不自由な人をここに連れて来なさい。』 22やがて、僕が、

 『御主人様、仰せのとおりにいたしましたが、まだ席があります』と言うと、23主人は言った。『通りや小道に出て
 行き、無理にでも人々 を連れて来て、この家をいっぱいにしてくれ。24言っておくが、あの招かれた人たちの中で、

わたしの食事を味わう者は一人もいない。』」

弟子の条件

25  大勢の群衆が一緒について来たが、イエスは振り向いて言われた。26「もし、だれかがわたしのもとに来ると
しても、父、母、妻、子供、兄弟、姉妹を、更に自分の命であろうとも、これを憎まないなら、わたしの弟子では

 ありえない。27  自分の十字架を背負ってついて来る者でなければ、だれであれ、わたしの弟子ではありえない。
28あなたがたのうち、塔を建てようとするとき、造り上げるのに十分な費用があるかどうか、まず腰をすえて計算

 しない者がいるだろうか。29  そうしないと、土台を築いただけで完成できず、見ていた人々 は皆あざけって、30



 『あの人は建て始めたが、完成することはできなかった』と言うだろう。31また、どんな王でも、ほかの王と戦いに
行こうとするときは、二万の兵を率いて進軍して来る敵を、自分の一万の兵で迎え撃つことができるかどうか、ま

 ず腰をすえて考えてみないだろうか。32もしできないと分かれば、敵がまだ遠方にいる間に使節を送って、和を
 求めるだろう。33だから、同じように、自分の持ち物を一切捨てないならば、あなたがたのだれ一人としてわたし

の弟子ではありえない。」

塩気のなくなった塩

34  「確かに塩は良いものだ。だが、塩も塩気がなくなれば、その塩は何によって味が付けられようか。35畑にも
肥料にも、役立たず、外に投げ捨てられるだけだ。聞く耳のある者は聞きなさい。」

戻る



 ルカによる福音書15 戻る

「見失った羊」のたとえ

1  徴税人や罪人が皆、話を聞こうとしてイエスに近寄って来た。2すると、ファリサイ派の人々 や律法学者たち
 は、「この人は罪人たちを迎えて、食事まで一緒にしている」と不平を言いだした。3そこで、イエスは次のたとえを

 話された。4「あなたがたの中に、百匹の羊を持っている人がいて、その一匹を見失ったとすれば、九十九匹を野
 原に残して、見失った一匹を見つけ出すまで捜し回らないだろうか。5そして、見つけたら、喜んでその羊を担い

 で、6家に帰り、友達や近所の人々 を呼び集めて、『見失った羊を見つけたので、一緒に喜んでください』と言う
 であろう。7言っておくが、このように、悔い改める一人の罪人については、悔い改める必要のない九十九人の

正しい人についてよりも大きな喜びが天にある。」

「無くした銀貨」のたとえ

8「あるいは、ドラクメ銀貨を十枚持っている女がいて、その一枚を無くしたとすれば、ともし火をつけ、家を掃き、
 見つけるまで念を入れて捜さないだろうか。9そして、見つけたら、友達や近所の女たちを呼び集めて、『無くした

 銀貨を見つけましたから、一緒に喜んでください』と言うであろう。10言っておくが、このように、一人の罪人が悔
い改めれば、神の天使たちの間に喜びがある。」

「放蕩息子」のたとえ

11  また、イエスは言われた。「ある人に息子が二人いた。12弟の方が父親に、『お父さん、わたしが頂くことに
 なっている財産の分け前をください』と言った。それで、父親は財産を二人に分けてやった。13何日もたたないう

ちに、下の息子は全部を金に換えて、遠い国に旅立ち、そこで放蕩の限りを尽くして、財産を無駄遣いしてしまっ
 た。14  何もかも使い果たしたとき、その地方にひどい飢饉が起こって、彼は食べるにも困り始めた。15それで、

 その地方に住むある人のところに身を寄せたところ、その人は彼を畑にやって豚の世話をさせた。16彼は豚の食
 べるいなご豆を食べてでも腹を満たしたかったが、食べ物をくれる人はだれもいなかった。17そこで、彼は我に返

って言った。『父のところでは、あんなに大勢の雇い人に、有り余るほどパンがあるのに、わたしはここで飢え死にし
 そうだ。18 ここをたち、父のところに行って言おう。「お父さん、わたしは天に対しても、またお父さんに対しても罪

 を犯しました。19  もう息子と呼ばれる資格はありません。雇い人の一人にしてください」と。』 20そして、彼はそ
こをたち、父親のもとに行った。ところが、まだ遠く離れていたのに、父親は息子を見つけて、憐れに思い、走り寄

 って首を抱き、接吻した。21息子は言った。『お父さん、わたしは天に対しても、またお父さんに対しても罪を犯
 しました。もう息子と呼ばれる資格はありません。』 22しかし、父親は僕たちに言った。『急いでいちばん良い服

 を持って来て、この子に着せ、手に指輪をはめてやり、足に履物を履かせなさい。23それから、肥えた子牛を連
 れて来て屠りなさい。食べて祝おう。24 この息子は、死んでいたのに生き返り、いなくなっていたのに見つかった

からだ。』そして、祝宴を始めた。

25  ところで、兄の方は畑にいたが、家の近くに来ると、音楽や踊りのざわめきが聞こえてきた。26そこで、僕の
 一人を呼んで、これはいったい何事かと尋ねた。27僕は言った。『弟さんが帰って来られました。無事な姿で迎

 えたというので、お父上が肥えた子牛を屠られたのです。』 28兄は怒って家に入ろうとはせず、父親が出て来て
 なだめた。29しかし、兄は父親に言った。『このとおり、わたしは何年もお父さんに仕えています。言いつけに背い

たことは一度もありません。それなのに、わたしが友達と宴会をするために、子山羊一匹すらくれなかったではあり
 ませんか。30ところが、あなたのあの息子が、娼婦どもと一緒にあなたの身上を食いつぶして帰って来ると、肥え

 た子牛を屠っておやりになる。』 31すると、父親は言った。『子よ、お前はいつもわたしと一緒にいる。わたしのも
 のは全部お前のものだ。32だが、お前のあの弟は死んでいたのに生き返った。いなくなっていたのに見つかったの

だ。祝宴を開いて楽しみ喜ぶのは当たり前ではないか。』」
戻る



 ルカによる福音書16 戻る

「不正な管理人」のたとえ

1イエスは、弟子たちにも次のように言われた。「ある金持ちに一人の管理人がいた。この男が主人の財産を無
 駄遣いしていると、告げ口をする者があった。2そこで、主人は彼を呼びつけて言った。『お前について聞いている

 ことがあるが、どうなのか。会計の報告を出しなさい。もう管理を任せておくわけにはいかない。』 3管理人は考え
た。『どうしようか。主人はわたしから管理の仕事を取り上げようとしている。土を掘る力もないし、物乞いをするの

 も恥ずかしい。4そうだ。こうしよう。管理の仕事をやめさせられても、自分を家に迎えてくれるような者たちを作
 ればいいのだ。』 5そこで、管理人は主人に借りのある者を一人一人呼んで、まず最初の人に、『わたしの主人

 にいくら借りがあるのか』と言った。6『油百バトス』と言うと、管理人は言った。『これがあなたの証文だ。急いで、
 腰を掛けて、五十バトスと書き直しなさい。』 7また別の人には、『あなたは、いくら借りがあるのか』と言った。『小

 麦百コロス』と言うと、管理人は言った。『これがあなたの証文だ。八十コロスと書き直しなさい。』 8主人は、こ
の不正な管理人の抜け目のないやり方をほめた。この世の子らは、自分の仲間に対して、光の子らよりも賢くふ

 るまっている。9そこで、わたしは言っておくが、不正にまみれた富で友達を作りなさい。そうしておけば、金がなく
 なったとき、あなたがたは永遠の住まいに迎え入れてもらえる。10ごく小さな事に忠実な者は、大きな事にも忠

 実である。ごく小さな事に不忠実な者は、大きな事にも不忠実である。11だから、不正にまみれた富について
 忠実でなければ、だれがあなたがたに本当に価値あるものを任せるだろうか。12また、他人のものについて忠実

 でなければ、だれがあなたがたのものを与えてくれるだろうか。13どんな召し使いも二人の主人に仕えることはで
きない。一方を憎んで他方を愛するか、一方に親しんで他方を軽んじるか、どちらかである。あなたがたは、神と
富とに仕えることはできない。」

律法と神の国

14  金に執着するファリサイ派の人々 が、この一部始終を聞いて、イエスをあざ笑った。15そこで、イエスは言わ
れた。「あなたたちは人に自分の正しさを見せびらかすが、神はあなたたちの心をご存じである。人に尊ばれるもの

 は、神には忌み嫌われるものだ。16律法と預言者は、ヨハネの時までである。それ以来、神の国の福音が告げ
 知らされ、だれもが力ずくでそこに入ろうとしている。17しかし、律法の文字の一画がなくなるよりは、天地の消

 えうせる方が易しい。18妻を離縁して他の女を妻にする者はだれでも、姦通の罪を犯すことになる。離縁された
女を妻にする者も姦通の罪を犯すことになる。」

金持ちとラザロ

19  「ある金持ちがいた。いつも紫の衣や柔らかい麻布を着て、毎日ぜいたくに遊び暮らしていた。20 この金持ち
 の門前に、ラザロというできものだらけの貧しい人が横たわり、21その食卓から落ちる物で腹を満たしたいものだ

 と思っていた。犬もやって来ては、そのできものをなめた。22やがて、この貧しい人は死んで、天使たちによって宴
 席にいるアブラハムのすぐそばに連れて行かれた。金持ちも死んで葬られた。23そして、金持ちは陰府でさいなま

 れながら目を上げると、宴席でアブラハムとそのすぐそばにいるラザロとが、はるかかなたに見えた。24そこで、大
声で言った。『父アブラハムよ、わたしを憐れんでください。ラザロをよこして、指先を水に浸し、わたしの舌を冷やさ

 せてください。わたしはこの炎の中でもだえ苦しんでいます。』 25しかし、アブラハムは言った。『子よ、思い出して
みるがよい。お前は生きている間に良いものをもらっていたが、ラザロは反対に悪いものをもらっていた。今は、ここ

 で彼は慰められ、お前はもだえ苦しむのだ。26そればかりか、わたしたちとお前たちの間には大きな淵があって、
 ここからお前たちの方へ渡ろうとしてもできないし、そこからわたしたちの方に越えて来ることもできない。』 27金持

 ちは言った。『父よ、ではお願いです。わたしの父親の家にラザロを遣わしてください。28わたしには兄弟が五人
 います。あの者たちまで、こんな苦しい場所に来ることのないように、よく言い聞かせてください。』 29しかし、アブ



 ラハムは言った。『お前の兄弟たちにはモーセと預言者がいる。彼らに耳を傾けるがよい。』 30金持ちは言った。
 『いいえ、父アブラハムよ、もし、死んだ者の中からだれかが兄弟のところに行ってやれば、悔い改めるでしょう。』

31アブラハムは言った。『もし、モーセと預言者に耳を傾けないのなら、たとえ死者の中から生き返る者があっても、
その言うことを聞き入れはしないだろう。』」

戻る



 ルカによる福音書17 戻る

赦し、信仰、奉仕

1  イエスは弟子たちに言われた。「つまずきは避けられない。だが、それをもたらす者は不幸である。2そのような
者は、これらの小さい者の一人をつまずかせるよりも、首にひき臼を懸けられて、海に投げ込まれてしまう方がまし

 である。3あなたがたも気をつけなさい。もし兄弟が罪を犯したら、戒めなさい。そして、悔い改めれば、赦してや
 りなさい。4一日に七回あなたに対して罪を犯しても、七回、『悔い改めます』と言ってあなたのところに来るなら、

赦してやりなさい。」

5  使徒たちが、「わたしどもの信仰を増してください」と言ったとき、6主は言われた。「もしあなたがたにからし種
一粒ほどの信仰があれば、この桑の木に、『抜け出して海に根を下ろせ』と言っても、言うことを聞くであろう。
7あなたがたのうちだれかに、畑を耕すか羊を飼うかする僕がいる場合、その僕が畑から帰って来たとき、『すぐ来

 て食事の席に着きなさい』と言う者がいるだろうか。8むしろ、『夕食の用意をしてくれ。腰に帯を締め、わたしが
 食事を済ますまで給仕してくれ。お前はその後で食事をしなさい』と言うのではなかろうか。9命じられたことを果

 たしたからといって、主人は僕に感謝するだろうか。10あなたがたも同じことだ。自分に命じられたことをみな果た
したら、『わたしどもは取るに足りない僕です。しなければならないことをしただけです』と言いなさい。」

重い皮膚病を患っている十人の人をいやす

11  イエスはエルサレムへ上る途中、サマリアとガリラヤの間を通られた。12ある村に入ると、重い皮膚病を患っ
 ている十人の人が出迎え、遠くの方に立ち止まったまま、13声を張り上げて、「イエスさま、先生、どうか、わたし

 たちを憐れんでください」と言った。14イエスは重い皮膚病を患っている人たちを見て、「祭司たちのところに行っ
 て、体を見せなさい」と言われた。彼らは、そこへ行く途中で清くされた。15その中の一人は、自分がいやされた

 のを知って、大声で神を賛美しながら戻って来た。16そして、イエスの足もとにひれ伏して感謝した。この人はサ
 マリア人だった。17そこで、イエスは言われた。「清くされたのは十人ではなかったか。ほかの九人はどこにいるの

 か。18  この外国人のほかに、神を賛美するために戻って来た者はいないのか。」 19それから、イエスはその人に
言われた。「立ち上がって、行きなさい。あなたの信仰があなたを救った。」

神の国が来る

20ファリサイ派の人々 が、神の国はいつ来るのかと尋ねたので、イエスは答えて言われた。「神の国は、見える形
 では来ない。21  『ここにある』『あそこにある』と言えるものでもない。実に、神の国はあなたがたの間にあるのだ。」

22それから、イエスは弟子たちに言われた。「あなたがたが、人の子の日を一日だけでも見たいと望む時が来る。
 しかし、見ることはできないだろう。23『見よ、あそこだ』『見よ、ここだ』と人々 は言うだろうが、出て行ってはならな

 い。また、その人々 の後を追いかけてもいけない。24稲妻がひらめいて、大空の端から端へと輝くように、人の
 子もその日に現れるからである。25しかし、人の子はまず必ず、多くの苦しみを受け、今の時代の者たちから排

 斥されることになっている。26  ノアの時代にあったようなことが、人の子が現れるときにも起こるだろう。27 ノアが
箱舟に入るその日まで、人々 は食べたり飲んだり、めとったり嫁いだりしていたが、洪水が襲って来て、一人残ら

 ず滅ぼしてしまった。28ロトの時代にも同じようなことが起こった。人々 は食べたり飲んだり、買ったり売ったり、
 植えたり建てたりしていたが、29ロトがソドムから出て行ったその日に、火と硫黄が天から降ってきて、一人残ら

 ず滅ぼしてしまった。30  人の子が現れる日にも、同じことが起こる。31その日には、屋上にいる者は、家の中
に家財道具があっても、それを取り出そうとして下に降りてはならない。同じように、畑にいる者も帰ってはならな

 い。32  ロトの妻のことを思い出しなさい。33自分の命を生かそうと努める者は、それを失い、それを失う者は、
 かえって保つのである。34言っておくが、その夜一つの寝室に二人の男が寝ていれば、一人は連れて行かれ、



 他の一人は残される。35二人の女が一緒に臼をひいていれば、一人は連れて行かれ、他の一人は残され
 る。」 36†17.36  畑に二人の男がいれば、一人は連れて行かれ、他の一人は残される。37そこで弟子たちが、

「主よ、それはどこで起こるのですか」と言った。イエスは言われた。「死体のある所には、はげ鷹も集まるものだ。」

戻る
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「やもめと裁判官」のたとえ

1  イエスは、気を落とさずに絶えず祈らなければならないことを教えるために、弟子たちにたとえを話された。2「あ
 る町に、神を畏れず人を人とも思わない裁判官がいた。3ところが、その町に一人のやもめがいて、裁判官のと

 ころに来ては、『相手を裁いて、わたしを守ってください』と言っていた。4裁判官は、しばらくの間は取り合おうと
 しなかった。しかし、その後に考えた。『自分は神など畏れないし、人を人とも思わない。5しかし、あのやもめは、

うるさくてかなわないから、彼女のために裁判をしてやろう。さもないと、ひっきりなしにやって来て、わたしをさんざん
 な目に遭わすにちがいない。』」 6  それから、主は言われた。「この不正な裁判官の言いぐさを聞きなさい。7まし

て神は、昼も夜も叫び求めている選ばれた人たちのために裁きを行わずに、彼らをいつまでもほうっておかれること
 があろうか。8言っておくが、神は速やかに裁いてくださる。しかし、人の子が来るとき、果たして地上に信仰を見

いだすだろうか。」

「ファリサイ派の人と徴税人」のたとえ

9  自分は正しい人間だとうぬぼれて、他人を見下している人々 に対しても、イエスは次のたとえを話された。10
 「二人の人が祈るために神殿に上った。一人はファリサイ派の人で、もう一人は徴税人だった。11ファリサイ派

の人は立って、心の中でこのように祈った。『神様、わたしはほかの人たちのように、奪い取る者、不正な者、姦通
 を犯す者でなく、また、この徴税人のような者でもないことを感謝します。12わたしは週に二度断食し、全収入

 の十分の一を献げています。』 13ところが、徴税人は遠くに立って、目を天に上げようともせず、胸を打ちながら
 言った。『神様、罪人のわたしを憐れんでください。』 14言っておくが、義とされて家に帰ったのは、この人であって、

あのファリサイ派の人ではない。だれでも高ぶる者は低くされ、へりくだる者は高められる。」

子供を祝福する

15  イエスに触れていただくために、人々 は乳飲み子までも連れて来た。弟子たちは、これを見て叱った。16しか
し、イエスは乳飲み子たちを呼び寄せて言われた。「子供たちをわたしのところに来させなさい。妨げてはならない。

 神の国はこのような者たちのものである。17はっきり言っておく。子供のように神の国を受け入れる人でなければ、
決してそこに入ることはできない。」

金持ちの議員

18  ある議員がイエスに、「善い先生、何をすれば永遠の命を受け継ぐことができるでしょうか」と尋ねた。19イエ
 スは言われた。「なぜ、わたしを『善い』と言うのか。神おひとりのほかに、善い者はだれもいない。20『姦淫する

 な、殺すな、盗むな、偽証するな、父母を敬え』という掟をあなたは知っているはずだ。」 21すると議員は、「そう
 いうことはみな、子供の時から守ってきました」と言った。22 これを聞いて、イエスは言われた。「あなたに欠けてい

るものがまだ一つある。持っている物をすべて売り払い、貧しい人々 に分けてやりなさい。そうすれば、天に富を積
 むことになる。それから、わたしに従いなさい。」 23しかし、その人はこれを聞いて非常に悲しんだ。大変な金持ち

だったからである。

24イエスは、議員が非常に悲しむのを見て、言われた。「財産のある者が神の国に入るのは、なんと難しいこと
 か。25  金持ちが神の国に入るよりも、らくだが針の穴を通る方がまだ易しい。」 26 これを聞いた人々 が、「それ

 では、だれが救われるのだろうか」と言うと、27  イエスは、「人間にはできないことも、神にはできる」と言われた。
28  するとペトロが、「このとおり、わたしたちは自分の物を捨ててあなたに従って参りました」と言った。29イエスは

 言われた。「はっきり言っておく。神の国のために、家、妻、兄弟、両親、子供を捨てた者はだれでも、30 この世



ではその何倍もの報いを受け、後の世では永遠の命を受ける。」

イエス、三度死と復活を予告する

31イエスは、十二人を呼び寄せて言われた。「今、わたしたちはエルサレムへ上って行く。人の子について預言者
 が書いたことはみな実現する。32人の子は異邦人に引き渡されて、侮辱され、乱暴な仕打ちを受け、唾をか

 けられる。33  彼らは人の子を、鞭打ってから殺す。そして、人の子は三日目に復活する。」 34十二人はこれら
のことが何も分からなかった。彼らにはこの言葉の意味が隠されていて、イエスの言われたことが理解できなかった
のである。

エリコの近くで盲人をいやす

35  イエスがエリコに近づかれたとき、ある盲人が道端に座って物乞いをしていた。36群衆が通って行くのを耳に
 して、「これは、いったい何事ですか」と尋ねた。37  「ナザレのイエスのお通りだ」と知らせると、38彼は、「ダビデの

 子イエスよ、わたしを憐れんでください」と叫んだ。39先に行く人々 が叱りつけて黙らせようとしたが、ますます、
 「ダビデの子よ、わたしを憐れんでください」と叫び続けた。40イエスは立ち止まって、盲人をそばに連れて来るよ

 うに命じられた。彼が近づくと、イエスはお尋ねになった。41「何をしてほしいのか。」盲人は、「主よ、目が見える
 ようになりたいのです」と言った。42そこで、イエスは言われた。「見えるようになれ。あなたの信仰があなたを救っ

 た。」 43盲人はたちまち見えるようになり、神をほめたたえながら、イエスに従った。これを見た民衆は、こぞって神
を賛美した。

戻る
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徴税人ザアカイ

1  イエスはエリコに入り、町を通っておられた。2そこにザアカイという人がいた。この人は徴税人の頭で、金持ち
 であった。3  イエスがどんな人か見ようとしたが、背が低かったので、群衆に遮られて見ることができなかった。4そ

れで、イエスを見るために、走って先回りし、いちじく桑の木に登った。そこを通り過ぎようとしておられたからである。
 5イエスはその場所に来ると、上を見上げて言われた。「ザアカイ、急いで降りて来なさい。今日は、ぜひあなた

 の家に泊まりたい。」 6  ザアカイは急いで降りて来て、喜んでイエスを迎えた。7 これを見た人たちは皆つぶやいた。
 「あの人は罪深い男のところに行って宿をとった。」 8しかし、ザアカイは立ち上がって、主に言った。「主よ、わたし

 は財産の半分を貧しい人々 に施します。また、だれかから何かだまし取っていたら、それを四倍にして返します。」
9  イエスは言われた。「今日、救いがこの家を訪れた。この人もアブラハムの子なのだから。10人の子は、失われ
たものを捜して救うために来たのである。」

「ムナ」のたとえ

11 人々 がこれらのことに聞き入っているとき、イエスは更に一つのたとえを話された。エルサレムに近づいておられ、
 それに、人々 が神の国はすぐにも現れるものと思っていたからである。12イエスは言われた。「ある立派な家柄の

 人が、王の位を受けて帰るために、遠い国へ旅立つことになった。13そこで彼は、十人の僕を呼んで十ムナの
 金を渡し、『わたしが帰って来るまで、これで商売をしなさい』と言った。14しかし、国民は彼を憎んでいたので、

 後から使者を送り、『我々 はこの人を王にいただきたくない』と言わせた。15さて、彼は王の位を受けて帰って来
 ると、金を渡しておいた僕を呼んで来させ、どれだけ利益を上げたかを知ろうとした。16最初の者が進み出て、

 『御主人様、あなたの一ムナで十ムナもうけました』と言った。17主人は言った。『良い僕だ。よくやった。お前は
 ごく小さな事に忠実だったから、十の町の支配権を授けよう。』 18二番目の者が来て、『御主人様、あなたの

 一ムナで五ムナ稼ぎました』と言った。19  主人は、『お前は五つの町を治めよ』と言った。20また、ほかの者が
 来て言った。『御主人様、これがあなたの一ムナです。布に包んでしまっておきました。21あなたは預けないもの

 も取り立て、蒔かないものも刈り取られる厳しい方なので、恐ろしかったのです。』 22主人は言った。『悪い僕だ。
その言葉のゆえにお前を裁こう。わたしが預けなかったものも取り立て、蒔かなかったものも刈り取る厳しい人間だ

 と知っていたのか。23ではなぜ、わたしの金を銀行に預けなかったのか。そうしておけば、帰って来たとき、利息付
 きでそれを受け取れたのに。』 24そして、そばに立っていた人々 に言った。『その一ムナをこの男から取り上げて、

 十ムナ持っている者に与えよ。』 25  僕たちが、『御主人様、あの人は既に十ムナ持っています』と言うと、26主
人は言った。『言っておくが、だれでも持っている人は、更に与えられるが、持っていない人は、持っているものまで

 も取り上げられる。27ところで、わたしが王になるのを望まなかったあの敵どもを、ここに引き出して、わたしの目
の前で打ち殺せ。』」

エルサレムに迎えられる

28  イエスはこのように話してから、先に立って進み、エルサレムに上って行かれた。29そして、「オリーブ畑」と呼ば
 れる山のふもとにあるベトファゲとベタニアに近づいたとき、二人の弟子を使いに出そうとして、30言われた。「向

こうの村へ行きなさい。そこに入ると、まだだれも乗ったことのない子ろばのつないであるのが見つかる。それをほど
 いて、引いて来なさい。31もし、だれかが、『なぜほどくのか』と尋ねたら、『主がお入り用なのです』と言いなさ

 い。」 32  使いに出された者たちが出かけて行くと、言われたとおりであった。33ろばの子をほどいていると、その
 持ち主たちが、「なぜ、子ろばをほどくのか」と言った。34  二人は、「主がお入り用なのです」と言った。35そして、

 子ろばをイエスのところに引いて来て、その上に自分の服をかけ、イエスをお乗せした。36イエスが進んで行かれ
ると、人々 は自分の服を道に敷いた。



37イエスがオリーブ山の下り坂にさしかかられたとき、弟子の群れはこぞって、自分の見たあらゆる奇跡のことで
喜び、声高らかに神を賛美し始めた。
38「主の名によって来られる方、王に、
祝福があるように。
天には平和、
いと高きところには栄光。」
39すると、ファリサイ派のある人々 が、群衆の中からイエスに向かって、「先生、お弟子たちを叱ってください」と言

 った。40イエスはお答えになった。「言っておくが、もしこの人たちが黙れば、石が叫びだす。」
41  エルサレムに近づき、都が見えたとき、イエスはその都のために泣いて、42言われた。「もしこの日に、お前も

……  平和への道をわきまえていたなら 。しかし今は、それがお前には見えない。43やがて時が来て、敵が周り
 に堡塁を築き、お前を取り巻いて四方から攻め寄せ、44お前とそこにいるお前の子らを地にたたきつけ、お前の

中の石を残らず崩してしまうだろう。それは、神の訪れてくださる時をわきまえなかったからである。」

神殿から商人を追い出す

45  それから、イエスは神殿の境内に入り、そこで商売をしていた人々 を追い出し始めて、46彼らに言われた。
「こう書いてある。
『わたしの家は、祈りの家でなければならない。』
ところが、あなたたちはそれを強盗の巣にした。」
47  毎日、イエスは境内で教えておられた。祭司長、律法学者、民の指導者たちは、イエスを殺そうと謀ったが、
48どうすることもできなかった。民衆が皆、夢中になってイエスの話に聞き入っていたからである。

戻る
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権威についての問答

1ある日、イエスが神殿の境内で民衆に教え、福音を告げ知らせておられると、祭司長や律法学者たちが、長
 老たちと一緒に近づいて来て、2言った。「我々 に言いなさい。何の権威でこのようなことをしているのか。その権

 威を与えたのはだれか。」 3  イエスはお答えになった。「では、わたしも一つ尋ねるから、それに答えなさい。4ヨハ
 ネの洗礼は、天からのものだったか、それとも、人からのものだったか。」 5彼らは相談した。「『天からのものだ』と

 言えば、『では、なぜヨハネを信じなかったのか』と言うだろう。6『人からのものだ』と言えば、民衆はこぞって我々
 を石で殺すだろう。ヨハネを預言者だと信じ込んでいるのだから。」 7そこで彼らは、「どこからか、分からない」と答

 えた。8すると、イエスは言われた。「それなら、何の権威でこのようなことをするのか、わたしも言うまい。」

「ぶどう園と農夫」のたとえ

9イエスは民衆にこのたとえを話し始められた。「ある人がぶどう園を作り、これを農夫たちに貸して長い旅に出た。
 10収穫の時になったので、ぶどう園の収穫を納めさせるために、僕を農夫たちのところへ送った。ところが、農夫

 たちはこの僕を袋だたきにして、何も持たせないで追い返した。11そこでまた、ほかの僕を送ったが、農夫たちは
 この僕をも袋だたきにし、侮辱して何も持たせないで追い返した。12更に三人目の僕を送ったが、これにも傷を

 負わせてほうり出した。13そこで、ぶどう園の主人は言った。『どうしようか。わたしの愛する息子を送ってみよう。
 この子ならたぶん敬ってくれるだろう。』 14農夫たちは息子を見て、互いに論じ合った。『これは跡取りだ。殺して

 しまおう。そうすれば、相続財産は我々 のものになる。』 15そして、息子をぶどう園の外にほうり出して、殺してし
 まった。さて、ぶどう園の主人は農夫たちをどうするだろうか。16戻って来て、この農夫たちを殺し、ぶどう園をほ

 かの人たちに与えるにちがいない。」彼らはこれを聞いて、「そんなことがあってはなりません」と言った。17イエスは
彼らを見つめて言われた。「それでは、こう書いてあるのは、何の意味か。
『家を建てる者の捨てた石、
これが隅の親石となった。』
18その石の上に落ちる者はだれでも打ち砕かれ、その石がだれかの上に落ちれば、その人は押しつぶされてしま

 う。」 19そのとき、律法学者たちや祭司長たちは、イエスが自分たちに当てつけてこのたとえを話されたと気づい
たので、イエスに手を下そうとしたが、民衆を恐れた。

皇帝への税金

20そこで、機会をねらっていた彼らは、正しい人を装う回し者を遣わし、イエスの言葉じりをとらえ、総督の支配
 と権力にイエスを渡そうとした。21回し者らはイエスに尋ねた。「先生、わたしたちは、あなたがおっしゃることも、

 教えてくださることも正しく、また、えこひいきなしに、真理に基づいて神の道を教えておられることを知っています。
22  ところで、わたしたちが皇帝に税金を納めるのは、律法に適っているでしょうか、適っていないでしょうか。」 23

 イエスは彼らのたくらみを見抜いて言われた。24「デナリオン銀貨を見せなさい。そこには、だれの肖像と銘がある
 か。」彼らが「皇帝のものです」と言うと、25イエスは言われた。「それならば、皇帝のものは皇帝に、神のものは

 神に返しなさい。」 26彼らは民衆の前でイエスの言葉じりをとらえることができず、その答えに驚いて黙ってしまっ
た。

復活についての問答

27  さて、復活があることを否定するサドカイ派の人々 が何人か近寄って来て、イエスに尋ねた。28「先生、モー
セはわたしたちのために書いています。『ある人の兄が妻をめとり、子がなくて死んだ場合、その弟は兄嫁と結婚し



 て、兄の跡継ぎをもうけねばならない』と。29ところで、七人の兄弟がいました。長男が妻を迎えましたが、子が
 ないまま死にました。30  次男、31三男と次々 にこの女を妻にしましたが、七人とも同じように子供を残さない

 で死にました。32  最後にその女も死にました。33すると復活の時、その女はだれの妻になるのでしょうか。七人
 ともその女を妻にしたのです。」 34  イエスは言われた。「この世の子らはめとったり嫁いだりするが、35次の世に

 入って死者の中から復活するのにふさわしいとされた人々 は、めとることも嫁ぐこともない。36 この人たちは、もは
 や死ぬことがない。天使に等しい者であり、復活にあずかる者として、神の子だからである。37死者が復活する

 ことは、モーセも『柴』の個所で、主をアブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神と呼んで、示している。38神は死
 んだ者の神ではなく、生きている者の神なのだ。すべての人は、神によって生きているからである。」 39そこで、律

 法学者の中には、「先生、立派なお答えです」と言う者もいた。40彼らは、もはや何もあえて尋ねようとはしな
かった。

ダビデの子についての問答

41  イエスは彼らに言われた。「どうして人々 は、『メシアはダビデの子だ』と言うのか。42ダビデ自身が詩編の中
で言っている。
『主は、わたしの主にお告げになった。
「わたしの右の座に着きなさい。
43わたしがあなたの敵を
あなたの足台とするときまで」と。』
44 このようにダビデがメシアを主と呼んでいるのに、どうしてメシアがダビデの子なのか。」

律法学者を非難する

45  民衆が皆聞いているとき、イエスは弟子たちに言われた。46「律法学者に気をつけなさい。彼らは長い衣を
 まとって歩き回りたがり、また、広場で挨拶されること、会堂では上席、宴会では上座に座ることを好む。47そ

して、やもめの家を食い物にし、見せかけの長い祈りをする。このような者たちは、人一倍厳しい裁きを受けること
になる。」

戻る
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やもめの献金

1  イエスは目を上げて、金持ちたちが賽銭箱に献金を入れるのを見ておられた。2そして、ある貧しいやもめがレ
 プトン銅貨二枚を入れるのを見て、3言われた。「確かに言っておくが、この貧しいやもめは、だれよりもたくさん

 入れた。4あの金持ちたちは皆、有り余る中から献金したが、この人は、乏しい中から持っている生活費を全部
入れたからである。」

神殿の崩壊を予告する

5  ある人たちが、神殿が見事な石と奉納物で飾られていることを話していると、イエスは言われた。6「あなたがた
はこれらの物に見とれているが、一つの石も崩されずに他の石の上に残ることのない日が来る。」

終末の徴

7そこで、彼らはイエスに尋ねた。「先生、では、そのことはいつ起こるのですか。また、そのことが起こるときには、ど
 んな徴があるのですか。」 8イエスは言われた。「惑わされないように気をつけなさい。わたしの名を名乗る者が大

 勢現れ、『わたしがそれだ』とか、『時が近づいた』とか言うが、ついて行ってはならない。9戦争とか暴動のことを
聞いても、おびえてはならない。こういうことがまず起こるに決まっているが、世の終わりはすぐには来ないからであ

 る。」 10  そして更に、言われた。「民は民に、国は国に敵対して立ち上がる。11そして、大きな地震があり、
 方々 に飢饉や疫病が起こり、恐ろしい現象や著しい徴が天に現れる。12しかし、これらのことがすべて起こる前

に、人々 はあなたがたに手を下して迫害し、会堂や牢に引き渡し、わたしの名のために王や総督の前に引っ張っ
 て行く。13  それはあなたがたにとって証しをする機会となる。14だから、前もって弁明の準備をするまいと、心

 に決めなさい。15どんな反対者でも、対抗も反論もできないような言葉と知恵を、わたしがあなたがたに授ける
 からである。16  あなたがたは親、兄弟、親族、友人にまで裏切られる。中には殺される者もいる。17また、わ

 たしの名のために、あなたがたはすべての人に憎まれる。18しかし、あなたがたの髪の毛の一本も決してなくなら
 ない。19忍耐によって、あなたがたは命をかち取りなさい。」

エルサレムの滅亡を予告する

20  「エルサレムが軍隊に囲まれるのを見たら、その滅亡が近づいたことを悟りなさい。21そのとき、ユダヤにいる
人々 は山に逃げなさい。都の中にいる人々 は、そこから立ち退きなさい。田舎にいる人々 は都に入ってはならな

 い。22  書かれていることがことごとく実現する報復の日だからである。23それらの日には、身重の女と乳飲み
 子を持つ女は不幸だ。この地には大きな苦しみがあり、この民には神の怒りが下るからである。24 人々 は剣の

刃に倒れ、捕虜となってあらゆる国に連れて行かれる。異邦人の時代が完了するまで、エルサレムは異邦人に
踏み荒らされる。」

人の子が来る

25「それから、太陽と月と星に徴が現れる。地上では海がどよめき荒れ狂うので、諸国の民は、なすすべを知ら
 ず、不安に陥る。26 人々 は、この世界に何が起こるのかとおびえ、恐ろしさのあまり気を失うだろう。天体が揺

 り動かされるからである。27  そのとき、人の子が大いなる力と栄光を帯びて雲に乗って来るのを、人々 は見る。
28 このようなことが起こり始めたら、身を起こして頭を上げなさい。あなたがたの解放の時が近いからだ。」



「いちじくの木」のたとえ

29  それから、イエスはたとえを話された。「いちじくの木や、ほかのすべての木を見なさい。30葉が出始めると、そ
 れを見て、既に夏の近づいたことがおのずと分かる。31それと同じように、あなたがたは、これらのことが起こるの

 を見たら、神の国が近づいていると悟りなさい。32はっきり言っておく。すべてのことが起こるまでは、この時代は
 決して滅びない。33天地は滅びるが、わたしの言葉は決して滅びない。」

目を覚ましていなさい

34「放縦や深酒や生活の煩いで、心が鈍くならないように注意しなさい。さもないと、その日が不意に罠のように
 あなたがたを襲うことになる。35  その日は、地の表のあらゆる所に住む人々 すべてに襲いかかるからである。36

しかし、あなたがたは、起ころうとしているこれらすべてのことから逃れて、人の子の前に立つことができるように、い
つも目を覚まして祈りなさい。」
37  それからイエスは、日中は神殿の境内で教え、夜は出て行って「オリーブ畑」と呼ばれる山で過ごされた。38
民衆は皆、話を聞こうとして、神殿の境内にいるイエスのもとに朝早くから集まって来た。

戻る
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イエスを殺す計略

1  さて、過越祭と言われている除酵祭が近づいていた。2祭司長たちや律法学者たちは、イエスを殺すにはどう
 したらよいかと考えていた。彼らは民衆を恐れていたのである。3しかし、十二人の中の一人で、イスカリオテと呼

 ばれるユダの中に、サタンが入った。4ユダは祭司長たちや神殿守衛長たちのもとに行き、どのようにしてイエスを
 引き渡そうかと相談をもちかけた。5  彼らは喜び、ユダに金を与えることに決めた。6ユダは承諾して、群衆のい

ないときにイエスを引き渡そうと、良い機会をねらっていた。

過越の食事を準備させる

7  過越の小羊を屠るべき除酵祭の日が来た。8イエスはペトロとヨハネとを使いに出そうとして、「行って過越の
 食事ができるように準備しなさい」と言われた。9  二人が、「どこに用意いたしましょうか」と言うと、10イエスは

 言われた。「都に入ると、水がめを運んでいる男に出会う。その人が入る家までついて行き、11家の主人にはこ
 う言いなさい。『先生が、「弟子たちと一緒に過越の食事をする部屋はどこか」とあなたに言っています。』 12する

 と、席の整った二階の広間を見せてくれるから、そこに準備をしておきなさい。」 13二人が行ってみると、イエスが
言われたとおりだったので、過越の食事を準備した。

主の晩餐

14  時刻になったので、イエスは食事の席に着かれたが、使徒たちも一緒だった。15イエスは言われた。「苦しみ
 を受ける前に、あなたがたと共にこの過越の食事をしたいと、わたしは切に願っていた。16言っておくが、神の国

 で過越が成し遂げられるまで、わたしは決してこの過越の食事をとることはない。」 17そして、イエスは杯を取り
 上げ、感謝の祈りを唱えてから言われた。「これを取り、互いに回して飲みなさい。18言っておくが、神の国が来

 るまで、わたしは今後ぶどうの実から作ったものを飲むことは決してあるまい。」 19それから、イエスはパンを取り、
感謝の祈りを唱えて、それを裂き、使徒たちに与えて言われた。「これは、あなたがたのために与えられるわたしの

 体である。わたしの記念としてこのように行いなさい。」 20食事を終えてから、杯も同じようにして言われた。「この
 杯は、あなたがたのために流される、わたしの血による新しい契約である。21しかし、見よ、わたしを裏切る者が、

 わたしと一緒に手を食卓に置いている。22人の子は、定められたとおり去って行く。だが、人の子を裏切るその
 者は不幸だ。」 23そこで使徒たちは、自分たちのうち、いったいだれが、そんなことをしようとしているのかと互いに

議論をし始めた。

いちばん偉い者

24  また、使徒たちの間に、自分たちのうちでだれがいちばん偉いだろうか、という議論も起こった。25そこで、イ
 エスは言われた。「異邦人の間では、王が民を支配し、民の上に権力を振るう者が守護者と呼ばれている。26

しかし、あなたがたはそれではいけない。あなたがたの中でいちばん偉い人は、いちばん若い者のようになり、上に
 立つ人は、仕える者のようになりなさい。27食事の席に着く人と給仕する者とは、どちらが偉いか。食事の席に

 着く人ではないか。しかし、わたしはあなたがたの中で、いわば給仕する者である。28あなたがたは、わたしが
 種々 の試練に遭ったとき、絶えずわたしと一緒に踏みとどまってくれた。29だから、わたしの父がわたしに支配権

 をゆだねてくださったように、わたしもあなたがたにそれをゆだねる。30あなたがたは、わたしの国でわたしの食事
の席に着いて飲み食いを共にし、王座に座ってイスラエルの十二部族を治めることになる。」

ペトロの離反を予告する



31  「シモン、シモン、サタンはあなたがたを、小麦のようにふるいにかけることを神に願って聞き入れられた。32し
かし、わたしはあなたのために、信仰が無くならないように祈った。だから、あなたは立ち直ったら、兄弟たちを力づ

 けてやりなさい。」 33するとシモンは、「主よ、御一緒になら、牢に入っても死んでもよいと覚悟しております」と言
 った。34イエスは言われた。「ペトロ、言っておくが、あなたは今日、鶏が鳴くまでに、三度わたしを知らないと言

うだろう。」

財布と袋と剣

35それから、イエスは使徒たちに言われた。「財布も袋も履物も持たせずにあなたがたを遣わしたとき、何か不
 足したものがあったか。」彼らが、「いいえ、何もありませんでした」と言うと、36イエスは言われた。「しかし今は、

財布のある者は、それを持って行きなさい。袋も同じようにしなさい。剣のない者は、服を売ってそれを買いなさい。
 37言っておくが、『その人は犯罪人の一人に数えられた』と書かれていることは、わたしの身に必ず実現する。わ

 たしにかかわることは実現するからである。」 38そこで彼らが、「主よ、剣なら、このとおりここに二振りあります」と
言うと、イエスは、「それでよい」と言われた。

オリーブ山で祈る

39  イエスがそこを出て、いつものようにオリーブ山に行かれると、弟子たちも従った。40いつもの場所に来ると、イ
 エスは弟子たちに、「誘惑に陥らないように祈りなさい」と言われた。41そして自分は、石を投げて届くほどの所

 に離れ、ひざまずいてこう祈られた。42「父よ、御心なら、この杯をわたしから取りのけてください。しかし、わたしの
 願いではなく、御心のままに行ってください。」〔 43  すると、天使が天から現れて、イエスを力づけた。44イエスは

 苦しみもだえ、いよいよ切に祈られた。汗が血の滴るように地面に落ちた。〕 45イエスが祈り終わって立ち上がり、
 弟子たちのところに戻って御覧になると、彼らは悲しみの果てに眠り込んでいた。46イエスは言われた。「なぜ眠

っているのか。誘惑に陥らぬよう、起きて祈っていなさい。」

裏切られる

47イエスがまだ話しておられると、群衆が現れ、十二人の一人でユダという者が先頭に立って、イエスに接吻を
 しようと近づいた。48  イエスは、「ユダ、あなたは接吻で人の子を裏切るのか」と言われた。49イエスの周りにい

 た人々 は事の成り行きを見て取り、「主よ、剣で切りつけましょうか」と言った。50そのうちのある者が大祭司の
 手下に打ちかかって、その右の耳を切り落とした。51そこでイエスは、「やめなさい。もうそれでよい」と言い、その

 耳に触れていやされた。52それからイエスは、押し寄せて来た祭司長、神殿守衛長、長老たちに言われた。「ま
 るで強盗にでも向かうように、剣や棒を持ってやって来たのか。53わたしは毎日、神殿の境内で一緒にいたのに、

あなたたちはわたしに手を下さなかった。だが、今はあなたたちの時で、闇が力を振るっている。」

イエス、逮捕されるペトロ、イエスを知らないと言う

54  人々 はイエスを捕らえ、引いて行き、大祭司の家に連れて入った。ペトロは遠く離れて従った。55 人々 が屋
 敷の中庭の中央に火をたいて、一緒に座っていたので、ペトロも中に混じって腰を下ろした。56するとある女中

 が、ペトロがたき火に照らされて座っているのを目にして、じっと見つめ、「この人も一緒にいました」と言った。57
 しかし、ペトロはそれを打ち消して、「わたしはあの人を知らない」と言った。58少したってから、ほかの人がペトロ

 を見て、「お前もあの連中の仲間だ」と言うと、ペトロは、「いや、そうではない」と言った。59一時間ほどたつと、
 また別の人が、「確かにこの人も一緒だった。ガリラヤの者だから」と言い張った。60だが、ペトロは、「あなたの言
 うことは分からない」と言った。まだこう言い終わらないうちに、突然鶏が鳴いた。61主は振り向いてペトロを見つ

められた。ペトロは、「今日、鶏が鳴く前に、あなたは三度わたしを知らないと言うだろう」と言われた主の言葉を
 思い出した。62そして外に出て、激しく泣いた。



暴行を受ける

63  さて、見張りをしていた者たちは、イエスを侮辱したり殴ったりした。64そして目隠しをして、「お前を殴ったの
 はだれか。言い当ててみろ」と尋ねた。65そのほか、さまざまなことを言ってイエスをののしった。

最高法院で裁判を受ける

66夜が明けると、民の長老会、祭司長たちや律法学者たちが集まった。そして、イエスを最高法院に連れ出し
 て、67「お前がメシアなら、そうだと言うがよい」と言った。イエスは言われた。「わたしが言っても、あなたたちは決

 して信じないだろう。68  わたしが尋ねても、決して答えないだろう。69しかし、今から後、人の子は全能の神の
 右に座る。」 70そこで皆の者が、「では、お前は神の子か」と言うと、イエスは言われた。「わたしがそうだとは、あ

 なたたちが言っている。」 71 人々 は、「これでもまだ証言が必要だろうか。我々 は本人の口から聞いたのだ」と言
った。

戻る



 ルカによる福音書23 戻る

ピラトから尋問される

1  そこで、全会衆が立ち上がり、イエスをピラトのもとに連れて行った。2そして、イエスをこう訴え始めた。「この男
はわが民族を惑わし、皇帝に税を納めるのを禁じ、また、自分が王たるメシアだと言っていることが分かりまし

 た。」 3そこで、ピラトがイエスに、「お前がユダヤ人の王なのか」と尋問すると、イエスは、「それは、あなたが言って
 いることです」とお答えになった。4ピラトは祭司長たちと群衆に、「わたしはこの男に何の罪も見いだせない」と言

 った。5しかし彼らは、「この男は、ガリラヤから始めてこの都に至るまで、ユダヤ全土で教えながら、民衆を扇動
しているのです」と言い張った。

ヘロデから尋問される

6  これを聞いたピラトは、この人はガリラヤ人かと尋ね、7ヘロデの支配下にあることを知ると、イエスをヘロデのも
 とに送った。ヘロデも当時、エルサレムに滞在していたのである。8彼はイエスを見ると、非常に喜んだ。というの

は、イエスのうわさを聞いて、ずっと以前から会いたいと思っていたし、イエスが何かしるしを行うのを見たいと望んで
 いたからである。9  それで、いろいろと尋問したが、イエスは何もお答えにならなかった。10祭司長たちと律法学

 者たちはそこにいて、イエスを激しく訴えた。11ヘロデも自分の兵士たちと一緒にイエスをあざけり、侮辱したあげ
 く、派手な衣を着せてピラトに送り返した。12 この日、ヘロデとピラトは仲がよくなった。それまでは互いに敵対し

ていたのである。

死刑の判決を受ける

13  ピラトは、祭司長たちと議員たちと民衆とを呼び集めて、14言った。「あなたたちは、この男を民衆を惑わす
者としてわたしのところに連れて来た。わたしはあなたたちの前で取り調べたが、訴えているような犯罪はこの男に

 は何も見つからなかった。15ヘロデとても同じであった。それで、我々 のもとに送り返してきたのだが、この男は死
 刑に当たるようなことは何もしていない。16  だから、鞭で懲らしめて釈放しよう。」 17†23.17 祭りの度ごとに、

 ピラトは、囚人を一人彼らに釈放してやらなければならなかった。18しかし、人々 は一斉に、「その男を殺せ。バ
 ラバを釈放しろ」と叫んだ。19  このバラバは、都に起こった暴動と殺人のかどで投獄されていたのである。20ピラ

 トはイエスを釈放しようと思って、改めて呼びかけた。21しかし人々 は、「十字架につけろ、十字架につけろ」と
 叫び続けた。22ピラトは三度目に言った。「いったい、どんな悪事を働いたと言うのか。この男には死刑に当たる

 犯罪は何も見つからなかった。だから、鞭で懲らしめて釈放しよう。」 23ところが人々 は、イエスを十字架につけ
 るようにあくまでも大声で要求し続けた。その声はますます強くなった。24そこで、ピラトは彼らの要求をいれる決

 定を下した。25そして、暴動と殺人のかどで投獄されていたバラバを要求どおりに釈放し、イエスの方は彼らに
引き渡して、好きなようにさせた。

十字架につけられる

26 人々 はイエスを引いて行く途中、田舎から出て来たシモンというキレネ人を捕まえて、十字架を背負わせ、イ
 エスの後ろから運ばせた。27  民衆と嘆き悲しむ婦人たちが大きな群れを成して、イエスに従った。28イエスは

婦人たちの方を振り向いて言われた。「エルサレムの娘たち、わたしのために泣くな。むしろ、自分と自分の子供た
 ちのために泣け。29 人々 が、『子を産めない女、産んだことのない胎、乳を飲ませたことのない乳房は幸いだ』と

言う日が来る。
30そのとき、人々 は山に向かっては、
『我々 の上に崩れ落ちてくれ』と言い、



丘に向かっては、
『我々 を覆ってくれ』と言い始める。
31『生の木』さえこうされるのなら、『枯れた木』はいったいどうなるのだろうか。」
32  ほかにも、二人の犯罪人が、イエスと一緒に死刑にされるために、引かれて行った。33「されこうべ」と呼ばれ
ている所に来ると、そこで人々 はイエスを十字架につけた。犯罪人も、一人は右に一人は左に、十字架につけた。
 34〔そのとき、イエスは言われた。「父よ、彼らをお赦しください。自分が何をしているのか知らないのです。」〕

 人々 はくじを引いて、イエスの服を分け合った。35民衆は立って見つめていた。議員たちも、あざ笑って言った。
 「他人を救ったのだ。もし神からのメシアで、選ばれた者なら、自分を救うがよい。」 36兵士たちもイエスに近寄

 り、酸いぶどう酒を突きつけながら侮辱して、37  言った。「お前がユダヤ人の王なら、自分を救ってみろ。」 38イ
エスの頭の上には、「これはユダヤ人の王」と書いた札も掲げてあった。
39十字架にかけられていた犯罪人の一人が、イエスをののしった。「お前はメシアではないか。自分自身と我々

 を救ってみろ。」 40すると、もう一人の方がたしなめた。「お前は神をも恐れないのか、同じ刑罰を受けているの
 に。41 我々 は、自分のやったことの報いを受けているのだから、当然だ。しかし、この方は何も悪いことをしてい

 ない。」 42  そして、「イエスよ、あなたの御国においでになるときには、わたしを思い出してください」と言った。43
するとイエスは、「はっきり言っておくが、あなたは今日わたしと一緒に楽園にいる」と言われた。

イエスの死

44  既に昼の十二時ごろであった。全地は暗くなり、それが三時まで続いた。45太陽は光を失っていた。神殿
 の垂れ幕が真ん中から裂けた。46イエスは大声で叫ばれた。「父よ、わたしの霊を御手にゆだねます。」こう言っ

 て息を引き取られた。47百人隊長はこの出来事を見て、「本当に、この人は正しい人だった」と言って、神を賛
 美した。48  見物に集まっていた群衆も皆、これらの出来事を見て、胸を打ちながら帰って行った。49イエスを

知っていたすべての人たちと、ガリラヤから従って来た婦人たちとは遠くに立って、これらのことを見ていた。

墓に葬られる

50  さて、ヨセフという議員がいたが、善良な正しい人で、51同僚の決議や行動には同意しなかった。ユダヤ人
 の町アリマタヤの出身で、神の国を待ち望んでいたのである。52 この人がピラトのところに行き、イエスの遺体を

 渡してくれるようにと願い出て、53遺体を十字架から降ろして亜麻布で包み、まだだれも葬られたことのない、
 岩に掘った墓の中に納めた。54  その日は準備の日であり、安息日が始まろうとしていた。55イエスと一緒にガ

 リラヤから来た婦人たちは、ヨセフの後について行き、墓と、イエスの遺体が納められている有様とを見届け、56
家に帰って、香料と香油を準備した。

復活する

婦人たちは、安息日には掟に従って休んだ。

戻る



 ルカによる福音書24 戻る
1  そして、週の初めの日の明け方早く、準備しておいた香料を持って墓に行った。2見ると、石が墓のわきに転

 がしてあり、3  中に入っても、主イエスの遺体が見当たらなかった。4そのため途方に暮れていると、輝く衣を着
 た二人の人がそばに現れた。5婦人たちが恐れて地に顔を伏せると、二人は言った。「なぜ、生きておられる方

 を死者の中に捜すのか。6あの方は、ここにはおられない。復活なさったのだ。まだガリラヤにおられたころ、お話し
 になったことを思い出しなさい。7人の子は必ず、罪人の手に渡され、十字架につけられ、三日目に復活するこ

 とになっている、と言われたではないか。」 8  そこで、婦人たちはイエスの言葉を思い出した。9そして、墓から帰っ
 て、十一人とほかの人皆に一部始終を知らせた。10それは、マグダラのマリア、ヨハナ、ヤコブの母マリア、そして

 一緒にいた他の婦人たちであった。婦人たちはこれらのことを使徒たちに話したが、11使徒たちは、この話がた
 わ言のように思われたので、婦人たちを信じなかった。12しかし、ペトロは立ち上がって墓へ走り、身をかがめて

中をのぞくと、亜麻布しかなかったので、この出来事に驚きながら家に帰った。

エマオで現れる

13  ちょうどこの日、二人の弟子が、エルサレムから六十スタディオン離れたエマオという村へ向かって歩きながら、
14  この一切の出来事について話し合っていた。15話し合い論じ合っていると、イエス御自身が近づいて来て、

 一緒に歩き始められた。16  しかし、二人の目は遮られていて、イエスだとは分からなかった。17イエスは、「歩き
 ながら、やり取りしているその話は何のことですか」と言われた。二人は暗い顔をして立ち止まった。18その一人

のクレオパという人が答えた。「エルサレムに滞在していながら、この数日そこで起こったことを、あなただけはご存じ
 なかったのですか。」 19イエスが、「どんなことですか」と言われると、二人は言った。「ナザレのイエスのことです。こ

 の方は、神と民全体の前で、行いにも言葉にも力のある預言者でした。20それなのに、わたしたちの祭司長た
 ちや議員たちは、死刑にするため引き渡して、十字架につけてしまったのです。21わたしたちは、あの方こそイスラ

 エルを解放してくださると望みをかけていました。しかも、そのことがあってから、もう今日で三日目になります。22
 ところが、仲間の婦人たちがわたしたちを驚かせました。婦人たちは朝早く墓へ行きましたが、23遺体を見つけ

 ずに戻って来ました。そして、天使たちが現れ、『イエスは生きておられる』と告げたと言うのです。24仲間の者が
 何人か墓へ行ってみたのですが、婦人たちが言ったとおりで、あの方は見当たりませんでした。」 25そこで、イエス

 は言われた。「ああ、物分かりが悪く、心が鈍く預言者たちの言ったことすべてを信じられない者たち、26メシア
 はこういう苦しみを受けて、栄光に入るはずだったのではないか。」 27そして、モーセとすべての預言者から始めて、

聖書全体にわたり、御自分について書かれていることを説明された。

28  一行は目指す村に近づいたが、イエスはなおも先へ行こうとされる様子だった。29二人が、「一緒にお泊ま
りください。そろそろ夕方になりますし、もう日も傾いていますから」と言って、無理に引き止めたので、イエスは共に

 泊まるため家に入られた。30一緒に食事の席に着いたとき、イエスはパンを取り、賛美の祈りを唱え、パンを裂
 いてお渡しになった。31  すると、二人の目が開け、イエスだと分かったが、その姿は見えなくなった。32二人は、

「道で話しておられるとき、また聖書を説明してくださったとき、わたしたちの心は燃えていたではないか」と語り合っ
 た。33  そして、時を移さず出発して、エルサレムに戻ってみると、十一人とその仲間が集まって、34本当に主は

 復活して、シモンに現れたと言っていた。35二人も、道で起こったことや、パンを裂いてくださったときにイエスだと
分かった次第を話した。

弟子たちに現れる

36 こういうことを話していると、イエス御自身が彼らの真ん中に立ち、「あなたがたに平和があるように」と言われ
 た。37  彼らは恐れおののき、亡霊を見ているのだと思った。38そこで、イエスは言われた。「なぜ、うろたえてい

 るのか。どうして心に疑いを起こすのか。39わたしの手や足を見なさい。まさしくわたしだ。触ってよく見なさい。亡
 霊には肉も骨もないが、あなたがたに見えるとおり、わたしにはそれがある。」 40 こう言って、イエスは手と足をお

 見せになった。41彼らが喜びのあまりまだ信じられず、不思議がっているので、イエスは、「ここに何か食べ物があ



 るか」と言われた。42  そこで、焼いた魚を一切れ差し出すと、43イエスはそれを取って、彼らの前で食べられた。
44イエスは言われた。「わたしについてモーセの律法と預言者の書と詩編に書いてある事柄は、必ずすべて実現

 する。これこそ、まだあなたがたと一緒にいたころ、言っておいたことである。」 45そしてイエスは、聖書を悟らせるた
 めに彼らの心の目を開いて、46言われた。「次のように書いてある。『メシアは苦しみを受け、三日目に死者の

 中から復活する。47また、罪の赦しを得させる悔い改めが、その名によってあらゆる国の人々 に宣べ伝えられ
 る』と。エルサレムから始めて、48  あなたがたはこれらのことの証人となる。49わたしは、父が約束されたものを

あなたがたに送る。高い所からの力に覆われるまでは、都にとどまっていなさい。」

天に上げられる

50  イエスは、そこから彼らをベタニアの辺りまで連れて行き、手を上げて祝福された。51そして、祝福しながら彼
 らを離れ、天に上げられた。52  彼らはイエスを伏し拝んだ後、大喜びでエルサレムに帰り、53絶えず神殿の境

内にいて、神をほめたたえていた。

戻る
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 ヨハネによる福音書1 戻る

言が肉となった

1  初めに言があった。言は神と共にあった。言は神であった。2  この言は、初めに神と共にあった。3万物は言に
 よって成った。成ったもので、言によらずに成ったものは何一つなかった。4言の内に命があった。命は人間を照ら

 す光であった。5光は暗闇の中で輝いている。暗闇は光を理解しなかった。
6  神から遣わされた一人の人がいた。その名はヨハネである。7彼は証しをするために来た。光について証しをす

 るため、また、すべての人が彼によって信じるようになるためである。8彼は光ではなく、光について証しをするため
 に来た。9  その光は、まことの光で、世に来てすべての人を照らすのである。10言は世にあった。世は言によって

 成ったが、世は言を認めなかった。11  言は、自分の民のところへ来たが、民は受け入れなかった。12しかし、
 言は、自分を受け入れた人、その名を信じる人々 には神の子となる資格を与えた。13 この人々 は、血によって

ではなく、肉の欲によってではなく、人の欲によってでもなく、神によって生まれたのである。
14言は肉となって、わたしたちの間に宿られた。わたしたちはその栄光を見た。それは父の独り子としての栄光で

 あって、恵みと真理とに満ちていた。15 ヨハネは、この方について証しをし、声を張り上げて言った。「『わたしの
後から来られる方は、わたしより優れている。わたしよりも先におられたからである』とわたしが言ったのは、この方

 のことである。」 16  わたしたちは皆、この方の満ちあふれる豊かさの中から、恵みの上に、更に恵みを受けた。
17  律法はモーセを通して与えられたが、恵みと真理はイエス・キリストを通して現れたからである。18いまだかつ
て、神を見た者はいない。父のふところにいる独り子である神、この方が神を示されたのである。

洗礼者ヨハネの証し

19さて、ヨハネの証しはこうである。エルサレムのユダヤ人たちが、祭司やレビ人たちをヨハネのもとへ遣わして、
 「あなたは、どなたですか」と質問させたとき、20彼は公言して隠さず、「わたしはメシアではない」と言い表した。

21彼らがまた、「では何ですか。あなたはエリヤですか」と尋ねると、ヨハネは、「違う」と言った。更に、「あなたは、
 あの預言者なのですか」と尋ねると、「そうではない」と答えた。22そこで、彼らは言った。「それではいったい、だ

 れなのです。わたしたちを遣わした人々 に返事をしなければなりません。あなたは自分を何だと言うのですか。」
23ヨハネは、預言者イザヤの言葉を用いて言った。

「わたしは荒れ野で叫ぶ声である。
『主の道をまっすぐにせよ』と。」

24  遣わされた人たちはファリサイ派に属していた。25彼らがヨハネに尋ねて、「あなたはメシアでも、エリヤでも、
 またあの預言者でもないのに、なぜ、洗礼を授けるのですか」と言うと、26ヨハネは答えた。「わたしは水で洗礼
 を授けるが、あなたがたの中には、あなたがたの知らない方がおられる。27その人はわたしの後から来られる方

 で、わたしはその履物のひもを解く資格もない。」 28 これは、ヨハネが洗礼を授けていたヨルダン川の向こう側、
ベタニアでの出来事であった。

神の小羊

29  その翌日、ヨハネは、自分の方へイエスが来られるのを見て言った。「見よ、世の罪を取り除く神の小羊だ。
30『わたしの後から一人の人が来られる。その方はわたしにまさる。わたしよりも先におられたからである』とわたし

 が言ったのは、この方のことである。31わたしはこの方を知らなかった。しかし、この方がイスラエルに現れるために、
 わたしは、水で洗礼を授けに来た。」 32 “ ”そしてヨハネは証しした。「わたしは、 霊 が鳩のように天から降って、こ

 の方の上にとどまるのを見た。33わたしはこの方を知らなかった。しかし、水で洗礼を授けるためにわたしをお遣
“ ”わしになった方が、『 霊 が降って、ある人にとどまるのを見たら、その人が、聖霊によって洗礼を授ける人である』



 とわたしに言われた。34わたしはそれを見た。だから、この方こそ神の子であると証ししたのである。」

最初の弟子たち

35  その翌日、また、ヨハネは二人の弟子と一緒にいた。36そして、歩いておられるイエスを見つめて、「見よ、神
 の小羊だ」と言った。37  二人の弟子はそれを聞いて、イエスに従った。38イエスは振り返り、彼らが従って来る

―― ――のを見て、「何を求めているのか」と言われた。彼らが、「ラビ 『先生』という意味 どこに泊まっておられ
 るのですか」と言うと、39イエスは、「来なさい。そうすれば分かる」と言われた。そこで、彼らはついて行って、どこ

 にイエスが泊まっておられるかを見た。そしてその日は、イエスのもとに泊まった。午後四時ごろのことである。40 ヨ
 ハネの言葉を聞いて、イエスに従った二人のうちの一人は、シモン・ペトロの兄弟アンデレであった。41彼は、まず

―― ――自分の兄弟シモンに会って、「わたしたちはメシア 『油を注がれた者』という意味 に出会った」と言った。
 42そして、シモンをイエスのところに連れて行った。イエスは彼を見つめて、「あなたはヨハネの子シモンであるが、

―― ――ケファ 『岩』という意味 と呼ぶことにする」と言われた。

フィリポとナタナエル、弟子となる

43  その翌日、イエスは、ガリラヤへ行こうとしたときに、フィリポに出会って、「わたしに従いなさい」と言われた。
44  フィリポは、アンデレとペトロの町、ベトサイダの出身であった。45フィリポはナタナエルに出会って言った。「わ
たしたちは、モーセが律法に記し、預言者たちも書いている方に出会った。それはナザレの人で、ヨセフの子イエス

 だ。」 46するとナタナエルが、「ナザレから何か良いものが出るだろうか」と言ったので、フィリポは、「来て、見なさ
 い」と言った。47イエスは、ナタナエルが御自分の方へ来るのを見て、彼のことをこう言われた。「見なさい。まこと

 のイスラエル人だ。この人には偽りがない。」 48ナタナエルが、「どうしてわたしを知っておられるのですか」と言うと、
イエスは答えて、「わたしは、あなたがフィリポから話しかけられる前に、いちじくの木の下にいるのを見た」と言われ

 た。49  ナタナエルは答えた。「ラビ、あなたは神の子です。あなたはイスラエルの王です。」 50イエスは答えて言
われた。「いちじくの木の下にあなたがいるのを見たと言ったので、信じるのか。もっと偉大なことをあなたは見るこ

 とになる。」 51更に言われた。「はっきり言っておく。天が開け、神の天使たちが人の子の上に昇り降りするのを、
あなたがたは見ることになる。」

戻る



 ヨハネによる福音書2 戻る

カナでの婚礼

1  三日目に、ガリラヤのカナで婚礼があって、イエスの母がそこにいた。2イエスも、その弟子たちも婚礼に招かれ
 た。3  ぶどう酒が足りなくなったので、母がイエスに、「ぶどう酒がなくなりました」と言った。4イエスは母に言われ

 た。「婦人よ、わたしとどんなかかわりがあるのです。わたしの時はまだ来ていません。」 5しかし、母は召し使いた
 ちに、「この人が何か言いつけたら、そのとおりにしてください」と言った。6そこには、ユダヤ人が清めに用いる石の

 水がめが六つ置いてあった。いずれも二ないし三メトレテス入りのものである。7イエスが、「水がめに水をいっぱい
 入れなさい」と言われると、召し使いたちは、かめの縁まで水を満たした。8イエスは、「さあ、それをくんで宴会の

 世話役のところへ持って行きなさい」と言われた。召し使いたちは運んで行った。9世話役はぶどう酒に変わった
水の味見をした。このぶどう酒がどこから来たのか、水をくんだ召し使いたちは知っていたが、世話役は知らなかっ

 たので、花婿を呼んで、10言った。「だれでも初めに良いぶどう酒を出し、酔いがまわったころに劣ったものを出す
 ものですが、あなたは良いぶどう酒を今まで取って置かれました。」 11イエスは、この最初のしるしをガリラヤのカナ

で行って、その栄光を現された。それで、弟子たちはイエスを信じた。
12 この後、イエスは母、兄弟、弟子たちとカファルナウムに下って行き、そこに幾日か滞在された。

神殿から商人を追い出す

13  ユダヤ人の過越祭が近づいたので、イエスはエルサレムへ上って行かれた。14そして、神殿の境内で牛や羊
 や鳩を売っている者たちと、座って両替をしている者たちを御覧になった。15イエスは縄で鞭を作り、羊や牛をす

 べて境内から追い出し、両替人の金をまき散らし、その台を倒し、16鳩を売る者たちに言われた。「このような
 物はここから運び出せ。わたしの父の家を商売の家としてはならない。」 17弟子たちは、「あなたの家を思う熱

 意がわたしを食い尽くす」と書いてあるのを思い出した。18ユダヤ人たちはイエスに、「あなたは、こんなことをする
 からには、どんなしるしをわたしたちに見せるつもりか」と言った。19イエスは答えて言われた。「この神殿を壊して

 みよ。三日で建て直してみせる。」 20それでユダヤ人たちは、「この神殿は建てるのに四十六年もかかったのに、
 あなたは三日で建て直すのか」と言った。21  イエスの言われる神殿とは、御自分の体のことだったのである。22

イエスが死者の中から復活されたとき、弟子たちは、イエスがこう言われたのを思い出し、聖書とイエスの語られた
言葉とを信じた。

イエスは人間の心を知っておられる

23  イエスは過越祭の間エルサレムにおられたが、そのなさったしるしを見て、多くの人がイエスの名を信じた。24
 しかし、イエス御自身は彼らを信用されなかった。それは、すべての人のことを知っておられ、25人間についてだ

れからも証ししてもらう必要がなかったからである。イエスは、何が人間の心の中にあるかをよく知っておられたので
ある。

戻る



 ヨハネによる福音書3 戻る

イエスとニコデモ

1  さて、ファリサイ派に属する、ニコデモという人がいた。ユダヤ人たちの議員であった。2ある夜、イエスのもとに来
て言った。「ラビ、わたしどもは、あなたが神のもとから来られた教師であることを知っています。神が共におられるの

 でなければ、あなたのなさるようなしるしを、だれも行うことはできないからです。」 3イエスは答えて言われた。「は
 っきり言っておく。人は、新たに生まれなければ、神の国を見ることはできない。」 4ニコデモは言った。「年をとった

 者が、どうして生まれることができましょう。もう一度母親の胎内に入って生まれることができるでしょうか。」 5イエ
スはお答えになった。「はっきり言っておく。だれでも水と霊とによって生まれなければ、神の国に入ることはできない。
 6  肉から生まれたものは肉である。霊から生まれたものは霊である。7『あなたがたは新たに生まれねばならな

 い』とあなたに言ったことに、驚いてはならない。8風は思いのままに吹く。あなたはその音を聞いても、それがどこ
 から来て、どこへ行くかを知らない。霊から生まれた者も皆そのとおりである。」 9するとニコデモは、「どうして、そん

 なことがありえましょうか」と言った。10イエスは答えて言われた。「あなたはイスラエルの教師でありながら、こんな
 ことが分からないのか。11はっきり言っておく。わたしたちは知っていることを語り、見たことを証ししているのに、あ

 なたがたはわたしたちの証しを受け入れない。12わたしが地上のことを話しても信じないとすれば、天上のことを
 話したところで、どうして信じるだろう。13天から降って来た者、すなわち人の子のほかには、天に上った者はだ

 れもいない。14  そして、モーセが荒れ野で蛇を上げたように、人の子も上げられねばならない。15それは、信じ
る者が皆、人の子によって永遠の命を得るためである。
16神は、その独り子をお与えになったほどに、世を愛された。独り子を信じる者が一人も滅びないで、永遠の命

 を得るためである。17神が御子を世に遣わされたのは、世を裁くためではなく、御子によって世が救われるため
 である。18御子を信じる者は裁かれない。信じない者は既に裁かれている。神の独り子の名を信じていないか

 らである。19光が世に来たのに、人々 はその行いが悪いので、光よりも闇の方を好んだ。それが、もう裁きにな
 っている。20悪を行う者は皆、光を憎み、その行いが明るみに出されるのを恐れて、光の方に来ないからである。

 21しかし、真理を行う者は光の方に来る。その行いが神に導かれてなされたということが、明らかになるため
に。」

イエスと洗礼者ヨハネ

22  その後、イエスは弟子たちとユダヤ地方に行って、そこに一緒に滞在し、洗礼を授けておられた。23他方、ヨ
ハネは、サリムの近くのアイノンで洗礼を授けていた。そこは水が豊かであったからである。人々 は来て、洗礼を受

 けていた。24  ヨハネはまだ投獄されていなかったのである。25ところがヨハネの弟子たちと、あるユダヤ人との間
 で、清めのことで論争が起こった。26彼らはヨハネのもとに来て言った。「ラビ、ヨルダン川の向こう側であなたと

 一緒にいた人、あなたが証しされたあの人が、洗礼を授けています。みんながあの人の方へ行っています。」 27ヨ
 ハネは答えて言った。「天から与えられなければ、人は何も受けることができない。28わたしは、『自分はメシアで

はない』と言い、『自分はあの方の前に遣わされた者だ』と言ったが、そのことについては、あなたたち自身が証しし
 てくれる。29花嫁を迎えるのは花婿だ。花婿の介添え人はそばに立って耳を傾け、花婿の声が聞こえると大い

 に喜ぶ。だから、わたしは喜びで満たされている。30あの方は栄え、わたしは衰えねばならない。」

天から来られる方

31「上から来られる方は、すべてのものの上におられる。地から出る者は地に属し、地に属する者として語る。天
 から来られる方は、すべてのものの上におられる。32 この方は、見たこと、聞いたことを証しされるが、だれもその

 証しを受け入れない。33  その証しを受け入れる者は、神が真実であることを確認したことになる。34神がお遣
“ ”  わしになった方は、神の言葉を話される。神が 霊 を限りなくお与えになるからである。35御父は御子を愛して、



 その手にすべてをゆだねられた。36御子を信じる人は永遠の命を得ているが、御子に従わない者は、命にあず
かることがないばかりか、神の怒りがその上にとどまる。」

戻る



 ヨハネによる福音書4 戻る

イエスとサマリアの女

1 さて、イエスがヨハネよりも多くの弟子をつくり、洗礼を授けておられるということが、ファリサイ派の人々 の耳に入
 った。イエスはそれを知ると、2―― ―― 洗礼を授けていたのは、イエス御自身ではなく、弟子たちである 3ユ

 ダヤを去り、再びガリラヤへ行かれた。4  しかし、サマリアを通らねばならなかった。5それで、ヤコブがその子ヨセ
 フに与えた土地の近くにある、シカルというサマリアの町に来られた。6そこにはヤコブの井戸があった。イエスは旅

に疲れて、そのまま井戸のそばに座っておられた。正午ごろのことである。
7  サマリアの女が水をくみに来た。イエスは、「水を飲ませてください」と言われた。8弟子たちは食べ物を買うた

 めに町に行っていた。9すると、サマリアの女は、「ユダヤ人のあなたがサマリアの女のわたしに、どうして水を飲ま
 せてほしいと頼むのですか」と言った。ユダヤ人はサマリア人とは交際しないからである。10イエスは答えて言わ

れた。「もしあなたが、神の賜物を知っており、また、『水を飲ませてください』と言ったのがだれであるか知っていた
 ならば、あなたの方からその人に頼み、その人はあなたに生きた水を与えたことであろう。」 11女は言った。「主よ、

 あなたはくむ物をお持ちでないし、井戸は深いのです。どこからその生きた水を手にお入れになるのですか。12あ
なたは、わたしたちの父ヤコブよりも偉いのですか。ヤコブがこの井戸をわたしたちに与え、彼自身も、その子供や

 家畜も、この井戸から水を飲んだのです。」 13  イエスは答えて言われた。「この水を飲む者はだれでもまた渇く。
14しかし、わたしが与える水を飲む者は決して渇かない。わたしが与える水はその人の内で泉となり、永遠の命

 に至る水がわき出る。」 15女は言った。「主よ、渇くことがないように、また、ここにくみに来なくてもいいように、そ
の水をください。」
16  イエスが、「行って、あなたの夫をここに呼んで来なさい」と言われると、17女は答えて、「わたしには夫はいま

 せん」と言った。イエスは言われた。「『夫はいません』とは、まさにそのとおりだ。18あなたには五人の夫がいたが、
 今連れ添っているのは夫ではない。あなたは、ありのままを言ったわけだ。」 19女は言った。「主よ、あなたは預

 言者だとお見受けします。20わたしどもの先祖はこの山で礼拝しましたが、あなたがたは、礼拝すべき場所はエ
 ルサレムにあると言っています。」 21イエスは言われた。「婦人よ、わたしを信じなさい。あなたがたが、この山でも

 エルサレムでもない所で、父を礼拝する時が来る。22あなたがたは知らないものを礼拝しているが、わたしたちは
 知っているものを礼拝している。救いはユダヤ人から来るからだ。23しかし、まことの礼拝をする者たちが、霊と

真理をもって父を礼拝する時が来る。今がその時である。なぜなら、父はこのように礼拝する者を求めておられる
 からだ。24  神は霊である。だから、神を礼拝する者は、霊と真理をもって礼拝しなければならない。」 25女が

言った。「わたしは、キリストと呼ばれるメシアが来られることは知っています。その方が来られるとき、わたしたちに
 一切のことを知らせてくださいます。」 26イエスは言われた。「それは、あなたと話をしているこのわたしである。」

27ちょうどそのとき、弟子たちが帰って来て、イエスが女の人と話をしておられるのに驚いた。しかし、「何か御用で
 すか」とか、「何をこの人と話しておられるのですか」と言う者はいなかった。28女は、水がめをそこに置いたまま町

 に行き、人々 に言った。29「さあ、見に来てください。わたしが行ったことをすべて、言い当てた人がいます。もしか
 したら、この方がメシアかもしれません。」 30 人々 は町を出て、イエスのもとへやって来た。

31  その間に、弟子たちが「ラビ、食事をどうぞ」と勧めると、32イエスは、「わたしにはあなたがたの知らない食べ
 物がある」と言われた。33  弟子たちは、「だれかが食べ物を持って来たのだろうか」と互いに言った。34イエスは

 言われた。「わたしの食べ物とは、わたしをお遣わしになった方の御心を行い、その業を成し遂げることである。
35あなたがたは、『刈り入れまでまだ四か月もある』と言っているではないか。わたしは言っておく。目を上げて畑

 を見るがよい。色づいて刈り入れを待っている。既に、36刈り入れる人は報酬を受け、永遠の命に至る実を集
 めている。こうして、種を蒔く人も刈る人も、共に喜ぶのである。37そこで、『一人が種を蒔き、別の人が刈り入

 れる』ということわざのとおりになる。38あなたがたが自分では労苦しなかったものを刈り入れるために、わたしは
あなたがたを遣わした。他の人々 が労苦し、あなたがたはその労苦の実りにあずかっている。」
39さて、その町の多くのサマリア人は、「この方が、わたしの行ったことをすべて言い当てました」と証言した女の言

 葉によって、イエスを信じた。40そこで、このサマリア人たちはイエスのもとにやって来て、自分たちのところにとどま



 るようにと頼んだ。イエスは、二日間そこに滞在された。41そして、更に多くの人々 が、イエスの言葉を聞いて信
 じた。42彼らは女に言った。「わたしたちが信じるのは、もうあなたが話してくれたからではない。わたしたちは自

分で聞いて、この方が本当に世の救い主であると分かったからです。」

役人の息子をいやす

43  二日後、イエスはそこを出発して、ガリラヤへ行かれた。44イエスは自ら、「預言者は自分の故郷では敬わ
 れないものだ」とはっきり言われたことがある。45ガリラヤにお着きになると、ガリラヤの人たちはイエスを歓迎した。

彼らも祭りに行ったので、そのときエルサレムでイエスがなさったことをすべて、見ていたからである。
46イエスは、再びガリラヤのカナに行かれた。そこは、前にイエスが水をぶどう酒に変えられた所である。さて、カフ

 ァルナウムに王の役人がいて、その息子が病気であった。47 この人は、イエスがユダヤからガリラヤに来られたと
聞き、イエスのもとに行き、カファルナウムまで下って来て息子をいやしてくださるように頼んだ。息子が死にかかって

 いたからである。48イエスは役人に、「あなたがたは、しるしや不思議な業を見なければ、決して信じない」と言
 われた。49  役人は、「主よ、子供が死なないうちに、おいでください」と言った。50イエスは言われた。「帰りな

 さい。あなたの息子は生きる。」その人は、イエスの言われた言葉を信じて帰って行った。51ところが、下って行く
 途中、僕たちが迎えに来て、その子が生きていることを告げた。52そこで、息子の病気が良くなった時刻を尋ね

 ると、僕たちは、「きのうの午後一時に熱が下がりました」と言った。53それは、イエスが「あなたの息子は生き
 る」と言われたのと同じ時刻であることを、この父親は知った。そして、彼もその家族もこぞって信じた。54 これは、

イエスがユダヤからガリラヤに来てなされた、二回目のしるしである。

戻る



 ヨハネによる福音書5 戻る

ベトザタの池で病人をいやす

1  その後、ユダヤ人の祭りがあったので、イエスはエルサレムに上られた。2エルサレムには羊の門の傍らに、ヘブラ
 イ語で「ベトザタ」と呼ばれる池があり、そこには五つの回廊があった。3a この回廊には、病気の人、目の見えな

 い人、足の不自由な人、体の麻痺した人などが、大勢横たわっていた。3b-4†5.3b-4 彼らは、水が動くのを
待っていた。それは、主の使いがときどき池に降りて来て、水が動くことがあり、水が動いたとき、真っ先に水に入

 る者は、どんな病気にかかっていても、いやされたからである。5 さて、そこに三十八年も病気で苦しんでいる人が
 いた。6イエスは、その人が横たわっているのを見、また、もう長い間病気であるのを知って、「良くなりたいか」と

 言われた。7病人は答えた。「主よ、水が動くとき、わたしを池の中に入れてくれる人がいないのです。わたしが
 行くうちに、ほかの人が先に降りて行くのです。」 8イエスは言われた。「起き上がりなさい。床を担いで歩きなさ

 い。」 9すると、その人はすぐに良くなって、床を担いで歩きだした。
 その日は安息日であった。10そこで、ユダヤ人たちは病気をいやしていただいた人に言った。「今日は安息日だ。

 だから床を担ぐことは、律法で許されていない。」 11しかし、その人は、「わたしをいやしてくださった方が、『床を
 担いで歩きなさい』と言われたのです」と答えた。12彼らは、「お前に『床を担いで歩きなさい』と言ったのはだれ

 だ」と尋ねた。13しかし、病気をいやしていただいた人は、それがだれであるか知らなかった。イエスは、群衆がそ
 こにいる間に、立ち去られたからである。14その後、イエスは、神殿の境内でこの人に出会って言われた。「あな

 たは良くなったのだ。もう、罪を犯してはいけない。さもないと、もっと悪いことが起こるかもしれない。」 15 この人
 は立ち去って、自分をいやしたのはイエスだと、ユダヤ人たちに知らせた。16そのために、ユダヤ人たちはイエスを

 迫害し始めた。イエスが、安息日にこのようなことをしておられたからである。17イエスはお答えになった。「わたし
 の父は今もなお働いておられる。だから、わたしも働くのだ。」 18 このために、ユダヤ人たちは、ますますイエスを殺

そうとねらうようになった。イエスが安息日を破るだけでなく、神を御自分の父と呼んで、御自身を神と等しい者と
されたからである。

御子の権威

19そこで、イエスは彼らに言われた。「はっきり言っておく。子は、父のなさることを見なければ、自分からは何事も
 できない。父がなさることはなんでも、子もそのとおりにする。20父は子を愛して、御自分のなさることをすべて子

 に示されるからである。また、これらのことよりも大きな業を子にお示しになって、あなたたちが驚くことになる。21
 すなわち、父が死者を復活させて命をお与えになるように、子も、与えたいと思う者に命を与える。22また、父

 はだれをも裁かず、裁きは一切子に任せておられる。23すべての人が、父を敬うように、子をも敬うようになるた
 めである。子を敬わない者は、子をお遣わしになった父をも敬わない。24はっきり言っておく。わたしの言葉を聞

いて、わたしをお遣わしになった方を信じる者は、永遠の命を得、また、裁かれることなく、死から命へと移っている。
 25はっきり言っておく。死んだ者が神の子の声を聞く時が来る。今やその時である。その声を聞いた者は生きる。
 26  父は、御自身の内に命を持っておられるように、子にも自分の内に命を持つようにしてくださったからである。
27  また、裁きを行う権能を子にお与えになった。子は人の子だからである。28驚いてはならない。時が来ると、

 墓の中にいる者は皆、人の子の声を聞き、29善を行った者は復活して命を受けるために、悪を行った者は復
活して裁きを受けるために出て来るのだ。
30わたしは自分では何もできない。ただ、父から聞くままに裁く。わたしの裁きは正しい。わたしは自分の意志で
はなく、わたしをお遣わしになった方の御心を行おうとするからである。」

イエスについての証し

31  「もし、わたしが自分自身について証しをするなら、その証しは真実ではない。32わたしについて証しをなさる



 方は別におられる。そして、その方がわたしについてなさる証しは真実であることを、わたしは知っている。33あな
 たたちはヨハネのもとへ人を送ったが、彼は真理について証しをした。34わたしは、人間による証しは受けない。

 しかし、あなたたちが救われるために、これらのことを言っておく。35ヨハネは、燃えて輝くともし火であった。あなた
 たちは、しばらくの間その光のもとで喜び楽しもうとした。36しかし、わたしにはヨハネの証しにまさる証しがある。

父がわたしに成し遂げるようにお与えになった業、つまり、わたしが行っている業そのものが、父がわたしをお遣わし
 になったことを証ししている。37また、わたしをお遣わしになった父が、わたしについて証しをしてくださる。あなたた

 ちは、まだ父のお声を聞いたこともなければ、お姿を見たこともない。38また、あなたたちは、自分の内に父のお
 言葉をとどめていない。父がお遣わしになった者を、あなたたちは信じないからである。39あなたたちは聖書の中

 に永遠の命があると考えて、聖書を研究している。ところが、聖書はわたしについて証しをするものだ。40それな
のに、あなたたちは、命を得るためにわたしのところへ来ようとしない。
41  わたしは、人からの誉れは受けない。42しかし、あなたたちの内には神への愛がないことを、わたしは知ってい

 る。43わたしは父の名によって来たのに、あなたたちはわたしを受け入れない。もし、ほかの人が自分の名によっ
 て来れば、あなたたちは受け入れる。44互いに相手からの誉れは受けるのに、唯一の神からの誉れは求めよう

 としないあなたたちには、どうして信じることができようか。45わたしが父にあなたたちを訴えるなどと、考えてはな
 らない。あなたたちを訴えるのは、あなたたちが頼りにしているモーセなのだ。46あなたたちは、モーセを信じたので

 あれば、わたしをも信じたはずだ。モーセは、わたしについて書いているからである。47しかし、モーセの書いたこと
を信じないのであれば、どうしてわたしが語ることを信じることができようか。」

戻る



 ヨハネによる福音書6 戻る

五千人に食べ物を与える

1  その後、イエスはガリラヤ湖、すなわちティベリアス湖の向こう岸に渡られた。2大勢の群衆が後を追った。イエ
 スが病人たちになさったしるしを見たからである。3  イエスは山に登り、弟子たちと一緒にそこにお座りになった。4

 ユダヤ人の祭りである過越祭が近づいていた。5イエスは目を上げ、大勢の群衆が御自分の方へ来るのを見て、
 フィリポに、「この人たちに食べさせるには、どこでパンを買えばよいだろうか」と言われたが、6 こう言ったのはフィリ

 ポを試みるためであって、御自分では何をしようとしているか知っておられたのである。7フィリポは、「めいめいが
 少しずつ食べるためにも、二百デナリオン分のパンでは足りないでしょう」と答えた。8弟子の一人で、シモン・ペト

 ロの兄弟アンデレが、イエスに言った。9「ここに大麦のパン五つと魚二匹とを持っている少年がいます。けれども、
 こんなに大勢の人では、何の役にも立たないでしょう。」 10イエスは、「人々 を座らせなさい」と言われた。そこに

 は草がたくさん生えていた。男たちはそこに座ったが、その数はおよそ五千人であった。11さて、イエスはパンを取
り、感謝の祈りを唱えてから、座っている人々 に分け与えられた。また、魚も同じようにして、欲しいだけ分け与え

 られた。12 人々 が満腹したとき、イエスは弟子たちに、「少しも無駄にならないように、残ったパンの屑を集めな
 さい」と言われた。13集めると、人々 が五つの大麦パンを食べて、なお残ったパンの屑で、十二の籠がいっぱい

 になった。14そこで、人々 はイエスのなさったしるしを見て、「まさにこの人こそ、世に来られる預言者である」と言
 った。15イエスは、人々 が来て、自分を王にするために連れて行こうとしているのを知り、ひとりでまた山に退か

れた。

湖の上を歩く

16  夕方になったので、弟子たちは湖畔へ下りて行った。17そして、舟に乗り、湖の向こう岸のカファルナウムに
 行こうとした。既に暗くなっていたが、イエスはまだ彼らのところには来ておられなかった。18強い風が吹いて、湖

 は荒れ始めた。19二十五ないし三十スタディオンばかり漕ぎ出したころ、イエスが湖の上を歩いて舟に近づいて
 来られるのを見て、彼らは恐れた。20  イエスは言われた。「わたしだ。恐れることはない。」 21そこで、彼らはイエ

スを舟に迎え入れようとした。すると間もなく、舟は目指す地に着いた。

イエスは命のパン

22その翌日、湖の向こう岸に残っていた群衆は、そこには小舟が一そうしかなかったこと、また、イエスは弟子たち
 と一緒に舟に乗り込まれず、弟子たちだけが出かけたことに気づいた。23ところが、ほかの小舟が数そうティベリ

 アスから、主が感謝の祈りを唱えられた後に人々 がパンを食べた場所へ近づいて来た。24群衆は、イエスも弟
 子たちもそこにいないと知ると、自分たちもそれらの小舟に乗り、イエスを捜し求めてカファルナウムに来た。25そ

 して、湖の向こう岸でイエスを見つけると、「ラビ、いつ、ここにおいでになったのですか」と言った。26イエスは答え
て言われた。「はっきり言っておく。あなたがたがわたしを捜しているのは、しるしを見たからではなく、パンを食べて

 満腹したからだ。27朽ちる食べ物のためではなく、いつまでもなくならないで、永遠の命に至る食べ物のために
働きなさい。これこそ、人の子があなたがたに与える食べ物である。父である神が、人の子を認証されたからであ

 る。」 28  そこで彼らが、「神の業を行うためには、何をしたらよいでしょうか」と言うと、29イエスは答えて言われ
 た。「神がお遣わしになった者を信じること、それが神の業である。」 30そこで、彼らは言った。「それでは、わたし

たちが見てあなたを信じることができるように、どんなしるしを行ってくださいますか。どのようなことをしてくださいます
 か。31わたしたちの先祖は、荒れ野でマンナを食べました。『天からのパンを彼らに与えて食べさせた』と書いてあ

 るとおりです。」 32すると、イエスは言われた。「はっきり言っておく。モーセが天からのパンをあなたがたに与えたの
 ではなく、わたしの父が天からのまことのパンをお与えになる。33神のパンは、天から降って来て、世に命を与え

るものである。」



34  そこで、彼らが、「主よ、そのパンをいつもわたしたちにください」と言うと、35イエスは言われた。「わたしが命
 のパンである。わたしのもとに来る者は決して飢えることがなく、わたしを信じる者は決して渇くことがない。36し

 かし、前にも言ったように、あなたがたはわたしを見ているのに、信じない。37父がわたしにお与えになる人は皆、
 わたしのところに来る。わたしのもとに来る人を、わたしは決して追い出さない。38わたしが天から降って来たのは、

 自分の意志を行うためではなく、わたしをお遣わしになった方の御心を行うためである。39わたしをお遣わしにな
 った方の御心とは、わたしに与えてくださった人を一人も失わないで、終わりの日に復活させることである。40わ

たしの父の御心は、子を見て信じる者が皆永遠の命を得ることであり、わたしがその人を終わりの日に復活させ
ることだからである。」
41ユダヤ人たちは、イエスが「わたしは天から降って来たパンである」と言われたので、イエスのことでつぶやき始め、
 42 こう言った。「これはヨセフの息子のイエスではないか。我々 はその父も母も知っている。どうして今、『わたしは

 天から降って来た』などと言うのか。」 43  イエスは答えて言われた。「つぶやき合うのはやめなさい。44わたしをお
遣わしになった父が引き寄せてくださらなければ、だれもわたしのもとへ来ることはできない。わたしはその人を終わ

 りの日に復活させる。45預言者の書に、『彼らは皆、神によって教えられる』と書いてある。父から聞いて学んだ
 者は皆、わたしのもとに来る。46  父を見た者は一人もいない。神のもとから来た者だけが父を見たのである。

47  はっきり言っておく。信じる者は永遠の命を得ている。48  わたしは命のパンである。49あなたたちの先祖は
 荒れ野でマンナを食べたが、死んでしまった。50しかし、これは、天から降って来たパンであり、これを食べる者は

 死なない。51わたしは、天から降って来た生きたパンである。このパンを食べるならば、その人は永遠に生きる。
わたしが与えるパンとは、世を生かすためのわたしの肉のことである。」
52それで、ユダヤ人たちは、「どうしてこの人は自分の肉を我々 に食べさせることができるのか」と、互いに激しく

 議論し始めた。53イエスは言われた。「はっきり言っておく。人の子の肉を食べ、その血を飲まなければ、あなた
 たちの内に命はない。54わたしの肉を食べ、わたしの血を飲む者は、永遠の命を得、わたしはその人を終わりの

 日に復活させる。55  わたしの肉はまことの食べ物、わたしの血はまことの飲み物だからである。56わたしの肉を
 食べ、わたしの血を飲む者は、いつもわたしの内におり、わたしもまたいつもその人の内にいる。57生きておられ

 る父がわたしをお遣わしになり、またわたしが父によって生きるように、わたしを食べる者もわたしによって生きる。
58 これは天から降って来たパンである。先祖が食べたのに死んでしまったようなものとは違う。このパンを食べる者

 は永遠に生きる。」 59 これらは、イエスがカファルナウムの会堂で教えていたときに話されたことである。

永遠の命の言葉

60ところで、弟子たちの多くの者はこれを聞いて言った。「実にひどい話だ。だれが、こんな話を聞いていられよう
 か。」 61イエスは、弟子たちがこのことについてつぶやいているのに気づいて言われた。「あなたがたはこのことにつ

 まずくのか。62 ……  それでは、人の子がもといた所に上るのを見るならば 。63 “ ”命を与えるのは 霊 である。
 肉は何の役にも立たない。わたしがあなたがたに話した言葉は霊であり、命である。64しかし、あなたがたのうち

には信じない者たちもいる。」イエスは最初から、信じない者たちがだれであるか、また、御自分を裏切る者がだれ
 であるかを知っておられたのである。65そして、言われた。「こういうわけで、わたしはあなたがたに、『父からお許し

がなければ、だれもわたしのもとに来ることはできない』と言ったのだ。」
66  このために、弟子たちの多くが離れ去り、もはやイエスと共に歩まなくなった。67そこで、イエスは十二人に、

 「あなたがたも離れて行きたいか」と言われた。68シモン・ペトロが答えた。「主よ、わたしたちはだれのところへ行
 きましょうか。あなたは永遠の命の言葉を持っておられます。69あなたこそ神の聖者であると、わたしたちは信じ、

 また知っています。」 70すると、イエスは言われた。「あなたがた十二人は、わたしが選んだのではないか。ところが、
 その中の一人は悪魔だ。」 71イスカリオテのシモンの子ユダのことを言われたのである。このユダは、十二人の一

人でありながら、イエスを裏切ろうとしていた。

戻る



 ヨハネによる福音書7 戻る

イエスの兄弟たちの不信仰

1その後、イエスはガリラヤを巡っておられた。ユダヤ人が殺そうとねらっていたので、ユダヤを巡ろうとは思われな
 かった。2  ときに、ユダヤ人の仮庵祭が近づいていた。3イエスの兄弟たちが言った。「ここを去ってユダヤに行き、

 あなたのしている業を弟子たちにも見せてやりなさい。4公に知られようとしながら、ひそかに行動するような人は
 いない。こういうことをしているからには、自分を世にはっきり示しなさい。」 5兄弟たちも、イエスを信じていなかっ

 たのである。6そこで、イエスは言われた。「わたしの時はまだ来ていない。しかし、あなたがたの時はいつも備えら
 れている。7世はあなたがたを憎むことができないが、わたしを憎んでいる。わたしが、世の行っている業は悪いと

 証ししているからだ。8あなたがたは祭りに上って行くがよい。わたしはこの祭りには上って行かない。まだ、わたし
 の時が来ていないからである。」 9 こう言って、イエスはガリラヤにとどまられた。

仮庵祭でのイエス

10しかし、兄弟たちが祭りに上って行ったとき、イエス御自身も、人目を避け、隠れるようにして上って行かれた。
11  祭りのときユダヤ人たちはイエスを捜し、「あの男はどこにいるのか」と言っていた。12群衆の間では、イエスの

 ことがいろいろとささやかれていた。「良い人だ」と言う者もいれば、「いや、群衆を惑わしている」と言う者もいた。
13しかし、ユダヤ人たちを恐れて、イエスについて公然と語る者はいなかった。
14  祭りも既に半ばになったころ、イエスは神殿の境内に上って行って、教え始められた。15ユダヤ人たちが驚い

 て、「この人は、学問をしたわけでもないのに、どうして聖書をこんなによく知っているのだろう」と言うと、16イエス
 は答えて言われた。「わたしの教えは、自分の教えではなく、わたしをお遣わしになった方の教えである。17 この

方の御心を行おうとする者は、わたしの教えが神から出たものか、わたしが勝手に話しているのか、分かるはずで
 ある。18自分勝手に話す者は、自分の栄光を求める。しかし、自分をお遣わしになった方の栄光を求める者

 は真実な人であり、その人には不義がない。19モーセはあなたたちに律法を与えたではないか。ところが、あなた
 たちはだれもその律法を守らない。なぜ、わたしを殺そうとするのか。」 20群衆が答えた。「あなたは悪霊に取り

 つかれている。だれがあなたを殺そうというのか。」 21イエスは答えて言われた。「わたしが一つの業を行ったという
 ので、あなたたちは皆驚いている。22 ――しかし、モーセはあなたたちに割礼を命じた。 もっとも、これはモーセか

――  らではなく、族長たちから始まったのだが だから、あなたたちは安息日にも割礼を施している。23モーセの
律法を破らないようにと、人は安息日であっても割礼を受けるのに、わたしが安息日に全身をいやしたからといっ

 て腹を立てるのか。24 うわべだけで裁くのをやめ、正しい裁きをしなさい。」

この人はメシアか

25さて、エルサレムの人々 の中には次のように言う者たちがいた。「これは、人々 が殺そうとねらっている者ではな
 いか。26あんなに公然と話しているのに、何も言われない。議員たちは、この人がメシアだということを、本当に

 認めたのではなかろうか。27しかし、わたしたちは、この人がどこの出身かを知っている。メシアが来られるときは、
 どこから来られるのか、だれも知らないはずだ。」 28すると、神殿の境内で教えていたイエスは、大声で言われた。

「あなたたちはわたしのことを知っており、また、どこの出身かも知っている。わたしは自分勝手に来たのではない。
 わたしをお遣わしになった方は真実であるが、あなたたちはその方を知らない。29わたしはその方を知っている。

 わたしはその方のもとから来た者であり、その方がわたしをお遣わしになったのである。」 30 人々 はイエスを捕らえ
 ようとしたが、手をかける者はいなかった。イエスの時はまだ来ていなかったからである。31しかし、群衆の中には

イエスを信じる者が大勢いて、「メシアが来られても、この人よりも多くのしるしをなさるだろうか」と言った。



下役たち、イエスの逮捕に向かう

32ファリサイ派の人々 は、群衆がイエスについてこのようにささやいているのを耳にした。祭司長たちとファリサイ派
 の人々 は、イエスを捕らえるために下役たちを遣わした。33そこで、イエスは言われた。「今しばらく、わたしはあ

 なたたちと共にいる。それから、自分をお遣わしになった方のもとへ帰る。34あなたたちは、わたしを捜しても、見
 つけることがない。わたしのいる所に、あなたたちは来ることができない。」 35すると、ユダヤ人たちが互いに言った。

「わたしたちが見つけることはないとは、いったい、どこへ行くつもりだろう。ギリシア人の間に離散しているユダヤ人
 のところへ行って、ギリシア人に教えるとでもいうのか。36『あなたたちは、わたしを捜しても、見つけることがない。

わたしのいる所に、あなたたちは来ることができない』と彼は言ったが、その言葉はどういう意味なのか。」

生きた水の流れ

37祭りが最も盛大に祝われる終わりの日に、イエスは立ち上がって大声で言われた。「渇いている人はだれでも、
 わたしのところに来て飲みなさい。38わたしを信じる者は、聖書に書いてあるとおり、その人の内から生きた水が
 川となって流れ出るようになる。」 39 “ ”イエスは、御自分を信じる人々 が受けようとしている 霊 について言われた

“ ”のである。イエスはまだ栄光を受けておられなかったので、 霊 がまだ降っていなかったからである。

群衆の間に対立が生じる

40  この言葉を聞いて、群衆の中には、「この人は、本当にあの預言者だ」と言う者や、41「この人はメシアだ」と
 言う者がいたが、このように言う者もいた。「メシアはガリラヤから出るだろうか。42メシアはダビデの子孫で、ダビ

 デのいた村ベツレヘムから出ると、聖書に書いてあるではないか。」 43 こうして、イエスのことで群衆の間に対立が
 生じた。44その中にはイエスを捕らえようと思う者もいたが、手をかける者はなかった。

ユダヤ人指導者たちの不信仰

45さて、祭司長たちやファリサイ派の人々 は、下役たちが戻って来たとき、「どうして、あの男を連れて来なかった
 のか」と言った。46  下役たちは、「今まで、あの人のように話した人はいません」と答えた。47すると、ファリサイ

 派の人々 は言った。「お前たちまでも惑わされたのか。48議員やファリサイ派の人々 の中に、あの男を信じた者
 がいるだろうか。49  だが、律法を知らないこの群衆は、呪われている。」 50彼らの中の一人で、以前イエスを

 訪ねたことのあるニコデモが言った。51「我々 の律法によれば、まず本人から事情を聞き、何をしたかを確かめた
 うえでなければ、判決を下してはならないことになっているではないか。」 52彼らは答えて言った。「あなたもガリラ

ヤ出身なのか。よく調べてみなさい。ガリラヤからは預言者の出ないことが分かる。」
わたしもあなたを罪に定めない
53〔人々 はおのおの家へ帰って行った。

戻る



 ヨハネによる福音書8 戻る

1  イエスはオリーブ山へ行かれた。2朝早く、再び神殿の境内に入られると、民衆が皆、御自分のところにやって
 来たので、座って教え始められた。3そこへ、律法学者たちやファリサイ派の人々 が、姦通の現場で捕らえられた
 女を連れて来て、真ん中に立たせ、4  イエスに言った。「先生、この女は姦通をしているときに捕まりました。5 こ

 ういう女は石で打ち殺せと、モーセは律法の中で命じています。ところで、あなたはどうお考えになりますか。」 6イ
エスを試して、訴える口実を得るために、こう言ったのである。イエスはかがみ込み、指で地面に何か書き始められ

 た。7しかし、彼らがしつこく問い続けるので、イエスは身を起こして言われた。「あなたたちの中で罪を犯したこと
 のない者が、まず、この女に石を投げなさい。」 8  そしてまた、身をかがめて地面に書き続けられた。9 これを聞い

 た者は、年長者から始まって、一人また一人と、立ち去ってしまい、イエスひとりと、真ん中にいた女が残った。
10イエスは、身を起こして言われた。「婦人よ、あの人たちはどこにいるのか。だれもあなたを罪に定めなかったの

 か。」 11女が、「主よ、だれも」と言うと、イエスは言われた。「わたしもあなたを罪に定めない。行きなさい。これ
からは、もう罪を犯してはならない。」〕

イエスは世の光

12  イエスは再び言われた。「わたしは世の光である。わたしに従う者は暗闇の中を歩かず、命の光を持つ。」 13
 それで、ファリサイ派の人々 が言った。「あなたは自分について証しをしている。その証しは真実ではない。」 14イ

エスは答えて言われた。「たとえわたしが自分について証しをするとしても、その証しは真実である。自分がどこから
来たのか、そしてどこへ行くのか、わたしは知っているからだ。しかし、あなたたちは、わたしがどこから来てどこへ行く

 のか、知らない。15  あなたたちは肉に従って裁くが、わたしはだれをも裁かない。16しかし、もしわたしが裁くと
すれば、わたしの裁きは真実である。なぜならわたしはひとりではなく、わたしをお遣わしになった父と共にいるから

 である。17  あなたたちの律法には、二人が行う証しは真実であると書いてある。18わたしは自分について証し
 をしており、わたしをお遣わしになった父もわたしについて証しをしてくださる。」 19彼らが「あなたの父はどこにいる

のか」と言うと、イエスはお答えになった。「あなたたちは、わたしもわたしの父も知らない。もし、わたしを知っていた
 ら、わたしの父をも知るはずだ。」 20イエスは神殿の境内で教えておられたとき、宝物殿の近くでこれらのことを

話された。しかし、だれもイエスを捕らえなかった。イエスの時がまだ来ていなかったからである。

わたしの行く所にあなたたちは来ることができない

21そこで、イエスはまた言われた。「わたしは去って行く。あなたたちはわたしを捜すだろう。だが、あなたたちは自
 分の罪のうちに死ぬことになる。わたしの行く所に、あなたたちは来ることができない。」 22ユダヤ人たちが、「『わ

たしの行く所に、あなたたちは来ることができない』と言っているが、自殺でもするつもりなのだろうか」と話している
 と、23イエスは彼らに言われた。「あなたたちは下のものに属しているが、わたしは上のものに属している。あなた

 たちはこの世に属しているが、わたしはこの世に属していない。24だから、あなたたちは自分の罪のうちに死ぬこと
になると、わたしは言ったのである。『わたしはある』ということを信じないならば、あなたたちは自分の罪のうちに死

 ぬことになる。」 25彼らが、「あなたは、いったい、どなたですか」と言うと、イエスは言われた。「それは初めから話
 しているではないか。26あなたたちについては、言うべきこと、裁くべきことがたくさんある。しかし、わたしをお遣わ

 しになった方は真実であり、わたしはその方から聞いたことを、世に向かって話している。」 27彼らは、イエスが御
 父について話しておられることを悟らなかった。28そこで、イエスは言われた。「あなたたちは、人の子を上げたとき

に初めて、『わたしはある』ということ、また、わたしが、自分勝手には何もせず、ただ、父に教えられたとおりに話し
 ていることが分かるだろう。29わたしをお遣わしになった方は、わたしと共にいてくださる。わたしをひとりにしてはお

 かれない。わたしは、いつもこの方の御心に適うことを行うからである。」 30 これらのことを語られたとき、多くの
人々 がイエスを信じた。



真理はあなたたちを自由にする

31イエスは、御自分を信じたユダヤ人たちに言われた。「わたしの言葉にとどまるならば、あなたたちは本当にわ
 たしの弟子である。32  あなたたちは真理を知り、真理はあなたたちを自由にする。」 33すると、彼らは言った。

「わたしたちはアブラハムの子孫です。今までだれかの奴隷になったことはありません。『あなたたちは自由になる』と
 どうして言われるのですか。」 34イエスはお答えになった。「はっきり言っておく。罪を犯す者はだれでも罪の奴隷

 である。35  奴隷は家にいつまでもいるわけにはいかないが、子はいつまでもいる。36だから、もし子があなたた
 ちを自由にすれば、あなたたちは本当に自由になる。37あなたたちがアブラハムの子孫だということは、分かって

 いる。だが、あなたたちはわたしを殺そうとしている。わたしの言葉を受け入れないからである。38わたしは父のも
とで見たことを話している。ところが、あなたたちは父から聞いたことを行っている。」

反対者たちの父

39彼らが答えて、「わたしたちの父はアブラハムです」と言うと、イエスは言われた。「アブラハムの子なら、アブラハ
 ムと同じ業をするはずだ。40ところが、今、あなたたちは、神から聞いた真理をあなたたちに語っているこのわたし

 を、殺そうとしている。アブラハムはそんなことはしなかった。41あなたたちは、自分の父と同じ業をしている。」そこ
で彼らが、「わたしたちは姦淫によって生まれたのではありません。わたしたちにはただひとりの父がいます。それは

 神です」と言うと、42イエスは言われた。「神があなたたちの父であれば、あなたたちはわたしを愛するはずである。
なぜなら、わたしは神のもとから来て、ここにいるからだ。わたしは自分勝手に来たのではなく、神がわたしをお遣

 わしになったのである。43わたしの言っていることが、なぜ分からないのか。それは、わたしの言葉を聞くことができ
 ないからだ。44あなたたちは、悪魔である父から出た者であって、その父の欲望を満たしたいと思っている。悪魔

は最初から人殺しであって、真理をよりどころとしていない。彼の内には真理がないからだ。悪魔が偽りを言うとき
 は、その本性から言っている。自分が偽り者であり、その父だからである。45しかし、わたしが真理を語るから、

 あなたたちはわたしを信じない。46あなたたちのうち、いったいだれが、わたしに罪があると責めることができるのか。
 わたしは真理を語っているのに、なぜわたしを信じないのか。47神に属する者は神の言葉を聞く。あなたたちが

聞かないのは神に属していないからである。」

アブラハムが生まれる前から「わたしはある」

48ユダヤ人たちが、「あなたはサマリア人で悪霊に取りつかれていると、我々 が言うのも当然ではないか」と言い
 返すと、49イエスはお答えになった。「わたしは悪霊に取りつかれてはいない。わたしは父を重んじているのに、あ

 なたたちはわたしを重んじない。50わたしは、自分の栄光は求めていない。わたしの栄光を求め、裁きをなさる
 方が、ほかにおられる。51  はっきり言っておく。わたしの言葉を守るなら、その人は決して死ぬことがない。」 52

ユダヤ人たちは言った。「あなたが悪霊に取りつかれていることが、今はっきりした。アブラハムは死んだし、預言者
 たちも死んだ。ところが、あなたは、『わたしの言葉を守るなら、その人は決して死を味わうことがない』と言う。53

わたしたちの父アブラハムよりも、あなたは偉大なのか。彼は死んだではないか。預言者たちも死んだ。いったい、
 あなたは自分を何者だと思っているのか。」 54イエスはお答えになった。「わたしが自分自身のために栄光を求め

ようとしているのであれば、わたしの栄光はむなしい。わたしに栄光を与えてくださるのはわたしの父であって、あな
 たたちはこの方について、『我々 の神だ』と言っている。55あなたたちはその方を知らないが、わたしは知っている。

わたしがその方を知らないと言えば、あなたたちと同じくわたしも偽り者になる。しかし、わたしはその方を知ってお
 り、その言葉を守っている。56あなたたちの父アブラハムは、わたしの日を見るのを楽しみにしていた。そして、そ

 れを見て、喜んだのである。」 57ユダヤ人たちが、「あなたは、まだ五十歳にもならないのに、アブラハムを見たの
 か」と言うと、58  イエスは言われた。「はっきり言っておく。アブラハムが生まれる前から、『わたしはある。』」 59す

ると、ユダヤ人たちは、石を取り上げ、イエスに投げつけようとした。しかし、イエスは身を隠して、神殿の境内から
出て行かれた。

戻る



 ヨハネによる福音書9 戻る

生まれつきの盲人をいやす

1  さて、イエスは通りすがりに、生まれつき目の見えない人を見かけられた。2弟子たちがイエスに尋ねた。「ラビ、
 この人が生まれつき目が見えないのは、だれが罪を犯したからですか。本人ですか。それとも、両親ですか。」 3イ

エスはお答えになった。「本人が罪を犯したからでも、両親が罪を犯したからでもない。神の業がこの人に現れるた
 めである。4わたしたちは、わたしをお遣わしになった方の業を、まだ日のあるうちに行わねばならない。だれも働く

 ことのできない夜が来る。5  わたしは、世にいる間、世の光である。」 6 こう言ってから、イエスは地面に唾をし、
 唾で土をこねてその人の目にお塗りになった。7 ―― ――そして、「シロアム 『遣わされた者』という意味 の池に

 行って洗いなさい」と言われた。そこで、彼は行って洗い、目が見えるようになって、帰って来た。8近所の人々 や、
 彼が物乞いをしていたのを前に見ていた人々 が、「これは、座って物乞いをしていた人ではないか」と言った。9「そ

の人だ」と言う者もいれば、「いや違う。似ているだけだ」と言う者もいた。本人は、「わたしがそうなのです」と言っ
 た。10  そこで人々 が、「では、お前の目はどのようにして開いたのか」と言うと、11彼は答えた。「イエスという方

が、土をこねてわたしの目に塗り、『シロアムに行って洗いなさい』と言われました。そこで、行って洗ったら、見える
 ようになったのです。」 12 人々 が「その人はどこにいるのか」と言うと、彼は「知りません」と言った。

ファリサイ派の人々 、事情を調べる

13  人々 は、前に盲人であった人をファリサイ派の人々 のところへ連れて行った。14イエスが土をこねてその目を
 開けられたのは、安息日のことであった。15そこで、ファリサイ派の人々 も、どうして見えるようになったのかと尋ね

た。彼は言った。「あの方が、わたしの目にこねた土を塗りました。そして、わたしが洗うと、見えるようになったので
 す。」 16ファリサイ派の人々 の中には、「その人は、安息日を守らないから、神のもとから来た者ではない」と言う

者もいれば、「どうして罪のある人間が、こんなしるしを行うことができるだろうか」と言う者もいた。こうして、彼らの
 間で意見が分かれた。17そこで、人々 は盲人であった人に再び言った。「目を開けてくれたということだが、いっ

たい、お前はあの人をどう思うのか。」彼は「あの方は預言者です」と言った。
18それでも、ユダヤ人たちはこの人について、盲人であったのに目が見えるようになったということを信じなかった。

 ついに、目が見えるようになった人の両親を呼び出して、19尋ねた。「この者はあなたたちの息子で、生まれつき
 目が見えなかったと言うのか。それが、どうして今は目が見えるのか。」 20両親は答えて言った。「これがわたしど

 もの息子で、生まれつき目が見えなかったことは知っています。21しかし、どうして今、目が見えるようになったか
は、分かりません。だれが目を開けてくれたのかも、わたしどもは分かりません。本人にお聞きください。もう大人で

 すから、自分のことは自分で話すでしょう。」 22両親がこう言ったのは、ユダヤ人たちを恐れていたからである。ユ
 ダヤ人たちは既に、イエスをメシアであると公に言い表す者がいれば、会堂から追放すると決めていたのである。

23両親が、「もう大人ですから、本人にお聞きください」と言ったのは、そのためである。
24さて、ユダヤ人たちは、盲人であった人をもう一度呼び出して言った。「神の前で正直に答えなさい。わたした

 ちは、あの者が罪ある人間だと知っているのだ。」 25彼は答えた。「あの方が罪人かどうか、わたしには分かりま
 せん。ただ一つ知っているのは、目の見えなかったわたしが、今は見えるということです。」 26すると、彼らは言っ

 た。「あの者はお前にどんなことをしたのか。お前の目をどうやって開けたのか。」 27彼は答えた。「もうお話しした
のに、聞いてくださいませんでした。なぜまた、聞こうとなさるのですか。あなたがたもあの方の弟子になりたいのです

 か。」 28  そこで、彼らはののしって言った。「お前はあの者の弟子だが、我々 はモーセの弟子だ。29 我々 は、神
 がモーセに語られたことは知っているが、あの者がどこから来たのかは知らない。」 30彼は答えて言った。「あの方

がどこから来られたか、あなたがたがご存じないとは、実に不思議です。あの方は、わたしの目を開けてくださったの
 に。31神は罪人の言うことはお聞きにならないと、わたしたちは承知しています。しかし、神をあがめ、その御心

 を行う人の言うことは、お聞きになります。32生まれつき目が見えなかった者の目を開けた人がいるということな
 ど、これまで一度も聞いたことがありません。33あの方が神のもとから来られたのでなければ、何もおできになら



 なかったはずです。」 34彼らは、「お前は全く罪の中に生まれたのに、我々 に教えようというのか」と言い返し、彼
を外に追い出した。

ファリサイ派の人々 の罪

35イエスは彼が外に追い出されたことをお聞きになった。そして彼に出会うと、「あなたは人の子を信じるか」と言
 われた。36  彼は答えて言った。「主よ、その方はどんな人ですか。その方を信じたいのですが。」 37イエスは言

 われた。「あなたは、もうその人を見ている。あなたと話しているのが、その人だ。」 38彼が、「主よ、信じます」と
 言って、ひざまずくと、39イエスは言われた。「わたしがこの世に来たのは、裁くためである。こうして、見えない者

は見えるようになり、見える者は見えないようになる。」
40イエスと一緒に居合わせたファリサイ派の人々 は、これらのことを聞いて、「我々 も見えないということか」と言っ

 た。41イエスは言われた。「見えなかったのであれば、罪はなかったであろう。しかし、今、『見える』とあなたたち
は言っている。だから、あなたたちの罪は残る。」

戻る
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「羊の囲い」のたとえ

1「はっきり言っておく。羊の囲いに入るのに、門を通らないでほかの所を乗り越えて来る者は、盗人であり、強盗
 である。2  門から入る者が羊飼いである。3門番は羊飼いには門を開き、羊はその声を聞き分ける。羊飼いは

 自分の羊の名を呼んで連れ出す。4自分の羊をすべて連れ出すと、先頭に立って行く。羊はその声を知ってい
 るので、ついて行く。5しかし、ほかの者には決してついて行かず、逃げ去る。ほかの者たちの声を知らないからで

 ある。」 6イエスは、このたとえをファリサイ派の人々 に話されたが、彼らはその話が何のことか分からなかった。

イエスは良い羊飼い

7  イエスはまた言われた。「はっきり言っておく。わたしは羊の門である。8わたしより前に来た者は皆、盗人であり、
 強盗である。しかし、羊は彼らの言うことを聞かなかった。9わたしは門である。わたしを通って入る者は救われる。

 その人は、門を出入りして牧草を見つける。10盗人が来るのは、盗んだり、屠ったり、滅ぼしたりするためにほか
 ならない。わたしが来たのは、羊が命を受けるため、しかも豊かに受けるためである。11わたしは良い羊飼いであ

 る。良い羊飼いは羊のために命を捨てる。12羊飼いでなく、自分の羊を持たない雇い人は、狼が来るのを見る
―― ―― と、羊を置き去りにして逃げる。 狼は羊を奪い、また追い散らす。 13彼は雇い人で、羊のことを心

 にかけていないからである。14わたしは良い羊飼いである。わたしは自分の羊を知っており、羊もわたしを知って
 いる。15それは、父がわたしを知っておられ、わたしが父を知っているのと同じである。わたしは羊のために命を捨
 てる。16わたしには、この囲いに入っていないほかの羊もいる。その羊をも導かなければならない。その羊もわたし

 の声を聞き分ける。こうして、羊は一人の羊飼いに導かれ、一つの群れになる。17わたしは命を、再び受けるた
 めに、捨てる。それゆえ、父はわたしを愛してくださる。18だれもわたしから命を奪い取ることはできない。わたし

は自分でそれを捨てる。わたしは命を捨てることもでき、それを再び受けることもできる。これは、わたしが父から受
けた掟である。」
19  この話をめぐって、ユダヤ人たちの間にまた対立が生じた。20多くのユダヤ人は言った。「彼は悪霊に取りつ

 かれて、気が変になっている。なぜ、あなたたちは彼の言うことに耳を貸すのか。」 21ほかの者たちは言った。「悪
霊に取りつかれた者は、こういうことは言えない。悪霊に盲人の目が開けられようか。」

ユダヤ人、イエスを拒絶する

22  そのころ、エルサレムで神殿奉献記念祭が行われた。冬であった。23イエスは、神殿の境内でソロモンの回
 廊を歩いておられた。24すると、ユダヤ人たちがイエスを取り囲んで言った。「いつまで、わたしたちに気をもませる

 のか。もしメシアなら、はっきりそう言いなさい。」 25イエスは答えられた。「わたしは言ったが、あなたたちは信じな
 い。わたしが父の名によって行う業が、わたしについて証しをしている。26しかし、あなたたちは信じない。わたしの

 羊ではないからである。27わたしの羊はわたしの声を聞き分ける。わたしは彼らを知っており、彼らはわたしに従
 う。28わたしは彼らに永遠の命を与える。彼らは決して滅びず、だれも彼らをわたしの手から奪うことはできない。

 29  わたしの父がわたしにくださったものは、すべてのものより偉大であり、だれも父の手から奪うことはできない。
30わたしと父とは一つである。」
31  ユダヤ人たちは、イエスを石で打ち殺そうとして、また石を取り上げた。32すると、イエスは言われた。「わたし
は、父が与えてくださった多くの善い業をあなたたちに示した。その中のどの業のために、石で打ち殺そうとするの

 か。」 33ユダヤ人たちは答えた。「善い業のことで、石で打ち殺すのではない。神を冒瀆したからだ。あなたは、
 人間なのに、自分を神としているからだ。」 34そこで、イエスは言われた。「あなたたちの律法に、『わたしは言う。

 あなたたちは神々 である』と書いてあるではないか。35神の言葉を受けた人たちが、『神々 』と言われている。そ
 して、聖書が廃れることはありえない。36それなら、父から聖なる者とされて世に遣わされたわたしが、『わたしは



 神の子である』と言ったからとて、どうして『神を冒瀆している』と言うのか。37もし、わたしが父の業を行っていな
 いのであれば、わたしを信じなくてもよい。38しかし、行っているのであれば、わたしを信じなくても、その業を信じ

 なさい。そうすれば、父がわたしの内におられ、わたしが父の内にいることを、あなたたちは知り、また悟るだろう。」
39そこで、ユダヤ人たちはまたイエスを捕らえようとしたが、イエスは彼らの手を逃れて、去って行かれた。
40  イエスは、再びヨルダンの向こう側、ヨハネが最初に洗礼を授けていた所に行って、そこに滞在された。41多
くの人がイエスのもとに来て言った。「ヨハネは何のしるしも行わなかったが、彼がこの方について話したことは、すべ

 て本当だった。」 42そこでは、多くの人がイエスを信じた。

戻る



 ヨハネによる福音書11 戻る

ラザロの死

1  ある病人がいた。マリアとその姉妹マルタの村、ベタニアの出身で、ラザロといった。2 このマリアは主に香油を
 塗り、髪の毛で主の足をぬぐった女である。その兄弟ラザロが病気であった。3姉妹たちはイエスのもとに人をやっ

 て、「主よ、あなたの愛しておられる者が病気なのです」と言わせた。4イエスは、それを聞いて言われた。「この病
 気は死で終わるものではない。神の栄光のためである。神の子がそれによって栄光を受けるのである。」 5イエス

 は、マルタとその姉妹とラザロを愛しておられた。6ラザロが病気だと聞いてからも、なお二日間同じ所に滞在さ
 れた。7  それから、弟子たちに言われた。「もう一度、ユダヤに行こう。」 8弟子たちは言った。「ラビ、ユダヤ人た

 ちがついこの間もあなたを石で打ち殺そうとしたのに、またそこへ行かれるのですか。」 9イエスはお答えになった。
 「昼間は十二時間あるではないか。昼のうちに歩けば、つまずくことはない。この世の光を見ているからだ。10し

 かし、夜歩けば、つまずく。その人の内に光がないからである。」 11 こうお話しになり、また、その後で言われた。
 「わたしたちの友ラザロが眠っている。しかし、わたしは彼を起こしに行く。」 12弟子たちは、「主よ、眠っているので

 あれば、助かるでしょう」と言った。13イエスはラザロの死について話されたのだが、弟子たちは、ただ眠りについて
 話されたものと思ったのである。14  そこでイエスは、はっきりと言われた。「ラザロは死んだのだ。15わたしがその

場に居合わせなかったのは、あなたがたにとってよかった。あなたがたが信じるようになるためである。さあ、彼のとこ
 ろへ行こう。」 16すると、ディディモと呼ばれるトマスが、仲間の弟子たちに、「わたしたちも行って、一緒に死のう

ではないか」と言った。

イエスは復活と命

17  さて、イエスが行って御覧になると、ラザロは墓に葬られて既に四日もたっていた。18ベタニアはエルサレムに
 近く、十五スタディオンほどのところにあった。19マルタとマリアのところには、多くのユダヤ人が、兄弟ラザロのこと

 で慰めに来ていた。20  マルタは、イエスが来られたと聞いて、迎えに行ったが、マリアは家の中に座っていた。21
 マルタはイエスに言った。「主よ、もしここにいてくださいましたら、わたしの兄弟は死ななかったでしょうに。22しかし、

 あなたが神にお願いになることは何でも神はかなえてくださると、わたしは今でも承知しています。」 23イエスが、
 「あなたの兄弟は復活する」と言われると、24マルタは、「終わりの日の復活の時に復活することは存じておりま

 す」と言った。25  イエスは言われた。「わたしは復活であり、命である。わたしを信じる者は、死んでも生きる。
26  生きていてわたしを信じる者はだれも、決して死ぬことはない。このことを信じるか。」 27マルタは言った。「は
い、主よ、あなたが世に来られるはずの神の子、メシアであるとわたしは信じております。」

イエス、涙を流す

28マルタは、こう言ってから、家に帰って姉妹のマリアを呼び、「先生がいらして、あなたをお呼びです」と耳打ちし
 た。29  マリアはこれを聞くと、すぐに立ち上がり、イエスのもとに行った。30イエスはまだ村には入らず、マルタが

 出迎えた場所におられた。31家の中でマリアと一緒にいて、慰めていたユダヤ人たちは、彼女が急に立ち上が
 って出て行くのを見て、墓に泣きに行くのだろうと思い、後を追った。32マリアはイエスのおられる所に来て、イエ

スを見るなり足もとにひれ伏し、「主よ、もしここにいてくださいましたら、わたしの兄弟は死ななかったでしょうに」と
 言った。33イエスは、彼女が泣き、一緒に来たユダヤ人たちも泣いているのを見て、心に憤りを覚え、興奮して、

 34  言われた。「どこに葬ったのか。」彼らは、「主よ、来て、御覧ください」と言った。35  イエスは涙を流された。
36  ユダヤ人たちは、「御覧なさい、どんなにラザロを愛しておられたことか」と言った。37しかし、中には、「盲人
の目を開けたこの人も、ラザロが死なないようにはできなかったのか」と言う者もいた。



イエス、ラザロを生き返らせる

38  イエスは、再び心に憤りを覚えて、墓に来られた。墓は洞穴で、石でふさがれていた。39イエスが、「その石を
取りのけなさい」と言われると、死んだラザロの姉妹マルタが、「主よ、四日もたっていますから、もうにおいます」と

 言った。40  イエスは、「もし信じるなら、神の栄光が見られると、言っておいたではないか」と言われた。41 人々
 が石を取りのけると、イエスは天を仰いで言われた。「父よ、わたしの願いを聞き入れてくださって感謝します。42

わたしの願いをいつも聞いてくださることを、わたしは知っています。しかし、わたしがこう言うのは、周りにいる群衆
 のためです。あなたがわたしをお遣わしになったことを、彼らに信じさせるためです。」 43 こう言ってから、「ラザロ、

 出て来なさい」と大声で叫ばれた。44すると、死んでいた人が、手と足を布で巻かれたまま出て来た。顔は覆い
で包まれていた。イエスは人々 に、「ほどいてやって、行かせなさい」と言われた。

イエスを殺す計画

45  マリアのところに来て、イエスのなさったことを目撃したユダヤ人の多くは、イエスを信じた。46しかし、中には、
 ファリサイ派の人々 のもとへ行き、イエスのなさったことを告げる者もいた。47そこで、祭司長たちとファリサイ派の

 人々 は最高法院を召集して言った。「この男は多くのしるしを行っているが、どうすればよいか。48 このままにして
 おけば、皆が彼を信じるようになる。そして、ローマ人が来て、我々 の神殿も国民も滅ぼしてしまうだろう。」 49彼

 らの中の一人で、その年の大祭司であったカイアファが言った。「あなたがたは何も分かっていない。50一人の人
 間が民の代わりに死に、国民全体が滅びないで済む方が、あなたがたに好都合だとは考えないのか。」 51 これ

は、カイアファが自分の考えから話したのではない。その年の大祭司であったので預言して、イエスが国民のために
 死ぬ、と言ったのである。52国民のためばかりでなく、散らされている神の子たちを一つに集めるためにも死ぬ、

 と言ったのである。53 この日から、彼らはイエスを殺そうとたくらんだ。
54それで、イエスはもはや公然とユダヤ人たちの間を歩くことはなく、そこを去り、荒れ野に近い地方のエフライム
という町に行き、弟子たちとそこに滞在された。
55さて、ユダヤ人の過越祭が近づいた。多くの人が身を清めるために、過越祭の前に地方からエルサレムへ上っ

 た。56彼らはイエスを捜し、神殿の境内で互いに言った。「どう思うか。あの人はこの祭りには来ないのだろう
 か。」 57祭司長たちとファリサイ派の人々 は、イエスの居どころが分かれば届け出よと、命令を出していた。イエ

スを逮捕するためである。

戻る



 ヨハネによる福音書12 戻る

ベタニアで香油を注がれる

1過越祭の六日前に、イエスはベタニアに行かれた。そこには、イエスが死者の中からよみがえらせたラザロがいた。
 2イエスのためにそこで夕食が用意され、マルタは給仕をしていた。ラザロは、イエスと共に食事の席に着いた

 人々 の中にいた。3そのとき、マリアが純粋で非常に高価なナルドの香油を一リトラ持って来て、イエスの足に塗
 り、自分の髪でその足をぬぐった。家は香油の香りでいっぱいになった。4弟子の一人で、後にイエスを裏切るイ

 スカリオテのユダが言った。5  「なぜ、この香油を三百デナリオンで売って、貧しい人々 に施さなかったのか。」 6彼
がこう言ったのは、貧しい人々 のことを心にかけていたからではない。彼は盗人であって、金入れを預かっていなが

 ら、その中身をごまかしていたからである。7イエスは言われた。「この人のするままにさせておきなさい。わたしの葬
 りの日のために、それを取って置いたのだから。8貧しい人々 はいつもあなたがたと一緒にいるが、わたしはいつも

一緒にいるわけではない。」

ラザロに対する陰謀

9イエスがそこにおられるのを知って、ユダヤ人の大群衆がやって来た。それはイエスだけが目当てではなく、イエス
 が死者の中からよみがえらせたラザロを見るためでもあった。10  祭司長たちはラザロをも殺そうと謀った。11多

くのユダヤ人がラザロのことで離れて行って、イエスを信じるようになったからである。

エルサレムに迎えられる

12  その翌日、祭りに来ていた大勢の群衆は、イエスがエルサレムに来られると聞き、13なつめやしの枝を持って
迎えに出た。そして、叫び続けた。

「ホサナ。
主の名によって来られる方に、祝福があるように、
イスラエルの王に。」

14イエスはろばの子を見つけて、お乗りになった。次のように書いてあるとおりである。
15「シオンの娘よ、恐れるな。
見よ、お前の王がおいでになる、
ろばの子に乗って。」
16弟子たちは最初これらのことが分からなかったが、イエスが栄光を受けられたとき、それがイエスについて書かれ

 たものであり、人々 がそのとおりにイエスにしたということを思い出した。17イエスがラザロを墓から呼び出して、死
 者の中からよみがえらせたとき一緒にいた群衆は、その証しをしていた。18群衆がイエスを出迎えたのも、イエス

 がこのようなしるしをなさったと聞いていたからである。19そこで、ファリサイ派の人々 は互いに言った。「見よ、何
をしても無駄だ。世をあげてあの男について行ったではないか。」

ギリシア人、イエスに会いに来る

20  さて、祭りのとき礼拝するためにエルサレムに上って来た人々 の中に、何人かのギリシア人がいた。21彼らは、
 ガリラヤのベトサイダ出身のフィリポのもとへ来て、「お願いです。イエスにお目にかかりたいのです」と頼んだ。22

 フィリポは行ってアンデレに話し、アンデレとフィリポは行って、イエスに話した。23イエスはこうお答えになった。「人
 の子が栄光を受ける時が来た。24はっきり言っておく。一粒の麦は、地に落ちて死ななければ、一粒のままであ

 る。だが、死ねば、多くの実を結ぶ。25自分の命を愛する者は、それを失うが、この世で自分の命を憎む人は、



 それを保って永遠の命に至る。26わたしに仕えようとする者は、わたしに従え。そうすれば、わたしのいるところに、
わたしに仕える者もいることになる。わたしに仕える者がいれば、父はその人を大切にしてくださる。」

人の子は上げられる

27「今、わたしは心騒ぐ。何と言おうか。『父よ、わたしをこの時から救ってください』と言おうか。しかし、わたしはま
 さにこの時のために来たのだ。28父よ、御名の栄光を現してください。」すると、天から声が聞こえた。「わたしは

 既に栄光を現した。再び栄光を現そう。」 29そばにいた群衆は、これを聞いて、「雷が鳴った」と言い、ほかの者
 たちは「天使がこの人に話しかけたのだ」と言った。30イエスは答えて言われた。「この声が聞こえたのは、わたし

 のためではなく、あなたがたのためだ。31  今こそ、この世が裁かれる時。今、この世の支配者が追放される。32
 わたしは地上から上げられるとき、すべての人を自分のもとへ引き寄せよう。」 33イエスは、御自分がどのような

 死を遂げるかを示そうとして、こう言われたのである。34すると、群衆は言葉を返した。「わたしたちは律法によっ
て、メシアは永遠にいつもおられると聞いていました。それなのに、人の子は上げられなければならない、とどうして

 言われるのですか。その『人の子』とはだれのことですか。」 35イエスは言われた。「光は、いましばらく、あなたが
たの間にある。暗闇に追いつかれないように、光のあるうちに歩きなさい。暗闇の中を歩く者は、自分がどこへ行く

 のか分からない。36光の子となるために、光のあるうちに、光を信じなさい。」

イエスを信じない者たち

 イエスはこれらのことを話してから、立ち去って彼らから身を隠された。37 このように多くのしるしを彼らの目の前
 で行われたが、彼らはイエスを信じなかった。38預言者イザヤの言葉が実現するためであった。彼はこう言ってい

る。
「主よ、だれがわたしたちの知らせを信じましたか。
主の御腕は、だれに示されましたか。」
39彼らが信じることができなかった理由を、イザヤはまた次のように言っている。
40「神は彼らの目を見えなくし、
その心をかたくなにされた。
こうして、彼らは目で見ることなく、
心で悟らず、立ち帰らない。
わたしは彼らをいやさない。」
41  イザヤは、イエスの栄光を見たので、このように言い、イエスについて語ったのである。42とはいえ、議員の中
にもイエスを信じる者は多かった。ただ、会堂から追放されるのを恐れ、ファリサイ派の人々 をはばかって公に言い

 表さなかった。43彼らは、神からの誉れよりも、人間からの誉れの方を好んだのである。

イエスの言葉による裁き

44イエスは叫んで、こう言われた。「わたしを信じる者は、わたしを信じるのではなくて、わたしを遣わされた方を信
 じるのである。45  わたしを見る者は、わたしを遣わされた方を見るのである。46わたしを信じる者が、だれも暗

 闇の中にとどまることのないように、わたしは光として世に来た。47わたしの言葉を聞いて、それを守らない者が
 いても、わたしはその者を裁かない。わたしは、世を裁くためではなく、世を救うために来たからである。48わたし

を拒み、わたしの言葉を受け入れない者に対しては、裁くものがある。わたしの語った言葉が、終わりの日にその
 者を裁く。49なぜなら、わたしは自分勝手に語ったのではなく、わたしをお遣わしになった父が、わたしの言うべ

 きこと、語るべきことをお命じになったからである。50父の命令は永遠の命であることを、わたしは知っている。だ
から、わたしが語ることは、父がわたしに命じられたままに語っているのである。」

戻る



 ヨハネによる福音書13 戻る

弟子の足を洗う

1 さて、過越祭の前のことである。イエスは、この世から父のもとへ移る御自分の時が来たことを悟り、世にいる弟
 子たちを愛して、この上なく愛し抜かれた。2夕食のときであった。既に悪魔は、イスカリオテのシモンの子ユダに、

 イエスを裏切る考えを抱かせていた。3イエスは、父がすべてを御自分の手にゆだねられたこと、また、御自分が
 神のもとから来て、神のもとに帰ろうとしていることを悟り、4食事の席から立ち上がって上着を脱ぎ、手ぬぐいを

 取って腰にまとわれた。5それから、たらいに水をくんで弟子たちの足を洗い、腰にまとった手ぬぐいでふき始めら
 れた。6シモン・ペトロのところに来ると、ペトロは、「主よ、あなたがわたしの足を洗ってくださるのですか」と言った。

 7  イエスは答えて、「わたしのしていることは、今あなたには分かるまいが、後で、分かるようになる」と言われた。8
ペトロが、「わたしの足など、決して洗わないでください」と言うと、イエスは、「もしわたしがあなたを洗わないなら、

 あなたはわたしと何のかかわりもないことになる」と答えられた。9そこでシモン・ペトロが言った。「主よ、足だけで
 なく、手も頭も。」 10イエスは言われた。「既に体を洗った者は、全身清いのだから、足だけ洗えばよい。あなた

 がたは清いのだが、皆が清いわけではない。」 11イエスは、御自分を裏切ろうとしている者がだれであるかを知っ
ておられた。それで、「皆が清いわけではない」と言われたのである。
12さて、イエスは、弟子たちの足を洗ってしまうと、上着を着て、再び席に着いて言われた。「わたしがあなたがた

 にしたことが分かるか。13あなたがたは、わたしを『先生』とか『主』とか呼ぶ。そのように言うのは正しい。わたし
 はそうである。14ところで、主であり、師であるわたしがあなたがたの足を洗ったのだから、あなたがたも互いに足

 を洗い合わなければならない。15わたしがあなたがたにしたとおりに、あなたがたもするようにと、模範を示したの
 である。16  はっきり言っておく。僕は主人にまさらず、遣わされた者は遣わした者にまさりはしない。17 このこと

 が分かり、そのとおりに実行するなら、幸いである。18わたしは、あなたがた皆について、こう言っているのではな
い。わたしは、どのような人々 を選び出したか分かっている。しかし、『わたしのパンを食べている者が、わたしに逆ら

 った』という聖書の言葉は実現しなければならない。19事の起こる前に、今、言っておく。事が起こったとき、『わ
 たしはある』ということを、あなたがたが信じるようになるためである。20はっきり言っておく。わたしの遣わす者を

受け入れる人は、わたしを受け入れ、わたしを受け入れる人は、わたしをお遣わしになった方を受け入れるのであ
る。」

裏切りの予告

21イエスはこう話し終えると、心を騒がせ、断言された。「はっきり言っておく。あなたがたのうちの一人がわたしを
 裏切ろうとしている。」 22  弟子たちは、だれについて言っておられるのか察しかねて、顔を見合わせた。23イエス

 のすぐ隣には、弟子たちの一人で、イエスの愛しておられた者が食事の席に着いていた。24シモン・ペトロはこの
 弟子に、だれについて言っておられるのかと尋ねるように合図した。25その弟子が、イエスの胸もとに寄りかかっ

 たまま、「主よ、それはだれのことですか」と言うと、26イエスは、「わたしがパン切れを浸して与えるのがその人だ」
 と答えられた。それから、パン切れを浸して取り、イスカリオテのシモンの子ユダにお与えになった。27ユダがパン

切れを受け取ると、サタンが彼の中に入った。そこでイエスは、「しようとしていることを、今すぐ、しなさい」と彼に言
 われた。28  座に着いていた者はだれも、なぜユダにこう言われたのか分からなかった。29ある者は、ユダが金

入れを預かっていたので、「祭りに必要な物を買いなさい」とか、貧しい人に何か施すようにと、イエスが言われた
 のだと思っていた。30ユダはパン切れを受け取ると、すぐ出て行った。夜であった。

新しい掟

31さて、ユダが出て行くと、イエスは言われた。「今や、人の子は栄光を受けた。神も人の子によって栄光をお受
 けになった。32神が人の子によって栄光をお受けになったのであれば、神も御自身によって人の子に栄光をお与



 えになる。しかも、すぐにお与えになる。33子たちよ、いましばらく、わたしはあなたがたと共にいる。あなたがたは
わたしを捜すだろう。『わたしが行く所にあなたたちは来ることができない』とユダヤ人たちに言ったように、今、あな

 たがたにも同じことを言っておく。34あなたがたに新しい掟を与える。互いに愛し合いなさい。わたしがあなたがた
 を愛したように、あなたがたも互いに愛し合いなさい。35互いに愛し合うならば、それによってあなたがたがわたし

の弟子であることを、皆が知るようになる。」

ペトロの離反を予告する

36シモン・ペトロがイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのですか。」イエスが答えられた。「わたしの行く所に、あ
 なたは今ついて来ることはできないが、後でついて来ることになる。」 37ペトロは言った。「主よ、なぜ今ついて行

 けないのですか。あなたのためなら命を捨てます。」 38イエスは答えられた。「わたしのために命を捨てると言うの
か。はっきり言っておく。鶏が鳴くまでに、あなたは三度わたしのことを知らないと言うだろう。」

戻る



 ヨハネによる福音書14 戻る

イエスは父に至る道

1  「心を騒がせるな。神を信じなさい。そして、わたしをも信じなさい。2わたしの父の家には住む所がたくさんある。
 もしなければ、あなたがたのために場所を用意しに行くと言ったであろうか。3行ってあなたがたのために場所を用

意したら、戻って来て、あなたがたをわたしのもとに迎える。こうして、わたしのいる所に、あなたがたもいることになる。
 4  わたしがどこへ行くのか、その道をあなたがたは知っている。」 5トマスが言った。「主よ、どこへ行かれるのか、わ

 たしたちには分かりません。どうして、その道を知ることができるでしょうか。」 6イエスは言われた。「わたしは道であ
 り、真理であり、命である。わたしを通らなければ、だれも父のもとに行くことができない。7あなたがたがわたしを

 知っているなら、わたしの父をも知ることになる。今から、あなたがたは父を知る。いや、既に父を見ている。」 8フ
 ィリポが「主よ、わたしたちに御父をお示しください。そうすれば満足できます」と言うと、9イエスは言われた。「フィ

リポ、こんなに長い間一緒にいるのに、わたしが分かっていないのか。わたしを見た者は、父を見たのだ。なぜ、『わ
 たしたちに御父をお示しください』と言うのか。10わたしが父の内におり、父がわたしの内におられることを、信じ

ないのか。わたしがあなたがたに言う言葉は、自分から話しているのではない。わたしの内におられる父が、その業
 を行っておられるのである。11わたしが父の内におり、父がわたしの内におられると、わたしが言うのを信じなさい。

 もしそれを信じないなら、業そのものによって信じなさい。12はっきり言っておく。わたしを信じる者は、わたしが行
 う業を行い、また、もっと大きな業を行うようになる。わたしが父のもとへ行くからである。13わたしの名によって

 願うことは、何でもかなえてあげよう。こうして、父は子によって栄光をお受けになる。14わたしの名によってわたし
に何かを願うならば、わたしがかなえてあげよう。」

聖霊を与える約束

15  「あなたがたは、わたしを愛しているならば、わたしの掟を守る。16わたしは父にお願いしよう。父は別の弁護
 者を遣わして、永遠にあなたがたと一緒にいるようにしてくださる。17 この方は、真理の霊である。世は、この霊

を見ようとも知ろうともしないので、受け入れることができない。しかし、あなたがたはこの霊を知っている。この霊が
 あなたがたと共におり、これからも、あなたがたの内にいるからである。18わたしは、あなたがたをみなしごにはして

 おかない。あなたがたのところに戻って来る。19しばらくすると、世はもうわたしを見なくなるが、あなたがたはわた
 しを見る。わたしが生きているので、あなたがたも生きることになる。20かの日には、わたしが父の内におり、あな

 たがたがわたしの内におり、わたしもあなたがたの内にいることが、あなたがたに分かる。21わたしの掟を受け入
れ、それを守る人は、わたしを愛する者である。わたしを愛する人は、わたしの父に愛される。わたしもその人を愛

 して、その人にわたし自身を現す。」 22イスカリオテでない方のユダが、「主よ、わたしたちには御自分を現そうと
 なさるのに、世にはそうなさらないのは、なぜでしょうか」と言った。23イエスはこう答えて言われた。「わたしを愛す

る人は、わたしの言葉を守る。わたしの父はその人を愛され、父とわたしとはその人のところに行き、一緒に住む。
24わたしを愛さない者は、わたしの言葉を守らない。あなたがたが聞いている言葉はわたしのものではなく、わた
しをお遣わしになった父のものである。
25  わたしは、あなたがたといたときに、これらのことを話した。26しかし、弁護者、すなわち、父がわたしの名によ
ってお遣わしになる聖霊が、あなたがたにすべてのことを教え、わたしが話したことをことごとく思い起こさせてくださ

 る。27わたしは、平和をあなたがたに残し、わたしの平和を与える。わたしはこれを、世が与えるように与えるの
 ではない。心を騒がせるな。おびえるな。28『わたしは去って行くが、また、あなたがたのところへ戻って来る』と言

ったのをあなたがたは聞いた。わたしを愛しているなら、わたしが父のもとに行くのを喜んでくれるはずだ。父はわた
 しよりも偉大な方だからである。29事が起こったときに、あなたがたが信じるようにと、今、その事の起こる前に話

 しておく。30もはや、あなたがたと多くを語るまい。世の支配者が来るからである。だが、彼はわたしをどうするこ
 ともできない。31わたしが父を愛し、父がお命じになったとおりに行っていることを、世は知るべきである。さあ、

立て。ここから出かけよう。」 戻る



 ヨハネによる福音書15 戻る

イエスはまことのぶどうの木

1  「わたしはまことのぶどうの木、わたしの父は農夫である。2わたしにつながっていながら、実を結ばない枝はみな、
 父が取り除かれる。しかし、実を結ぶものはみな、いよいよ豊かに実を結ぶように手入れをなさる。3わたしの話

 した言葉によって、あなたがたは既に清くなっている。4わたしにつながっていなさい。わたしもあなたがたにつながっ
ている。ぶどうの枝が、木につながっていなければ、自分では実を結ぶことができないように、あなたがたも、わたし

 につながっていなければ、実を結ぶことができない。5わたしはぶどうの木、あなたがたはその枝である。人がわた
しにつながっており、わたしもその人につながっていれば、その人は豊かに実を結ぶ。わたしを離れては、あなたがた

 は何もできないからである。6わたしにつながっていない人がいれば、枝のように外に投げ捨てられて枯れる。そし
 て、集められ、火に投げ入れられて焼かれてしまう。7あなたがたがわたしにつながっており、わたしの言葉があな

 たがたの内にいつもあるならば、望むものを何でも願いなさい。そうすればかなえられる。8あなたがたが豊かに実
 を結び、わたしの弟子となるなら、それによって、わたしの父は栄光をお受けになる。9父がわたしを愛されたよう

 に、わたしもあなたがたを愛してきた。わたしの愛にとどまりなさい。10わたしが父の掟を守り、その愛にとどまって
いるように、あなたがたも、わたしの掟を守るなら、わたしの愛にとどまっていることになる。
11  これらのことを話したのは、わたしの喜びがあなたがたの内にあり、あなたがたの喜びが満たされるためである。
12  わたしがあなたがたを愛したように、互いに愛し合いなさい。これがわたしの掟である。13友のために自分の

 命を捨てること、これ以上に大きな愛はない。14わたしの命じることを行うならば、あなたがたはわたしの友であ
 る。15もはや、わたしはあなたがたを僕とは呼ばない。僕は主人が何をしているか知らないからである。わたしは

 あなたがたを友と呼ぶ。父から聞いたことをすべてあなたがたに知らせたからである。16あなたがたがわたしを選
んだのではない。わたしがあなたがたを選んだ。あなたがたが出かけて行って実を結び、その実が残るようにと、また、

 わたしの名によって父に願うものは何でも与えられるようにと、わたしがあなたがたを任命したのである。17互い
に愛し合いなさい。これがわたしの命令である。」

迫害の予告

18  「世があなたがたを憎むなら、あなたがたを憎む前にわたしを憎んでいたことを覚えなさい。19あなたがたが世
に属していたなら、世はあなたがたを身内として愛したはずである。だが、あなたがたは世に属していない。わたしが

 あなたがたを世から選び出した。だから、世はあなたがたを憎むのである。20『僕は主人にまさりはしない』と、わ
たしが言った言葉を思い出しなさい。人々 がわたしを迫害したのであれば、あなたがたをも迫害するだろう。わたし

 の言葉を守ったのであれば、あなたがたの言葉をも守るだろう。21しかし人々 は、わたしの名のゆえに、これらの
 ことをみな、あなたがたにするようになる。わたしをお遣わしになった方を知らないからである。22わたしが来て彼

 らに話さなかったなら、彼らに罪はなかったであろう。だが、今は、彼らは自分の罪について弁解の余地がない。
23  わたしを憎む者は、わたしの父をも憎んでいる。24だれも行ったことのない業を、わたしが彼らの間で行わな

 かったなら、彼らに罪はなかったであろう。だが今は、その業を見たうえで、わたしとわたしの父を憎んでいる。25
しかし、それは、『人々 は理由もなく、わたしを憎んだ』と、彼らの律法に書いてある言葉が実現するためである。
26わたしが父のもとからあなたがたに遣わそうとしている弁護者、すなわち、父のもとから出る真理の霊が来ると

 き、その方がわたしについて証しをなさるはずである。27あなたがたも、初めからわたしと一緒にいたのだから、証
しをするのである。

戻る



 ヨハネによる福音書16 戻る
1  これらのことを話したのは、あなたがたをつまずかせないためである。2 人々 はあなたがたを会堂から追放するだ

 ろう。しかも、あなたがたを殺す者が皆、自分は神に奉仕していると考える時が来る。3彼らがこういうことをする
 のは、父をもわたしをも知らないからである。4しかし、これらのことを話したのは、その時が来たときに、わたしが

語ったということをあなたがたに思い出させるためである。」

聖霊の働き

 「初めからこれらのことを言わなかったのは、わたしがあなたがたと一緒にいたからである。5今わたしは、わたしを
 お遣わしになった方のもとに行こうとしているが、あなたがたはだれも、『どこへ行くのか』と尋ねない。6むしろ、わ

 たしがこれらのことを話したので、あなたがたの心は悲しみで満たされている。7しかし、実を言うと、わたしが去っ
て行くのは、あなたがたのためになる。わたしが去って行かなければ、弁護者はあなたがたのところに来ないからで

 ある。わたしが行けば、弁護者をあなたがたのところに送る。8その方が来れば、罪について、義について、また、
 裁きについて、世の誤りを明らかにする。9  罪についてとは、彼らがわたしを信じないこと、10義についてとは、わ

 たしが父のもとに行き、あなたがたがもはやわたしを見なくなること、11また、裁きについてとは、この世の支配者
が断罪されることである。
12  言っておきたいことは、まだたくさんあるが、今、あなたがたには理解できない。13しかし、その方、すなわち、
真理の霊が来ると、あなたがたを導いて真理をことごとく悟らせる。その方は、自分から語るのではなく、聞いたこ

 とを語り、また、これから起こることをあなたがたに告げるからである。14その方はわたしに栄光を与える。わたし
 のものを受けて、あなたがたに告げるからである。15父が持っておられるものはすべて、わたしのものである。だか

ら、わたしは、『その方がわたしのものを受けて、あなたがたに告げる』と言ったのである。」

悲しみが喜びに変わる

16  「しばらくすると、あなたがたはもうわたしを見なくなるが、またしばらくすると、わたしを見るようになる。」 17そこ
で、弟子たちのある者は互いに言った。「『しばらくすると、あなたがたはわたしを見なくなるが、またしばらくすると、

 わたしを見るようになる』とか、『父のもとに行く』とか言っておられるのは、何のことだろう。」 18また、言った。「『し
 ばらくすると』と言っておられるのは、何のことだろう。何を話しておられるのか分からない。」 19イエスは、彼らが

尋ねたがっているのを知って言われた。「『しばらくすると、あなたがたはわたしを見なくなるが、またしばらくすると、
 わたしを見るようになる』と、わたしが言ったことについて、論じ合っているのか。20はっきり言っておく。あなたがた

 は泣いて悲嘆に暮れるが、世は喜ぶ。あなたがたは悲しむが、その悲しみは喜びに変わる。21女は子供を産む
とき、苦しむものだ。自分の時が来たからである。しかし、子供が生まれると、一人の人間が世に生まれ出た喜び

 のために、もはやその苦痛を思い出さない。22ところで、今はあなたがたも、悲しんでいる。しかし、わたしは再び
 あなたがたと会い、あなたがたは心から喜ぶことになる。その喜びをあなたがたから奪い去る者はいない。23その

日には、あなたがたはもはや、わたしに何も尋ねない。はっきり言っておく。あなたがたがわたしの名によって何かを
 父に願うならば、父はお与えになる。24今までは、あなたがたはわたしの名によっては何も願わなかった。願いな

さい。そうすれば与えられ、あなたがたは喜びで満たされる。」

イエスは既に勝っている

25「わたしはこれらのことを、たとえを用いて話してきた。もはやたとえによらず、はっきり父について知らせる時が来
 る。26その日には、あなたがたはわたしの名によって願うことになる。わたしがあなたがたのために父に願ってあげ

 る、とは言わない。27父御自身が、あなたがたを愛しておられるのである。あなたがたが、わたしを愛し、わたし
 が神のもとから出て来たことを信じたからである。28わたしは父のもとから出て、世に来たが、今、世を去って、

 父のもとに行く。」 29  弟子たちは言った。「今は、はっきりとお話しになり、少しもたとえを用いられません。30あ
なたが何でもご存じで、だれもお尋ねする必要のないことが、今、分かりました。これによって、あなたが神のもとか



 ら来られたと、わたしたちは信じます。」 31  イエスはお答えになった。「今ようやく、信じるようになったのか。32だ
が、あなたがたが散らされて自分の家に帰ってしまい、わたしをひとりきりにする時が来る。いや、既に来ている。し

 かし、わたしはひとりではない。父が、共にいてくださるからだ。33 これらのことを話したのは、あなたがたがわたし
によって平和を得るためである。あなたがたには世で苦難がある。しかし、勇気を出しなさい。わたしは既に世に勝
っている。」

戻る
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イエスの祈り

1イエスはこれらのことを話してから、天を仰いで言われた。「父よ、時が来ました。あなたの子があなたの栄光を
 現すようになるために、子に栄光を与えてください。2あなたは子にすべての人を支配する権能をお与えになりま

 した。そのために、子はあなたからゆだねられた人すべてに、永遠の命を与えることができるのです。3永遠の命と
 は、唯一のまことの神であられるあなたと、あなたのお遣わしになったイエス・キリストを知ることです。4わたしは、

 行うようにとあなたが与えてくださった業を成し遂げて、地上であなたの栄光を現しました。5父よ、今、御前でわ
たしに栄光を与えてください。世界が造られる前に、わたしがみもとで持っていたあの栄光を。
6世から選び出してわたしに与えてくださった人々 に、わたしは御名を現しました。彼らはあなたのものでしたが、あ

 なたはわたしに与えてくださいました。彼らは、御言葉を守りました。7わたしに与えてくださったものはみな、あな
 たからのものであることを、今、彼らは知っています。8なぜなら、わたしはあなたから受けた言葉を彼らに伝え、

彼らはそれを受け入れて、わたしがみもとから出て来たことを本当に知り、あなたがわたしをお遣わしになったことを
 信じたからです。9彼らのためにお願いします。世のためではなく、わたしに与えてくださった人々 のためにお願いし

 ます。彼らはあなたのものだからです。10わたしのものはすべてあなたのもの、あなたのものはわたしのものです。
 わたしは彼らによって栄光を受けました。11わたしは、もはや世にはいません。彼らは世に残りますが、わたしは

みもとに参ります。聖なる父よ、わたしに与えてくださった御名によって彼らを守ってください。わたしたちのように、
 彼らも一つとなるためです。12わたしは彼らと一緒にいる間、あなたが与えてくださった御名によって彼らを守り

 ました。わたしが保護したので、滅びの子のほかは、だれも滅びませんでした。聖書が実現するためです。13しか
し、今、わたしはみもとに参ります。世にいる間に、これらのことを語るのは、わたしの喜びが彼らの内に満ちあふれ

 るようになるためです。14わたしは彼らに御言葉を伝えましたが、世は彼らを憎みました。わたしが世に属してい
 ないように、彼らも世に属していないからです。15わたしがお願いするのは、彼らを世から取り去ることではなく、

 悪い者から守ってくださることです。16  わたしが世に属していないように、彼らも世に属していないのです。17真
 理によって、彼らを聖なる者としてください。あなたの御言葉は真理です。18わたしを世にお遣わしになったよう

 に、わたしも彼らを世に遣わしました。19彼らのために、わたしは自分自身をささげます。彼らも、真理によってさ
さげられた者となるためです。
20  また、彼らのためだけでなく、彼らの言葉によってわたしを信じる人々 のためにも、お願いします。21父よ、あ
なたがわたしの内におられ、わたしがあなたの内にいるように、すべての人を一つにしてください。彼らもわたしたちの

 内にいるようにしてください。そうすれば、世は、あなたがわたしをお遣わしになったことを、信じるようになります。
22あなたがくださった栄光を、わたしは彼らに与えました。わたしたちが一つであるように、彼らも一つになるためで

 す。23わたしが彼らの内におり、あなたがわたしの内におられるのは、彼らが完全に一つになるためです。こうして、
あなたがわたしをお遣わしになったこと、また、わたしを愛しておられたように、彼らをも愛しておられたことを、世が

 知るようになります。24父よ、わたしに与えてくださった人々 を、わたしのいる所に、共におらせてください。それは、
 天地創造の前からわたしを愛して、与えてくださったわたしの栄光を、彼らに見せるためです。25正しい父よ、世

はあなたを知りませんが、わたしはあなたを知っており、この人々 はあなたがわたしを遣わされたことを知っています。
 26わたしは御名を彼らに知らせました。また、これからも知らせます。わたしに対するあなたの愛が彼らの内にあ
り、わたしも彼らの内にいるようになるためです。」

戻る
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裏切られ、逮捕される

1 こう話し終えると、イエスは弟子たちと一緒に、キドロンの谷の向こうへ出て行かれた。そこには園があり、イエス
 は弟子たちとその中に入られた。2イエスを裏切ろうとしていたユダも、その場所を知っていた。イエスは、弟子た

 ちと共に度々 ここに集まっておられたからである。3それでユダは、一隊の兵士と、祭司長たちやファリサイ派の
 人々 の遣わした下役たちを引き連れて、そこにやって来た。松明やともし火や武器を手にしていた。4イエスは御

 自分の身に起こることを何もかも知っておられ、進み出て、「だれを捜しているのか」と言われた。5彼らが「ナザレ
のイエスだ」と答えると、イエスは「わたしである」と言われた。イエスを裏切ろうとしていたユダも彼らと一緒にいた。
6  イエスが「わたしである」と言われたとき、彼らは後ずさりして、地に倒れた。7そこで、イエスが「だれを捜してい

 るのか」と重ねてお尋ねになると、彼らは「ナザレのイエスだ」と言った。8すると、イエスは言われた。「『わたしであ
 る』と言ったではないか。わたしを捜しているのなら、この人々 は去らせなさい。」 9それは、「あなたが与えてくださ

 った人を、わたしは一人も失いませんでした」と言われたイエスの言葉が実現するためであった。10シモン・ペトロ
は剣を持っていたので、それを抜いて大祭司の手下に打ってかかり、その右の耳を切り落とした。手下の名はマル

 コスであった。11イエスはペトロに言われた。「剣をさやに納めなさい。父がお与えになった杯は、飲むべきではな
いか。」

イエス、大祭司のもとに連行される

12  そこで一隊の兵士と千人隊長、およびユダヤ人の下役たちは、イエスを捕らえて縛り、13まず、アンナスのと
 ころへ連れて行った。彼が、その年の大祭司カイアファのしゅうとだったからである。14一人の人間が民の代わり

に死ぬ方が好都合だと、ユダヤ人たちに助言したのは、このカイアファであった。

ペトロ、イエスを知らないと言う

15シモン・ペトロともう一人の弟子は、イエスに従った。この弟子は大祭司の知り合いだったので、イエスと一緒に
 大祭司の屋敷の中庭に入ったが、16ペトロは門の外に立っていた。大祭司の知り合いである、そのもう一人の

 弟子は、出て来て門番の女に話し、ペトロを中に入れた。17門番の女中はペトロに言った。「あなたも、あの人
 の弟子の一人ではありませんか。」ペトロは、「違う」と言った。18僕や下役たちは、寒かったので炭火をおこし、

そこに立って火にあたっていた。ペトロも彼らと一緒に立って、火にあたっていた。

大祭司、イエスを尋問する

19  大祭司はイエスに弟子のことや教えについて尋ねた。20イエスは答えられた。「わたしは、世に向かって公然
 と話した。わたしはいつも、ユダヤ人が皆集まる会堂や神殿の境内で教えた。ひそかに話したことは何もない。

21なぜ、わたしを尋問するのか。わたしが何を話したかは、それを聞いた人々 に尋ねるがよい。その人々 がわたし
 の話したことを知っている。」 22イエスがこう言われると、そばにいた下役の一人が、「大祭司に向かって、そんな

 返事のしかたがあるか」と言って、イエスを平手で打った。23イエスは答えられた。「何か悪いことをわたしが言っ
 たのなら、その悪いところを証明しなさい。正しいことを言ったのなら、なぜわたしを打つのか。」 24アンナスは、イ

エスを縛ったまま、大祭司カイアファのもとに送った。

ペトロ、重ねてイエスを知らないと言う

25シモン・ペトロは立って火にあたっていた。人々 が、「お前もあの男の弟子の一人ではないのか」と言うと、ペト



 ロは打ち消して、「違う」と言った。26大祭司の僕の一人で、ペトロに片方の耳を切り落とされた人の身内の者
 が言った。「園であの男と一緒にいるのを、わたしに見られたではないか。」 27ペトロは、再び打ち消した。すると

すぐ、鶏が鳴いた。

ピラトから尋問される

28 人々 は、イエスをカイアファのところから総督官邸に連れて行った。明け方であった。しかし、彼らは自分では
 官邸に入らなかった。汚れないで過越の食事をするためである。29そこで、ピラトが彼らのところへ出て来て、「ど

 ういう罪でこの男を訴えるのか」と言った。30彼らは答えて、「この男が悪いことをしていなかったら、あなたに引き
 渡しはしなかったでしょう」と言った。31ピラトが、「あなたたちが引き取って、自分たちの律法に従って裁け」と言

 うと、ユダヤ人たちは、「わたしたちには、人を死刑にする権限がありません」と言った。32それは、御自分がどの
 ような死を遂げるかを示そうとして、イエスの言われた言葉が実現するためであった。33そこで、ピラトはもう一度

 官邸に入り、イエスを呼び出して、「お前がユダヤ人の王なのか」と言った。34イエスはお答えになった。「あなた
 は自分の考えで、そう言うのですか。それとも、ほかの者がわたしについて、あなたにそう言ったのですか。」 35ピラ

トは言い返した。「わたしはユダヤ人なのか。お前の同胞や祭司長たちが、お前をわたしに引き渡したのだ。いった
 い何をしたのか。」 36イエスはお答えになった。「わたしの国は、この世には属していない。もし、わたしの国がこの

世に属していれば、わたしがユダヤ人に引き渡されないように、部下が戦ったことだろう。しかし、実際、わたしの国
 はこの世には属していない。」 37そこでピラトが、「それでは、やはり王なのか」と言うと、イエスはお答えになった。

「わたしが王だとは、あなたが言っていることです。わたしは真理について証しをするために生まれ、そのためにこの
 世に来た。真理に属する人は皆、わたしの声を聞く。」 38ピラトは言った。「真理とは何か。」

死刑の判決を受ける

ピラトは、こう言ってからもう一度、ユダヤ人たちの前に出て来て言った。「わたしはあの男に何の罪も見いだせない。
 39ところで、過越祭にはだれか一人をあなたたちに釈放するのが慣例になっている。あのユダヤ人の王を釈放し

 てほしいか。」 40すると、彼らは、「その男ではない。バラバを」と大声で言い返した。バラバは強盗であった。

戻る
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1  そこで、ピラトはイエスを捕らえ、鞭で打たせた。2兵士たちは茨で冠を編んでイエスの頭に載せ、紫の服をまと
 わせ、3  そばにやって来ては、「ユダヤ人の王、万歳」と言って、平手で打った。4ピラトはまた出て来て、言った。

「見よ、あの男をあなたたちのところへ引き出そう。そうすれば、わたしが彼に何の罪も見いだせないわけが分かる
 だろう。」 5  イエスは茨の冠をかぶり、紫の服を着けて出て来られた。ピラトは、「見よ、この男だ」と言った。6祭

司長たちや下役たちは、イエスを見ると、「十字架につけろ。十字架につけろ」と叫んだ。ピラトは言った。「あなた
 たちが引き取って、十字架につけるがよい。わたしはこの男に罪を見いだせない。」 7ユダヤ人たちは答えた。「わ

たしたちには律法があります。律法によれば、この男は死罪に当たります。神の子と自称したからです。」
8  ピラトは、この言葉を聞いてますます恐れ、9再び総督官邸の中に入って、「お前はどこから来たのか」とイエス

 に言った。しかし、イエスは答えようとされなかった。10そこで、ピラトは言った。「わたしに答えないのか。お前を釈
 放する権限も、十字架につける権限も、このわたしにあることを知らないのか。」 11イエスは答えられた。「神から

与えられていなければ、わたしに対して何の権限もないはずだ。だから、わたしをあなたに引き渡した者の罪はもっ
 と重い。」 12そこで、ピラトはイエスを釈放しようと努めた。しかし、ユダヤ人たちは叫んだ。「もし、この男を釈放

するなら、あなたは皇帝の友ではない。王と自称する者は皆、皇帝に背いています。」
13ピラトは、これらの言葉を聞くと、イエスを外に連れ出し、ヘブライ語でガバタ、すなわち「敷石」という場所で、

 裁判の席に着かせた。14それは過越祭の準備の日の、正午ごろであった。ピラトがユダヤ人たちに、「見よ、あ
 なたたちの王だ」と言うと、15彼らは叫んだ。「殺せ。殺せ。十字架につけろ。」ピラトが、「あなたたちの王をわた

 しが十字架につけるのか」と言うと、祭司長たちは、「わたしたちには、皇帝のほかに王はありません」と答えた。
16そこで、ピラトは、十字架につけるために、イエスを彼らに引き渡した。

十字架につけられる

 こうして、彼らはイエスを引き取った。17イエスは、自ら十字架を背負い、いわゆる「されこうべの場所」、すなわ
 ちヘブライ語でゴルゴタという所へ向かわれた。18そこで、彼らはイエスを十字架につけた。また、イエスと一緒に

 ほかの二人をも、イエスを真ん中にして両側に、十字架につけた。19ピラトは罪状書きを書いて、十字架の上
 に掛けた。それには、「ナザレのイエス、ユダヤ人の王」と書いてあった。20イエスが十字架につけられた場所は都

に近かったので、多くのユダヤ人がその罪状書きを読んだ。それは、ヘブライ語、ラテン語、ギリシア語で書かれて
 いた。21ユダヤ人の祭司長たちがピラトに、「『ユダヤ人の王』と書かず、『この男は「ユダヤ人の王」と自称した』

 と書いてください」と言った。22しかし、ピラトは、「わたしが書いたものは、書いたままにしておけ」と答えた。
23兵士たちは、イエスを十字架につけてから、その服を取り、四つに分け、各自に一つずつ渡るようにした。下着

 も取ってみたが、それには縫い目がなく、上から下まで一枚織りであった。24そこで、「これは裂かないで、だれの
ものになるか、くじ引きで決めよう」と話し合った。それは、

「彼らはわたしの服を分け合い、
わたしの衣服のことでくじを引いた」

 という聖書の言葉が実現するためであった。兵士たちはこのとおりにしたのである。25イエスの十字架のそばには、
 その母と母の姉妹、クロパの妻マリアとマグダラのマリアとが立っていた。26イエスは、母とそのそばにいる愛する

 弟子とを見て、母に、「婦人よ、御覧なさい。あなたの子です」と言われた。27それから弟子に言われた。「見な
さい。あなたの母です。」そのときから、この弟子はイエスの母を自分の家に引き取った。

イエスの死

28 この後、イエスは、すべてのことが今や成し遂げられたのを知り、「渇く」と言われた。こうして、聖書の言葉が



 実現した。29そこには、酸いぶどう酒を満たした器が置いてあった。人々 は、このぶどう酒をいっぱい含ませた海
 綿をヒソプに付け、イエスの口もとに差し出した。30イエスは、このぶどう酒を受けると、「成し遂げられた」と言い、

頭を垂れて息を引き取られた。

イエスのわき腹を槍で突く

31その日は準備の日で、翌日は特別の安息日であったので、ユダヤ人たちは、安息日に遺体を十字架の上に
 残しておかないために、足を折って取り降ろすように、ピラトに願い出た。32そこで、兵士たちが来て、イエスと一

 緒に十字架につけられた最初の男と、もう一人の男との足を折った。33イエスのところに来てみると、既に死ん
 でおられたので、その足は折らなかった。34しかし、兵士の一人が槍でイエスのわき腹を刺した。すると、すぐ血

 と水とが流れ出た。35それを目撃した者が証ししており、その証しは真実である。その者は、あなたがたにも信
 じさせるために、自分が真実を語っていることを知っている。36 これらのことが起こったのは、「その骨は一つも砕

 かれない」という聖書の言葉が実現するためであった。37また、聖書の別の所に、「彼らは、自分たちの突き刺
した者を見る」とも書いてある。

墓に葬られる

38その後、イエスの弟子でありながら、ユダヤ人たちを恐れて、そのことを隠していたアリマタヤ出身のヨセフが、イ
 エスの遺体を取り降ろしたいと、ピラトに願い出た。ピラトが許したので、ヨセフは行って遺体を取り降ろした。39

そこへ、かつてある夜、イエスのもとに来たことのあるニコデモも、没薬と沈香を混ぜた物を百リトラばかり持って来
 た。40  彼らはイエスの遺体を受け取り、ユダヤ人の埋葬の習慣に従い、香料を添えて亜麻布で包んだ。41イ

 エスが十字架につけられた所には園があり、そこには、だれもまだ葬られたことのない新しい墓があった。42その
日はユダヤ人の準備の日であり、この墓が近かったので、そこにイエスを納めた。

戻る
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復活する

1週の初めの日、朝早く、まだ暗いうちに、マグダラのマリアは墓に行った。そして、墓から石が取りのけてあるのを
 見た。2そこで、シモン・ペトロのところへ、また、イエスが愛しておられたもう一人の弟子のところへ走って行って彼

 らに告げた。「主が墓から取り去られました。どこに置かれているのか、わたしたちには分かりません。」 3そこで、ペ
 トロとそのもう一人の弟子は、外に出て墓へ行った。4二人は一緒に走ったが、もう一人の弟子の方が、ペトロ

 より速く走って、先に墓に着いた。5身をかがめて中をのぞくと、亜麻布が置いてあった。しかし、彼は中には入ら
 なかった。6  続いて、シモン・ペトロも着いた。彼は墓に入り、亜麻布が置いてあるのを見た。7イエスの頭を包

 んでいた覆いは、亜麻布と同じ所には置いてなく、離れた所に丸めてあった。8それから、先に墓に着いたもう一
 人の弟子も入って来て、見て、信じた。9イエスは必ず死者の中から復活されることになっているという聖書の言

 葉を、二人はまだ理解していなかったのである。10それから、この弟子たちは家に帰って行った。

イエス、マグダラのマリアに現れる

11  マリアは墓の外に立って泣いていた。泣きながら身をかがめて墓の中を見ると、12イエスの遺体の置いてあっ
 た所に、白い衣を着た二人の天使が見えた。一人は頭の方に、もう一人は足の方に座っていた。13天使たち

が、「婦人よ、なぜ泣いているのか」と言うと、マリアは言った。「わたしの主が取り去られました。どこに置かれてい
 るのか、わたしには分かりません。」 14 こう言いながら後ろを振り向くと、イエスの立っておられるのが見えた。しか

 し、それがイエスだとは分からなかった。15イエスは言われた。「婦人よ、なぜ泣いているのか。だれを捜している
のか。」マリアは、園丁だと思って言った。「あなたがあの方を運び去ったのでしたら、どこに置いたのか教えてくださ

 い。わたしが、あの方を引き取ります。」 16イエスが、「マリア」と言われると、彼女は振り向いて、ヘブライ語で、
 「ラボニ」と言った。「先生」という意味である。17イエスは言われた。「わたしにすがりつくのはよしなさい。まだ父

のもとへ上っていないのだから。わたしの兄弟たちのところへ行って、こう言いなさい。『わたしの父であり、あなたが
 たの父である方、また、わたしの神であり、あなたがたの神である方のところへわたしは上る』と。」 18マグダラのマ

リアは弟子たちのところへ行って、「わたしは主を見ました」と告げ、また、主から言われたことを伝えた。

イエス、弟子たちに現れる

19その日、すなわち週の初めの日の夕方、弟子たちはユダヤ人を恐れて、自分たちのいる家の戸に鍵をかけて
 いた。そこへ、イエスが来て真ん中に立ち、「あなたがたに平和があるように」と言われた。20そう言って、手とわき

 腹とをお見せになった。弟子たちは、主を見て喜んだ。21イエスは重ねて言われた。「あなたがたに平和があるよ
 うに。父がわたしをお遣わしになったように、わたしもあなたがたを遣わす。」 22そう言ってから、彼らに息を吹きか

 けて言われた。「聖霊を受けなさい。23だれの罪でも、あなたがたが赦せば、その罪は赦される。だれの罪でも、
あなたがたが赦さなければ、赦されないまま残る。」

イエスとトマス

24  十二人の一人でディディモと呼ばれるトマスは、イエスが来られたとき、彼らと一緒にいなかった。25そこで、
ほかの弟子たちが、「わたしたちは主を見た」と言うと、トマスは言った。「あの方の手に釘の跡を見、この指を釘跡

 に入れてみなければ、また、この手をそのわき腹に入れてみなければ、わたしは決して信じない。」 26さて八日の
後、弟子たちはまた家の中におり、トマスも一緒にいた。戸にはみな鍵がかけてあったのに、イエスが来て真ん中に

 立ち、「あなたがたに平和があるように」と言われた。27それから、トマスに言われた。「あなたの指をここに当てて、
わたしの手を見なさい。また、あなたの手を伸ばし、わたしのわき腹に入れなさい。信じない者ではなく、信じる者

 になりなさい。」 28  トマスは答えて、「わたしの主、わたしの神よ」と言った。29イエスはトマスに言われた。「わた



しを見たから信じたのか。見ないのに信じる人は、幸いである。」

本書の目的

30  このほかにも、イエスは弟子たちの前で、多くのしるしをなさったが、それはこの書物に書かれていない。31 こ
れらのことが書かれたのは、あなたがたが、イエスは神の子メシアであると信じるためであり、また、信じてイエスの
名により命を受けるためである。

戻る



 ヨハネによる福音書21 戻る

イエス、七人の弟子に現れる

1  その後、イエスはティベリアス湖畔で、また弟子たちに御自身を現された。その次第はこうである。2シモン・ペト
ロ、ディディモと呼ばれるトマス、ガリラヤのカナ出身のナタナエル、ゼベダイの子たち、それに、ほかの二人の弟子

 が一緒にいた。3シモン・ペトロが、「わたしは漁に行く」と言うと、彼らは、「わたしたちも一緒に行こう」と言った。
 彼らは出て行って、舟に乗り込んだ。しかし、その夜は何もとれなかった。4既に夜が明けたころ、イエスが岸に立

 っておられた。だが、弟子たちは、それがイエスだとは分からなかった。5イエスが、「子たちよ、何か食べる物があ
 るか」と言われると、彼らは、「ありません」と答えた。6イエスは言われた。「舟の右側に網を打ちなさい。そうす

 ればとれるはずだ。」そこで、網を打ってみると、魚があまり多くて、もはや網を引き上げることができなかった。7イ
エスの愛しておられたあの弟子がペトロに、「主だ」と言った。シモン・ペトロは「主だ」と聞くと、裸同然だったので、

 上着をまとって湖に飛び込んだ。8ほかの弟子たちは魚のかかった網を引いて、舟で戻って来た。陸から二百ペ
 キスばかりしか離れていなかったのである。9 さて、陸に上がってみると、炭火がおこしてあった。その上に魚がのせ

 てあり、パンもあった。10  イエスが、「今とった魚を何匹か持って来なさい」と言われた。11シモン・ペトロが舟に
乗り込んで網を陸に引き上げると、百五十三匹もの大きな魚でいっぱいであった。それほど多くとれたのに、網は

 破れていなかった。12イエスは、「さあ、来て、朝の食事をしなさい」と言われた。弟子たちはだれも、「あなたはど
 なたですか」と問いただそうとはしなかった。主であることを知っていたからである。13イエスは来て、パンを取って

 弟子たちに与えられた。魚も同じようにされた。14イエスが死者の中から復活した後、弟子たちに現れたのは、
これでもう三度目である。

イエスとペトロ

15食事が終わると、イエスはシモン・ペトロに、「ヨハネの子シモン、この人たち以上にわたしを愛しているか」と言
われた。ペトロが、「はい、主よ、わたしがあなたを愛していることは、あなたがご存じです」と言うと、イエスは、「わ

 たしの小羊を飼いなさい」と言われた。16二度目にイエスは言われた。「ヨハネの子シモン、わたしを愛している
か。」ペトロが、「はい、主よ、わたしがあなたを愛していることは、あなたがご存じです」と言うと、イエスは、「わたし

 の羊の世話をしなさい」と言われた。17三度目にイエスは言われた。「ヨハネの子シモン、わたしを愛している
か。」ペトロは、イエスが三度目も、「わたしを愛しているか」と言われたので、悲しくなった。そして言った。「主よ、
あなたは何もかもご存じです。わたしがあなたを愛していることを、あなたはよく知っておられます。」イエスは言われ

 た。「わたしの羊を飼いなさい。18はっきり言っておく。あなたは、若いときは、自分で帯を締めて、行きたいところ
へ行っていた。しかし、年をとると、両手を伸ばして、他の人に帯を締められ、行きたくないところへ連れて行かれ

 る。」 19ペトロがどのような死に方で、神の栄光を現すようになるかを示そうとして、イエスはこう言われたのであ
る。このように話してから、ペトロに、「わたしに従いなさい」と言われた。

イエスとその愛する弟子

20ペトロが振り向くと、イエスの愛しておられた弟子がついて来るのが見えた。この弟子は、あの夕食のとき、イエ
 スの胸もとに寄りかかったまま、「主よ、裏切るのはだれですか」と言った人である。21ペトロは彼を見て、「主よ、

 この人はどうなるのでしょうか」と言った。22イエスは言われた。「わたしの来るときまで彼が生きていることを、わた
 しが望んだとしても、あなたに何の関係があるか。あなたは、わたしに従いなさい。」 23それで、この弟子は死な

ないといううわさが兄弟たちの間に広まった。しかし、イエスは、彼は死なないと言われたのではない。ただ、「わた
しの来るときまで彼が生きていることを、わたしが望んだとしても、あなたに何の関係があるか」と言われたのである。
24 これらのことについて証しをし、それを書いたのは、この弟子である。わたしたちは、彼の証しが真実であることを
知っている。



25イエスのなさったことは、このほかにも、まだたくさんある。わたしは思う。その一つ一つを書くならば、世界もその
書かれた書物を収めきれないであろう。

戻る
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 使徒言行録1 戻る

はしがき

1-2テオフィロさま、わたしは先に第一巻を著して、イエスが行い、また教え始めてから、お選びになった使徒たち
に聖霊を通して指図を与え、天に上げられた日までのすべてのことについて書き記しました。

約束の聖霊

3イエスは苦難を受けた後、御自分が生きていることを、数多くの証拠をもって使徒たちに示し、四十日にわたっ
 て彼らに現れ、神の国について話された。4そして、彼らと食事を共にしていたとき、こう命じられた。「エルサレム

 を離れず、前にわたしから聞いた、父の約束されたものを待ちなさい。5ヨハネは水で洗礼を授けたが、あなたが
たは間もなく聖霊による洗礼を授けられるからである。」

イエス、天に上げられる

6  さて、使徒たちは集まって、「主よ、イスラエルのために国を建て直してくださるのは、この時ですか」と尋ねた。7
 イエスは言われた。「父が御自分の権威をもってお定めになった時や時期は、あなたがたの知るところではない。

8あなたがたの上に聖霊が降ると、あなたがたは力を受ける。そして、エルサレムばかりでなく、ユダヤとサマリアの
 全土で、また、地の果てに至るまで、わたしの証人となる。」 9 こう話し終わると、イエスは彼らが見ているうちに

 天に上げられたが、雲に覆われて彼らの目から見えなくなった。10イエスが離れ去って行かれるとき、彼らは天
 を見つめていた。すると、白い服を着た二人の人がそばに立って、11言った。「ガリラヤの人たち、なぜ天を見上

げて立っているのか。あなたがたから離れて天に上げられたイエスは、天に行かれるのをあなたがたが見たのと同じ
有様で、またおいでになる。」

マティアの選出

12使徒たちは、「オリーブ畑」と呼ばれる山からエルサレムに戻って来た。この山はエルサレムに近く、安息日にも
 歩くことが許される距離の所にある。13彼らは都に入ると、泊まっていた家の上の部屋に上がった。それは、ペ

トロ、ヨハネ、ヤコブ、アンデレ、フィリポ、トマス、バルトロマイ、マタイ、アルファイの子ヤコブ、熱心党のシモン、ヤコ
 ブの子ユダであった。14彼らは皆、婦人たちやイエスの母マリア、またイエスの兄弟たちと心を合わせて熱心に

祈っていた。
15  そのころ、ペトロは兄弟たちの中に立って言った。百二十人ほどの人々 が一つになっていた。16「兄弟たち、
イエスを捕らえた者たちの手引きをしたあのユダについては、聖霊がダビデの口を通して預言しています。この聖書

 の言葉は、実現しなければならなかったのです。17ユダはわたしたちの仲間の一人であり、同じ任務を割り当て
 られていました。18ところで、このユダは不正を働いて得た報酬で土地を買ったのですが、その地面にまっさかさ

 まに落ちて、体が真ん中から裂け、はらわたがみな出てしまいました。19 このことはエルサレムに住むすべての人
 に知れ渡り、その土地は彼らの言葉で『アケルダマ』、つまり、『血の土地』と呼ばれるようになりました。20詩編

にはこう書いてあります。

『その住まいは荒れ果てよ、
そこに住む者はいなくなれ。』

また、

『その務めは、ほかの人が引き受けるがよい。』



21-22そこで、主イエスがわたしたちと共に生活されていた間、つまり、ヨハネの洗礼のときから始まって、わたした
ちを離れて天に上げられた日まで、いつも一緒にいた者の中からだれか一人が、わたしたちに加わって、主の復活

 の証人になるべきです。」 23そこで人々 は、バルサバと呼ばれ、ユストともいうヨセフと、マティアの二人を立てて、
24次のように祈った。「すべての人の心をご存じである主よ、この二人のうちのどちらをお選びになったかを、お示

 しください。25ユダが自分の行くべき所に行くために離れてしまった、使徒としてのこの任務を継がせるためで
 す。」 26二人のことでくじを引くと、マティアに当たったので、この人が十一人の使徒の仲間に加えられることにな

った。

戻る



 使徒言行録2 戻る

聖霊が降る

1  五旬祭の日が来て、一同が一つになって集まっていると、2突然、激しい風が吹いて来るような音が天から聞
 こえ、彼らが座っていた家中に響いた。3そして、炎のような舌が分かれ分かれに現れ、一人一人の上にとどまっ

 た。4 “ ”すると、一同は聖霊に満たされ、 霊 が語らせるままに、ほかの国々 の言葉で話しだした。
5  さて、エルサレムには天下のあらゆる国から帰って来た、信心深いユダヤ人が住んでいたが、6 この物音に大
勢の人が集まって来た。そして、だれもかれも、自分の故郷の言葉が話されているのを聞いて、あっけにとられてし

 まった。7  人々 は驚き怪しんで言った。「話をしているこの人たちは、皆ガリラヤの人ではないか。8どうしてわたし
 たちは、めいめいが生まれた故郷の言葉を聞くのだろうか。9わたしたちの中には、パルティア、メディア、エラムか

 らの者がおり、また、メソポタミア、ユダヤ、カパドキア、ポントス、アジア、10フリギア、パンフィリア、エジプト、キレ
 ネに接するリビア地方などに住む者もいる。また、ローマから来て滞在中の者、11ユダヤ人もいれば、ユダヤ教

への改宗者もおり、クレタ、アラビアから来た者もいるのに、彼らがわたしたちの言葉で神の偉大な業を語っている
 のを聞こうとは。」 12  人々 は皆驚き、とまどい、「いったい、これはどういうことなのか」と互いに言った。13しかし、

「あの人たちは、新しいぶどう酒に酔っているのだ」と言って、あざける者もいた。

ペトロの説教

14すると、ペトロは十一人と共に立って、声を張り上げ、話し始めた。「ユダヤの方々 、またエルサレムに住むす
 べての人たち、知っていただきたいことがあります。わたしの言葉に耳を傾けてください。15今は朝の九時ですか

 ら、この人たちは、あなたがたが考えているように、酒に酔っているのではありません。16そうではなく、これこそ預
言者ヨエルを通して言われていたことなのです。
17『神は言われる。
終わりの時に、
わたしの霊をすべての人に注ぐ。
すると、あなたたちの息子と娘は預言し、
若者は幻を見、老人は夢を見る。
18わたしの僕やはしためにも、
そのときには、わたしの霊を注ぐ。
すると、彼らは預言する。
19上では、天に不思議な業を、
下では、地に徴を示そう。
血と火と立ちこめる煙が、それだ。
20主の偉大な輝かしい日が来る前に、
太陽は暗くなり、
月は血のように赤くなる。
21主の名を呼び求める者は皆、救われる。』
22イスラエルの人たち、これから話すことを聞いてください。ナザレの人イエスこそ、神から遣わされた方です。神は、
イエスを通してあなたがたの間で行われた奇跡と、不思議な業と、しるしとによって、そのことをあなたがたに証明

 なさいました。あなたがた自身が既に知っているとおりです。23 このイエスを神は、お定めになった計画により、あ
らかじめご存じのうえで、あなたがたに引き渡されたのですが、あなたがたは律法を知らない者たちの手を借りて、

 十字架につけて殺してしまったのです。24しかし、神はこのイエスを死の苦しみから解放して、復活させられました。
 イエスが死に支配されたままでおられるなどということは、ありえなかったからです。25ダビデは、イエスについてこう

言っています。



『わたしは、いつも目の前に主を見ていた。
主がわたしの右におられるので、
わたしは決して動揺しない。
26だから、わたしの心は楽しみ、
舌は喜びたたえる。
体も希望のうちに生きるであろう。
27あなたは、わたしの魂を陰府に捨てておかず、
あなたの聖なる者を
朽ち果てるままにしておかれない。
28あなたは、命に至る道をわたしに示し、
御前にいるわたしを喜びで満たしてくださる。』
29兄弟たち、先祖ダビデについては、彼は死んで葬られ、その墓は今でもわたしたちのところにあると、はっきり言

 えます。30ダビデは預言者だったので、彼から生まれる子孫の一人をその王座に着かせると、神がはっきり誓っ
 てくださったことを知っていました。31そして、キリストの復活について前もって知り、

『彼は陰府に捨てておかれず、
その体は朽ち果てることがない』

 と語りました。32  神はこのイエスを復活させられたのです。わたしたちは皆、そのことの証人です。33それで、イ
エスは神の右に上げられ、約束された聖霊を御父から受けて注いでくださいました。あなたがたは、今このことを見

 聞きしているのです。34ダビデは天に昇りませんでしたが、彼自身こう言っています。
『主は、わたしの主にお告げになった。
「わたしの右の座に着け。
35わたしがあなたの敵を
あなたの足台とするときまで。」』
36だから、イスラエルの全家は、はっきり知らなくてはなりません。あなたがたが十字架につけて殺したイエスを、
神は主とし、またメシアとなさったのです。」
37 人々 はこれを聞いて大いに心を打たれ、ペトロとほかの使徒たちに、「兄弟たち、わたしたちはどうしたらよいの

 ですか」と言った。38すると、ペトロは彼らに言った。「悔い改めなさい。めいめい、イエス・キリストの名によって洗
 礼を受け、罪を赦していただきなさい。そうすれば、賜物として聖霊を受けます。39 この約束は、あなたがたにも、

あなたがたの子供にも、遠くにいるすべての人にも、つまり、わたしたちの神である主が招いてくださる者ならだれに
 でも、与えられているものなのです。」 40ペトロは、このほかにもいろいろ話をして、力強く証しをし、「邪悪なこの

 時代から救われなさい」と勧めていた。41ペトロの言葉を受け入れた人々 は洗礼を受け、その日に三千人ほど
 が仲間に加わった。42彼らは、使徒の教え、相互の交わり、パンを裂くこと、祈ることに熱心であった。

信者の生活

43  すべての人に恐れが生じた。使徒たちによって多くの不思議な業としるしが行われていたのである。44信者
 たちは皆一つになって、すべての物を共有にし、45財産や持ち物を売り、おのおのの必要に応じて、皆がそれを

 分け合った。46そして、毎日ひたすら心を一つにして神殿に参り、家ごとに集まってパンを裂き、喜びと真心をも
 って一緒に食事をし、47神を賛美していたので、民衆全体から好意を寄せられた。こうして、主は救われる

人々 を日々 仲間に加え一つにされたのである。

戻る



 使徒言行録3 戻る

ペトロ、足の不自由な男をいやす

1  ペトロとヨハネが、午後三時の祈りの時に神殿に上って行った。2すると、生まれながら足の不自由な男が運
ばれて来た。神殿の境内に入る人に施しを乞うため、毎日「美しい門」という神殿の門のそばに置いてもらってい

 たのである。3  彼はペトロとヨハネが境内に入ろうとするのを見て、施しを乞うた。4ペトロはヨハネと一緒に彼を
 じっと見て、「わたしたちを見なさい」と言った。5  その男が、何かもらえると思って二人を見つめていると、6ペトロ

は言った。「わたしには金や銀はないが、持っているものをあげよう。ナザレの人イエス・キリストの名によって立ち上
 がり、歩きなさい。」 7そして、右手を取って彼を立ち上がらせた。すると、たちまち、その男は足やくるぶしがしっか

 りして、8躍り上がって立ち、歩きだした。そして、歩き回ったり躍ったりして神を賛美し、二人と一緒に境内に入
 って行った。9  民衆は皆、彼が歩き回り、神を賛美しているのを見た。10彼らは、それが神殿の「美しい門」の

そばに座って施しを乞うていた者だと気づき、その身に起こったことに我を忘れるほど驚いた。

ペトロ、神殿で説教する

11さて、その男がペトロとヨハネに付きまとっていると、民衆は皆非常に驚いて、「ソロモンの回廊」と呼ばれる所
 にいる彼らの方へ、一斉に集まって来た。12 これを見たペトロは、民衆に言った。「イスラエルの人たち、なぜこの

ことに驚くのですか。また、わたしたちがまるで自分の力や信心によって、この人を歩かせたかのように、なぜ、わた
 したちを見つめるのですか。13アブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神、わたしたちの先祖の神は、その僕イエス

に栄光をお与えになりました。ところが、あなたがたはこのイエスを引き渡し、ピラトが釈放しようと決めていたのに、
 その面前でこの方を拒みました。14  聖なる正しい方を拒んで、人殺しの男を赦すように要求したのです。15あ

なたがたは、命への導き手である方を殺してしまいましたが、神はこの方を死者の中から復活させてくださいました。
 わたしたちは、このことの証人です。16あなたがたの見て知っているこの人を、イエスの名が強くしました。それは、

その名を信じる信仰によるものです。イエスによる信仰が、あなたがた一同の前でこの人を完全にいやしたのです。
17ところで、兄弟たち、あなたがたがあんなことをしてしまったのは、指導者たちと同様に無知のためであったと、

 わたしには分かっています。18しかし、神はすべての預言者の口を通して予告しておられたメシアの苦しみを、こ
 のようにして実現なさったのです。19  だから、自分の罪が消し去られるように、悔い改めて立ち帰りなさい。20

こうして、主のもとから慰めの時が訪れ、主はあなたがたのために前もって決めておられた、メシアであるイエスを遣
 わしてくださるのです。21 このイエスは、神が聖なる預言者たちの口を通して昔から語られた、万物が新しくなる

 その時まで、必ず天にとどまることになっています。22モーセは言いました。『あなたがたの神である主は、あなたが
たの同胞の中から、わたしのような預言者をあなたがたのために立てられる。彼が語りかけることには、何でも聞き

 従え。23  この預言者に耳を傾けない者は皆、民の中から滅ぼし絶やされる。』 24預言者は皆、サムエルをは
 じめその後に預言した者も、今の時について告げています。25あなたがたは預言者の子孫であり、神があなた

がたの先祖と結ばれた契約の子です。『地上のすべての民族は、あなたから生まれる者によって祝福を受ける』と、
 神はアブラハムに言われました。26それで、神は御自分の僕を立て、まず、あなたがたのもとに遣わしてくださった

のです。それは、あなたがた一人一人を悪から離れさせ、その祝福にあずからせるためでした。」

戻る



 使徒言行録4 戻る

ペトロとヨハネ、議会で取り調べを受ける

1  ペトロとヨハネが民衆に話をしていると、祭司たち、神殿守衛長、サドカイ派の人々 が近づいて来た。2二人
 が民衆に教え、イエスに起こった死者の中からの復活を宣べ伝えているので、彼らはいらだち、3二人を捕らえて

 翌日まで牢に入れた。既に日暮れだったからである。4しかし、二人の語った言葉を聞いて信じた人は多く、男
の数が五千人ほどになった。
5  次の日、議員、長老、律法学者たちがエルサレムに集まった。6大祭司アンナスとカイアファとヨハネとアレクサ

 ンドロと大祭司一族が集まった。7そして、使徒たちを真ん中に立たせて、「お前たちは何の権威によって、だれ
 の名によってああいうことをしたのか」と尋問した。8そのとき、ペトロは聖霊に満たされて言った。「民の議員、また

 長老の方々 、9今日わたしたちが取り調べを受けているのは、病人に対する善い行いと、その人が何によってい
 やされたかということについてであるならば、10あなたがたもイスラエルの民全体も知っていただきたい。この人が

良くなって、皆さんの前に立っているのは、あなたがたが十字架につけて殺し、神が死者の中から復活させられた
 あのナザレの人、イエス・キリストの名によるものです。11 この方こそ、

『あなたがた家を建てる者に捨てられたが、
隅の親石となった石』

 です。
12ほかのだれによっても、救いは得られません。わたしたちが救われるべき名は、天下にこの名のほか、人間には

 与えられていないのです。」 13議員や他の者たちは、ペトロとヨハネの大胆な態度を見、しかも二人が無学な
 普通の人であることを知って驚き、また、イエスと一緒にいた者であるということも分かった。14しかし、足をいや

 していただいた人がそばに立っているのを見ては、ひと言も言い返せなかった。15そこで、二人に議場を去るよう
 に命じてから、相談して、16言った。「あの者たちをどうしたらよいだろう。彼らが行った目覚ましいしるしは、エル

 サレムに住むすべての人に知れ渡っており、それを否定することはできない。17しかし、このことがこれ以上民衆
 の間に広まらないように、今後あの名によってだれにも話すなと脅しておこう。」 18そして、二人を呼び戻し、決し

 てイエスの名によって話したり、教えたりしないようにと命令した。19しかし、ペトロとヨハネは答えた。「神に従わ
 ないであなたがたに従うことが、神の前に正しいかどうか、考えてください。20わたしたちは、見たことや聞いたこと

 を話さないではいられないのです。」 21議員や他の者たちは、二人を更に脅してから釈放した。皆の者がこの出
 来事について神を賛美していたので、民衆を恐れて、どう処罰してよいか分からなかったからである。22 このしる

しによっていやしていただいた人は、四十歳を過ぎていた。

信者たちの祈り

23  さて二人は、釈放されると仲間のところへ行き、祭司長たちや長老たちの言ったことを残らず話した。24 これ
を聞いた人たちは心を一つにし、神に向かって声をあげて言った。「主よ、あなたは天と地と海と、そして、そこにあ

 るすべてのものを造られた方です。25あなたの僕であり、また、わたしたちの父であるダビデの口を通し、あなたは
聖霊によってこうお告げになりました。

『なぜ、異邦人は騒ぎ立ち、
諸国の民はむなしいことを企てるのか。
26地上の王たちはこぞって立ち上がり、
指導者たちは団結して、
主とそのメシアに逆らう。』



27事実、この都でヘロデとポンティオ・ピラトは、異邦人やイスラエルの民と一緒になって、あなたが油を注がれた
 聖なる僕イエスに逆らいました。28そして、実現するようにと御手と御心によってあらかじめ定められていたことを、

 すべて行ったのです。29主よ、今こそ彼らの脅しに目を留め、あなたの僕たちが、思い切って大胆に御言葉を語
 ることができるようにしてください。30どうか、御手を伸ばし聖なる僕イエスの名によって、病気がいやされ、しるし

 と不思議な業が行われるようにしてください。」 31祈りが終わると、一同の集まっていた場所が揺れ動き、皆、
聖霊に満たされて、大胆に神の言葉を語りだした。

持ち物を共有する

32信じた人々 の群れは心も思いも一つにし、一人として持ち物を自分のものだと言う者はなく、すべてを共有し
 ていた。33使徒たちは、大いなる力をもって主イエスの復活を証しし、皆、人々 から非常に好意を持たれていた。

 34信者の中には、一人も貧しい人がいなかった。土地や家を持っている人が皆、それを売っては代金を持ち寄
 り、35  使徒たちの足もとに置き、その金は必要に応じて、おのおのに分配されたからである。36たとえば、レビ

―― ――族の人で、使徒たちからバルナバ 「慰めの子」という意味 と呼ばれていた、キプロス島生まれのヨセフ
 も、37持っていた畑を売り、その代金を持って来て使徒たちの足もとに置いた。

戻る



 使徒言行録5 戻る

アナニアとサフィラ

1  ところが、アナニアという男は、妻のサフィラと相談して土地を売り、2妻も承知のうえで、代金をごまかし、その
 一部を持って来て使徒たちの足もとに置いた。3すると、ペトロは言った。「アナニア、なぜ、あなたはサタンに心を

 奪われ、聖霊を欺いて、土地の代金をごまかしたのか。4売らないでおけば、あなたのものだったし、また、売って
も、その代金は自分の思いどおりになったのではないか。どうして、こんなことをする気になったのか。あなたは人間

 を欺いたのではなく、神を欺いたのだ。」 5 この言葉を聞くと、アナニアは倒れて息が絶えた。そのことを耳にした
 人々 は皆、非常に恐れた。6若者たちが立ち上がって死体を包み、運び出して葬った。

7  それから三時間ほどたって、アナニアの妻がこの出来事を知らずに入って来た。8ペトロは彼女に話しかけた。
「あなたたちは、あの土地をこれこれの値段で売ったのか。言いなさい。」彼女は、「はい、その値段です」と言った。
 9ペトロは言った。「二人で示し合わせて、主の霊を試すとは、何としたことか。見なさい。あなたの夫を葬りに行

 った人たちが、もう入り口まで来ている。今度はあなたを担ぎ出すだろう。」 10すると、彼女はたちまちペトロの足
 もとに倒れ、息が絶えた。青年たちは入って来て、彼女の死んでいるのを見ると、運び出し、夫のそばに葬った。

11教会全体とこれを聞いた人は皆、非常に恐れた。

使徒たち、多くの奇跡を行う

12使徒たちの手によって、多くのしるしと不思議な業とが民衆の間で行われた。一同は心を一つにしてソロモン
 の回廊に集まっていたが、13ほかの者はだれ一人、あえて仲間に加わろうとはしなかった。しかし、民衆は彼らを

 称賛していた。14  そして、多くの男女が主を信じ、その数はますます増えていった。15 人々 は病人を大通りに
運び出し、担架や床に寝かせた。ペトロが通りかかるとき、せめてその影だけでも病人のだれかにかかるようにした。
 16また、エルサレム付近の町からも、群衆が病人や汚れた霊に悩まされている人々 を連れて集まって来たが、
一人残らずいやしてもらった。

使徒たちに対する迫害

17  そこで、大祭司とその仲間のサドカイ派の人々 は皆立ち上がり、ねたみに燃えて、18使徒たちを捕らえて公
 の牢に入れた。19  ところが、夜中に主の天使が牢の戸を開け、彼らを外に連れ出し、20「行って神殿の境内

 に立ち、この命の言葉を残らず民衆に告げなさい」と言った。21 これを聞いた使徒たちは、夜明けごろ境内に入
って教え始めた。一方、大祭司とその仲間が集まり、最高法院、すなわちイスラエルの子らの長老会全体を召

 集し、使徒たちを引き出すために、人を牢に差し向けた。22下役たちが行ってみると、使徒たちは牢にいなかっ
 た。彼らは戻って来て報告した。23「牢にはしっかり鍵がかかっていたうえに、戸の前には番兵が立っていました。

 ところが、開けてみると、中にはだれもいませんでした。」 24 この報告を聞いた神殿守衛長と祭司長たちは、どう
 なることかと、使徒たちのことで思い惑った。25そのとき、人が来て、「御覧ください。あなたがたが牢に入れた者

 たちが、境内にいて民衆に教えています」と告げた。26そこで、守衛長は下役を率いて出て行き、使徒たちを引
き立てて来た。しかし、民衆に石を投げつけられるのを恐れて、手荒なことはしなかった。
27  彼らが使徒たちを引いて来て最高法院の中に立たせると、大祭司が尋問した。28「あの名によって教えては
ならないと、厳しく命じておいたではないか。それなのに、お前たちはエルサレム中に自分の教えを広め、あの男の

 血を流した責任を我々 に負わせようとしている。」 29ペトロとほかの使徒たちは答えた。「人間に従うよりも、神
 に従わなくてはなりません。30わたしたちの先祖の神は、あなたがたが木につけて殺したイエスを復活させられま

 した。31神はイスラエルを悔い改めさせ、その罪を赦すために、この方を導き手とし、救い主として、御自分の右
 に上げられました。32わたしたちはこの事実の証人であり、また、神が御自分に従う人々 にお与えになった聖霊

も、このことを証ししておられます。」



33  これを聞いた者たちは激しく怒り、使徒たちを殺そうと考えた。34ところが、民衆全体から尊敬されている律
法の教師で、ファリサイ派に属するガマリエルという人が、議場に立って、使徒たちをしばらく外に出すように命じ、
35  それから、議員たちにこう言った。「イスラエルの人たち、あの者たちの取り扱いは慎重にしなさい。36以前に
もテウダが、自分を何か偉い者のように言って立ち上がり、その数四百人くらいの男が彼に従ったことがあった。彼

 は殺され、従っていた者は皆散らされて、跡形もなくなった。37その後、住民登録の時、ガリラヤのユダが立ち
 上がり、民衆を率いて反乱を起こしたが、彼も滅び、つき従った者も皆、ちりぢりにさせられた。38そこで今、申

し上げたい。あの者たちから手を引きなさい。ほうっておくがよい。あの計画や行動が人間から出たものなら、自滅
 するだろうし、39神から出たものであれば、彼らを滅ぼすことはできない。もしかしたら、諸君は神に逆らう者とな

 るかもしれないのだ。」一同はこの意見に従い、40使徒たちを呼び入れて鞭で打ち、イエスの名によって話して
 はならないと命じたうえ、釈放した。41それで使徒たちは、イエスの名のために辱めを受けるほどの者にされたこ
 とを喜び、最高法院から出て行き、42毎日、神殿の境内や家々 で絶えず教え、メシア・イエスについて福音を

告げ知らせていた。

戻る



 使徒言行録6 戻る

ステファノたち七人の選出

1そのころ、弟子の数が増えてきて、ギリシア語を話すユダヤ人から、ヘブライ語を話すユダヤ人に対して苦情が
 出た。それは、日々 の分配のことで、仲間のやもめたちが軽んじられていたからである。2そこで、十二人は弟子

 をすべて呼び集めて言った。「わたしたちが、神の言葉をないがしろにして、食事の世話をするのは好ましくない。
3 “ ”それで、兄弟たち、あなたがたの中から、 霊 と知恵に満ちた評判の良い人を七人選びなさい。彼らにその仕

 事を任せよう。4  わたしたちは、祈りと御言葉の奉仕に専念することにします。」 5一同はこの提案に賛成し、
信仰と聖霊に満ちている人ステファノと、ほかにフィリポ、プロコロ、ニカノル、ティモン、パルメナ、アンティオキア出

 身の改宗者ニコラオを選んで、6使徒たちの前に立たせた。使徒たちは、祈って彼らの上に手を置いた。
7 こうして、神の言葉はますます広まり、弟子の数はエルサレムで非常に増えていき、祭司も大勢この信仰に入っ
た。

ステファノの逮捕

8  さて、ステファノは恵みと力に満ち、すばらしい不思議な業としるしを民衆の間で行っていた。9ところが、キレネ
とアレクサンドリアの出身者で、いわゆる「解放された奴隷の会堂」に属する人々 、またキリキア州とアジア州出

 身の人々 などのある者たちが立ち上がり、ステファノと議論した。10 “ ”しかし、彼が知恵と 霊 とによって語るので、
 歯が立たなかった。11そこで、彼らは人々 を唆して、「わたしたちは、あの男がモーセと神を冒瀆する言葉を吐く

 のを聞いた」と言わせた。12また、民衆、長老たち、律法学者たちを扇動して、ステファノを襲って捕らえ、最高
 法院に引いて行った。13そして、偽証人を立てて、次のように訴えさせた。「この男は、この聖なる場所と律法を

 けなして、一向にやめようとしません。14わたしたちは、彼がこう言っているのを聞いています。『あのナザレの人イ
 エスは、この場所を破壊し、モーセが我々 に伝えた慣習を変えるだろう。』」 15最高法院の席に着いていた者は

皆、ステファノに注目したが、その顔はさながら天使の顔のように見えた。

戻る



 使徒言行録7 戻る

ステファノの説教

1  大祭司が、「訴えのとおりか」と尋ねた。2そこで、ステファノは言った。「兄弟であり父である皆さん、聞いてくだ
 さい。わたしたちの父アブラハムがメソポタミアにいて、まだハランに住んでいなかったとき、栄光の神が現れ、3『あ

 なたの土地と親族を離れ、わたしが示す土地に行け』と言われました。4それで、アブラハムはカルデア人の土地
を出て、ハランに住みました。神はアブラハムを、彼の父が死んだ後、ハランから今あなたがたの住んでいる土地に

 お移しになりましたが、5そこでは財産を何もお与えになりませんでした、一歩の幅の土地さえも。しかし、そのと
き、まだ子供のいなかったアブラハムに対して、『いつかその土地を所有地として与え、死後には子孫たちに相続さ

 せる』と約束なさったのです。6神はこう言われました。『彼の子孫は、外国に移住し、四百年の間、奴隷にされ
 て虐げられる。』 7更に、神は言われました。『彼らを奴隷にする国民は、わたしが裁く。その後、彼らはその国か

 ら脱出し、この場所でわたしを礼拝する。』 8そして、神はアブラハムと割礼による契約を結ばれました。こうして、
アブラハムはイサクをもうけて八日目に割礼を施し、イサクはヤコブを、ヤコブは十二人の族長をもうけて、それぞ
れ割礼を施したのです。
9  この族長たちはヨセフをねたんで、エジプトへ売ってしまいました。しかし、神はヨセフを離れず、10あらゆる苦難
から助け出して、エジプト王ファラオのもとで恵みと知恵をお授けになりました。そしてファラオは、彼をエジプトと王

 の家全体とをつかさどる大臣に任命したのです。11ところが、エジプトとカナンの全土に飢饉が起こり、大きな苦
 難が襲い、わたしたちの先祖は食糧を手に入れることができなくなりました。12ヤコブはエジプトに穀物があると

 聞いて、まずわたしたちの先祖をそこへ行かせました。13二度目のとき、ヨセフは兄弟たちに自分の身の上を明
 かし、ファラオもヨセフの一族のことを知りました。14そこで、ヨセフは人を遣わして、父ヤコブと七十五人の親族

 一同を呼び寄せました。15  ヤコブはエジプトに下って行き、やがて彼もわたしたちの先祖も死んで、16シケムに
移され、かつてアブラハムがシケムでハモルの子らから、幾らかの金で買っておいた墓に葬られました。
17  神がアブラハムになさった約束の実現する時が近づくにつれ、民は増え、エジプト中に広がりました。18それ

 は、ヨセフのことを知らない別の王が、エジプトの支配者となるまでのことでした。19 この王は、わたしたちの同胞
 を欺き、先祖を虐待して乳飲み子を捨てさせ、生かしておかないようにしました。20 このときに、モーセが生まれた

 のです。神の目に適った美しい子で、三か月の間、父の家で育てられ、21その後、捨てられたのをファラオの王
 女が拾い上げ、自分の子として育てたのです。22そして、モーセはエジプト人のあらゆる教育を受け、すばらしい

話や行いをする者になりました。
23  四十歳になったとき、モーセは兄弟であるイスラエルの子らを助けようと思い立ちました。24それで、彼らの一
人が虐待されているのを見て助け、相手のエジプト人を打ち殺し、ひどい目に遭っていた人のあだを討ったのです。
 25モーセは、自分の手を通して神が兄弟たちを救おうとしておられることを、彼らが理解してくれると思いました。

 しかし、理解してくれませんでした。26次の日、モーセはイスラエル人が互いに争っているところに来合わせたので、
 仲直りをさせようとして言いました。『君たち、兄弟どうしではないか。なぜ、傷つけ合うのだ。』 27すると、仲間を

 痛めつけていた男は、モーセを突き飛ばして言いました。『だれが、お前を我々 の指導者や裁判官にしたのか。
28  きのうエジプト人を殺したように、わたしを殺そうとするのか。』 29モーセはこの言葉を聞いて、逃げ出し、そし
て、ミディアン地方に身を寄せている間に、二人の男の子をもうけました。
30  四十年たったとき、シナイ山に近い荒れ野において、柴の燃える炎の中で、天使がモーセの前に現れました。
31  モーセは、この光景を見て驚きました。もっとよく見ようとして近づくと、主の声が聞こえました。32『わたしは、
あなたの先祖の神、アブラハム、イサク、ヤコブの神である』と。モーセは恐れおののいて、それ以上見ようとはしま

 せんでした。33そのとき、主はこう仰せになりました。『履物を脱げ。あなたの立っている所は聖なる土地である。
34わたしは、エジプトにいるわたしの民の不幸を確かに見届け、また、その嘆きを聞いたので、彼らを救うために

 降って来た。さあ、今あなたをエジプトに遣わそう。』 35 人々 が、『だれが、お前を指導者や裁判官にしたのか』と
言って拒んだこのモーセを、神は柴の中に現れた天使の手を通して、指導者また解放者としてお遣わしになったの

 です。36 この人がエジプトの地でも紅海でも、また四十年の間、荒れ野でも、不思議な業としるしを行って



 人々 を導き出しました。37 このモーセがまた、イスラエルの子らにこう言いました。『神は、あなたがたの兄弟の中
 から、わたしのような預言者をあなたがたのために立てられる。』 38 この人が荒れ野の集会において、シナイ山で

 彼に語りかけた天使とわたしたちの先祖との間に立って、命の言葉を受け、わたしたちに伝えてくれたのです。39
 けれども、先祖たちはこの人に従おうとせず、彼を退け、エジプトをなつかしく思い、40アロンに言いました。『わた

したちの先に立って導いてくれる神々 を造ってください。エジプトの地から導き出してくれたあのモーセの身の上に、
 何が起こったのか分からないからです。』 41彼らが若い雄牛の像を造ったのはそのころで、この偶像にいけにえを

 献げ、自分たちの手で造ったものをまつって楽しんでいました。42そこで神は顔を背け、彼らが天の星を拝むまま
にしておかれました。それは預言者の書にこう書いてあるとおりです。

『イスラエルの家よ、
お前たちは荒れ野にいた四十年の間、
わたしにいけにえと供え物を
献げたことがあったか。
43お前たちは拝むために造った偶像、
モレクの御輿やお前たちの神ライファンの星を
担ぎ回ったのだ。
だから、わたしはお前たちを
バビロンのかなたへ移住させる。』

44わたしたちの先祖には、荒れ野に証しの幕屋がありました。これは、見たままの形に造るようにとモーセに言わ
 れた方のお命じになったとおりのものでした。45 この幕屋は、それを受け継いだ先祖たちが、ヨシュアに導かれ、

目の前から神が追い払ってくださった異邦人の土地を占領するとき、運び込んだもので、ダビデの時代までそこに
 ありました。46  ダビデは神の御心に適い、ヤコブの家のために神の住まいが欲しいと願っていましたが、47神の

 ために家を建てたのはソロモンでした。48けれども、いと高き方は人の手で造ったようなものにはお住みになりま
 せん。これは、預言者も言っているとおりです。49『主は言われる。

「天はわたしの王座、
地はわたしの足台。
お前たちは、わたしに
どんな家を建ててくれると言うのか。
わたしの憩う場所はどこにあるのか。
50 これらはすべて、
わたしの手が造ったものではないか。」』
51かたくなで、心と耳に割礼を受けていない人たち、あなたがたは、いつも聖霊に逆らっています。あなたがたの

 先祖が逆らったように、あなたがたもそうしているのです。52いったい、あなたがたの先祖が迫害しなかった預言
者が、一人でもいたでしょうか。彼らは、正しい方が来られることを預言した人々 を殺しました。そして今や、あな

 たがたがその方を裏切る者、殺す者となった。53天使たちを通して律法を受けた者なのに、それを守りませんで
した。」

ステファノの殉教

54  人々 はこれを聞いて激しく怒り、ステファノに向かって歯ぎしりした。55ステファノは聖霊に満たされ、天を見
 つめ、神の栄光と神の右に立っておられるイエスとを見て、56「天が開いて、人の子が神の右に立っておられるの

 が見える」と言った。57  人々 は大声で叫びながら耳を手でふさぎ、ステファノ目がけて一斉に襲いかかり、58
都の外に引きずり出して石を投げ始めた。証人たちは、自分の着ている物をサウロという若者の足もとに置いた。
 59 人々 が石を投げつけている間、ステファノは主に呼びかけて、「主イエスよ、わたしの霊をお受けください」と言

 った。60それから、ひざまずいて、「主よ、この罪を彼らに負わせないでください」と大声で叫んだ。ステファノはこう
言って、眠りについた。 戻る



 使徒言行録8 戻る

1サウロは、ステファノの殺害に賛成していた。
エルサレムの教会に対する迫害
その日、エルサレムの教会に対して大迫害が起こり、使徒たちのほかは皆、ユダヤとサマリアの地方に散って行っ

 た。2  しかし、信仰深い人々 がステファノを葬り、彼のことを思って大変悲しんだ。3一方、サウロは家から家へ
と押し入って教会を荒らし、男女を問わず引き出して牢に送っていた。
サマリアで福音が告げ知らされる
4  さて、散って行った人々 は、福音を告げ知らせながら巡り歩いた。5フィリポはサマリアの町に下って、人々 にキ

 リストを宣べ伝えた。6  群衆は、フィリポの行うしるしを見聞きしていたので、こぞってその話に聞き入った。7実
際、汚れた霊に取りつかれた多くの人たちからは、その霊が大声で叫びながら出て行き、多くの中風患者や足の

 不自由な人もいやしてもらった。8町の人々 は大変喜んだ。
9ところで、この町に以前からシモンという人がいて、魔術を使ってサマリアの人々 を驚かせ、偉大な人物と自称

 していた。10それで、小さな者から大きな者に至るまで皆、「この人こそ偉大なものといわれる神の力だ」と言っ
 て注目していた。11  人々 が彼に注目したのは、長い間その魔術に心を奪われていたからである。12しかし、フ

 ィリポが神の国とイエス・キリストの名について福音を告げ知らせるのを人々 は信じ、男も女も洗礼を受けた。13
シモン自身も信じて洗礼を受け、いつもフィリポにつき従い、すばらしいしるしと奇跡が行われるのを見て驚いてい
た。
14エルサレムにいた使徒たちは、サマリアの人々 が神の言葉を受け入れたと聞き、ペトロとヨハネをそこへ行かせ

 た。15  二人はサマリアに下って行き、聖霊を受けるようにとその人々 のために祈った。16 人々 は主イエスの名
 によって洗礼を受けていただけで、聖霊はまだだれの上にも降っていなかったからである。17ペトロとヨハネが

 人々 の上に手を置くと、彼らは聖霊を受けた。18 “ ”シモンは、使徒たちが手を置くことで、 霊 が与えられるのを
 見、金を持って来て、19言った。「わたしが手を置けば、だれでも聖霊が受けられるように、わたしにもその力を

 授けてください。」 20すると、ペトロは言った。「この金は、お前と一緒に滅びてしまうがよい。神の賜物を金で手
 に入れられると思っているからだ。21お前はこのことに何のかかわりもなければ、権利もない。お前の心が神の前

 に正しくないからだ。22 この悪事を悔い改め、主に祈れ。そのような心の思いでも、赦していただけるかもしれな
 いからだ。23  お前は腹黒い者であり、悪の縄目に縛られていることが、わたしには分かっている。」 24シモンは

答えた。「おっしゃったことが何一つわたしの身に起こらないように、主に祈ってください。」
25 このように、ペトロとヨハネは、主の言葉を力強く証しして語った後、サマリアの多くの村で福音を告げ知らせて、
エルサレムに帰って行った。

フィリポとエチオピアの高官

26さて、主の天使はフィリポに、「ここをたって南に向かい、エルサレムからガザへ下る道に行け」と言った。そこは
 寂しい道である。27フィリポはすぐ出かけて行った。折から、エチオピアの女王カンダケの高官で、女王の全財産

 の管理をしていたエチオピア人の宦官が、エルサレムに礼拝に来て、28帰る途中であった。彼は、馬車に乗って
 預言者イザヤの書を朗読していた。29 “ ”すると、 霊 がフィリポに、「追いかけて、あの馬車と一緒に行け」と言っ

 た。30フィリポが走り寄ると、預言者イザヤの書を朗読しているのが聞こえたので、「読んでいることがお分かりに
 なりますか」と言った。31宦官は、「手引きしてくれる人がなければ、どうして分かりましょう」と言い、馬車に乗っ

 てそばに座るようにフィリポに頼んだ。32彼が朗読していた聖書の個所はこれである。
「彼は、羊のように屠り場に引かれて行った。
毛を刈る者の前で黙している小羊のように、
口を開かない。
33卑しめられて、その裁きも行われなかった。
だれが、その子孫について語れるだろう。



彼の命は地上から取り去られるからだ。」
34宦官はフィリポに言った。「どうぞ教えてください。預言者は、だれについてこう言っているのでしょうか。自分に

 ついてですか。だれかほかの人についてですか。」 35そこで、フィリポは口を開き、聖書のこの個所から説きおこし
 て、イエスについて福音を告げ知らせた。36道を進んで行くうちに、彼らは水のある所に来た。宦官は言った。

 「ここに水があります。洗礼を受けるのに、何か妨げがあるでしょうか。」 37†8.37 フィリポが、「真心から信じてお
 られるなら、差し支えありません」と言うと、宦官は、「イエス・キリストは神の子であると信じます」と答えた。38そ

 して、車を止めさせた。フィリポと宦官は二人とも水の中に入って行き、フィリポは宦官に洗礼を授けた。39彼ら
が水の中から上がると、主の霊がフィリポを連れ去った。宦官はもはやフィリポの姿を見なかったが、喜びにあふれ

 て旅を続けた。40フィリポはアゾトに姿を現した。そして、すべての町を巡りながら福音を告げ知らせ、カイサリア
まで行った。

戻る



 使徒言行録9 戻る

サウロの回心

1  さて、サウロはなおも主の弟子たちを脅迫し、殺そうと意気込んで、大祭司のところへ行き、2ダマスコの諸会
堂あての手紙を求めた。それは、この道に従う者を見つけ出したら、男女を問わず縛り上げ、エルサレムに連行す

 るためであった。3  ところが、サウロが旅をしてダマスコに近づいたとき、突然、天からの光が彼の周りを照らした。
4  サウロは地に倒れ、「サウル、サウル、なぜ、わたしを迫害するのか」と呼びかける声を聞いた。5「主よ、あなた

 はどなたですか」と言うと、答えがあった。「わたしは、あなたが迫害しているイエスである。6起きて町に入れ。そう
 すれば、あなたのなすべきことが知らされる。」 7同行していた人たちは、声は聞こえても、だれの姿も見えないの

 で、ものも言えず立っていた。8サウロは地面から起き上がって、目を開けたが、何も見えなかった。人々 は彼の
 手を引いてダマスコに連れて行った。9サウロは三日間、目が見えず、食べも飲みもしなかった。

10ところで、ダマスコにアナニアという弟子がいた。幻の中で主が、「アナニア」と呼びかけると、アナニアは、「主よ、
 ここにおります」と言った。11すると、主は言われた。「立って、『直線通り』と呼ばれる通りへ行き、ユダの家にい

 るサウロという名の、タルソス出身の者を訪ねよ。今、彼は祈っている。12アナニアという人が入って来て自分の
 上に手を置き、元どおり目が見えるようにしてくれるのを、幻で見たのだ。」 13しかし、アナニアは答えた。「主よ、

わたしは、その人がエルサレムで、あなたの聖なる者たちに対してどんな悪事を働いたか、大勢の人から聞きました。
 14  ここでも、御名を呼び求める人をすべて捕らえるため、祭司長たちから権限を受けています。」 15すると、主
は言われた。「行け。あの者は、異邦人や王たち、またイスラエルの子らにわたしの名を伝えるために、わたしが選

 んだ器である。16  わたしの名のためにどんなに苦しまなくてはならないかを、わたしは彼に示そう。」 17そこで、ア
ナニアは出かけて行ってユダの家に入り、サウロの上に手を置いて言った。「兄弟サウル、あなたがここへ来る途中
に現れてくださった主イエスは、あなたが元どおり目が見えるようになり、また、聖霊で満たされるようにと、わたしを

 お遣わしになったのです。」 18すると、たちまち目からうろこのようなものが落ち、サウロは元どおり見えるようになっ
 た。そこで、身を起こして洗礼を受け、19食事をして元気を取り戻した。

サウロ、ダマスコで福音を告げ知らせる
 サウロは数日の間、ダマスコの弟子たちと一緒にいて、20すぐあちこちの会堂で、「この人こそ神の子である」と、

 イエスのことを宣べ伝えた。21 これを聞いた人々 は皆、非常に驚いて言った。「あれは、エルサレムでこの名を呼
び求める者たちを滅ぼしていた男ではないか。また、ここへやって来たのも、彼らを縛り上げ、祭司長たちのところ

 へ連行するためではなかったか。」 22しかし、サウロはますます力を得て、イエスがメシアであることを論証し、ダマ
スコに住んでいるユダヤ人をうろたえさせた。

サウロ、命をねらう者たちの手から逃れる

23  かなりの日数がたって、ユダヤ人はサウロを殺そうとたくらんだが、24 この陰謀はサウロの知るところとなった。
 しかし、ユダヤ人は彼を殺そうと、昼も夜も町の門で見張っていた。25そこで、サウロの弟子たちは、夜の間に彼

を連れ出し、籠に乗せて町の城壁づたいにつり降ろした。

サウロ、エルサレムで使徒たちと会う

26  サウロはエルサレムに着き、弟子の仲間に加わろうとしたが、皆は彼を弟子だとは信じないで恐れた。27し
かしバルナバは、サウロを連れて使徒たちのところへ案内し、サウロが旅の途中で主に出会い、主に語りかけられ、

 ダマスコでイエスの名によって大胆に宣教した次第を説明した。28それで、サウロはエルサレムで使徒たちと自由
 に行き来し、主の名によって恐れずに教えるようになった。29また、ギリシア語を話すユダヤ人と語り、議論もし

 たが、彼らはサウロを殺そうとねらっていた。30それを知った兄弟たちは、サウロを連れてカイサリアに下り、そこか
らタルソスへ出発させた。



31 こうして、教会はユダヤ、ガリラヤ、サマリアの全地方で平和を保ち、主を畏れ、聖霊の慰めを受け、基礎が
固まって発展し、信者の数が増えていった。

ペトロ、アイネアをいやす

32  ペトロは方々 を巡り歩き、リダに住んでいる聖なる者たちのところへも下って行った。33そしてそこで、中風で
 八年前から床についていたアイネアという人に会った。34ペトロが、「アイネア、イエス・キリストがいやしてくださる。

 起きなさい。自分で床を整えなさい」と言うと、アイネアはすぐ起き上がった。35リダとシャロンに住む人は皆アイ
ネアを見て、主に立ち帰った。

ペトロ、タビタを生き返らせる

36 ―― ――ヤッファにタビタ 訳して言えばドルカス、すなわち「かもしか」 と呼ばれる婦人の弟子がいた。彼女
 はたくさんの善い行いや施しをしていた。37ところが、そのころ病気になって死んだので、人々 は遺体を清めて階

 上の部屋に安置した。38リダはヤッファに近かったので、弟子たちはペトロがリダにいると聞いて、二人の人を送
 り、「急いでわたしたちのところへ来てください」と頼んだ。39ペトロはそこをたって、その二人と一緒に出かけた。

人々 はペトロが到着すると、階上の部屋に案内した。やもめたちは皆そばに寄って来て、泣きながら、ドルカスが
 一緒にいたときに作ってくれた数々 の下着や上着を見せた。40ペトロが皆を外に出し、ひざまずいて祈り、遺体

 に向かって、「タビタ、起きなさい」と言うと、彼女は目を開き、ペトロを見て起き上がった。41ペトロは彼女に手
 を貸して立たせた。そして、聖なる者たちとやもめたちを呼び、生き返ったタビタを見せた。42 このことはヤッファ中

 に知れ渡り、多くの人が主を信じた。43ペトロはしばらくの間、ヤッファで皮なめし職人のシモンという人の家に
滞在した。

戻る



 使徒言行録10 戻る

コルネリウス、カイサリアで幻を見る

1  さて、カイサリアにコルネリウスという人がいた。「イタリア隊」と呼ばれる部隊の百人隊長で、2信仰心あつく、
 一家そろって神を畏れ、民に多くの施しをし、絶えず神に祈っていた。3ある日の午後三時ごろ、コルネリウスは、

 神の天使が入って来て「コルネリウス」と呼びかけるのを、幻ではっきりと見た。4彼は天使を見つめていたが、怖
くなって、「主よ、何でしょうか」と言った。すると、天使は言った。「あなたの祈りと施しは、神の前に届き、覚えら

 れた。5  今、ヤッファへ人を送って、ペトロと呼ばれるシモンを招きなさい。6その人は、皮なめし職人シモンという
 人の客になっている。シモンの家は海岸にある。」 7天使がこう話して立ち去ると、コルネリウスは二人の召し使

 いと、側近の部下で信仰心のあつい一人の兵士とを呼び、8すべてのことを話してヤッファに送った。

ペトロ、ヤッファで幻を見る

9翌日、この三人が旅をしてヤッファの町に近づいたころ、ペトロは祈るため屋上に上がった。昼の十二時ごろで
 ある。10彼は空腹を覚え、何か食べたいと思った。人々 が食事の準備をしているうちに、ペトロは我を忘れたよ

 うになり、11  天が開き、大きな布のような入れ物が、四隅でつるされて、地上に下りて来るのを見た。12その
 中には、あらゆる獣、地を這うもの、空の鳥が入っていた。13そして、「ペトロよ、身を起こし、屠って食べなさい」

 と言う声がした。14しかし、ペトロは言った。「主よ、とんでもないことです。清くない物、汚れた物は何一つ食べ
 たことがありません。」 15すると、また声が聞こえてきた。「神が清めた物を、清くないなどと、あなたは言ってはな

 らない。」 16 こういうことが三度あり、その入れ物は急に天に引き上げられた。
17ペトロが、今見た幻はいったい何だろうかと、ひとりで思案に暮れていると、コルネリウスから差し向けられた

 人々 が、シモンの家を探し当てて門口に立ち、18声をかけて、「ペトロと呼ばれるシモンという方が、ここに泊まっ
 ておられますか」と尋ねた。19 “ ”ペトロがなおも幻について考え込んでいると、 霊 がこう言った。「三人の者があ

 なたを探しに来ている。20立って下に行き、ためらわないで一緒に出発しなさい。わたしがあの者たちをよこした
 のだ。」 21ペトロは、その人々 のところへ降りて行って、「あなたがたが探しているのは、このわたしです。どうして、

 ここへ来られたのですか」と言った。22すると、彼らは言った。「百人隊長のコルネリウスは、正しい人で神を畏れ、
すべてのユダヤ人に評判の良い人ですが、あなたを家に招いて話を聞くようにと、聖なる天使からお告げを受けた

 のです。」 23それで、ペトロはその人たちを迎え入れ、泊まらせた。
 翌日、ペトロはそこをたち、彼らと出かけた。ヤッファの兄弟も何人か一緒に行った。24次の日、一行はカイサリ

 アに到着した。コルネリウスは親類や親しい友人を呼び集めて待っていた。25ペトロが来ると、コルネリウスは迎
 えに出て、足もとにひれ伏して拝んだ。26ペトロは彼を起こして言った。「お立ちください。わたしもただの人間で

 す。」 27  そして、話しながら家に入ってみると、大勢の人が集まっていたので、28彼らに言った。「あなたがたも
ご存じのとおり、ユダヤ人が外国人と交際したり、外国人を訪問したりすることは、律法で禁じられています。けれ

 ども、神はわたしに、どんな人をも清くない者とか、汚れている者とか言ってはならないと、お示しになりました。
29  それで、お招きを受けたとき、すぐ来たのです。お尋ねしますが、なぜ招いてくださったのですか。」 30すると、
コルネリウスが言った。「四日前の今ごろのことです。わたしが家で午後三時の祈りをしていますと、輝く服を着た

 人がわたしの前に立って、31言うのです。『コルネリウス、あなたの祈りは聞き入れられ、あなたの施しは神の前
 で覚えられた。32ヤッファに人を送って、ペトロと呼ばれるシモンを招きなさい。その人は、海岸にある皮なめし職

 人シモンの家に泊まっている。』 33それで、早速あなたのところに人を送ったのです。よくおいでくださいました。今
わたしたちは皆、主があなたにお命じになったことを残らず聞こうとして、神の前にいるのです。」

ペトロ、コルネリウスの家で福音を告げる

34  そこで、ペトロは口を開きこう言った。「神は人を分け隔てなさらないことが、よく分かりました。35どんな国の



 人でも、神を畏れて正しいことを行う人は、神に受け入れられるのです。36 ――神がイエス・キリストによって こ
――  の方こそ、すべての人の主です 平和を告げ知らせて、イスラエルの子らに送ってくださった御言葉を、37あ

なたがたはご存じでしょう。ヨハネが洗礼を宣べ伝えた後に、ガリラヤから始まってユダヤ全土に起きた出来事です。
 38つまり、ナザレのイエスのことです。神は、聖霊と力によってこの方を油注がれた者となさいました。イエスは、
方々 を巡り歩いて人々 を助け、悪魔に苦しめられている人たちをすべていやされたのですが、それは、神が御一

 緒だったからです。39わたしたちは、イエスがユダヤ人の住む地方、特にエルサレムでなさったことすべての証人で
 す。人々 はイエスを木にかけて殺してしまいましたが、40神はこのイエスを三日目に復活させ、人々 の前に現し

 てくださいました。41しかし、それは民全体に対してではなく、前もって神に選ばれた証人、つまり、イエスが死者
 の中から復活した後、御一緒に食事をしたわたしたちに対してです。42そしてイエスは、御自分が生きている者

と死んだ者との審判者として神から定められた者であることを、民に宣べ伝え、力強く証しするようにと、わたした
 ちにお命じになりました。43また預言者も皆、イエスについて、この方を信じる者はだれでもその名によって罪の

赦しが受けられる、と証ししています。」

異邦人も聖霊を受ける

44  ペトロがこれらのことをなおも話し続けていると、御言葉を聞いている一同の上に聖霊が降った。45割礼を
受けている信者で、ペトロと一緒に来た人は皆、聖霊の賜物が異邦人の上にも注がれるのを見て、大いに驚い

 た。46  異邦人が異言を話し、また神を賛美しているのを、聞いたからである。そこでペトロは、47「わたしたちと
 同様に聖霊を受けたこの人たちが、水で洗礼を受けるのを、いったいだれが妨げることができますか」と言った。

48そして、イエス・キリストの名によって洗礼を受けるようにと、その人たちに命じた。それから、コルネリウスたちは、
ペトロになお数日滞在するようにと願った。

戻る



 使徒言行録11 戻る

ペトロ、エルサレムの教会に報告する

1  さて、使徒たちとユダヤにいる兄弟たちは、異邦人も神の言葉を受け入れたことを耳にした。2ペトロがエルサ
 レムに上って来たとき、割礼を受けている者たちは彼を非難して、3「あなたは割礼を受けていない者たちのところ

 へ行き、一緒に食事をした」と言った。4  そこで、ペトロは事の次第を順序正しく説明し始めた。5「わたしがヤッ
ファの町にいて祈っていると、我を忘れたようになって幻を見ました。大きな布のような入れ物が、四隅でつるされ

 て、天からわたしのところまで下りて来たのです。6その中をよく見ると、地上の獣、野獣、這うもの、空の鳥など
 が入っていました。7  そして、『ペトロよ、身を起こし、屠って食べなさい』と言う声を聞きましたが、8わたしは言い

 ました。『主よ、とんでもないことです。清くない物、汚れた物は口にしたことがありません。』 9すると、『神が清め
 た物を、清くないなどと、あなたは言ってはならない』と、再び天から声が返って来ました。10 こういうことが三度

 あって、また全部の物が天に引き上げられてしまいました。11そのとき、カイサリアからわたしのところに差し向けら
 れた三人の人が、わたしたちのいた家に到着しました。12 “ ”すると、 霊 がわたしに、『ためらわないで一緒に行き

 なさい』と言われました。ここにいる六人の兄弟も一緒に来て、わたしたちはその人の家に入ったのです。13彼は、
自分の家に天使が立っているのを見たこと、また、その天使が、こう告げたことを話してくれました。『ヤッファに人を

 送って、ペトロと呼ばれるシモンを招きなさい。14あなたと家族の者すべてを救う言葉をあなたに話してくれる。』
15  わたしが話しだすと、聖霊が最初わたしたちの上に降ったように、彼らの上にも降ったのです。16そのとき、わ
たしは、『ヨハネは水で洗礼を授けたが、あなたがたは聖霊によって洗礼を受ける』と言っておられた主の言葉を思

 い出しました。17 こうして、主イエス・キリストを信じるようになったわたしたちに与えてくださったのと同じ賜物を、
神が彼らにもお与えになったのなら、わたしのような者が、神がそうなさるのをどうして妨げることができたでしょう

 か。」 18 この言葉を聞いて人々 は静まり、「それでは、神は異邦人をも悔い改めさせ、命を与えてくださったの
だ」と言って、神を賛美した。

アンティオキアの教会

19ステファノの事件をきっかけにして起こった迫害のために散らされた人々 は、フェニキア、キプロス、アンティオキア
 まで行ったが、ユダヤ人以外のだれにも御言葉を語らなかった。20しかし、彼らの中にキプロス島やキレネから来

 た者がいて、アンティオキアへ行き、ギリシア語を話す人々 にも語りかけ、主イエスについて福音を告げ知らせた。
21  主がこの人々 を助けられたので、信じて主に立ち帰った者の数は多かった。22 このうわさがエルサレムにある

 教会にも聞こえてきたので、教会はバルナバをアンティオキアへ行くように派遣した。23バルナバはそこに到着する
と、神の恵みが与えられた有様を見て喜び、そして、固い決意をもって主から離れることのないようにと、皆に勧め

 た。24バルナバは立派な人物で、聖霊と信仰とに満ちていたからである。こうして、多くの人が主へと導かれた。
25  それから、バルナバはサウロを捜しにタルソスへ行き、26見つけ出してアンティオキアに連れ帰った。二人は、
丸一年の間そこの教会に一緒にいて多くの人を教えた。このアンティオキアで、弟子たちが初めてキリスト者と呼
ばれるようになったのである。
27  そのころ、預言する人々 がエルサレムからアンティオキアに下って来た。28その中の一人のアガボという者が

“ ”  立って、大飢饉が世界中に起こると 霊 によって予告したが、果たしてそれはクラウディウス帝の時に起こった。
29  そこで、弟子たちはそれぞれの力に応じて、ユダヤに住む兄弟たちに援助の品を送ることに決めた。30そして、
それを実行し、バルナバとサウロに託して長老たちに届けた。

戻る



 使徒言行録12 戻る

ヤコブの殺害とペトロの投獄

1  そのころ、ヘロデ王は教会のある人々 に迫害の手を伸ばし、2  ヨハネの兄弟ヤコブを剣で殺した。3そして、そ
 れがユダヤ人に喜ばれるのを見て、更にペトロをも捕らえようとした。それは、除酵祭の時期であった。4ヘロデは

ペトロを捕らえて牢に入れ、四人一組の兵士四組に引き渡して監視させた。過越祭の後で民衆の前に引き出
 すつもりであった。5 こうして、ペトロは牢に入れられていた。教会では彼のために熱心な祈りが神にささげられて

いた。

ペトロ、牢から救い出される

6ヘロデがペトロを引き出そうとしていた日の前夜、ペトロは二本の鎖でつながれ、二人の兵士の間で眠っていた。
 番兵たちは戸口で牢を見張っていた。7すると、主の天使がそばに立ち、光が牢の中を照らした。天使はペトロ

 のわき腹をつついて起こし、「急いで起き上がりなさい」と言った。すると、鎖が彼の手から外れ落ちた。8天使が、
「帯を締め、履物を履きなさい」と言ったので、ペトロはそのとおりにした。また天使は、「上着を着て、ついて来なさ

 い」と言った。9それで、ペトロは外に出てついて行ったが、天使のしていることが現実のこととは思われなかった。
 幻を見ているのだと思った。10第一、第二の衛兵所を過ぎ、町に通じる鉄の門の所まで来ると、門がひとりで

 に開いたので、そこを出て、ある通りを進んで行くと、急に天使は離れ去った。11ペトロは我に返って言った。
「今、初めて本当のことが分かった。主が天使を遣わして、ヘロデの手から、またユダヤ民衆のあらゆるもくろみか

 ら、わたしを救い出してくださったのだ。」 12 こう分かるとペトロは、マルコと呼ばれていたヨハネの母マリアの家に
 行った。そこには、大勢の人が集まって祈っていた。13門の戸をたたくと、ロデという女中が取り次ぎに出て来た。

 14ペトロの声だと分かると、喜びのあまり門を開けもしないで家に駆け込み、ペトロが門の前に立っていると告
 げた。15 人々 は、「あなたは気が変になっているのだ」と言ったが、ロデは、本当だと言い張った。彼らは、「それ

 はペトロを守る天使だろう」と言い出した。16しかし、ペトロは戸をたたき続けた。彼らが開けてみると、そこにペト
 ロがいたので非常に驚いた。17ペトロは手で制して彼らを静かにさせ、主が牢から連れ出してくださった次第を

説明し、「このことをヤコブと兄弟たちに伝えなさい」と言った。そして、そこを出てほかの所へ行った。
18  夜が明けると、兵士たちの間で、ペトロはいったいどうなったのだろうと、大騒ぎになった。19ヘロデはペトロを
捜しても見つからないので、番兵たちを取り調べたうえで死刑にするように命じ、ユダヤからカイサリアに下って、そ
こに滞在していた。

ヘロデ王の急死

20ヘロデ王は、ティルスとシドンの住民にひどく腹を立てていた。そこで、住民たちはそろって王を訪ね、その侍従
 ブラストに取り入って和解を願い出た。彼らの地方が、王の国から食糧を得ていたからである。21定められた日

 に、ヘロデが王の服を着けて座に着き、演説をすると、22集まった人々 は、「神の声だ。人間の声ではない」と
 叫び続けた。23するとたちまち、主の天使がヘロデを撃ち倒した。神に栄光を帰さなかったからである。ヘロデは、

蛆に食い荒らされて息絶えた。
24  神の言葉はますます栄え、広がって行った。25バルナバとサウロはエルサレムのための任務を果たし、マルコと
呼ばれるヨハネを連れて帰って行った。

戻る



 使徒言行録13 戻る

バルナバとサウロ、宣教旅行に出発する

1アンティオキアでは、そこの教会にバルナバ、ニゲルと呼ばれるシメオン、キレネ人のルキオ、領主ヘロデと一緒に
 育ったマナエン、サウロなど、預言する者や教師たちがいた。2彼らが主を礼拝し、断食していると、聖霊が告げ

た。「さあ、バルナバとサウロをわたしのために選び出しなさい。わたしが前もって二人に決めておいた仕事に当たら
 せるために。」 3そこで、彼らは断食して祈り、二人の上に手を置いて出発させた。

キプロス宣教

4  聖霊によって送り出されたバルナバとサウロは、セレウキアに下り、そこからキプロス島に向け船出し、5サラミス
 に着くと、ユダヤ人の諸会堂で神の言葉を告げ知らせた。二人は、ヨハネを助手として連れていた。6島全体を

 巡ってパフォスまで行くと、ユダヤ人の魔術師で、バルイエスという一人の偽預言者に出会った。7 この男は、地
方総督セルギウス・パウルスという賢明な人物と交際していた。総督はバルナバとサウロを招いて、神の言葉を聞

 こうとした。8 ―― ――魔術師エリマ 彼の名前は魔術師という意味である は二人に対抗して、地方総督をこ
 の信仰から遠ざけようとした。9  パウロとも呼ばれていたサウロは、聖霊に満たされ、魔術師をにらみつけて、10

言った。「ああ、あらゆる偽りと欺きに満ちた者、悪魔の子、すべての正義の敵、お前は主のまっすぐな道をどうし
 てもゆがめようとするのか。11今こそ、主の御手はお前の上に下る。お前は目が見えなくなって、時が来るまで

日の光を見ないだろう。」するとたちまち、魔術師は目がかすんできて、すっかり見えなくなり、歩き回りながら、だ
 れか手を引いてくれる人を探した。12総督はこの出来事を見て、主の教えに非常に驚き、信仰に入った。

ピシディア州のアンティオキアで

13パウロとその一行は、パフォスから船出してパンフィリア州のペルゲに来たが、ヨハネは一行と別れてエルサレム
 に帰ってしまった。14パウロとバルナバはペルゲから進んで、ピシディア州のアンティオキアに到着した。そして、安

 息日に会堂に入って席に着いた。15律法と預言者の書が朗読された後、会堂長たちが人をよこして、「兄弟
 たち、何か会衆のために励ましのお言葉があれば、話してください」と言わせた。16そこで、パウロは立ち上がり、

手で人々 を制して言った。
 「イスラエルの人たち、ならびに神を畏れる方々 、聞いてください。17 この民イスラエルの神は、わたしたちの先祖

を選び出し、民がエジプトの地に住んでいる間に、これを強大なものとし、高く上げた御腕をもってそこから導き出
 してくださいました。18  神はおよそ四十年の間、荒れ野で彼らの行いを耐え忍び、19カナンの地では七つの民

 族を滅ぼし、その土地を彼らに相続させてくださったのです。20 これは、約四百五十年にわたることでした。その
 後、神は預言者サムエルの時代まで、裁く者たちを任命なさいました。21後に人々 が王を求めたので、神は四

 十年の間、ベニヤミン族の者で、キシュの子サウルをお与えになり、22それからまた、サウルを退けてダビデを王の
位につけ、彼について次のように宣言なさいました。『わたしは、エッサイの子でわたしの心に適う者、ダビデを見い

 だした。彼はわたしの思うところをすべて行う。』 23神は約束に従って、このダビデの子孫からイスラエルに救い主
 イエスを送ってくださったのです。24 ヨハネは、イエスがおいでになる前に、イスラエルの民全体に悔い改めの洗礼

 を宣べ伝えました。25その生涯を終えようとするとき、ヨハネはこう言いました。『わたしを何者だと思っているのか。
わたしは、あなたたちが期待しているような者ではない。その方はわたしの後から来られるが、わたしはその足の履
物をお脱がせする値打ちもない。』
26兄弟たち、アブラハムの子孫の方々 、ならびにあなたがたの中にいて神を畏れる人たち、この救いの言葉はわ

 たしたちに送られました。27エルサレムに住む人々 やその指導者たちは、イエスを認めず、また、安息日ごとに読
 まれる預言者の言葉を理解せず、イエスを罪に定めることによって、その言葉を実現させたのです。28そして、

 死に当たる理由は何も見いだせなかったのに、イエスを死刑にするようにとピラトに求めました。29 こうして、イエ



 スについて書かれていることがすべて実現した後、人々 はイエスを木から降ろし、墓に葬りました。30しかし、神
 はイエスを死者の中から復活させてくださったのです。31 このイエスは、御自分と一緒にガリラヤからエルサレムに

 上った人々 に、幾日にもわたって姿を現されました。その人たちは、今、民に対してイエスの証人となっています。
32  わたしたちも、先祖に与えられた約束について、あなたがたに福音を告げ知らせています。33つまり、神はイ
エスを復活させて、わたしたち子孫のためにその約束を果たしてくださったのです。それは詩編の第二編にも、
『あなたはわたしの子、
わたしは今日あなたを産んだ』

 と書いてあるとおりです。34また、イエスを死者の中から復活させ、もはや朽ち果てることがないようになさったこと
については、
『わたしは、ダビデに約束した
聖なる、確かな祝福をあなたたちに与える』

 と言っておられます。35ですから、ほかの個所にも、
『あなたは、あなたの聖なる者を
朽ち果てるままにしてはおかれない』

 と言われています。36ダビデは、彼の時代に神の計画に仕えた後、眠りについて、祖先の列に加えられ、朽ち
 果てました。37  しかし、神が復活させたこの方は、朽ち果てることがなかったのです。38だから、兄弟たち、知っ

ていただきたい。この方による罪の赦しが告げ知らされ、また、あなたがたがモーセの律法では義とされえなかったの
 に、39  信じる者は皆、この方によって義とされるのです。40それで、預言者の書に言われていることが起こらな

いように、警戒しなさい。
41『見よ、侮る者よ、驚け。滅び去れ。
わたしは、お前たちの時代に一つの事を行う。
人が詳しく説明しても、
お前たちにはとうてい信じられない事を。』」
42  パウロとバルナバが会堂を出るとき、人々 は次の安息日にも同じことを話してくれるようにと頼んだ。43集会
が終わってからも、多くのユダヤ人と神をあがめる改宗者とがついて来たので、二人は彼らと語り合い、神の恵み
の下に生き続けるように勧めた。
44  次の安息日になると、ほとんど町中の人が主の言葉を聞こうとして集まって来た。45しかし、ユダヤ人はこの

 群衆を見てひどくねたみ、口汚くののしって、パウロの話すことに反対した。46そこで、パウロとバルナバは勇敢に
語った。「神の言葉は、まずあなたがたに語られるはずでした。だがあなたがたはそれを拒み、自分自身を永遠の

 命を得るに値しない者にしている。見なさい、わたしたちは異邦人の方に行く。47主はわたしたちにこう命じてお
られるからです。

『わたしは、あなたを異邦人の光と定めた、
あなたが、地の果てにまでも
救いをもたらすために。』」

48異邦人たちはこれを聞いて喜び、主の言葉を賛美した。そして、永遠の命を得るように定められている人は皆、
 信仰に入った。49  こうして、主の言葉はその地方全体に広まった。50ところが、ユダヤ人は、神をあがめる貴

 婦人たちや町のおもだった人々 を扇動して、パウロとバルナバを迫害させ、その地方から二人を追い出した。51
 それで、二人は彼らに対して足の塵を払い落とし、イコニオンに行った。52他方、弟子たちは喜びと聖霊に満た

されていた。

戻る



 使徒言行録14 戻る

イコニオンで

1イコニオンでも同じように、パウロとバルナバはユダヤ人の会堂に入って話をしたが、その結果、大勢のユダヤ人
 やギリシア人が信仰に入った。2ところが、信じようとしないユダヤ人たちは、異邦人を扇動し、兄弟たちに対し

 て悪意を抱かせた。3それでも、二人はそこに長くとどまり、主を頼みとして勇敢に語った。主は彼らの手を通し
 てしるしと不思議な業を行い、その恵みの言葉を証しされたのである。4町の人々 は分裂し、ある者はユダヤ人

 の側に、ある者は使徒の側についた。5異邦人とユダヤ人が、指導者と一緒になって二人に乱暴を働き、石を
 投げつけようとしたとき、6二人はこれに気づいて、リカオニア州の町であるリストラとデルベ、またその近くの地方

 に難を避けた。7そして、そこでも福音を告げ知らせていた。

リストラで

8  リストラに、足の不自由な男が座っていた。生まれつき足が悪く、まだ一度も歩いたことがなかった。9 この人が、
 パウロの話すのを聞いていた。パウロは彼を見つめ、いやされるのにふさわしい信仰があるのを認め、10「自分の

 足でまっすぐに立ちなさい」と大声で言った。すると、その人は躍り上がって歩きだした。11群衆はパウロの行った
ことを見て声を張り上げ、リカオニアの方言で、「神々 が人間の姿をとって、わたしたちのところにお降りになった」と

 言った。12  そして、バルナバを「ゼウス」と呼び、またおもに話す者であることから、パウロを「ヘルメス」と呼んだ。
13町の外にあったゼウスの神殿の祭司が、家の門の所まで雄牛数頭と花輪を運んで来て、群衆と一緒になっ

 て二人にいけにえを献げようとした。14使徒たち、すなわちバルナバとパウロはこのことを聞くと、服を裂いて群衆
 の中へ飛び込んで行き、叫んで15言った。「皆さん、なぜ、こんなことをするのですか。わたしたちも、あなたがた

と同じ人間にすぎません。あなたがたが、このような偶像を離れて、生ける神に立ち帰るように、わたしたちは福音
 を告げ知らせているのです。この神こそ、天と地と海と、そしてその中にあるすべてのものを造られた方です。16

 神は過ぎ去った時代には、すべての国の人が思い思いの道を行くままにしておかれました。17しかし、神は御自
分のことを証ししないでおられたわけではありません。恵みをくださり、天からの雨を降らせて実りの季節を与え、

 食物を施して、あなたがたの心を喜びで満たしてくださっているのです。」 18 こう言って、二人は、群衆が自分た
ちにいけにえを献げようとするのを、やっとやめさせることができた。
19ところが、ユダヤ人たちがアンティオキアとイコニオンからやって来て、群衆を抱き込み、パウロに石を投げつけ、

 死んでしまったものと思って、町の外へ引きずり出した。20しかし、弟子たちが周りを取り囲むと、パウロは起き
上がって町に入って行った。そして翌日、バルナバと一緒にデルベへ向かった。

パウロたち、シリア州のアンティオキアに戻る

21二人はこの町で福音を告げ知らせ、多くの人を弟子にしてから、リストラ、イコニオン、アンティオキアへと引き
 返しながら、22弟子たちを力づけ、「わたしたちが神の国に入るには、多くの苦しみを経なくてはならない」と言っ

 て、信仰に踏みとどまるように励ました。23また、弟子たちのため教会ごとに長老たちを任命し、断食して祈り、
 彼らをその信ずる主に任せた。24  それから、二人はピシディア州を通り、パンフィリア州に至り、25ペルゲで御

 言葉を語った後、アタリアに下り、26そこからアンティオキアへ向かって船出した。そこは、二人が今成し遂げた
 働きのために神の恵みにゆだねられて送り出された所である。27到着するとすぐ教会の人々 を集めて、神が自

 分たちと共にいて行われたすべてのことと、異邦人に信仰の門を開いてくださったことを報告した。28そして、しば
らくの間、弟子たちと共に過ごした。

戻る



 使徒言行録15 戻る

エルサレムの使徒会議

1ある人々 がユダヤから下って来て、「モーセの慣習に従って割礼を受けなければ、あなたがたは救われない」と兄
 弟たちに教えていた。2それで、パウロやバルナバとその人たちとの間に、激しい意見の対立と論争が生じた。こ

の件について使徒や長老たちと協議するために、パウロとバルナバ、そのほか数名の者がエルサレムへ上ることに
 決まった。3 さて、一行は教会の人々 から送り出されて、フェニキアとサマリア地方を通り、道すがら、兄弟たちに

 異邦人が改宗した次第を詳しく伝え、皆を大いに喜ばせた。4エルサレムに到着すると、彼らは教会の人々 、
 使徒たち、長老たちに歓迎され、神が自分たちと共にいて行われたことを、ことごとく報告した。5ところが、ファリ

サイ派から信者になった人が数名立って、「異邦人にも割礼を受けさせて、モーセの律法を守るように命じるべき
だ」と言った。
6  そこで、使徒たちと長老たちは、この問題について協議するために集まった。7議論を重ねた後、ペトロが立っ
て彼らに言った。「兄弟たち、ご存じのとおり、ずっと以前に、神はあなたがたの間でわたしをお選びになりました。

 それは、異邦人が、わたしの口から福音の言葉を聞いて信じるようになるためです。8人の心をお見通しになる
神は、わたしたちに与えてくださったように異邦人にも聖霊を与えて、彼らをも受け入れられたことを証明なさった

 のです。9  また、彼らの心を信仰によって清め、わたしたちと彼らとの間に何の差別をもなさいませんでした。10
それなのに、なぜ今あなたがたは、先祖もわたしたちも負いきれなかった軛を、あの弟子たちの首に懸けて、神を

 試みようとするのですか。11わたしたちは、主イエスの恵みによって救われると信じているのですが、これは、彼ら
異邦人も同じことです。」
12すると全会衆は静かになり、バルナバとパウロが、自分たちを通して神が異邦人の間で行われた、あらゆるし

 るしと不思議な業について話すのを聞いていた。13二人が話を終えると、ヤコブが答えた。「兄弟たち、聞いてく
 ださい。14神が初めに心を配られ、異邦人の中から御自分の名を信じる民を選び出そうとなさった次第につい

 ては、シメオンが話してくれました。15預言者たちの言ったことも、これと一致しています。次のように書いてあると
おりです。
16『「その後、わたしは戻って来て、
倒れたダビデの幕屋を建て直す。
その破壊された所を建て直して、
元どおりにする。
17-18それは、人々 のうちの残った者や、
わたしの名で呼ばれる異邦人が皆、
主を求めるようになるためだ。」
昔から知らされていたことを行う主は、
こう言われる。』
19  それで、わたしはこう判断します。神に立ち帰る異邦人を悩ませてはなりません。20ただ、偶像に供えて汚

 れた肉と、みだらな行いと、絞め殺した動物の肉と、血とを避けるようにと、手紙を書くべきです。21モーセの律
法は、昔からどの町にも告げ知らせる人がいて、安息日ごとに会堂で読まれているからです。」

使徒会議の決議

22そこで、使徒たちと長老たちは、教会全体と共に、自分たちの中から人を選んで、パウロやバルナバと一緒に
アンティオキアに派遣することを決定した。選ばれたのは、バルサバと呼ばれるユダおよびシラスで、兄弟たちの中

 で指導的な立場にいた人たちである。23使徒たちは、次の手紙を彼らに託した。「使徒と長老たちが兄弟とし
 て、アンティオキアとシリア州とキリキア州に住む、異邦人の兄弟たちに挨拶いたします。24聞くところによると、

わたしたちのうちのある者がそちらへ行き、わたしたちから何の指示もないのに、いろいろなことを言って、あなたが



 たを騒がせ動揺させたとのことです。25それで、人を選び、わたしたちの愛するバルナバとパウロとに同行させて、
 そちらに派遣することを、わたしたちは満場一致で決定しました。26 このバルナバとパウロは、わたしたちの主イエ

 ス・キリストの名のために身を献げている人たちです。27それで、ユダとシラスを選んで派遣しますが、彼らは同じ
 ことを口頭でも説明するでしょう。28聖霊とわたしたちは、次の必要な事柄以外、一切あなたがたに重荷を負

 わせないことに決めました。29すなわち、偶像に献げられたものと、血と、絞め殺した動物の肉と、みだらな行い
とを避けることです。以上を慎めばよいのです。健康を祈ります。」
30  さて、彼ら一同は見送りを受けて出発し、アンティオキアに到着すると、信者全体を集めて手紙を手渡した。
31  彼らはそれを読み、励ましに満ちた決定を知って喜んだ。32ユダとシラスは預言する者でもあったので、いろ

 いろと話をして兄弟たちを励まし力づけ、33しばらくここに滞在した後、兄弟たちから送別の挨拶を受けて見送
 られ、自分たちを派遣した人々 のところへ帰って行った。34†15.34  しかし、シラスはそこにとどまることにした。

35しかし、パウロとバルナバはアンティオキアにとどまって教え、他の多くの人と一緒に主の言葉の福音を告げ知
らせた。

パウロ、バルナバとは別に宣教を開始する

36数日の後、パウロはバルナバに言った。「さあ、前に主の言葉を宣べ伝えたすべての町へもう一度行って兄弟
 たちを訪問し、どのようにしているかを見て来ようではないか。」 37バルナバは、マルコと呼ばれるヨハネも連れて

 行きたいと思った。38しかしパウロは、前にパンフィリア州で自分たちから離れ、宣教に一緒に行かなかったよう
 な者は、連れて行くべきでないと考えた。39そこで、意見が激しく衝突し、彼らはついに別行動をとるようになっ

 て、バルナバはマルコを連れてキプロス島へ向かって船出したが、40一方、パウロはシラスを選び、兄弟たちから
 主の恵みにゆだねられて、出発した。41そして、シリア州やキリキア州を回って教会を力づけた。

戻る



 使徒言行録16 戻る

テモテ、パウロに同行する

1パウロは、デルベにもリストラにも行った。そこに、信者のユダヤ婦人の子で、ギリシア人を父親に持つ、テモテと
 いう弟子がいた。2  彼は、リストラとイコニオンの兄弟の間で評判の良い人であった。3パウロは、このテモテを一

緒に連れて行きたかったので、その地方に住むユダヤ人の手前、彼に割礼を授けた。父親がギリシア人であるこ
 とを、皆が知っていたからである。4彼らは方々 の町を巡回して、エルサレムの使徒と長老たちが決めた規定を

 守るようにと、人々 に伝えた。5 こうして、教会は信仰を強められ、日ごとに人数が増えていった。

マケドニア人の幻

6  さて、彼らはアジア州で御言葉を語ることを聖霊から禁じられたので、フリギア・ガラテヤ地方を通って行った。7
 ミシア地方の近くまで行き、ビティニア州に入ろうとしたが、イエスの霊がそれを許さなかった。8それで、ミシア地

 方を通ってトロアスに下った。9その夜、パウロは幻を見た。その中で一人のマケドニア人が立って、「マケドニア州
 に渡って来て、わたしたちを助けてください」と言ってパウロに願った。10パウロがこの幻を見たとき、わたしたちはす

ぐにマケドニアへ向けて出発することにした。マケドニア人に福音を告げ知らせるために、神がわたしたちを召されて
いるのだと、確信するに至ったからである。

フィリピで

11  わたしたちはトロアスから船出してサモトラケ島に直航し、翌日ネアポリスの港に着き、12そこから、マケドニア
 州第一区の都市で、ローマの植民都市であるフィリピに行った。そして、この町に数日間滞在した。13安息日

に町の門を出て、祈りの場所があると思われる川岸に行った。そして、わたしたちもそこに座って、集まっていた婦
 人たちに話をした。14ティアティラ市出身の紫布を商う人で、神をあがめるリディアという婦人も話を聞いていた

 が、主が彼女の心を開かれたので、彼女はパウロの話を注意深く聞いた。15そして、彼女も家族の者も洗礼
を受けたが、そのとき、「私が主を信じる者だとお思いでしたら、どうぞ、私の家に来てお泊まりください」と言ってわ
たしたちを招待し、無理に承知させた。

パウロたち、投獄される

16わたしたちは、祈りの場所に行く途中、占いの霊に取りつかれている女奴隷に出会った。この女は、占いをし
 て主人たちに多くの利益を得させていた。17彼女は、パウロやわたしたちの後ろについて来てこう叫ぶのであった。

 「この人たちは、いと高き神の僕で、皆さんに救いの道を宣べ伝えているのです。」 18彼女がこんなことを幾日も
繰り返すので、パウロはたまりかねて振り向き、その霊に言った。「イエス・キリストの名によって命じる。この女から

 出て行け。」すると即座に、霊が彼女から出て行った。19ところが、この女の主人たちは、金もうけの望みがなく
 なってしまったことを知り、パウロとシラスを捕らえ、役人に引き渡すために広場へ引き立てて行った。20そして、

 二人を高官たちに引き渡してこう言った。「この者たちはユダヤ人で、わたしたちの町を混乱させております。21ロ
 ーマ帝国の市民であるわたしたちが受け入れることも、実行することも許されない風習を宣伝しております。」 22

 群衆も一緒になって二人を責め立てたので、高官たちは二人の衣服をはぎ取り、「鞭で打て」と命じた。23そし
 て、何度も鞭で打ってから二人を牢に投げ込み、看守に厳重に見張るように命じた。24 この命令を受けた看

守は、二人をいちばん奥の牢に入れて、足には木の足枷をはめておいた。
25真夜中ごろ、パウロとシラスが賛美の歌をうたって神に祈っていると、ほかの囚人たちはこれに聞き入っていた。
26突然、大地震が起こり、牢の土台が揺れ動いた。たちまち牢の戸がみな開き、すべての囚人の鎖も外れてし

 まった。27目を覚ました看守は、牢の戸が開いているのを見て、囚人たちが逃げてしまったと思い込み、剣を抜
 いて自殺しようとした。28  パウロは大声で叫んだ。「自害してはいけない。わたしたちは皆ここにいる。」 29看守



 は、明かりを持って来させて牢の中に飛び込み、パウロとシラスの前に震えながらひれ伏し、30二人を外へ連れ
 出して言った。「先生方、救われるためにはどうすべきでしょうか。」 31二人は言った。「主イエスを信じなさい。そ

 うすれば、あなたも家族も救われます。」 32  そして、看守とその家の人たち全部に主の言葉を語った。33まだ
真夜中であったが、看守は二人を連れて行って打ち傷を洗ってやり、自分も家族の者も皆すぐに洗礼を受けた。
34 この後、二人を自分の家に案内して食事を出し、神を信じる者になったことを家族ともども喜んだ。
35  朝になると、高官たちは下役たちを差し向けて、「あの者どもを釈放せよ」と言わせた。36それで、看守はパ
ウロにこの言葉を伝えた。「高官たちが、あなたがたを釈放するようにと、言ってよこしました。さあ、牢から出て、安

 心して行きなさい。」 37ところが、パウロは下役たちに言った。「高官たちは、ローマ帝国の市民権を持つわたした
ちを、裁判にもかけずに公衆の面前で鞭打ってから投獄したのに、今ひそかに釈放しようとするのか。いや、それは

 いけない。高官たちが自分でここへ来て、わたしたちを連れ出すべきだ。」 38下役たちは、この言葉を高官たちに
 報告した。高官たちは、二人がローマ帝国の市民権を持つ者であると聞いて恐れ、39出向いて来てわびを言

 い、二人を牢から連れ出し、町から出て行くように頼んだ。40牢を出た二人は、リディアの家に行って兄弟たち
に会い、彼らを励ましてから出発した。

戻る



 使徒言行録17 戻る

テサロニケでの騒動

1  パウロとシラスは、アンフィポリスとアポロニアを経てテサロニケに着いた。ここにはユダヤ人の会堂があった。2パ
ウロはいつものように、ユダヤ人の集まっているところへ入って行き、三回の安息日にわたって聖書を引用して論じ

 合い、3「メシアは必ず苦しみを受け、死者の中から復活することになっていた」と、また、「このメシアはわたしが伝
 えているイエスである」と説明し、論証した。4それで、彼らのうちのある者は信じて、パウロとシラスに従った。神を

 あがめる多くのギリシア人や、かなりの数のおもだった婦人たちも同じように二人に従った。5しかし、ユダヤ人た
ちはそれをねたみ、広場にたむろしているならず者を何人か抱き込んで暴動を起こし、町を混乱させ、ヤソンの家

 を襲い、二人を民衆の前に引き出そうとして捜した。6しかし、二人が見つからなかったので、ヤソンと数人の兄
弟を町の当局者たちのところへ引き立てて行って、大声で言った。「世界中を騒がせてきた連中が、ここにも来て

 います。7ヤソンは彼らをかくまっているのです。彼らは皇帝の勅令に背いて、『イエスという別の王がいる』と言っ
 ています。」 8  これを聞いた群衆と町の当局者たちは動揺した。9当局者たちは、ヤソンやほかの者たちから保

証金を取ったうえで彼らを釈放した。

ベレアで

10兄弟たちは、直ちに夜のうちにパウロとシラスをベレアへ送り出した。二人はそこへ到着すると、ユダヤ人の会
 堂に入った。11 ここのユダヤ人たちは、テサロニケのユダヤ人よりも素直で、非常に熱心に御言葉を受け入れ、

 そのとおりかどうか、毎日、聖書を調べていた。12そこで、そのうちの多くの人が信じ、ギリシア人の上流婦人や
 男たちも少なからず信仰に入った。13ところが、テサロニケのユダヤ人たちは、ベレアでもパウロによって神の言葉

 が宣べ伝えられていることを知ると、そこへも押しかけて来て、群衆を扇動し騒がせた。14それで、兄弟たちは直
 ちにパウロを送り出して、海岸の地方へ行かせたが、シラスとテモテはベレアに残った。15パウロに付き添った

人々 は、彼をアテネまで連れて行った。そしてできるだけ早く来るようにという、シラスとテモテに対するパウロの指
示を受けて帰って行った。

アテネで

16  パウロはアテネで二人を待っている間に、この町の至るところに偶像があるのを見て憤慨した。17それで、会
 堂ではユダヤ人や神をあがめる人々 と論じ、また、広場では居合わせた人々 と毎日論じ合っていた。18また、

エピクロス派やストア派の幾人かの哲学者もパウロと討論したが、その中には、「このおしゃべりは、何を言いたい
のだろうか」と言う者もいれば、「彼は外国の神々 の宣伝をする者らしい」と言う者もいた。パウロが、イエスと復活

 について福音を告げ知らせていたからである。19そこで、彼らはパウロをアレオパゴスに連れて行き、こう言った。
 「あなたが説いているこの新しい教えがどんなものか、知らせてもらえないか。20奇妙なことをわたしたちに聞かせ

 ているが、それがどんな意味なのか知りたいのだ。」 21すべてのアテネ人やそこに在留する外国人は、何か新し
いことを話したり聞いたりすることだけで、時を過ごしていたのである。
22パウロは、アレオパゴスの真ん中に立って言った。「アテネの皆さん、あらゆる点においてあなたがたが信仰のあ

 つい方であることを、わたしは認めます。23道を歩きながら、あなたがたが拝むいろいろなものを見ていると、『知
られざる神に』と刻まれている祭壇さえ見つけたからです。それで、あなたがたが知らずに拝んでいるもの、それをわ

 たしはお知らせしましょう。24世界とその中の万物とを造られた神が、その方です。この神は天地の主ですから、
 手で造った神殿などにはお住みになりません。25また、何か足りないことでもあるかのように、人の手によって仕

えてもらう必要もありません。すべての人に命と息と、その他すべてのものを与えてくださるのは、この神だからです。
 26神は、一人の人からすべての民族を造り出して、地上の至るところに住まわせ、季節を決め、彼らの居住地

 の境界をお決めになりました。27 これは、人に神を求めさせるためであり、また、彼らが探し求めさえすれば、神



を見いだすことができるようにということなのです。実際、神はわたしたち一人一人から遠く離れてはおられません。
28皆さんのうちのある詩人たちも、
『我らは神の中に生き、動き、存在する』
『我らもその子孫である』と、

 言っているとおりです。29わたしたちは神の子孫なのですから、神である方を、人間の技や考えで造った金、銀、
 石などの像と同じものと考えてはなりません。30さて、神はこのような無知な時代を、大目に見てくださいました

 が、今はどこにいる人でも皆悔い改めるようにと、命じておられます。31それは、先にお選びになった一人の方に
よって、この世を正しく裁く日をお決めになったからです。神はこの方を死者の中から復活させて、すべての人にそ
のことの確証をお与えになったのです。」
32死者の復活ということを聞くと、ある者はあざ笑い、ある者は、「それについては、いずれまた聞かせてもらうこと

 にしよう」と言った。33  それで、パウロはその場を立ち去った。34しかし、彼について行って信仰に入った者も、
何人かいた。その中にはアレオパゴスの議員ディオニシオ、またダマリスという婦人やその他の人々 もいた。

戻る



 使徒言行録18 戻る

コリントで

1  その後、パウロはアテネを去ってコリントへ行った。2 ここで、ポントス州出身のアキラというユダヤ人とその妻プリ
スキラに出会った。クラウディウス帝が全ユダヤ人をローマから退去させるようにと命令したので、最近イタリアから

 来たのである。パウロはこの二人を訪ね、3職業が同じであったので、彼らの家に住み込んで、一緒に仕事をし
 た。その職業はテント造りであった。4パウロは安息日ごとに会堂で論じ、ユダヤ人やギリシア人の説得に努めて

いた。
5シラスとテモテがマケドニア州からやって来ると、パウロは御言葉を語ることに専念し、ユダヤ人に対してメシアは

 イエスであると力強く証しした。6しかし、彼らが反抗し、口汚くののしったので、パウロは服の塵を振り払って言っ
た。「あなたたちの血は、あなたたちの頭に降りかかれ。わたしには責任がない。今後、わたしは異邦人の方へ行

 く。」 7  パウロはそこを去り、神をあがめるティティオ・ユストという人の家に移った。彼の家は会堂の隣にあった。8
会堂長のクリスポは、一家をあげて主を信じるようになった。また、コリントの多くの人々 も、パウロの言葉を聞い

 て信じ、洗礼を受けた。9ある夜のこと、主は幻の中でパウロにこう言われた。「恐れるな。語り続けよ。黙ってい
 るな。10わたしがあなたと共にいる。だから、あなたを襲って危害を加える者はない。この町には、わたしの民が

 大勢いるからだ。」 11パウロは一年六か月の間ここにとどまって、人々 に神の言葉を教えた。
12ガリオンがアカイア州の地方総督であったときのことである。ユダヤ人たちが一団となってパウロを襲い、法廷に

 引き立てて行って、13「この男は、律法に違反するようなしかたで神をあがめるようにと、人々 を唆しております」
 と言った。14パウロが話し始めようとしたとき、ガリオンはユダヤ人に向かって言った。「ユダヤ人諸君、これが不

 正な行為とか悪質な犯罪とかであるならば、当然諸君の訴えを受理するが、15問題が教えとか名称とか諸
君の律法に関するものならば、自分たちで解決するがよい。わたしは、そんなことの審判者になるつもりはない。」
16  そして、彼らを法廷から追い出した。17すると、群衆は会堂長のソステネを捕まえて、法廷の前で殴りつけ
た。しかし、ガリオンはそれに全く心を留めなかった。

パウロ、アンティオキアに戻る

18パウロは、なおしばらくの間ここに滞在したが、やがて兄弟たちに別れを告げて、船でシリア州へ旅立った。プリ
 スキラとアキラも同行した。パウロは誓願を立てていたので、ケンクレアイで髪を切った。19一行がエフェソに到着

 したとき、パウロは二人をそこに残して自分だけ会堂に入り、ユダヤ人と論じ合った。20 人々 はもうしばらく滞在
 するように願ったが、パウロはそれを断り、21「神の御心ならば、また戻って来ます」と言って別れを告げ、エフェソ

 から船出した。22  カイサリアに到着して、教会に挨拶をするためにエルサレムへ上り、アンティオキアに下った。
23パウロはしばらくここで過ごした後、また旅に出て、ガラテヤやフリギアの地方を次々 に巡回し、すべての弟子た
ちを力づけた。

アポロ、エフェソで宣教する

24  さて、アレクサンドリア生まれのユダヤ人で、聖書に詳しいアポロという雄弁家が、エフェソに来た。25彼は主
 の道を受け入れており、イエスのことについて熱心に語り、正確に教えていたが、ヨハネの洗礼しか知らなかった。

26 このアポロが会堂で大胆に教え始めた。これを聞いたプリスキラとアキラは、彼を招いて、もっと正確に神の道
 を説明した。27それから、アポロがアカイア州に渡ることを望んでいたので、兄弟たちはアポロを励まし、かの地の

弟子たちに彼を歓迎してくれるようにと手紙を書いた。アポロはそこへ着くと、既に恵みによって信じていた人々 を
 大いに助けた。28彼が聖書に基づいて、メシアはイエスであると公然と立証し、激しい語調でユダヤ人たちを説

き伏せたからである。

戻る



 使徒言行録19 戻る

エフェソで

1アポロがコリントにいたときのことである。パウロは、内陸の地方を通ってエフェソに下って来て、何人かの弟子に
 出会い、2彼らに、「信仰に入ったとき、聖霊を受けましたか」と言うと、彼らは、「いいえ、聖霊があるかどうか、

 聞いたこともありません」と言った。3パウロが、「それなら、どんな洗礼を受けたのですか」と言うと、「ヨハネの洗
 礼です」と言った。4そこで、パウロは言った。「ヨハネは、自分の後から来る方、つまりイエスを信じるようにと、民

 に告げて、悔い改めの洗礼を授けたのです。」 5  人々 はこれを聞いて主イエスの名によって洗礼を受けた。6パウ
 ロが彼らの上に手を置くと、聖霊が降り、その人たちは異言を話したり、預言をしたりした。7 この人たちは、皆で

十二人ほどであった。
8  パウロは会堂に入って、三か月間、神の国のことについて大胆に論じ、人々 を説得しようとした。9しかしある
者たちが、かたくなで信じようとはせず、会衆の前でこの道を非難したので、パウロは彼らから離れ、弟子たちをも

 退かせ、ティラノという人の講堂で毎日論じていた。10 このようなことが二年も続いたので、アジア州に住む者は、
ユダヤ人であれギリシア人であれ、だれもが主の言葉を聞くことになった。

ユダヤ人の祈禱師たち

11  神は、パウロの手を通して目覚ましい奇跡を行われた。12彼が身に着けていた手ぬぐいや前掛けを持って
 行って病人に当てると、病気はいやされ、悪霊どもも出て行くほどであった。13ところが、各地を巡り歩くユダヤ

人の祈禱師たちの中にも、悪霊どもに取りつかれている人々 に向かい、試みに、主イエスの名を唱えて、「パウロ
 が宣べ伝えているイエスによって、お前たちに命じる」と言う者があった。14ユダヤ人の祭司長スケワという者の

 七人の息子たちがこんなことをしていた。15悪霊は彼らに言い返した。「イエスのことは知っている。パウロのこと
 もよく知っている。だが、いったいお前たちは何者だ。」 16そして、悪霊に取りつかれている男が、この祈禱師たち

 に飛びかかって押さえつけ、ひどい目に遭わせたので、彼らは裸にされ、傷つけられて、その家から逃げ出した。
17 このことがエフェソに住むユダヤ人やギリシア人すべてに知れ渡ったので、人々 は皆恐れを抱き、主イエスの名

 は大いにあがめられるようになった。18  信仰に入った大勢の人が来て、自分たちの悪行をはっきり告白した。
19また、魔術を行っていた多くの者も、その書物を持って来て、皆の前で焼き捨てた。その値段を見積もってみ

 ると、銀貨五万枚にもなった。20 このようにして、主の言葉はますます勢いよく広まり、力を増していった。

エフェソでの騒動

21 このようなことがあった後、パウロは、マケドニア州とアカイア州を通りエルサレムに行こうと決心し、「わたしはそ
 こへ行った後、ローマも見なくてはならない」と言った。22そして、自分に仕えている者の中から、テモテとエラスト

の二人をマケドニア州に送り出し、彼自身はしばらくアジア州にとどまっていた。
23  そのころ、この道のことでただならぬ騒動が起こった。24そのいきさつは次のとおりである。デメトリオという銀

 細工師が、アルテミスの神殿の模型を銀で造り、職人たちにかなり利益を得させていた。25彼は、この職人た
ちや同じような仕事をしている者たちを集めて言った。「諸君、御承知のように、この仕事のお陰で、我々 はもうけ

 ているのだが、26諸君が見聞きしているとおり、あのパウロは『手で造ったものなどは神ではない』と言って、エフェ
 ソばかりでなくアジア州のほとんど全地域で、多くの人を説き伏せ、たぶらかしている。27 これでは、我々 の仕事

の評判が悪くなってしまうおそれがあるばかりでなく、偉大な女神アルテミスの神殿もないがしろにされ、アジア州
全体、全世界があがめるこの女神の御威光さえも失われてしまうだろう。」
28  これを聞いた人々 はひどく腹を立て、「エフェソ人のアルテミスは偉い方」と叫びだした。29そして、町中が混
乱してしまった。彼らは、パウロの同行者であるマケドニア人ガイオとアリスタルコを捕らえ、一団となって野外劇場

 になだれ込んだ。30  パウロは群衆の中へ入っていこうとしたが、弟子たちはそうさせなかった。31他方、パウロの



 友人でアジア州の祭儀をつかさどる高官たちも、パウロに使いをやって、劇場に入らないようにと頼んだ。32 さて、
群衆はあれやこれやとわめき立てた。集会は混乱するだけで、大多数の者は何のために集まったのかさえ分から

 なかった。33そのとき、ユダヤ人が前へ押し出したアレクサンドロという男に、群衆の中のある者たちが話すように
 促したので、彼は手で制し、群衆に向かって弁明しようとした。34しかし、彼がユダヤ人であると知った群衆は

 一斉に、「エフェソ人のアルテミスは偉い方」と二時間ほども叫び続けた。35そこで、町の書記官が群衆をなだ
めて言った。「エフェソの諸君、エフェソの町が、偉大なアルテミスの神殿と天から降って来た御神体との守り役で

 あることを、知らない者はないのだ。36 これを否定することはできないのだから、静かにしなさい。決して無謀なこ
 とをしてはならない。37諸君がここへ連れて来た者たちは、神殿を荒らしたのでも、我々 の女神を冒瀆したので

 もない。38デメトリオと仲間の職人が、だれかを訴え出たいのなら、決められた日に法廷は開かれるし、地方総
 督もいることだから、相手を訴え出なさい。39それ以外のことで更に要求があるなら、正式な会議で解決しても

 らうべきである。40本日のこの事態に関して、我々 は暴動の罪に問われるおそれがある。この無秩序な集会の
ことで、何一つ弁解する理由はないからだ。」こう言って、書記官は集会を解散させた。

戻る



 使徒言行録20 戻る

パウロ、マケドニア州とギリシアに行く

1  この騒動が収まった後、パウロは弟子たちを呼び集めて励まし、別れを告げてからマケドニア州へと出発した。
2  そして、この地方を巡り歩き、言葉を尽くして人々 を励ましながら、ギリシアに来て、3そこで三か月を過ごした。
パウロは、シリア州に向かって船出しようとしていたとき、彼に対するユダヤ人の陰謀があったので、マケドニア州を

 通って帰ることにした。4同行した者は、ピロの子でベレア出身のソパトロ、テサロニケのアリスタルコとセクンド、デ
 ルベのガイオ、テモテ、それにアジア州出身のティキコとトロフィモであった。5 この人たちは、先に出発してトロアス

 でわたしたちを待っていたが、6わたしたちは、除酵祭の後フィリピから船出し、五日でトロアスに来て彼らと落ち
合い、七日間そこに滞在した。

パウロ、若者を生き返らせる

7週の初めの日、わたしたちがパンを裂くために集まっていると、パウロは翌日出発する予定で人々 に話をしたが、
 その話は夜中まで続いた。8  わたしたちが集まっていた階上の部屋には、たくさんのともし火がついていた。9エウ

ティコという青年が、窓に腰を掛けていたが、パウロの話が長々 と続いたので、ひどく眠気を催し、眠りこけて三階
 から下に落ちてしまった。起こしてみると、もう死んでいた。10パウロは降りて行き、彼の上にかがみ込み、抱きか

 かえて言った。「騒ぐな。まだ生きている。」 11そして、また上に行って、パンを裂いて食べ、夜明けまで長い間話
 し続けてから出発した。12 人々 は生き返った青年を連れて帰り、大いに慰められた。

トロアスからミレトスまでの船旅

13さて、わたしたちは先に船に乗り込み、アソスに向けて船出した。パウロをそこから乗船させる予定であった。こ
 れは、パウロ自身が徒歩で旅行するつもりで、そう指示しておいたからである。14アソスでパウロと落ち合ったの

 で、わたしたちは彼を船に乗せてミティレネに着いた。15翌日、そこを船出し、キオス島の沖を過ぎ、その次の日
 サモス島に寄港し、更にその翌日にはミレトスに到着した。16パウロは、アジア州で時を費やさないように、エフェ

ソには寄らないで航海することに決めていたからである。できれば五旬祭にはエルサレムに着いていたかったので、
旅を急いだのである。

エフェソの長老たちに別れを告げる

17  パウロはミレトスからエフェソに人をやって、教会の長老たちを呼び寄せた。18長老たちが集まって来たとき、
パウロはこう話した。「アジア州に来た最初の日以来、わたしがあなたがたと共にどのように過ごしてきたかは、よく

 ご存じです。19すなわち、自分を全く取るに足りない者と思い、涙を流しながら、また、ユダヤ人の数々 の陰謀
 によってこの身にふりかかってきた試練に遭いながらも、主にお仕えしてきました。20役に立つことは一つ残らず、

 公衆の面前でも方々 の家でも、あなたがたに伝え、また教えてきました。21神に対する悔い改めと、わたしたち
 の主イエスに対する信仰とを、ユダヤ人にもギリシア人にも力強く証ししてきたのです。22そして今、わたしは、

“ ”  霊 に促されてエルサレムに行きます。そこでどんなことがこの身に起こるか、何も分かりません。23ただ、投獄と
 苦難とがわたしを待ち受けているということだけは、聖霊がどこの町でもはっきり告げてくださっています。24しかし、

自分の決められた道を走りとおし、また、主イエスからいただいた、神の恵みの福音を力強く証しするという任務
を果たすことができさえすれば、この命すら決して惜しいとは思いません。
25そして今、あなたがたが皆もう二度とわたしの顔を見ることがないとわたしには分かっています。わたしは、あな

 たがたの間を巡回して御国を宣べ伝えたのです。26だから、特に今日はっきり言います。だれの血についても、
 わたしには責任がありません。27  わたしは、神の御計画をすべて、ひるむことなくあなたがたに伝えたからです。

28どうか、あなたがた自身と群れ全体とに気を配ってください。聖霊は、神が御子の血によって御自分のものと



 なさった神の教会の世話をさせるために、あなたがたをこの群れの監督者に任命なさったのです。29わたしが去
 った後に、残忍な狼どもがあなたがたのところへ入り込んで来て群れを荒らすことが、わたしには分かっています。

30  また、あなたがた自身の中からも、邪説を唱えて弟子たちを従わせようとする者が現れます。31だから、わた
 しが三年間、あなたがた一人一人に夜も昼も涙を流して教えてきたことを思い起こして、目を覚ましていなさい。

32そして今、神とその恵みの言葉とにあなたがたをゆだねます。この言葉は、あなたがたを造り上げ、聖なる者と
 されたすべての人々 と共に恵みを受け継がせることができるのです。33わたしは、他人の金銀や衣服をむさぼっ

 たことはありません。34ご存じのとおり、わたしはこの手で、わたし自身の生活のためにも、共にいた人々 のため
 にも働いたのです。35あなたがたもこのように働いて弱い者を助けるように、また、主イエス御自身が『受けるより

は与える方が幸いである』と言われた言葉を思い出すようにと、わたしはいつも身をもって示してきました。」
36  このように話してから、パウロは皆と一緒にひざまずいて祈った。37 人々 は皆激しく泣き、パウロの首を抱いて

 接吻した。38特に、自分の顔をもう二度と見ることはあるまいとパウロが言ったので、非常に悲しんだ。人々 は
パウロを船まで見送りに行った。

戻る



 使徒言行録21 戻る

パウロ、エルサレムへ行く

1  わたしたちは人々 に別れを告げて船出し、コス島に直航した。翌日ロドス島に着き、そこからパタラに渡り、2フ
 ェニキアに行く船を見つけたので、それに乗って出発した。3やがてキプロス島が見えてきたが、それを左にして通り

過ぎ、シリア州に向かって船旅を続けてティルスの港に着いた。ここで船は、荷物を陸揚げすることになっていたの
 である。4 “ ”わたしたちは弟子たちを探し出して、そこに七日間泊まった。彼らは 霊 に動かされ、エルサレムへ行

 かないようにと、パウロに繰り返して言った。5しかし、滞在期間が過ぎたとき、わたしたちはそこを去って旅を続け
ることにした。彼らは皆、妻や子供を連れて、町外れまで見送りに来てくれた。そして、共に浜辺にひざまずいて

 祈り、6互いに別れの挨拶を交わし、わたしたちは船に乗り込み、彼らは自分の家に戻って行った。
7わたしたちは、ティルスから航海を続けてプトレマイスに着き、兄弟たちに挨拶して、彼らのところで一日を過ごし

 た。8翌日そこをたってカイサリアに赴き、例の七人の一人である福音宣教者フィリポの家に行き、そこに泊まっ
 た。9  この人には預言をする四人の未婚の娘がいた。10幾日か滞在していたとき、ユダヤからアガボという預

 言する者が下って来た。11そして、わたしたちのところに来て、パウロの帯を取り、それで自分の手足を縛って言
った。「聖霊がこうお告げになっている。『エルサレムでユダヤ人は、この帯の持ち主をこのように縛って異邦人の手

 に引き渡す。』」 12わたしたちはこれを聞き、土地の人と一緒になって、エルサレムへは上らないようにと、パウロ
 にしきりに頼んだ。13そのとき、パウロは答えた。「泣いたり、わたしの心をくじいたり、いったいこれはどういうことで

すか。主イエスの名のためならば、エルサレムで縛られることばかりか死ぬことさえも、わたしは覚悟しているので
 す。」 14パウロがわたしたちの勧めを聞き入れようとしないので、わたしたちは、「主の御心が行われますように」と

言って、口をつぐんだ。
15  数日たって、わたしたちは旅の準備をしてエルサレムに上った。16カイサリアの弟子たちも数人同行して、わ
たしたちがムナソンという人の家に泊まれるように案内してくれた。ムナソンは、キプロス島の出身で、ずっと以前か
ら弟子であった。

パウロ、ヤコブを訪ねる

17  わたしたちがエルサレムに着くと、兄弟たちは喜んで迎えてくれた。18翌日、パウロはわたしたちを連れてヤコ
 ブを訪ねたが、そこには長老が皆集まっていた。19パウロは挨拶を済ませてから、自分の奉仕を通して神が異

 邦人の間で行われたことを、詳しく説明した。20 これを聞いて、人々 は皆神を賛美し、パウロに言った。「兄弟
 よ、ご存じのように、幾万人ものユダヤ人が信者になって、皆熱心に律法を守っています。21 この人たちがあな

たについて聞かされているところによると、あなたは異邦人の間にいる全ユダヤ人に対して、『子供に割礼を施す
 な。慣習に従うな』と言って、モーセから離れるように教えているとのことです。22いったい、どうしたらよいでしょう

 か。彼らはあなたの来られたことをきっと耳にします。23だから、わたしたちの言うとおりにしてください。わたしたち
 の中に誓願を立てた者が四人います。24 この人たちを連れて行って一緒に身を清めてもらい、彼らのために頭

をそる費用を出してください。そうすれば、あなたについて聞かされていることが根も葉もなく、あなたは律法を守っ
 て正しく生活している、ということがみんなに分かります。25また、異邦人で信者になった人たちについては、わた

したちは既に手紙を書き送りました。それは、偶像に献げた肉と、血と、絞め殺した動物の肉とを口にしないよう
 に、また、みだらな行いを避けるようにという決定です。」 26そこで、パウロはその四人を連れて行って、翌日一緒

に清めの式を受けて神殿に入り、いつ清めの期間が終わって、それぞれのために供え物を献げることができるかを
告げた。

パウロ、神殿の境内で逮捕される

27七日の期間が終わろうとしていたとき、アジア州から来たユダヤ人たちが神殿の境内でパウロを見つけ、全群



 衆を扇動して彼を捕らえ、28 こう叫んだ。「イスラエルの人たち、手伝ってくれ。この男は、民と律法とこの場所を
無視することを、至るところでだれにでも教えている。その上、ギリシア人を境内に連れ込んで、この聖なる場所を

 汚してしまった。」 29彼らは、エフェソ出身のトロフィモが前に都でパウロと一緒にいたのを見かけたので、パウロが
 彼を境内に連れ込んだのだと思ったからである。30それで、都全体は大騒ぎになり、民衆は駆け寄って来て、

 パウロを捕らえ、境内から引きずり出した。そして、門はどれもすぐに閉ざされた。31彼らがパウロを殺そうとして
 いたとき、エルサレム中が混乱状態に陥っているという報告が、守備大隊の千人隊長のもとに届いた。32千人

隊長は直ちに兵士と百人隊長を率いて、その場に駆けつけた。群衆は千人隊長と兵士を見ると、パウロを殴る
 のをやめた。33千人隊長は近寄ってパウロを捕らえ、二本の鎖で縛るように命じた。そして、パウロが何者であ

 るのか、また、何をしたのかと尋ねた。34しかし、群衆はあれやこれやと叫び立てていた。千人隊長は、騒々 しく
 て真相をつかむことができないので、パウロを兵営に連れて行くように命じた。35パウロが階段にさしかかったとき、

 群衆の暴行を避けるために、兵士たちは彼を担いで行かなければならなかった。36大勢の民衆が、「その男を
殺してしまえ」と叫びながらついて来たからである。

パウロ、弁明する

37パウロは兵営の中に連れて行かれそうになったとき、「ひと言お話ししてもよいでしょうか」と千人隊長に言った。
 すると、千人隊長が尋ねた。「ギリシア語が話せるのか。38それならお前は、最近反乱を起こし、四千人の暗

 殺者を引き連れて荒れ野へ行った、あのエジプト人ではないのか。」 39パウロは言った。「わたしは確かにユダヤ
 人です。キリキア州のれっきとした町、タルソスの市民です。どうか、この人たちに話をさせてください。」 40千人隊

長が許可したので、パウロは階段の上に立ち、民衆を手で制した。すっかり静かになったとき、パウロはヘブライ語
で話し始めた。

戻る



 使徒言行録22 戻る
1  「兄弟であり父である皆さん、これから申し上げる弁明を聞いてください。」 2パウロがヘブライ語で話すのを聞い

 て、人々 はますます静かになった。パウロは言った。3「わたしは、キリキア州のタルソスで生まれたユダヤ人です。
そして、この都で育ち、ガマリエルのもとで先祖の律法について厳しい教育を受け、今日の皆さんと同じように、熱

 心に神に仕えていました。4わたしはこの道を迫害し、男女を問わず縛り上げて獄に投じ、殺すことさえしたので
 す。5 このことについては、大祭司も長老会全体も、わたしのために証言してくれます。実は、この人たちからダマ

スコにいる同志にあてた手紙までもらい、その地にいる者たちを縛り上げ、エルサレムへ連行して処罰するために
出かけて行ったのです。」

パウロ、自分の回心を話す

6  「旅を続けてダマスコに近づいたときのこと、真昼ごろ、突然、天から強い光がわたしの周りを照らしました。7わ
 たしは地面に倒れ、『サウル、サウル、なぜ、わたしを迫害するのか』と言う声を聞いたのです。8『主よ、あなたは

 どなたですか』と尋ねると、『わたしは、あなたが迫害しているナザレのイエスである』と答えがありました。9一緒に
 いた人々 は、その光は見たのですが、わたしに話しかけた方の声は聞きませんでした。10『主よ、どうしたらよいで

しょうか』と申しますと、主は、『立ち上がってダマスコへ行け。しなければならないことは、すべてそこで知らされる』
 と言われました。11わたしは、その光の輝きのために目が見えなくなっていましたので、一緒にいた人たちに手を

引かれて、ダマスコに入りました。
12ダマスコにはアナニアという人がいました。律法に従って生活する信仰深い人で、そこに住んでいるすべてのユ

 ダヤ人の中で評判の良い人でした。13 この人がわたしのところに来て、そばに立ってこう言いました。『兄弟サウ
 ル、元どおり見えるようになりなさい。』するとそのとき、わたしはその人が見えるようになったのです。14アナニアは

言いました。『わたしたちの先祖の神が、あなたをお選びになった。それは、御心を悟らせ、あの正しい方に会わせ
 て、その口からの声を聞かせるためです。15あなたは、見聞きしたことについて、すべての人に対してその方の証

 人となる者だからです。16今、何をためらっているのです。立ち上がりなさい。その方の名を唱え、洗礼を受けて
罪を洗い清めなさい。』」

パウロ、異邦人のための宣教者となる

17  「さて、わたしはエルサレムに帰って来て、神殿で祈っていたとき、我を忘れた状態になり、18主にお会いした
のです。主は言われました。『急げ。すぐエルサレムから出て行け。わたしについてあなたが証しすることを、人々 が

 受け入れないからである。』 19わたしは申しました。『主よ、わたしが会堂から会堂へと回って、あなたを信じる者
 を投獄したり、鞭で打ちたたいたりしていたことを、この人々 は知っています。20また、あなたの証人ステファノの

 血が流されたとき、わたしもその場にいてそれに賛成し、彼を殺す者たちの上着の番もしたのです。』 21すると、
主は言われました。『行け。わたしがあなたを遠く異邦人のために遣わすのだ。』」

パウロと千人隊長

22パウロの話をここまで聞いた人々 は、声を張り上げて言った。「こんな男は、地上から除いてしまえ。生かしては
 おけない。」 23  彼らがわめき立てて上着を投げつけ、砂埃を空中にまき散らすほどだったので、24千人隊長は

パウロを兵営に入れるように命じ、人々 がどうしてこれほどパウロに対してわめき立てるのかを知るため、鞭で打ち
 たたいて調べるようにと言った。25パウロを鞭で打つため、その両手を広げて縛ると、パウロはそばに立っていた百

 人隊長に言った。「ローマ帝国の市民権を持つ者を、裁判にかけずに鞭で打ってもよいのですか。」 26 これを聞
 いた百人隊長は、千人隊長のところへ行って報告した。「どうなさいますか。あの男はローマ帝国の市民です。」

27千人隊長はパウロのところへ来て言った。「あなたはローマ帝国の市民なのか。わたしに言いなさい。」パウロは、
 「そうです」と言った。28千人隊長が、「わたしは、多額の金を出してこの市民権を得たのだ」と言うと、パウロは、

 「わたしは生まれながらローマ帝国の市民です」と言った。29そこで、パウロを取り調べようとしていた者たちは、



直ちに手を引き、千人隊長もパウロがローマ帝国の市民であること、そして、彼を縛ってしまったことを知って恐ろし
くなった。

パウロ、最高法院で取り調べを受ける

30翌日、千人隊長は、なぜパウロがユダヤ人から訴えられているのか、確かなことを知りたいと思い、彼の鎖を
外した。そして、祭司長たちと最高法院全体の召集を命じ、パウロを連れ出して彼らの前に立たせた。

戻る



 使徒言行録23 戻る

1そこで、パウロは最高法院の議員たちを見つめて言った。「兄弟たち、わたしは今日に至るまで、あくまでも良心
 に従って神の前で生きてきました。」 2すると、大祭司アナニアは、パウロの近くに立っていた者たちに、彼の口を

 打つように命じた。3パウロは大祭司に向かって言った。「白く塗った壁よ、神があなたをお打ちになる。あなたは、
 律法に従ってわたしを裁くためにそこに座っていながら、律法に背いて、わたしを打て、と命令するのですか。」 4

 近くに立っていた者たちが、「神の大祭司をののしる気か」と言った。5パウロは言った。「兄弟たち、その人が大
祭司だとは知りませんでした。確かに『あなたの民の指導者を悪く言うな』と書かれています。」
6パウロは、議員の一部がサドカイ派、一部がファリサイ派であることを知って、議場で声を高めて言った。「兄弟
たち、わたしは生まれながらのファリサイ派です。死者が復活するという望みを抱いていることで、わたしは裁判に

 かけられているのです。」 7パウロがこう言ったので、ファリサイ派とサドカイ派との間に論争が生じ、最高法院は
 分裂した。8  サドカイ派は復活も天使も霊もないと言い、ファリサイ派はこのいずれをも認めているからである。9

そこで、騒ぎは大きくなった。ファリサイ派の数人の律法学者が立ち上がって激しく論じ、「この人には何の悪い点
 も見いだせない。霊か天使かが彼に話しかけたのだろうか」と言った。10 こうして、論争が激しくなったので、千人

隊長は、パウロが彼らに引き裂かれてしまうのではないかと心配し、兵士たちに、下りていって人々 の中からパウロ
を力ずくで助け出し、兵営に連れて行くように命じた。
11その夜、主はパウロのそばに立って言われた。「勇気を出せ。エルサレムでわたしのことを力強く証ししたように、
ローマでも証しをしなければならない。」

パウロ暗殺の陰謀

12  夜が明けると、ユダヤ人たちは陰謀をたくらみ、パウロを殺すまでは飲み食いしないという誓いを立てた。13
 このたくらみに加わった者は、四十人以上もいた。14彼らは、祭司長たちや長老たちのところへ行って、こう言っ

 た。「わたしたちは、パウロを殺すまでは何も食べないと、固く誓いました。15ですから今、パウロについてもっと詳
しく調べるという口実を設けて、彼をあなたがたのところへ連れて来るように、最高法院と組んで千人隊長に願い

 出てください。わたしたちは、彼がここへ来る前に殺してしまう手はずを整えています。」 16しかし、この陰謀をパウ
 ロの姉妹の子が聞き込み、兵営の中に入って来て、パウロに知らせた。17それで、パウロは百人隊長の一人を

 呼んで言った。「この若者を千人隊長のところへ連れて行ってください。何か知らせることがあるそうです。」 18そ
こで百人隊長は、若者を千人隊長のもとに連れて行き、こう言った。「囚人パウロがわたしを呼んで、この若者を

 こちらに連れて来るようにと頼みました。何か話したいことがあるそうです。」 19千人隊長は、若者の手を取って
 人のいない所へ行き、「知らせたいこととは何か」と尋ねた。20若者は言った。「ユダヤ人たちは、パウロのことを

もっと詳しく調べるという口実で、明日パウロを最高法院に連れて来るようにと、あなたに願い出ることに決めてい
 ます。21どうか、彼らの言いなりにならないでください。彼らのうち四十人以上が、パウロを殺すまでは飲み食い

 しないと誓い、陰謀をたくらんでいるのです。そして、今その手はずを整えて、御承諾を待っているのです。」 22そ
こで千人隊長は、「このことをわたしに知らせたとは、だれにも言うな」と命じて、若者を帰した。
パウロ、総督フェリクスのもとへ護送される
23千人隊長は百人隊長二人を呼び、「今夜九時カイサリアへ出発できるように、歩兵二百名、騎兵七十名、

 補助兵二百名を準備せよ」と言った。24また、馬を用意し、パウロを乗せて、総督フェリクスのもとへ無事に護
 送するように命じ、25  次のような内容の手紙を書いた。26「クラウディウス・リシアが総督フェリクス閣下に御挨

 拶申し上げます。27 この者がユダヤ人に捕らえられ、殺されようとしていたのを、わたしは兵士たちを率いて救い
 出しました。ローマ帝国の市民権を持つ者であることが分かったからです。28そして、告発されている理由を知ろ

 うとして、最高法院に連行しました。29ところが、彼が告発されているのは、ユダヤ人の律法に関する問題であ
 って、死刑や投獄に相当する理由はないことが分かりました。30しかし、この者に対する陰謀があるという報告

を受けましたので、直ちに閣下のもとに護送いたします。告発人たちには、この者に関する件を閣下に訴え出るよ
うにと、命じておきました。」
31  さて、歩兵たちは、命令どおりにパウロを引き取って、夜のうちにアンティパトリスまで連れて行き、32翌日、

 騎兵たちに護送を任せて兵営へ戻った。33騎兵たちはカイサリアに到着すると、手紙を総督に届け、パウロを



 引き渡した。34総督は手紙を読んでから、パウロがどの州の出身であるかを尋ね、キリキア州の出身だと分かる
 と、35「お前を告発する者たちが到着してから、尋問することにする」と言った。そして、ヘロデの官邸にパウロを

留置しておくように命じた。

戻る



 使徒言行録24 戻る

パウロ、フェリクスの前で訴えられる

1五日の後、大祭司アナニアは、長老数名と弁護士テルティロという者を連れて下って来て、総督にパウロを訴
 え出た。2-3パウロが呼び出されると、テルティロは告発を始めた。「フェリクス閣下、閣下のお陰で、私どもは十

分に平和を享受しております。また、閣下の御配慮によって、いろいろな改革がこの国で進められています。私ど
 もは、あらゆる面で、至るところで、このことを認めて称賛申し上げ、また心から感謝しているしだいです。4さて、

 これ以上御迷惑にならないよう手短に申し上げます。御寛容をもってお聞きください。5実は、この男は疫病の
 ような人間で、世界中のユダヤ人の間に騒動を引き起こしている者、『ナザレ人の分派』の主謀者であります。

6a  この男は神殿さえも汚そうとしましたので逮捕いたしました。6b-8a†24.7 そして、私どもの律法によって裁こ
うとしたところ、千人隊長リシアがやって来て、この男を無理やり私どもの手から引き離し、告発人たちには、閣

 下のところに来るようにと命じました。8b閣下御自身でこの者をお調べくだされば、私どもの告発したことがすべ
 てお分かりになるかと存じます。」 9他のユダヤ人たちもこの告発を支持し、そのとおりであると申し立てた。

パウロ、フェリクスの前で弁明する

10総督が、発言するように合図したので、パウロは答弁した。「私は、閣下が多年この国民の裁判をつかさどる
 方であることを、存じ上げておりますので、私自身のことを喜んで弁明いたします。11確かめていただけば分かる

 ことですが、私が礼拝のためエルサレムに上ってから、まだ十二日しかたっていません。12神殿でも会堂でも町の
 中でも、この私がだれかと論争したり、群衆を扇動したりするのを、だれも見た者はおりません。13そして彼らは、

 私を告発している件に関し、閣下に対して何の証拠も挙げることができません。14しかしここで、はっきり申し上
げます。私は、彼らが『分派』と呼んでいるこの道に従って、先祖の神を礼拝し、また、律法に則したことと預言者

 の書に書いてあることを、ことごとく信じています。15更に、正しい者も正しくない者もやがて復活するという希望
 を、神に対して抱いています。この希望は、この人たち自身も同じように抱いております。16 こういうわけで私は、
 神に対しても人に対しても、責められることのない良心を絶えず保つように努めています。17さて、私は、同胞に

 救援金を渡すため、また、供え物を献げるために、何年ぶりかで戻って来ました。18私が清めの式にあずかって
から、神殿で供え物を献げているところを、人に見られたのですが、別に群衆もいませんし、騒動もありませんでし

 た。19ただ、アジア州から来た数人のユダヤ人はいました。もし、私を訴えるべき理由があるというのであれば、
 この人たちこそ閣下のところに出頭して告発すべきだったのです。20 さもなければ、ここにいる人たち自身が、最

 高法院に出頭していた私にどんな不正を見つけたか、今言うべきです。21彼らの中に立って、『死者の復活の
ことで、私は今日あなたがたの前で裁判にかけられているのだ』と叫んだだけなのです。」
22フェリクスは、この道についてかなり詳しく知っていたので、「千人隊長リシアが下って来るのを待って、あなたた

 ちの申し立てに対して判決を下すことにする」と言って裁判を延期した。23そして、パウロを監禁するように、百
人隊長に命じた。ただし、自由をある程度与え、友人たちが彼の世話をするのを妨げないようにさせた。

パウロ、カイサリアで監禁される

24数日の後、フェリクスはユダヤ人である妻のドルシラと一緒に来て、パウロを呼び出し、キリスト・イエスへの信
 仰について話を聞いた。25しかし、パウロが正義や節制や来るべき裁きについて話すと、フェリクスは恐ろしくな

 り、「今回はこれで帰ってよろしい。また適当な機会に呼び出すことにする」と言った。26だが、パウロから金をも
らおうとする下心もあったので、度々 呼び出しては話し合っていた。
27さて、二年たって、フェリクスの後任者としてポルキウス・フェストゥスが赴任したが、フェリクスは、ユダヤ人に気
に入られようとして、パウロを監禁したままにしておいた。

戻る



 使徒言行録25 戻る

パウロ、皇帝に上訴する

1  フェストゥスは、総督として着任して三日たってから、カイサリアからエルサレムへ上った。2-3祭司長たちやユダ
ヤ人のおもだった人々 は、パウロを訴え出て、彼をエルサレムへ送り返すよう計らっていただきたいと、フェストゥスに

 頼んだ。途中で殺そうと陰謀をたくらんでいたのである。4ところがフェストゥスは、パウロはカイサリアで監禁されて
 おり、自分も間もなくそこへ帰るつもりであると答え、5「だから、その男に不都合なところがあるというのなら、あ

なたたちのうちの有力者が、わたしと一緒に下って行って、告発すればよいではないか」と言った。
6フェストゥスは、八日か十日ほど彼らの間で過ごしてから、カイサリアへ下り、翌日、裁判の席に着いて、パウロ

 を引き出すように命令した。7パウロが出廷すると、エルサレムから下って来たユダヤ人たちが彼を取り囲んで、
 重い罪状をあれこれ言い立てたが、それを立証することはできなかった。8パウロは、「私は、ユダヤ人の律法に

 対しても、神殿に対しても、皇帝に対しても何も罪を犯したことはありません」と弁明した。9しかし、フェストゥス
はユダヤ人に気に入られようとして、パウロに言った。「お前は、エルサレムに上って、そこでこれらのことについて、わ

 たしの前で裁判を受けたいと思うか。」 10パウロは言った。「私は、皇帝の法廷に出頭しているのですから、ここ
 で裁判を受けるのが当然です。よくご存じのとおり、私はユダヤ人に対して何も悪いことをしていません。11もし、

悪いことをし、何か死罪に当たることをしたのであれば、決して死を免れようとは思いません。しかし、この人たちの
 訴えが事実無根なら、だれも私を彼らに引き渡すような取り計らいはできません。私は皇帝に上訴します。」 12

そこで、フェストゥスは陪審の人々 と協議してから、「皇帝に上訴したのだから、皇帝のもとに出頭するように」と答
えた。

パウロ、アグリッパ王の前に引き出される

13  数日たって、アグリッパ王とベルニケが、フェストゥスに敬意を表するためにカイサリアに来た。14彼らが幾日
もそこに滞在していたので、フェストゥスはパウロの件を王に持ち出して言った。「ここに、フェリクスが囚人として残し

 ていった男がいます。15わたしがエルサレムに行ったときに、祭司長たちやユダヤ人の長老たちがこの男を訴え出
 て、有罪の判決を下すように要求したのです。16わたしは彼らに答えました。『被告が告発されたことについて、

 原告の面前で弁明する機会も与えられず、引き渡されるのはローマ人の慣習ではない』と。17それで、彼らが
連れ立って当地へ来ましたから、わたしはすぐにその翌日、裁判の席に着き、その男を出廷させるように命令しま

 した。18告発者たちは立ち上がりましたが、彼について、わたしが予想していたような罪状は何一つ指摘できま
 せんでした。19パウロと言い争っている問題は、彼ら自身の宗教に関することと、死んでしまったイエスとかいう

 者のことです。このイエスが生きていると、パウロは主張しているのです。20わたしは、これらのことの調査の方法
 が分からなかったので、『エルサレムへ行き、そこでこれらの件に関して裁判を受けたくはないか』と言いました。21

しかしパウロは、皇帝陛下の判決を受けるときまで、ここにとどめておいてほしいと願い出ましたので、皇帝のもとに
 護送するまで、彼をとどめておくように命令しました。」 22そこで、アグリッパがフェストゥスに、「わたしも、その男の

言うことを聞いてみたいと思います」と言うと、フェストゥスは、「明日、お聞きになれます」と言った。
23翌日、アグリッパとベルニケが盛装して到着し、千人隊長たちや町のおもだった人々 と共に謁見室に入ると、

 フェストゥスの命令でパウロが引き出された。24そこで、フェストゥスは言った。「アグリッパ王、ならびに列席の諸
君、この男を御覧なさい。ユダヤ人がこぞってもう生かしておくべきではないと叫び、エルサレムでもこの地でもわた

 しに訴え出ているのは、この男のことです。25しかし、彼が死罪に相当するようなことは何もしていないということ
 が、わたしには分かりました。ところが、この者自身が皇帝陛下に上訴したので、護送することに決定しました。

26しかし、この者について確実なことは、何も陛下に書き送ることができません。そこで、諸君の前に、特にアグリ
 ッパ王、貴下の前に彼を引き出しました。よく取り調べてから、何か書き送るようにしたいのです。27囚人を護

送するのに、その罪状を示さないのは理に合わないと、わたしには思われるからです。」 戻る



 使徒言行録26 戻る

パウロ、アグリッパ王の前で弁明する

1  アグリッパはパウロに、「お前は自分のことを話してよい」と言った。そこで、パウロは手を差し伸べて弁明した。
2「アグリッパ王よ、私がユダヤ人たちに訴えられていることすべてについて、今日、王の前で弁明させていただける

 のは幸いであると思います。3王は、ユダヤ人の慣習も論争点もみなよくご存じだからです。それで、どうか忍耐
 をもって、私の申すことを聞いてくださるように、お願いいたします。4さて、私の若いころからの生活が、同胞の間

 であれ、またエルサレムの中であれ、最初のころからどうであったかは、ユダヤ人ならだれでも知っています。5彼ら
は以前から私を知っているのです。だから、私たちの宗教の中でいちばん厳格な派である、ファリサイ派の一員と

 して私が生活していたことを、彼らは証言しようと思えば、証言できるのです。6今、私がここに立って裁判を受け
 ているのは、神が私たちの先祖にお与えになった約束の実現に、望みをかけているからです。7私たちの十二部

族は、夜も昼も熱心に神に仕え、その約束の実現されることを望んでいます。王よ、私はこの希望を抱いている
 ために、ユダヤ人から訴えられているのです。8神が死者を復活させてくださるということを、あなたがたはなぜ信

 じ難いとお考えになるのでしょうか。9実は私自身も、あのナザレの人イエスの名に大いに反対すべきだと考えて
 いました。10そして、それをエルサレムで実行に移し、この私が祭司長たちから権限を受けて多くの聖なる者たち

 を牢に入れ、彼らが死刑になるときは、賛成の意思表示をしたのです。11また、至るところの会堂で、しばしば
彼らを罰してイエスを冒瀆するように強制し、彼らに対して激しく怒り狂い、外国の町にまでも迫害の手を伸ばし
たのです。」

パウロ、自分の回心を語る

12  「こうして、私は祭司長たちから権限を委任されて、ダマスコへ向かったのですが、13その途中、真昼のことで
す。王よ、私は天からの光を見たのです。それは太陽より明るく輝いて、私とまた同行していた者との周りを照ら

 しました。14私たちが皆地に倒れたとき、『サウル、サウル、なぜ、わたしを迫害するのか。とげの付いた棒をける
 と、ひどい目に遭う』と、私にヘブライ語で語りかける声を聞きました。15私が、『主よ、あなたはどなたですか』と

 申しますと、主は言われました。『わたしは、あなたが迫害しているイエスである。16起き上がれ。自分の足で立
て。わたしがあなたに現れたのは、あなたがわたしを見たこと、そして、これからわたしが示そうとすることについて、あ

 なたを奉仕者、また証人にするためである。17わたしは、あなたをこの民と異邦人の中から救い出し、彼らのも
 とに遣わす。18それは、彼らの目を開いて、闇から光に、サタンの支配から神に立ち帰らせ、こうして彼らがわた

しへの信仰によって、罪の赦しを得、聖なる者とされた人々 と共に恵みの分け前にあずかるようになるためであ
る。』」

パウロの宣教の内容

19  「アグリッパ王よ、こういう次第で、私は天から示されたことに背かず、20ダマスコにいる人々 を初めとして、エ
ルサレムの人々 とユダヤ全土の人々 、そして異邦人に対して、悔い改めて神に立ち帰り、悔い改めにふさわしい

 行いをするようにと伝えました。21そのためにユダヤ人たちは、神殿の境内にいた私を捕らえて殺そうとしたので
 す。22ところで、私は神からの助けを今日までいただいて、固く立ち、小さな者にも大きな者にも証しをしてきま

 したが、預言者たちやモーセが必ず起こると語ったこと以外には、何一つ述べていません。23つまり私は、メシア
が苦しみを受け、また、死者の中から最初に復活して、民にも異邦人にも光を語り告げることになると述べたので
す。」

パウロ、アグリッパ王に信仰を勧める

24パウロがこう弁明していると、フェストゥスは大声で言った。「パウロ、お前は頭がおかしい。学問のしすぎで、お



 かしくなったのだ。」 25パウロは言った。「フェストゥス閣下、わたしは頭がおかしいわけではありません。真実で理
 にかなったことを話しているのです。26王はこれらのことについてよくご存じですので、はっきりと申し上げます。この

ことは、どこかの片隅で起こったのではありません。ですから、一つとしてご存じないものはないと、確信しております。
 27  アグリッパ王よ、預言者たちを信じておられますか。信じておられることと思います。」 28アグリッパはパウロに

 言った。「短い時間でわたしを説き伏せて、キリスト信者にしてしまうつもりか。」 29パウロは言った。「短い時間で
あろうと長い時間であろうと、王ばかりでなく、今日この話を聞いてくださるすべての方が、私のようになってくださる
ことを神に祈ります。このように鎖につながれることは別ですが。」
30  そこで、王が立ち上がり、総督もベルニケや陪席の者も立ち上がった。31彼らは退場してから、「あの男は、

 死刑や投獄に当たるようなことは何もしていない」と話し合った。32アグリッパ王はフェストゥスに、「あの男は皇
帝に上訴さえしていなければ、釈放してもらえただろうに」と言った。

戻る



 使徒言行録27 戻る

パウロ、ローマへ向かって船出する

1わたしたちがイタリアへ向かって船出することに決まったとき、パウロと他の数名の囚人は、皇帝直属部隊の百
 人隊長ユリウスという者に引き渡された。2わたしたちは、アジア州沿岸の各地に寄港することになっている、ア

 ドラミティオン港の船に乗って出港した。テサロニケ出身のマケドニア人アリスタルコも一緒であった。3翌日シドン
 に着いたが、ユリウスはパウロを親切に扱い、友人たちのところへ行ってもてなしを受けることを許してくれた。4そ

 こから船出したが、向かい風のためキプロス島の陰を航行し、5キリキア州とパンフィリア州の沖を過ぎて、リキア
 州のミラに着いた。6 ここで百人隊長は、イタリアに行くアレクサンドリアの船を見つけて、わたしたちをそれに乗り

 込ませた。7幾日もの間、船足ははかどらず、ようやくクニドス港に近づいた。ところが、風に行く手を阻まれたの
 で、サルモネ岬を回ってクレタ島の陰を航行し、8ようやく島の岸に沿って進み、ラサヤの町に近い「良い港」と呼

ばれる所に着いた。
9かなりの時がたって、既に断食日も過ぎていたので、航海はもう危険であった。それで、パウロは人々 に忠告し

 た。10「皆さん、わたしの見るところでは、この航海は積み荷や船体ばかりでなく、わたしたち自身にも危険と多
 大の損失をもたらすことになります。」 11しかし、百人隊長は、パウロの言ったことよりも、船長や船主の方を信

 用した。12 この港は冬を越すのに適していなかった。それで、大多数の者の意見により、ここから船出し、できる
ならばクレタ島で南西と北西に面しているフェニクス港に行き、そこで冬を過ごすことになった。

暴風に襲われる

13ときに、南風が静かに吹いて来たので、人々 は望みどおりに事が運ぶと考えて錨を上げ、クレタ島の岸に沿っ
 て進んだ。14  しかし、間もなく「エウラキロン」と呼ばれる暴風が、島の方から吹き降ろして来た。15船はそれに

 巻き込まれ、風に逆らって進むことができなかったので、わたしたちは流されるにまかせた。16やがて、カウダという
 小島の陰に来たので、やっとのことで小舟をしっかりと引き寄せることができた。17小舟を船に引き上げてから、

 船体には綱を巻きつけ、シルティスの浅瀬に乗り上げるのを恐れて海錨を降ろし、流されるにまかせた。18しか
 し、ひどい暴風に悩まされたので、翌日には人々 は積み荷を海に捨て始め、19三日目には自分たちの手で船

 具を投げ捨ててしまった。20幾日もの間、太陽も星も見えず、暴風が激しく吹きすさぶので、ついに助かる望み
は全く消えうせようとしていた。
21 人々 は長い間、食事をとっていなかった。そのとき、パウロは彼らの中に立って言った。「皆さん、わたしの言っ

 たとおりに、クレタ島から船出していなければ、こんな危険や損失を避けられたにちがいありません。22しかし今、
 あなたがたに勧めます。元気を出しなさい。船は失うが、皆さんのうちだれ一人として命を失う者はないのです。

23  わたしが仕え、礼拝している神からの天使が昨夜わたしのそばに立って、24 こう言われました。『パウロ、恐れ
るな。あなたは皇帝の前に出頭しなければならない。神は、一緒に航海しているすべての者を、あなたに任せてく

 ださったのだ。』 25ですから、皆さん、元気を出しなさい。わたしは神を信じています。わたしに告げられたことは、
 そのとおりになります。26わたしたちは、必ずどこかの島に打ち上げられるはずです。」

27十四日目の夜になったとき、わたしたちはアドリア海を漂流していた。真夜中ごろ船員たちは、どこかの陸地
 に近づいているように感じた。28そこで、水の深さを測ってみると、二十オルギィアあることが分かった。もう少し

 進んでまた測ってみると、十五オルギィアであった。29船が暗礁に乗り上げることを恐れて、船員たちは船尾か
 ら錨を四つ投げ込み、夜の明けるのを待ちわびた。30ところが、船員たちは船から逃げ出そうとし、船首から錨

 を降ろす振りをして小舟を海に降ろしたので、31パウロは百人隊長と兵士たちに、「あの人たちが船にとどまって
 いなければ、あなたがたは助からない」と言った。32そこで、兵士たちは綱を断ち切って、小舟を流れるにまかせ

た。
33夜が明けかけたころ、パウロは一同に食事をするように勧めた。「今日で十四日もの間、皆さんは不安のうち

 に全く何も食べずに、過ごしてきました。34だから、どうぞ何か食べてください。生き延びるために必要だからです。



 あなたがたの頭から髪の毛一本もなくなることはありません。」 35 こう言ってパウロは、一同の前でパンを取って
 神に感謝の祈りをささげてから、それを裂いて食べ始めた。36  そこで、一同も元気づいて食事をした。37船に

 いたわたしたちは、全部で二百七十六人であった。38十分に食べてから、穀物を海に投げ捨てて船を軽くした。

難破する

39朝になって、どこの陸地であるか分からなかったが、砂浜のある入り江を見つけたので、できることなら、そこへ
 船を乗り入れようということになった。40そこで、錨を切り離して海に捨て、同時に舵の綱を解き、風に船首の
 帆を上げて、砂浜に向かって進んだ。41ところが、深みに挟まれた浅瀬にぶつかって船を乗り上げてしまい、船

 首がめり込んで動かなくなり、船尾は激しい波で壊れだした。42兵士たちは、囚人たちが泳いで逃げないように、
 殺そうと計ったが、43百人隊長はパウロを助けたいと思ったので、この計画を思いとどまらせた。そして、泳げる

 者がまず飛び込んで陸に上がり、44残りの者は板切れや船の乗組員につかまって泳いで行くように命令した。
このようにして、全員が無事に上陸した。

戻る



 使徒言行録28 戻る

マルタ島で

1  わたしたちが助かったとき、この島がマルタと呼ばれていることが分かった。2島の住民は大変親切にしてくれた。
 降る雨と寒さをしのぐためにたき火をたいて、わたしたち一同をもてなしてくれたのである。3パウロが一束の枯れ

 枝を集めて火にくべると、一匹の蝮が熱気のために出て来て、その手に絡みついた。4住民は彼の手にぶら下
がっているこの生き物を見て、互いに言った。「この人はきっと人殺しにちがいない。海では助かったが、『正義の女

 神』はこの人を生かしておかないのだ。」 5ところが、パウロはその生き物を火の中に振り落とし、何の害も受けな
 かった。6体がはれ上がるか、あるいは急に倒れて死ぬだろうと、彼らはパウロの様子をうかがっていた。しかし、い

 つまでたっても何も起こらないのを見て、考えを変え、「この人は神様だ」と言った。7さて、この場所の近くに、島
 の長官でプブリウスという人の所有地があった。彼はわたしたちを歓迎して、三日間、手厚くもてなしてくれた。8

ときに、プブリウスの父親が熱病と下痢で床についていたので、パウロはその家に行って祈り、手を置いていやした。
 9  このことがあったので、島のほかの病人たちもやって来て、いやしてもらった。10それで、彼らはわたしたちに深く
敬意を表し、船出のときには、わたしたちに必要な物を持って来てくれた。

ローマ到着

11三か月後、わたしたちは、この島で冬を越していたアレクサンドリアの船に乗って出航した。ディオスクロイを船
 印とする船であった。12  わたしたちは、シラクサに寄港して三日間そこに滞在し、13 ここから海岸沿いに進み、

 レギオンに着いた。一日たつと、南風が吹いて来たので、二日でプテオリに入港した。14わたしたちはそこで兄弟
 たちを見つけ、請われるままに七日間滞在した。こうして、わたしたちはローマに着いた。15ローマからは、兄弟た

ちがわたしたちのことを聞き伝えて、アピイフォルムとトレス・タベルネまで迎えに来てくれた。パウロは彼らを見て、
神に感謝し、勇気づけられた。
16わたしたちがローマに入ったとき、パウロは番兵を一人つけられたが、自分だけで住むことを許された。
パウロ、ローマで宣教する
17三日の後、パウロはおもだったユダヤ人たちを招いた。彼らが集まって来たとき、こう言った。「兄弟たち、わたし
は、民に対しても先祖の慣習に対しても、背くようなことは何一つしていないのに、エルサレムで囚人としてローマ

 人の手に引き渡されてしまいました。18ローマ人はわたしを取り調べたのですが、死刑に相当する理由が何も無
 かったので、釈放しようと思ったのです。19しかし、ユダヤ人たちが反対したので、わたしは皇帝に上訴せざるをえ

 ませんでした。これは、決して同胞を告発するためではありません。20だからこそ、お会いして話し合いたいと、あ
なたがたにお願いしたのです。イスラエルが希望していることのために、わたしはこのように鎖でつながれているので

 す。」 21すると、ユダヤ人たちが言った。「私どもは、あなたのことについてユダヤから何の書面も受け取ってはおり
ませんし、また、ここに来た兄弟のだれ一人として、あなたについて何か悪いことを報告したことも、話したこともあり

 ませんでした。22あなたの考えておられることを、直接お聞きしたい。この分派については、至るところで反対があ
ることを耳にしているのです。」
23そこで、ユダヤ人たちは日を決めて、大勢でパウロの宿舎にやって来た。パウロは、朝から晩まで説明を続けた。
神の国について力強く証しし、モーセの律法や預言者の書を引用して、イエスについて説得しようとしたのである。
24  ある者はパウロの言うことを受け入れたが、他の者は信じようとはしなかった。25彼らが互いに意見が一致
しないまま、立ち去ろうとしたとき、パウロはひと言次のように言った。「聖霊は、預言者イザヤを通して、実に正し

 くあなたがたの先祖に、26語られました。

『この民のところへ行って言え。
あなたたちは聞くには聞くが、決して理解せず、
見るには見るが、決して認めない。



27 この民の心は鈍り、
耳は遠くなり、
目は閉じてしまった。
こうして、彼らは目で見ることなく、
耳で聞くことなく、
心で理解せず、立ち帰らない。
わたしは彼らをいやさない。』

28だから、このことを知っていただきたい。この神の救いは異邦人に向けられました。彼らこそ、これに聞き従うの
 です。」 29†28.29 パウロがこのようなことを語ったところ、ユダヤ人たちは大いに論じ合いながら帰って行った。

30  パウロは、自費で借りた家に丸二年間住んで、訪問する者はだれかれとなく歓迎し、31全く自由に何の妨
げもなく、神の国を宣べ伝え、主イエス・キリストについて教え続けた。

戻る
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